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長島


永禄十三年（一五七〇年）　三月上旬　　　近江国高島郡安井川村　　清水山城　　鯰江なまずえ定春






「殿」


声をかけると主、朽木大膳大夫基綱くつきだいぜんだゆうもとつな様が私を見た。


「如何どうした？　左近」


「はっ、鳥屋尾石見守殿が御目通りを願っております」


殿が視線を相談役の蒲生がもう下野守しもつけのかみ殿に向けた。下野守殿が〝参りましたか〟と言うと殿が笑みを浮かべながら〝そのようだ〟と言って頷かれた。


「如何いかがなされます？」


「会わぬわけにはいくまいよ、下野守。左近、藤二郎、九兵衛は手の空いている者を暦の間ここに呼べ、適当で良いぞ」


「暦の間ここにでございますか？」


書院ではない？　驚いて問うと殿が悪戯いたずらを思い付いた様な笑みを浮かべられた。


「うむ、急げよ」


「はっ」


磯野藤二郎殿、秋葉九兵衛殿と共に急いで殿の御前を下がった。殿はグズグズされるのが御嫌いだ。


朽木長門守ながとのかみ様、荒川平九郎殿、田沢又兵衛殿、守山弥兵衛殿、長沼新三郎殿、真田さなだ弾正だんじょう殿、明智あけち十兵衛じゅうべえ殿、沼田上野之助ぬまたこうずけのすけ殿、竹中半兵衛たけなかはんべえ殿、山内伊右衛門殿に声を掛けて戻ると暦の間には蒲生下野守殿と小姓仲間の葛西千四郎殿、町田小十郎殿、千住嘉兵衛殿が居るだけだった。殿が居ない。


やがて長門守様達がぞろぞろと現れ席に座った。殿が居ない事で皆訝いぶかしげな顔をしている。


少しして殿が現れた。何と！　鈴すず殿も一緒だ！　手を引いている。座に着くと鈴殿を膝の上に乗せた！　皆目を丸くしている。


「鈴、仕事だ」


「仕事？　側室の仕事でございますか？」


鈴殿が小首を傾げている。思わず吹き出しかけた。彼方此方あちこちから失笑が起きている。未だ童女なのだ。殿も困った様な御顔をされた。


「うむ、まあそんなところだ。格別難しい事ではない。先まずニコニコしている事。次に俺が鈴に問い掛けたら〝嬉しゅうございます〟、〝鈴は幸せです〟、〝恥ずかしゅうございます〟、そんな風に答えてくれれば良い。分かるな？」


「はい」


「良い子だ。千四郎、石見守を呼べ」


「はっ」


葛西千四郎殿が弾かれた様に石見守殿を呼びに行った。


殿が鈴殿の耳元で何か囁ささやいている。鈴殿がコクリと頷く。時に笑顔を見せる事も有る。そんな事が二度、三度と続いた後、千四郎殿が戻った。


「鳥屋尾石見守殿をお連れ致しました」


石見守殿が姿を見せた。表情が険しい、待たされた事で苛立っている。いや、鈴殿の方に視線を向けたからそっちが不愉快なのかもしれない。


「久しいな、石見守」


「はっ、御尊顔を拝し奉り恐悦至極にございまする」


石見守殿の言葉に殿が満足そうに頷いている。石見守殿の不機嫌に気付いていない筈はないんだが……。


「北畠家の方々は如何お過ごしかな。境遇が変わって色々と不満も有ろうな。石見守も苦労しているのではないか？」


「いえ、左様な事は」


殿は石見守殿と話しながらも時折鈴殿に視線を向け笑みを浮かべている。鈴殿も嬉しそうだ。まるで御寵愛ごちょうあいの深い側室のようだな。鈴殿は未だ十一歳、側室という名目で出した長野家からの人質だと聞いている。だが先程の遣り取りを知らなければ本当に御寵愛深い側室にしか見えない。


「ところで今日は何の用だ？」


「はっ、些いささか疑念が有り罷まかり越しましてございまする」


「ほう、疑念とな」


気の無い声だ。殿の視線は鈴殿に向いている。


「はっ、長野城の改修、安濃津城の改築の件にございます。まるで北畠を敵視するかのように見えまする。我等は既に大膳大夫様に服属した身、何故左様な事をされるのかと北畠の者は不審に思い怯えておりまする。何故にございましょうか、御答え頂きとうございまする」


石見守殿は怒っている。私の位置からは斜め後ろから横顔が見えるだけだが頬が硬い。それに口調も硬いのだ。でも朽木家では北畠が本当に服属したと見ている者は居ない。その事で殿が御苦労されている事も分かっている。鈴殿がこの城に来たのも北畠が信用出来ないからだ。殿は如何答えるのか……。


「ああ、あれか。気にする事は無い。北畠を疑っての事ではないからな」


「しかし」


「側室に大きな城が欲しいと強請ねだられてな。それで行っているのよ」


え、そうなのか？　御重臣方も皆眼が点だけど……。でも鈴殿は驚いていない。もしかすると本当なのか。


「何と申されます、……御戯おたわむれは」


「戯れではない。石見守は初対面かな。長野家から側室に入れた鈴だ。鈴、石見守だ。挨拶するが良い」


「鈴にございまする」


「はっ、鳥屋尾石見守にございまする」


「鈴、今城を造っている。嬉しかろう？」


「はい、嬉しゅうございまする」


殿が石見守殿に視線を向けた。石見守殿は無言だ。多分絶句しているんだろうな。


「可愛いであろう、石見守」


「は、あ、いえ、その」


しどろもどろだ。


「近江は伊勢に比べると寒いからな。頬を赤くしている時が有ると可哀想でならぬ。もっともその頬を突くのも楽しい。困ったものよ、なあ、鈴」


「恥ずかしゅうございます」


殿が〝そうか、恥ずかしいか、可愛いぞ〟と言って声を上げて御笑いになった。上機嫌だ。御重臣方は皆顔を見合わせあっている。殿が鈴殿の手を取った。


「小さい手だ。まるで紅葉もみじだな。伊勢から来た紅葉の姫だ。この手で縋すがられると無碍むげには出来ぬ。それにここには血縁の者が居らぬからな。寂しい想いをさせては可哀想だとついつい世話を焼いてしまうのだがそれも楽しい」


「お止め下さいませ、鈴は恥ずかしゅうございます」

            





    
  
  




とうとう吹き出した。田沢又兵衛殿、守山弥兵衛殿、真田弾正殿だ。首を振っているのは荒川平九郎殿、長沼新三郎殿、山内伊右衛門殿。他は必死に堪えている。


「声も良いのだ。柔らかな澄んだ声で〝大膳大夫様〟と呼ばれるとな。何とも幸せな気分になる。手離せぬわ」


駄目だ、皆が吹き出した。自分を含めた小姓達も吹き出している。


「と言うわけでな、石見守、心配はいらぬと皆に伝えてくれ。御苦労だったな」


「しかし」


「石見守よ、俺はこれから鈴と貝合わせだ。邪魔するな、無粋だぞ」


貝合わせ？　殿が鈴殿と貝合わせ？　駄目だ、腹の皮が捩よじれる。誰か、助けてくれ。藤二郎殿が突っ伏した。九兵衛殿は腹を掴んでいる。千四郎殿と小十郎殿は口元を押さえている。自分も腹を掴んだ。耐えなければ……。


「千四郎、石見守が帰る。先導せよ」


「はっ」


笑うのを堪えながら千四郎殿が立つ。だが石見守殿は立たない。


「石見守殿、御帰りになられた方が良い。殿は鈴殿と貝合わせを為される」


下野守殿が必死に笑うのを堪えながら促すと石見守殿が渋々立ち上がり部屋を出て行った。


「駄目だ、耐えられぬ」


一人が笑い出すと皆が笑い出した。〝殿は酷い〟、〝石見守は絶句しておりましたぞ〟と声が上がった。


「まあ良いではないか。なあ、鈴」


「恥ずかしゅうございます」


「いや、もう良いぞ。仕事は終わりだ」


鈴殿が首を横に振った。


「そうではございませぬ。鈴は本当に、本当に恥ずかしゅうございます」


また笑い声が上がった。鈴殿は顔が真っ赤だ。


「いや、そうか、済まぬ、許せ。これも側室の務めだと料簡りょうけんしてくれ」


駄目だ、また噴き出した。


「貝合わせをしてくださいますの？」


「貝合わせ？　いや、その、まあ、なんだ」


殿が困っている。


「殿、断れませぬなあ」


真田弾正殿が笑いながら言うと皆が〝その通り〟、〝断れませぬぞ〟と声を上げた。殿が大きく息を吐いた。


「分かった。鈴、貝合わせだ。さて、鈴の部屋に行くか」


立ち上がると殿は鈴殿を連れて暦の間を出て行った。皆がまた笑い声を上げた。お腹が痛い……。






永禄十三年（一五七〇年）　四月中旬　　　伊勢国桑名郡長島村　　願証寺　　証意しょうい






「証意殿、国人衆達への呼び掛けは？」


「上手く行きませぬな。文は受け取るが返事は無い」


愚僧が答えると長井隼人正道利が面白く無さそうに顔を歪めた。


「朽木を懼おそれている……」


「如何にもその通り」


隼人正が息を吐いた。


「あの北畠が何も出来ずに降伏しましたからな、やはり影響は大きいか」


「皆うまうまと騙されました。まさか商人に米を買わせるとは……、そんな事は誰も考えませぬ」


他の大名達とは違う、朽木には何を仕出かすか分からぬ怖さが有る。叡山えいざんを焼き払い越前では根切りを行った。苛烈極まりない。伊勢では年に二度の遠征、そして米の買い占め。国人衆達も北畠もまんまと騙された。国人衆達が懼れるのも単純な力では無くその何を仕出かすか分からぬ怖さであろう。


「長野城、安濃津城を改修していると聞きますが」


「長野城は改修ですが安濃津城は改築です。一度破却して造り直している。余程に大がかりに造るようです」


「……」


「鳥屋尾石見守が大膳大夫に何故かと訊いたようです。北畠一族は降伏した、備えの城など不要の筈、敵視するのは理不尽だと」


隼人正が面白そうな笑みを浮かべている。


「それで、大膳大夫は何と？」


「長野から入れた側室に強請られたと」


隼人正が笑い出した。


「ぬけぬけと」


「真、ぬけぬけと言ったものです。唖然あぜんとする石見守に側室の愛らしさを楽しそうに延々と話し続けたとか。周りに控えていた家臣達は耐え切れずに噴出したと聞いています」


益々笑い声が大きくなった。……笑い終った。


「鳥屋尾石見守が抗議したのは拙かったかもしれませぬ」


「同感にござる」


「却って朽木に警戒心を募らせたと思います」


「如何にも」


長井隼人正が頷いた。何もせぬ方が大膳大夫の心に油断を生じさせたやもしれぬ。今となっては手遅れだが……、裏目に出た。


「それにしても十一歳の娘に強請られて城造りとは。……朽木大膳大夫、女に弱いという話が有りましたかな」


「愚僧は聞いた事が有りませぬ」


「某それがしもござらぬ、人を喰った男だ」


また二人で笑った。全くだ。未だ二十歳を過ぎたばかりだというのに朽木大膳大夫、強かさばかりを感じさせる。女に弱いなど無縁の男であろう。


「良くない報せは他にもあります。大湊おおみなとからの報せによれば北畠の一族の中には朽木に逆らうのは得策ならずと言い出す者が現れたとか」


「なんと！　それは一体何者にござる」


隼人正が身を乗り出した。


「驚かれるな、隼人正殿。その仁の名は北畠右近大夫将監具房うこんだゆうしょうげんともふさ、北畠の当主」


「まさか……」


身を乗り出したまま呆然としている。


「元々父親の権中納言と上手く行っておりませぬ。権中納言の反朽木感情は強い、それに対する反発からかもしれませぬな……」


「……」


隼人正が首を横に振りながら大きく息を吐いた。右近大夫将監は酷く肥えた男で武辺には無縁の男らしい。その所為で剣の達人でもある父親の権中納言には疎んじられていた。北畠右近大夫将監が親朽木に転ずるとなれば家臣達の中にも親朽木を唱える者が出よう。となれば北畠との協力関係にも支障が出るのは必定。仕掛けるのは早い方が良かろう、だが……。


「大湊にも同じ事が起きております」


「……と申されると」


「安濃津。城の改築だけでなく町造り、湊の整備も大規模に行っているようです。今のままでは大湊は安濃津に利を奪われる、そうなる前に大膳大夫に近付き関係を改善すべきだという者が会合衆の中に現れました……、商人は利を奪われるのを何よりも嫌がる。北からの荷が安濃津で止まる事を怖れているのでしょう」


隼人正が唸うなった。


「証意殿、安濃津には九鬼くきが居りましたな」


「いかにも、朽木、長野の援助を受けて水軍を整えています。志摩攻めの準備で有る事は衆目の一致するところ」


「志摩の海賊衆は？」


「怯えております、北畠はもう頼りになりませぬし安濃津に居る九鬼を攻める事も出来ませぬ。やれば朽木と長野を怒らせましょう。志摩に攻め込む口実を与えるだけの事。九鬼が攻めて来るのを待つしかありませぬ。そして撃ち払う、分の悪い戦です」


隼人正が首を横に振っている。


「朽木に降伏はしませぬか」


「分かりませぬ、しかし難しいでしょう。志摩の海賊衆は九鬼を追放しました。今降伏すれば九鬼の下に付く事になります。彼らは九鬼の報復を恐れているのです」


「……」


「それに朽木も心底の定かならぬ志摩の海賊を何処まで信用出来るか」


「やれやれですな」


朽木は伊勢攻略前に志摩の海賊衆に声をかけた。だが当時の海賊衆はそれを無視、応じたのは九鬼だけだったと聞く。海賊衆にしてみれば朽木の伊勢攻略が一年で終わるとは想像も出来なかったのであろう。


「勝てますかな、志摩の海賊衆は」


隼人正が窺うようにこちらを見ている。思わず目を伏せた。


「難しいと思います。安濃津では南蛮船も建造しています」


「真ですか？」


隼人正が目を瞠った。


「はい、敦賀つるが、若狭から人が来ているようです。大筒、鉄砲も朽木から運び込まれています。九鬼は荒くれ者揃いの海賊衆でも一際気性の荒さで有名な男ですが大膳大夫には心服しています」


「……」


「大湊で朽木に味方しようという人間が出たのも九鬼の存在が有ります。九鬼が志摩に戻り敵に回ればどうなるか。大湊の商人は大きな打撃を受ける事になるでしょう」


「厄介な男ですな、大膳大夫も、九鬼も」


隼人正が嘆息を漏らした。


確かに厄介な男では有る。朽木は伊勢攻略後、大湊には何も要求せずに近江に戻った。その事で大湊は朽木を甘く見た。だが今ならば分かる。朽木は大湊を味方にしようとも説得しようとも考えていない。朽木は大湊を屈服させる事を望んでいる。そして着々と手を打っている。いずれその手は山田、宇治、桑名にも及ぶであろう。


「気性の激しい短気者、歳も若い故直ぐにも攻めてくるかと思ったのですが……」


「来ませんでしたな。城造りに街道の整備」


「嫌らしい事をします、少しずつこちらを締め上げて来る。国人衆達の反応が鈍いのも已やむを得ませぬ」


「それだけこちらを怖れているとも言えましょう」


「だから怖いのです」


最後は呟く様な口調になった。長島を、いや伊勢を冷たい目で見据えている。気性が激しいのではない、むしろ冷酷で計算高いのだ。叡山を焼いたのも根切りも熱い感情ではない、冷たい計算から出ている。


「証意殿、そろそろお心を決められては？」


「兵を起こせと？　しかし勝てましょうか？」


愚僧が問うと隼人正が首を横に振った。


「分かりませぬな。しかし時が過ぎれば勝ち目は小さくなりますぞ。国人衆の事は我らが動く事で同調する者が出る事を期待するしかありますまい。それに三河の事も有る。このままでは座したまま死ぬだけでござろう」


「三河ですか……」


愚僧の呟きに隼人正が頷いた。


三河では織田、徳川連合の前に一揆勢は劣勢に立たされている。伊勢の国人衆が動かぬ理由にはそれも有ろう。そして三河の一向一揆が鎮定されれば織田、徳川の連合軍が朽木に協力する可能性も出て来る。そうなれば国人衆は動かぬ。我らにも到底勝ち目は無い……。決断の先延ばしは敗北でしかない。溜息が出た。


「何か気にかかる事でも？」


「……三好の事」


「朽木は共通の敵、動いてくれましょう。戦は仕掛けずとも近江に圧力をかけてくれればかなりの兵を京に足止め出来る筈」


「そうならないかもしれませぬ」


隼人正が訝しげな表情をした。


「三好との間が思わしくないのです」


「どういう事にござる」


「紀州」


隼人正が〝紀州〟と呟いた。どうやら分からぬようじゃ。


「畠山との戦いに勝ち三好が紀州の西半分に勢力を伸ばしました。だがその地は我ら真宗の教えを信じる者が多い地でも有るのです」


「……つまり紀伊を巡って本願寺と三好家で争いが生じかねぬと？」


隼人正の声が掠れていた。


「そこまでは言いませぬが三好が気にかけているのは間違いないところ。御上人様からの文にも懸念が記されていました。豊前守ぶぜんのかみ殿も気にかけています」


「豊前守殿？　下間殿までが？　しかし朽木は……」


「隼人正殿、良く御聞きなされ」


「……」


「亡くなられた義輝よしてる様が最も信頼されたのが朽木でありました。その所為で三好と朽木はここ十年以上敵対関係に有ります。ですが朽木と三好が戦ったのは一度だけです。畠山とはしばしば戦った三好が朽木との戦は避けております。そして朽木が三好を義輝様を弑しいしたと非難したとは聞きませぬ」


隼人正の顔が強張った。


「まさか……」


「分かりませぬ。ですが三好は京を支配下に置き朽木は京に強い繋がりを持ちます。両家の関係がどのようなものか、本当の所は見えませぬ。それに三好家の中でも重臣の日向守殿は大膳大夫を高く評価しております」


蒼白、隼人正の顔は強張ったまま蒼白になっていた。


「今、三好と本願寺は協力関係に有ります。隼人正殿は御存じないやもしれませぬが三好と本願寺は昔戦になった事が有るのです。かれこれ四十年程前になりましょう。その折本願寺は三好豊前守、安宅あたぎ摂津守せっつのかみ兄弟の父、筑前守元長殿を自害に追い込みました。凄絶な最後であったと聞いています」


「……」


「お分かり頂けましたか、隼人正殿。三好にとって朽木は敵かもしれませぬ。だが三好が本願寺を恨んでいないと言えましょうか？　そして朽木と本願寺は不倶戴天ふぐたいてんの仲、三好が朽木をどのような眼で見ているか。朽木が三好をどのような眼で見ているか……」


隼人正がごくりと喉を鳴らした。


「……三好は当てにならぬと」


「いえ、当てには出来ぬと思った方が良いと考えています。その上で如何するか……。御上人様からは戦を何時起こすかは自由に決めて良いと御許しを得ていますがどうにも踏ん切りが付きませぬ。余りにも分が悪い」


「……皆を集めましょう」


「皆を？」


驚いて訊き返すと隼人正が頷いた。


「戦は早い方が良い、その事を話し皆が同意したならそのまま軍議へ」


「軍議ですか」


隼人正が厳しい表情で愚僧を見ている。確かに時を潰しては勝算が薄くなる。……待っていたのかもしれない、誰かが背を押してくれるのを。


「戻れませぬよ」


「戦とはそういうものにござる」


「……そうですね、皆を呼びましょう」


隼人正が一礼して立ち上がった。皆を呼びに行くのだろう。戦の時が近付きつつあると思った。

            





攻略案
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暦の間、塩津浜城でも清水山城でも俺の執務室はそう呼ばれている。理由はカレンダーの様なものが置かれている所為だがこのカレンダー、今では評定の間にもあるし各奉行の御用部屋、いわば執務室にも有る。それどころか綾あやママ、小夜さよ、雪乃ゆきの、鈴の部屋にもある。要するに清水山城の彼方此方に有る、便利なのだ。その内これを作って売り出すかとも考えている。しかしこの時代は太陰暦だからな、閏月うるうづきとか有って面倒なのだ。如何した物か。


暦の間には執務に必要な物が揃っているんだがそれとは全く関係の無い物も有る。壺だ、大きな壺が二つ有る。何故暦の間に壺が有るかと言うと俺の部屋に置くと竹若丸が壊しかねないからだ。子供らには暦の間と評定の間には入ってはならんと言ってある。ここなら壊される心配は無い。


二つの壺は良く似ている。一つは織田焼、もう一つは珠洲すず焼。織田焼は越前、珠洲焼は能登だが製造法は一緒だ。釉薬うわぐすりを塗らずに焼く。不思議なんだよな、越前と能登、その間の加賀には焼き物は無い。製造法が一緒だから元は一つで何処かで分かれたんだと思うんだが加賀には良い土が無かったのかな。それとも海を使って技術者が移動したのか。珠洲焼は能登半島の最北端で作られている、想像してみると楽しい。


家臣達は俺の事を焼き物好き、壺好きと笑っている。その通りだ、殖産しょくさん興業の為、などと言うつもりはない。仕事で疲れた時はこの壺を見るとホッとする。なんとも素朴な感じがして良い。壺を磨くと更に愛おしさが増す、楽しいんだ。今も磨いているが楽しい。そんな俺が皆は可笑しいらしい。連中だって俺から分けて貰って喜んでいるんだけどな。御倉奉行の荒川平九郎は御用部屋に置いて時々磨いているし農方奉行の長沼新三郎は公務で越前に行ったときに織田焼の茶碗を買い求めている。朽木家はちょっとした焼き物ブームだ。織田も珠洲も大儲けだ。


能登は少しずつ落ち着いてきた。随分と混乱したからな、税を下げ関を廃止した事で大分暮らし易くなったようだ。殖産奉行の宮川みやがわ又兵衛またべえは雪が融けたら能登に行くと言っている。何か売れるものは無いか探すと言っているが、狙いは海の魚を食いに行く事だろう、或いはカニか。琵琶湖びわこの鮒寿司ふなずしは食い飽きたと言っていたからな。こいつは結構グルメなのだ。


俺は紙に記して記録しておけと言っている。いずれグルメ旅行記として出版すればそれだけで観光客が来るだろう。それだって立派な殖産興業だ。朽木は関が無い、旅行し易い。観光ビジネスで地方の活性化だ。父親の新次郎は不満そうだが本人はその気になっている。宮川又兵衛は日本初のグルメ旅行者として記憶されるだろう。日本史にも名前が載るに違いない。頑張れ、応援するぞ。


族滅したと思われていた温井と三宅の生き残りが居た。両家とも娘が一人ずつだ。能登が安定してようやく名乗り出てきた。俺が信用出来るか疑っていたらしい。歳は温井の娘が八歳、三宅の娘が六歳。それぞれ家臣に匿われていた。この二人、父親が兄弟なので従姉妹になる。鈴も含めて綾ママに養育を頼んでいるがいずれは婿を取らせて家を再興させてやろうと考えている。婿を探してやらないといかん。……俺、父親みたいだな。


能登が落ち着き若狭、越前、加賀も落ち着いている。南近江も徐々に掌握出来てきたと思う。伊勢を除けば朽木領内は安定していると言って良い。だが問題が無いわけじゃない。越前、加賀は一向一揆の支配下に入ったため他宗の寺や神社が軒並み打ち壊された。一向一揆って排他的なんだよ、なんでも壊してしまう。そして一向一揆の寺は俺が叩き潰した。というわけで越前、加賀は極端な寺不足、神社不足に陥っている。


つまりだ、領民達が葬式やお参りをするのも簡単に出来ないという事だ。こいつは問題が有る。俺が寺嫌いだから不便な思いをするなどと思われてはかなわん。ということで今朽木家は本願寺系列以外の仏教、神社を越前、加賀に誘致、或いは再建している。特に越前、加賀は白山信仰があるから加賀の白山比咩しらやまひめ神社、越前の平泉寺白山神社を率先して再建した。


寺の方は曹洞宗そうとうしゅう、臨済宗、それと浄土真宗でも本願寺と敵対する宗派に協力を頼んだ。勿論伯父の尭慧ぎょうえ、仏光寺経範も協力してくれた。皆に朽木仮名目録に従い一切政治的な活動はしないと誓って貰った。評定の度に裁可と印判状を造るので大変だ。次の評定でも同じだろう。越前と加賀は建築ブームだ。大工とか佐官が近隣の国からやってきている。そのまま居ついてくれないかな。


でも坊主とかって油断がならないんだ。御爺の葬式も尭慧の伯父が自分達でやりたいなんて言い出した。なんで浄土真宗で葬式やるんだよ。朽木家はな、曹洞宗なんだ。代々朽木の興聖寺が菩提所だ。御爺もそこに眠るし俺もそこに眠る。朽木の者としてな。いかん、壺はもっと丁寧に扱わないと。上を持つんじゃない、下から抱えるように持つのが基本だ。


曹洞宗は良いんだ。穏やかで攻撃的じゃないから。政治的な動きも無い。地方の武家に人気が有るのも安心感が有るからだ。興聖寺は越前、加賀でも協力してくれている。これからも大事にしないと。臨済宗は南近江の永源寺が協力してくれた。俺に協力する事で関係を強化したいんだろう。望むところだ、南近江の国人衆も喜ぶはずだ。


問題は伊勢だ、伊勢の状況は相変わらず良くない。願証寺は積極的に北伊勢の国人衆に使者を送っている。そして本願寺から長島への援助も相当なものだ。長島には本願寺の武将だけではなく美濃一色氏の遺臣が結構加わっている。本願寺からは下間豊前守頼旦、下間讃岐守頼成。一色家からは長井隼人正道利、日根野備中守弘就。そしてここに伊勢の国人衆が加わるのだろう。信長の三河一向一揆の制圧が終わればそこの残党も加わるに違いない。厄介な相手だ、壺を磨いていても溜息が出る。


長島の厄介なところ、いや伊勢の厄介なところは公界くがいが多すぎる事だ。公界と言うのは大名や国人領主がかける税を免除されたり、主従制に反する事などの罪から免れたりする事、これは無縁と呼ばれているんだがこの無縁が保障される場所を指す。伊勢で言えば大湊、山田、宇治、桑名、松坂だ。いずれも伊勢国内での有力都市と言って良い。そしてこの公界と長島が親密な関係を結んでいる。


彼らを長島と結びつけた物、それは何か？　簡単だ、利だ。史実でもこの世界でも本願寺は長島を非常に積極的に支援している。俺はこの世界に来るまでは長島の価値というのは信長の足元に有って本拠地の尾張、美濃、伊勢に対して圧力をかける事、信長の足を引っ張る事だと思っていた。だが違う、それでは軍事的な価値だけしか見ていない。長島の持つ経済的な価値を見落としている。


長島の持つ経済的な価値、それは木曽三川といわれる木曽川、長良川、揖斐川いびがわが集まる事に有る。この時代には高速道路も鉄道も無い、飛行機も無い。代わりになる物が川と船だ。木曽三川は中部日本においては物流の大動脈なのだ。転生前の俺はここを見落としていた。その大動脈が長島に集まる。長島に集まった物はそこから積み替えられて海に出る。行先は東なら三河、遠江、駿河。西なら伊勢、紀伊、和泉、摂津だ。


もう分かったと思う。木曽三川が高速道路なら長島は物資の集積港なのだ。大湊、山田、宇治、桑名、松坂等が長島と密接な関係を結ぶのは当たり前だ。そしてその関係は紀伊半島をぐるっと回って雑賀、本願寺に続いている。雑賀にとっても本願寺にとっても大事な物流の線だ。本願寺が長島の維持に必死になるのも当然だし防衛戦に雑賀が参加するのも当たり前だ。


長島と大湊、山田、宇治、桑名、松坂等の関係を切らない限り長島への補給が途切れる事は無い。その為にはこいつらの公界としての権利を取り上げる事が必要だ。そして朽木の支配下に置く。そうでなければ伊勢における朽木の統治権が確立されない。


伊勢長島の一向一揆は厄介ではある。だが朽木の統治権を確立するためにはチャンスだと思う事だ。一向一揆制圧を理由にそれに協力する伊勢国内の公界を潰す。そして伊勢南部に力を持つ北畠一族を文字通り抹殺する。そうする事で伊勢における朽木の統治権は確立される筈だ。……でもなあ、溜息が出るわ。壺を磨こう。
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「御隠居様、石見守にございまする。只今大和より戻りました」


部屋の外から石見守の声がした。〝入れ〟と言うと石見守が背を屈かがめるようにして入って来た。表情は明るくない。南伊勢を朽木から北畠に返還させる。その言質げんちを義昭よしあきから得ようと石見守を遣わしたが首尾良くとはいかなかったらしい。


「如何であった、石見守」


「申し訳ありませぬ、言質は……」


「取れなかったか」


「はっ」


鳥屋尾石見守が頭を下げた。


「正直に申せ、無碍な扱いであったか？」


石見守が首を捻った。


「いえ、左様な事はございませぬ。ですが随分と用心しているように見受けました」


「なるほどな。まあ良いわ。そう簡単に上手く行くとは儂も思っておらぬ。諦めずに繰り返す事が肝要」


「はっ」


石見守の表情は優れない。


「案ずるな、目は有る」


「はい」


「義昭の頭の中に有るのは上洛して将軍になる事だけであろう。その為には大膳大夫を頼むしかない。だがな、そこが付け目よ」


石見守が頷いた。


「我らが邪魔をする事で大膳大夫の足を引っ張る、そういう事ですな？」


「そういう事だ」


「幸いな事に平島公方家の義助が動いてくれた。義昭は気が気ではあるまいな。早く上洛をと大膳大夫めをせっついている筈だ。だがのう、長島には一揆勢が居り南伊勢には儂が居る。大膳大夫もそう簡単には上洛出来ぬ」


石見守が今度は大きく頷いた。


「それに能登の件を考えれば義昭様と大膳大夫の仲は必ずしも円滑とは言えませぬ」


「そういう事よ。足利というのはな、強い大名が嫌いなのよ。おまけに自尊心だけは強い」


「……」


「義昭にとって大膳大夫は本来目障りな存在なのだ。それを頼らなければならぬとなれば余計に腹立たしかろう」


「なるほど、左様でございますな」


石見守が可笑しそうに顔を歪めている。


「念のため、義助様に繋ぎを付けまするか？」


石見守が悪戯を思い付いた様な表情をしている。義昭と義助、両天秤てんびんを掛けて北畠の価値を高めようと考えているらしい。悪い奴だ。


「いや、それはせぬ。朽木に知られれば北畠を潰す口実を与えるようなものだ。義昭も北畠を潰せと命じよう。今大膳大夫に一番強い影響力を持っているのは義昭だ。義昭を怒らせる事は出来ぬ。苛立たせる事は出来てもな」


「なるほど」


「幸い義昭は我等に引け目を感じている。精々利用させて貰おう。……ザマは無いの。大膳大夫めが動く前に朽木と北畠の間を仲裁していれば斯様かように無様な事にはならぬのに」


〝真に〟と石見守が頷いた。


「それが成れば朽木の相手は長島だけでございました。我等を味方にする事も出来た……」


「大方こちらに恩を着せようと考えたのであろうな、謝礼が目当てかの。小細工をした報いよ」


石見守が失笑した。大和の義昭達が銭に苦しんでいる事は周知の事実だ。大きなものではないが乞食と蔑さげすむ声も有る。


「いずれは義昭と大膳大夫は決裂する。義昭もその辺りの事は薄々感じていよう。義昭には味方が必要なのだ」


「それが北畠」


石見守が儂をじっと見た。頷く事でそれに応えた。


「そういう事よ。だから無碍な扱いはせぬのだ。だが言質を取らせぬという事は大膳大夫への配慮であると共に北畠の力に疑問を持っているという事でも有る。何と言っても戦えずに降伏したからの」


石見守が顔を歪めた。


「兵糧さえ有れば……」


「言うな、石見守」


「なれど口惜しゅうございます。周辺諸国では北畠は戦う事も出来ずに降伏したと……」


石見守が声を詰まらせた。泣いているのか……。


「謗そしっているか。石見守、その悔しさはその方だけの物ではない。北畠の者全てが持っている悔しさよ」


「御隠居様……」


「だが儂の武略が大膳大夫に劣ったという事は事実よ。それは認めねばならぬ。あの男を些か甘く見たのが敗因。許し難き過ちよ。だがこのままで済ますつもりもない！」


石見守が〝はっ〟と畏かしこまった。


屈辱であった。長野との連携が上手く行けば、そして長島との協力体制が取れれば十分に勝ち目は有った筈だ。だが長野は北畠に対して強い不信感を抱いていた。到底協力して朽木に当たる事は出来ぬ。次郎を送り込んだが何の役にも立たなかった、あの役立たずが！


長野との連携が取れぬ以上、単独で戦わざるを得ぬ。義昭めに仲裁を頼むと念のために武器弾薬の準備に入った。霧山城、大河内城を拠点に防御に徹すれば簡単には負けぬ。戦う前に朽木との和が成れば最善だがたとえ戦う事になっても籠城ろうじょう戦で朽木に損害を与えつつ講和をと考えていたのだが……。　


甘かった、あの男を甘く見過ぎた。獲り入れ前にもう一度攻め寄せて来るとは、そして商人を使って米を買い漁るとは……。卑怯な、それでも武士か！　それを知った時には唖然としたわ。朽木大膳大夫、勝つためならどのような卑怯な手でも使う男よ。


「先ずは我等の力を義昭に、大膳大夫に見せる事だ。大湊、松坂、宇治、山田に長島への協力をさせる。あの地は難攻不落だ。兵糧、武器弾薬さえ有れば簡単には落ちぬ。現に織田は攻めあぐねておる」


「はい」


長島が落ちねば大膳大夫は上洛は出来ぬ。我らが力を発揮すればするほど義昭は我等を敵に回す事の愚を、味方に付ける事の利を察する筈だ。さすれば必ず長島への援助の中止を要請してこよう。こちらはそこで南伊勢の返還を要求する。


その先は義昭と大膳大夫の交渉という事になる。義昭は大膳大夫に南伊勢を手放して上洛せよと迫る筈だ。大膳大夫も三好とは何時かは戦わねばならぬと覚悟しておろう。となれば義昭を使って上洛というのが最善だとも理解している筈だ。伊勢で足を取られ続ければその機を失いかねぬと判断すれば南伊勢の返還は有り得る。その後でなら長島攻めに協力してやるわ。


長島攻めの後は上洛であろう。それは大膳大夫に任せる。儂はその間に南伊勢をしっかりと固める。いずれは義昭と大膳大夫は決裂するだろう。義昭は必ず北畠を頼る筈だ。精々高く売りつけてやる。或いは大膳大夫に売るという手も有るな。


「石見守」


「はい」


「これからよ」


「はい！」


石見守が大きく頷いた。
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「殿様がお戻りになられました」


女中が声を上げた。竹若丸が〝父上がお戻りになられた〟と燥はしゃぐ。それを窘たしなめて大膳大夫様のお戻りを待つ。大方様、私、竹若丸、松千代、雪乃殿、竹姫、鈴姫。そして温井家の辰殿と三宅家の篠殿。大膳大夫様の御部屋には大勢の人間が主のお戻りを待っていた。


少しして甲冑の音と足音が聞こえてきた。段々近付いて来る。大膳大夫様が部屋に入って来た。皆で〝お帰りなさいませ〟と言って頭を下げた。大膳大夫様が座るのが音で分かった。


「母上、今戻りました。皆、今戻ったぞ」


皆で頭を上げました。兜と太刀を傍に置いて大膳大夫様が座っていた。少し疲れている？


「大変でしたね。今回も見事な勝ち戦だったとか」


大膳大夫様が僅かに苦笑を浮かべました。


「有難うございます。母上、お変わり有りませぬか？」


「ええ、この通りです。鈴殿、辰殿、篠殿も変わり有りませぬよ」


「有難うございます。小夜、元気だったか。竹若丸、松千代、帰ったぞ」


「御無事でのお戻り、嬉しゅうございます。私も竹若丸も松千代も変わりありませぬ」


大膳大夫様が嬉しそうに頷いた。竹若丸、松千代が傍に寄ろうとすると大膳大夫様は笑いながら鎧が汚れているから来てはならぬと言って窘めた。


「雪乃、戻ったぞ。竹は元気か」


「はい、このとおり、私も竹も元気です」


雪乃殿が抱いていた竹姫を大膳大夫様に良く見せるかのような仕草をした。


「うむ。鈴、慶四郎に会った。鈴を心配していたぞ、文を書いてやれ」


「はい」


「辰、篠。元気そうだな、安心した」


「はい」


大膳大夫様が万遍なく声をかけた。皆嬉しそう、辰殿、篠殿も大膳大夫様の事を兄のように慕っている。


「殿、湯殿の用意が出来ておりますが？」


「それは助かる、戦の汚れを落とすとするか」


「その後は少しお休みになられますか」


「そうだな、小夜、用意を頼む」


「はい」


大膳大夫様が鎧を脱ぎ始めると小姓達がそれを手伝い始めた。それを見届け大膳大夫様が湯殿に向かってから部屋を下がり女中に御休息の用意を命じた。後で確認しなければ。


二刻程後、大膳大夫様が私の部屋に現れた。先程まで有った疲れは見えない、少し休んだ事で取れたのだと思う。大膳大夫様が子供達と遊ぶ姿を見て思った。殿方は大変、戦になれば長きに亘って不自由を我慢しなければならないのだから。それに城に戻れば子供達の相手もしなければ……、本当に休息出来る時が有るのだろうか。


「殿、そろそろ竹若丸に傅役もりやくを付ける頃合いでは有りませぬか？」


「傅役か。言われてみればそうだな。となると部屋も必要か」


「そうなりますね」


少し寂しい。でもいつまでも私の所に置いてはおけない。朽木家の次期当主として相応しい知識を身に付けなければ……。


「殿には傅役は付けられなかったのですか？」


大膳大夫様が小首を傾げた。


「傅役を付ける前に当主になったからな。というより朽木は八千石の国人領主だ。そんなものを付けたのかな？　後で皆に訊いてみるか。まあ俺の場合は御爺が後見したから傅役は御爺とも言えるな。それに大叔父、五郎衛門、新次郎も居た。傅役では無かったが色々と教わったと思う」


「朽木の譜代から選ぶのですか？」


「譜代に限る事は無いだろう、それなりの人物ならば良い」


本当に？　それで親族衆や譜代衆が納得するのだろうか。


「知勇兼備で誠実な人が良いのですが……」


大膳大夫様が笑い声を上げた。


「随分と贅沢な要求だな、小夜」


「まあ、冗談事では有りませぬ」


大膳大夫様がまた笑い声を上げた。


「分かった、分かった。傅役は一人に限る事も有るまい。俺も思うところが有る。少し時を貸せ」


「はい」


大膳大夫様が今度は松千代を膝に乗せてあやしている。松千代の頬を突く。松千代が嬉しそうに声を上げて大膳大夫様の指を掴もうとした。指を掴まれまいと大膳大夫様が手を上にあげる。こんな日がずっと続けば……。


「殿、また近々戦が有るのですか？」


「何故そんな事を？」


「先程大方様が戦勝祝いを申し上げた時、余り嬉しそうでは有りませんでしたから」


大膳大夫様が困った様な表情を見せた。


「勝ってはいないからな」


「あんなに城を落としたのにですか？」


「そうだ」


三月も終わろうかという頃、伊勢長島の一向一揆が〝仏敵朽木を倒せ〟と声を上げて朽木領に侵入した。そしてそれに呼応するかのように伊勢北部から桑名郡を中心に二十人以上の国人衆が朽木に反旗を翻した。


大膳大夫様はその報せを受けると即座に北伊勢に出陣、員弁いなべ郡、三重郡、朝明郡の反乱者を鎮圧し桑名郡に向かった。そして一揆に同調した大部分の国人領主を攻略、一揆勢を長島に押し込める事に成功した。一揆勢に同調した反乱者達の中で無事なのは長島に近い所にある城を居城に持つ者だけ。僅か二月程で北伊勢の混乱は終結した。終わってみれば朽木家の北伊勢への支配力は以前よりも強まった。大方様もそれを知るから戦勝の御祝いを述べたのだけれど……。


「城を落とされた国人達は長島に逃げた。むしろ一揆勢の戦力を増強した様なものだ、少しも喜べん」


「長島を攻略する事は難しいのでしょうか？」


「難しい、今攻めても敗けるだろう」


「まあ……、坂本に有る一万五千を使ってもですか？」


「それでも敗ける」


敗ける？　大膳大夫様が？　とても信じられない。私の心が分かったのだろう、大膳大夫様がまた困った様な表情を見せた。そして竹若丸、松千代をあやしながら話し始めた。


「長島というのは木曽川、揖斐川、長良川が集まり海に注ぐところだ。幾つかの中洲から出来ている。元々は七島と呼ばれていたらしいな、それがいつしか長島になったと聞く。一揆勢はその中洲に城を築いている」


「はい」


「つまり長島に攻め込むには川を渡る、それも一つとは限らん、幾つかの川を渡る事になるのだが川上ならともかく川下、それも海に面した河口近くだからな、川幅は広いし水の量も多い。重い甲冑を着け鉄砲や槍を抱えて楽に移動出来ると思うか？」


「いいえ」


私が答えると大膳大夫様が頷いた。


「その通り、無理だ。決して楽に渡る事は出来ん。おまけに身を隠すところも無い、川を渡る最中に攻撃されたらとんでもない損害を出すだろう」


「そうですね」


「それにあそこは湿地でな、馬は使えんし大軍を動かすだけの広い場所も無い。戦には不向きな土地だ。土地勘も向こうに有るしまともな地図も無い。如何見ても敗けるな」


「なるほど」


私が息を吐くと大膳大夫様も息を吐いた。


「如何なさるのです？」


「別に特別な事はせぬ。焦らずに勝てるまで準備をするまでだ。先ずは志摩を攻め取る」


「志摩を？」


「急がば回れと言うからな」


溜息が出そうになって慌てて堪えた。殿方は本当に大変、私にはとても……。
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小夜の部屋を出ると雪乃の部屋に向かった。戦から帰った後は必ず綾ママの所に行く。その後は小夜と雪乃の部屋に行く。ずっと留守にしていたからな、近況報告を受けなければならん。これが大事なんだ、人間というのは関心を持たれていると分かれば好意を覚える。無関心だと分かれば不満を持つ。近しい間柄で有れば有る程その傾向は強い。


「雪乃、入るぞ」


「いらせられませ」


雪乃が嬉しそうに出迎えてくれた。腕には竹が居る。今年で十七歳、若い母親だ。この世界では普通の事なのだが如何にも慣れない。座ると雪乃が傍に寄って来た。


「先程も聞いたが元気であったか？」


「はい」


雪乃がニコニコ笑みを浮かべている。竹を畳の上に置いた。


「さあ竹、御父上様の元に行きなさい」


「？」


竹が動き始めた。ハイハイではない。腕の力だけで俺の所に来ようとしている。まるで匍匐ほふく前進だ。アザラシの動きに近いな。傍に近寄るのを待って抱き上げた。


「偉いぞ、竹。もう這い歩きが出来るのか」　


雪乃が嬉しそうに笑い声を上げた。


「だー、うー」


嬉しいのかな？　嬉しいんだと思おう。


「そうか、嬉しいか。良い子だな、竹」


竹が〝あう、あう〟と言った。間違ってはいなかったようだ。暫らくあやしていると雪乃が〝殿〟と声を掛けてきた。


「また近々戦が有るのですか？」


雪乃が心配そうな表情をしている。


「……何故そう思う？」


「先程大方様が戦勝祝いを申し上げた時、余り嬉しそうでは有りませんでしたから」


俺って感情を読まれやすいのかな。それとも小夜や雪乃が鋭いのか。綾ママは何も言わなかったから小夜と雪乃が鋭いんだと思おう。


「……勝ってはいないからな」


「あんなに城を落としたのにですか？」


「まあ、そうだ」


その後は小夜の部屋で話した事をもう一度話す事になった。妙なものだ……。
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「出来たか、重蔵」


「はい」


俺、黒野重蔵、そして軍略方の明智十兵衛、竹中半兵衛、沼田上野之助、内藤ないとう修理亮しゅりのすけの前に長島の地図が有った。重蔵達八門がここ半年程かけてようやく作った地図だ。敵地に潜入して作った地図だ。容易では無かっただろう。


「随分と犠牲が出ただろうな」


重蔵が視線を伏せた。軍略方の面々も沈痛な表情だ。


「だがこれでどう戦うかが話し合える。感謝するぞ、重蔵」


「はっ」


地図に視線を向けた。伊勢と尾張の境、桑名郡の河口を中心に書いてある。中央に七つの島が書かれていた。


「この部分が長島か？」


指で丸を書いて指し示すと重蔵が〝はっ〟と言って頷いた。七つの島が固まっている。願正寺、松の木、長島、大島、押付、殿名、小田御崎と一向一揆の拠点が有った。西側の伊勢の海岸線には香取、大鳥居、屋長島、中江、桑名の城が有る。長島の東には幾つかの島が有った。その島にも篠橋、加路戸、五明、海老江、前ヶ洲の拠点が有る。そしてさらに東は尾張領だ。この中で朽木の拠点は桑名だけだ。他は長島の一向一揆の勢力下に有る。


「重蔵殿、一揆勢の兵力は？」


「三万を超えましょう」


半兵衛と重蔵の会話に上野之助が息を吐いた。三万か、そんなものだろうな。史実では十万近い兵が長島に居たとか有るが嘘だと思う。大体信長が殺したのが二万人と言われている。十万人居たなら残りの八万は何処に行った？　陸も海も織田軍が包囲していたのだ、逃げる所は無い。十万と言うのは嘘だ。三万という数字に不自然な所は無い。


「周囲を川と海に囲まれた島に三万、容易では有りませんな」


十兵衛、そんな気の重そうな声を出すな。俺まで気が重く、いや既に重いな。


「やはり槍や鉄砲等の重い武器は邪魔になりますな。渡河とかの時に足を取られかねませぬ」


「しかし半兵衛殿、一揆勢は槍を持っておりましょう。島に上がった時に槍で攻撃されたら不利は免れませぬ。持たせぬわけにはいきますまい」


「鉄砲は如何します？　火薬は濡れれば使い物になりませぬぞ。となれば持たせるだけ無駄となる」


火力が使えない、朽木の強みが消えた。信長が苦戦したのもそれが一因かもしれない。


「鉄砲隊は船に乗せて水上から一揆勢を攻撃させる。渡河する足軽達を援護出来よう」


「となると船をどれだけ集められるかですが……」


皆が俺を見た。


「現状では難しいな。大湊も北畠も俺の依頼など無視だ。荷止めも上手く行っていない。そうであろう、重蔵」


重蔵が頷いた。


長島と戦争状態になった時点で朽木領内には長島への荷止めを命じた。そして大湊には長島攻めのために船の調達を命じている。北畠にも大湊に朽木に協力するように説得せよと頼んでいる。


「今回の戦いで長島には指一本触れていない。朽木は長島を攻めあぐねている、そう思っているだろう。大湊だけではない、四日市、松坂、山田、宇治、いずれも俺の命令を無視だ。唯一俺の命に従っているのは安濃津だけだ。あそこは今九鬼が居るからな。俺では無く九鬼を恐れている」


皆が渋い表情をした。


「秋になれば九鬼が志摩攻めの準備が出来る。我らは九鬼の戦を手伝う事になる」


「志摩攻めですか」


「そうだ、表向きはな」


俺が半兵衛に答えると半兵衛が〝表向き？〟と声を出した。


「志摩を攻める前に四日市、松坂、大湊、山田、宇治を制圧する。特に松坂、大湊、山田、宇治は自治を取り上げ朽木が直接治める地とする」


皆が頷いている。そうなれば荷止めも船の調達も上手く行くだろう。今重蔵が俺の命を無視した証拠を集めている。楽しみだ。


「それが終った後で志摩攻めだ。九鬼が海から朽木が陸から、一気に志摩を制圧する」


修理亮が頷いた。こいつ、海賊出身の軍略方だからな、興味津々だ。


「では長島攻めは？」


「志摩制圧後、九鬼には長島を封鎖させる。戦は年が明けてからになるだろう。その頃には封鎖と荷止めの効果も出るであろうし船の調達も上手く行っていると思う」


皆が頷いた。


「年が明けてからとなると兵糧攻めは難しいですな」


十兵衛が小首を傾げた。


「難しい。だがな、十兵衛。春から夏になると川の水量が増える。冬の方が水量は少ない、渡河はし易かろう。ただ水は冷たいかもしれぬが……」


最後は語尾が弱くなった。皆も微妙な表情だ。一月、二月の川の水、冷たいよな。


「先ず香取、大鳥居、屋長島、中江を攻略し大鳥居辺りから大筒を使って願証寺、松ノ木城に攻撃をかけようと思う。それが出来ればこの島への上陸はかなり楽になると思うのだが……」


俺が願証寺、松ノ木城の有る島を指差した。


「なるほど、良き御思案かと思いまする」


半兵衛が褒めてくれた。第二次世界大戦の戦訓だよ。上陸前に艦砲射撃で敵を制圧する。今回は制圧までは行かないかもしれんが援護にはなる筈だ。大筒は鉄砲と違って射程距離が長いし弾も大きい。敵にとっては脅威の筈だ。特に上から降ってくる。敵は常に頭上に気を取られる事になる。大筒は現在五十門ほど有る。来年までにもう少し増えるだろう。


「後はこの島の敵を掃討し大筒を運び長島、小田御崎、押付、殿名、大島を攻略する。九鬼には海上から攻撃させる。一つ一つ確実に潰す」


「織田への協力要請は？」


「志摩を制圧したら要請する。尾張の国境を固めて貰えば良い」


「殿、北畠は如何します？」


十兵衛が俺を見た、十兵衛だけじゃない、皆が見ている。


「北畠が俺に敵意を持っているのは間違いない。そして独立を策し長島と組んでいる事も事実だ。そして北畠には分家が有るがその大部分が北畠本家と行動を同じくしている」


皆が頷いた。


「北畠を処分するのは長島を潰してからだ。長島を潰す前に処分すれば北畠の旧臣達が長島に合流しかねん。或いは長島攻めの時に南伊勢で反乱を起こす事も考えられる」


「なるほど、一つ一つですな。大湊などの町、志摩、長島、北畠」


「そうだ、一つ一つだ。北畠も本家は残し分家、家臣から潰す。北畠本家を担いで俺に謀反を起こそうとした、そういう名目で俺に敵対する者を潰す。手足を失えば北畠本家も大人しくなろう。それでも敵対する場合は本家も潰す」


皆が満足そうに頷いた。ここに居る人間は北畠に対して一欠けらの好意も持っていない。足利を利用して朽木の邪魔をする敵としか見ていない。


北畠も馬鹿な事をした。大人しく近江に来た方が存続は難しくなかった。この連中を怒らせた以上、酷い事になる。本家を潰すのは五年から十年後になるだろう。その頃には南伊勢の人間も朽木の支配を受け入れている筈だ。


「となると気にかかるのは大和ですが」


「丹波の波多野が義昭様の御味方に付いた。三好はそちらにも手当をせねばならん。半兵衛よ、一息ついた、そんなところだな。煩うるさくこちらに言って来る事も有るまい」


半兵衛が首を横に振った。あれ、違うのか？


「だからこそ危のうございましょう。義昭様が何を考えるか？」


「……」


「大体波多野が味方に付いたのも怪しゅうございます。何を見返りに出したのか？　殿は訝しいとは思われませぬか」


「……まさかとは思うがな」


俺は見落としていたか？　元々波多野は史実でも義昭の味方だった、そう思ったんだが……。


「若狭か？　半兵衛」


半兵衛が頷いた。


「可能性は有りましょう。丹波は海が有りませぬ。若狭の塩、海産物は何よりも手に入れたいものだと思いまする。それにここ最近は明、南蛮の船が若狭の小浜に来るとか。波多野がそれをどう見ているか？」


半兵衛の言う通り可能性は有る。だがな、可能性と実現性は同一じゃない。


「しかしな、俺を敵に回す事になるぞ。有り得るか？」


皆の顔を見た。拙いな、誰も有り得ないと断言しない。義昭、信用無いな。


「空手形、という事も有りましょう。波多野を味方に付けるために出来もしない約束をした。しかし波多野はその約束の履行を迫る筈」


重蔵の言葉に皆が頷いた。上野之助が〝有り得る〟と口に出した。


「それに朽木家には敦賀があります。敦賀が有るなら若狭は譲っても良かろう、そう考えたとしてもおかしくは有りますまい。勿論替えの地は用意しましょうが」


「なるほど」


重蔵の言う通りだ、有りそうだな。替えの地は何処だろう？　どうせ碌ろくな所ではないだろう。


「何よりも北畠の一件で已むを得ぬ事とは言え殿は義昭様に御譲りなされました。その辺りを義昭様が、波多野が如何見たか？」


「押せば譲ると見たか、修理亮」


修理亮が頷いた。北畠は祟るな。いや祟るのは足利か。何処かで手を切るべきなんだがタイミングが掴めん。


「分かった。高浜の伯父御に兵と武器を送ろう。それで波多野が如何動くか。重蔵、波多野と義昭様の動きを追え。逐一報せよ」


「はっ」


重蔵が頭を下げた。足利との決別か、そろそろ本気で考えよう。これが切っ掛けになるかもしれん。
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「南蛮船が三隻せきか」


感慨深そうな口調だった。殿の視線は目の前で停泊する三隻の南蛮船に向けられている。九鬼丸、疾風はやて丸、竜神丸、いずれも大きい船だ。全長は三十間は有る。どの船も水夫かこ達が忙しそうに動き回っている。


「南蛮船だけでは有りませぬぞ。他にも安宅あたけ、関、小早こはやを続々と買い入れております」


「そうだな」


私の言葉に殿が満足そうに頷かれた。


朽木家に服属した事による利は大きかった。南蛮船の絵図面、若狭からの援助の他に朽木家より莫大な銭の提供が有った。その銭を使って安宅を五隻、関を三十隻、小早を十隻買い入れた。水軍を整えるのは急がねばならぬ。だが新造船に拘っては数が揃わぬ。比較的状態の良い中古船を多く買い入れた。九鬼水軍は元々有った船を入れれば総数で六十隻以上の戦力を保持している。伊勢志摩の十三地頭も今の九鬼を相手にするのは躊躇ためらうに違いない。


「後は調練か」


「はい、皆張り切っております」


「うむ」


朽木家からの援助は皆の士気も上げた。期待されている、志摩に戻れるという思いが皆の心を励ましている。調練への取り組みも積極的だ。成果は十分に上がっている。


「殿、志摩に戻る日が見えてきましたな」


殿が一瞬だけ唇を綻ばせ直ぐに引締めるのが見えた。


「志摩は見えたが天下は見えぬ。まだ足りぬぞ、叔父御」


「はい、足りませぬ」


分かっている。まだまだ足りぬ。九鬼水軍の相手は天下なのだ。伊勢志摩の十三地頭に勝つ事、志摩に戻る事ではない。それは通過点にしか過ぎぬ。


「兄上～」


後ろから声が聞こえた。振り返ると孫三郎が走って来るのが見えた。あの、タワケが！


「孫三郎！　何度言ったら分かるのだ！　殿とお呼びせぬか！」


怒鳴りつけたが孫三郎は首を横に振った。


「それどころでは有りませぬ。大膳大夫様があちらに、壱岐守いきのかみ様も」


孫三郎が指し示す方向には十人程の人が居た。他に武者が十人程居る。こちらに近付いてくる。あの中に大膳大夫様が？ 一際目立つ鎧を着けている武者がいる。南蛮鎧だ、ではあれが大膳大夫様？


「間違いない、大膳大夫様よ」


殿がその場で片膝を突いて控えた。慌ててそれに倣う。孫三郎も控えた。驚いた、北伊勢での国人衆の蜂起ほうきを鎮圧したばかり、近江に戻り直ぐにこちらにお見えになるとは……。余程に水軍に期待しておられる。


「宜しいのでござるか？」


この桟橋では無く出迎えるべきではないかと暗に問うと殿が首を横に振られた。


「此処にお見えになったという事は船を見に来たという事であろう。我等は此処で待つ」


なるほど、確かに。十五を数えた頃に声がした。


「久しいな、孫次郎」


「はっ」


明るい声だ。嫌な物は感じない。


「それでは話が出来ぬ。立つが良い」


「はっ、失礼仕つかまつりまする」


殿が立ち上がった。孫三郎も立とうとしたから慌てて引き留めた。大膳大夫様が笑い声を上げた。


「そちらの二人は」


「叔父の半三郎重隆、弟の孫三郎光隆にございまする」


「海の男に遠慮は似合わぬぞ、半三郎。二人とも立つが良い、大膳大夫だ」


「畏れ入りまする」


立ち上がると若い男が視界に入った。この方が朽木大膳大夫基綱様か……。殿から伺った通りだ。南蛮鎧を身に着けておられるがそれを除けば特に目立つところは無い。とても天下に武名を轟かす御方には見えぬ。


「皆、驚いているようだな」


大膳大夫様が船を見ながら笑う。慌てて船を見ると水夫達が此方を見ている。


「俺に構わず仕事をさせよ」


殿が〝仕事に戻れ！〟と叱責すると水夫達が弾かれた様に動き出した。


「あれが南蛮船か、思ったよりも大きいな」


「はっ」


じっと目を凝らして見ている。驚いているのだろうか？


「役に立つか？」


「はっ、船が大きく水夫、物資、荷を沢山積めまする。その為湊に立ち寄る回数が少なくて済みます。大きな利点と言えましょう。それに風を受けて良く走ります、速さという面でも優れておりまする。特に外海では他の追随を許しませぬ」


殿の答えに大膳大夫様が頷かれた。


「交易に向いているな。戦では如何か？」


「左右それぞれ五門の大筒を載せております。遠くから敵を攻撃出来まする。他の船には出来ぬ事にございます」


「問題は？」


「小回りが利きませぬ。戦の時は関、小早と組ませる必要がございましょう。或いは南蛮船はあくまで遠くからの砲撃だけにし十分に損害を与えてから安宅、関、小早で近付いて止めを刺す、そのような事を考えております」


大膳大夫様が頷かれた。


「そうだな、南蛮船は火薬を積む。となれば火には弱い。接近されてからの火攻めは危険だ。特に村上水軍は焙烙ほうろく玉という武器を使うと聞く。詰められては危うかろう。遠くから敵に打撃を与えるのが良いかもしれぬ。大筒の攻撃を避けようとすれば隊列を崩す、それだけでも意味が有る」


「御意」


殿が満足そうに頷かれた。大膳大夫様は陸の戦だけの御方ではないらしい。海の戦にも十分な見識をお持ちのようだ。


「ならばもっと南蛮船と大筒が要るな。三隻、三十門では足りぬ。最低でも十隻、百門は要る。そうなれば敵を包囲しつつ砲撃だけで潰す事も可能だろう」


「十隻でございますか」


殿が驚きの声を上げた。大膳大夫様が殿に視線を向けた。笑みは無い。本気だ。


「最低でも十隻だ。銭を送る、もっと船を揃えろ」


「はっ」


驚く事ばかりだ。南蛮船三隻、足りぬと言われる。最低でも十隻か。ならば関、小早はその十倍は要るだろう。南蛮船を十隻揃えれば天下が見えるだろうか？


「南蛮船を出せるか？」


「お乗りになられますか？」


「うむ」


「案内致しまする」


殿が〝九鬼丸を出すぞ〟と声を張り上げると九鬼丸から〝おう〟と声が上がった。


大膳大夫様、その御家中、壱岐守様を案内して九鬼丸に乗る。水夫達が忙しく動く。きびきびと無駄の無い動きだ。喜んでいる。皆、此処に居るのが大膳大夫様だと分かっているのだ。その方を乗せて船を出す、これほどの喜びは無いだろう。舫もやい綱を解くと九鬼丸が少しづつ風を受けて沖に出て行く。嘆声が上がった。


「如何でございますか？」


「風が良いな」


大膳大夫様が満足そうな表情を見せている。


「こうしていると嫌な事を忘れそうだ。困った事よ」


殿が声を上げて笑ったが大膳大夫様は咎めなかった。闊達かったつな方らしい。


「忘れる前に仕事を片付けておこう。孫次郎、志摩攻めは何時出来る？」


大膳大夫様が殿に視線を向けた。先程までの穏やかな、満足そうな表情は無い。厳しい視線だ。


「調練に今少し時が要ります。秋には可能かと」


殿の返答に大膳大夫様が頷かれた。


「分かった。その時には朽木も兵を出す。陸から朽木が、海から九鬼が志摩を攻める事になる」


「はっ！」


殿が力強く返事をした。孫三郎が〝叔父上〟と小声で私を呼んだ。孫三郎の顔も喜びに満ちている。漸ようやく志摩に戻れる時が来た。


「但し、志摩攻めの前にやって貰う事が有る」


「と申されますと？」


殿が訝しげな表情をしている。簡単には戻れぬらしい。


「志摩攻めの前に四日市、松坂、大湊、山田、宇治の自治を取り上げる。それを手伝って貰う。大湊を押さえてくれ」


「大湊を？」


大膳大夫様が頷かれた。


「長島の一向一揆を潰すためには四日市、松坂、大湊、山田、宇治からの補給を断たねばならん。荷止めを命じたのだがな、皆無視だ」


「……」


「俺の命を無視した以上それなりの責めを負わせる。容赦はせぬ。大湊では暴れて良いぞ。あそこは北畠と組んでいるからな」


「はっ」


北畠……。朽木に服属する事に不満を持っていると聞いたが大湊を使って長島を援助していたか……。


「その後で志摩攻めだ。志摩の攻略後は長島を封鎖して貰う。本願寺からの支援を断つ。忽たちまち干上がる筈だ」


「はっ、必ずや期待に沿いまする」


殿が力強く答えた。長島の後は三好との戦いになる。その事を思ったのだろう。大膳大夫様が満足そうに頷いている。九鬼は天下への戦いに乗り出すのだと思った。


「孫次郎、大筒を撃てるか？」


「勿論でございます。御覧になりますか？」


「頼む」


〝大筒を撃つ！　右で行くぞ！　砲門を開け！〟と殿が声を張り上げた。彼方此方で〝大筒を撃つ！　右で行くぞ！　砲門を開け！〟と声が上がった。下にも伝わった筈だ。


「なるほど、下まで伝えるのに何人も要るのだな？」


「はい、伝達する者を決めておりまする」


大膳大夫様が頷かれた。暫くすると〝準備良し！〟と声が返ってきた。


「撃て！」


殿の命が下った。〝撃て！〟と声が上がる。〝ドン〟という音が幾つか重なった。足元に震えが伝わる。少しして遠くに弾が落ちた。船の外には白い煙が幾つも上がっている。火薬の臭いが微かに漂ってきた。


「遠くて良く分からんな」


不満そうな大膳大夫様の声だった。


「続けて撃ちまするか？」


「いや、それには及ばぬ」


それを受けて殿が〝止め！〟と声を発した。下に伝えるべく〝止め！〟の声が続いた。


「孫次郎、戦のさなか、或いは風の強い日に声が通るか？」


「……多少の不安は有りまする」


「工夫が要るな、声を確実に届かせる工夫が」


「はい」


その事は我らも考えている。確実なのは人を増やす事だが……。


「複数の船を使う時は？」


「旗で合図を決めております」


「旗か、そうだな、旗だな。だとすると遠くからでも見える様にしなければならん。大丈夫か？」


大膳大夫様が殿に視線を向けられた。


「いささか不安が有りまする」


殿の表情が渋い。それを見て大膳大夫様が〝問題山積みだな〟と仰られた。
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「申し訳ない。国人衆の間を回ったのだが……」


「色よい返事は頂けませんでしたかな？」


「……」


目の前の若造が唇を歪めた。小倉、永田への調略は上手く行かなかった。だが他にも国人衆は居る。そう言って南近江を廻った筈だが……。


やはり難しいか。南近江の国人衆は一年間軍役を免除されている。そして進藤、目賀田めかたが評定衆に任じられ敵対していた蒲生も相談役に取り立てられた。扱いに不安や不満は無いのであろう。


「会う事は出来たのでございましょう？」


若造の歪みが酷くなった。どうやら会う事も出来なかったらしい。門前払いを喰らったか。せめて会う事が出来れば噂を流し大膳大夫に疑心を抱かせる事が出来たかもしれぬのに……。


六角左京大夫輝頼、役に立たぬ男よ。最後は周りに殆ど兵が居ない状態で捕虜になったと聞くが国人衆から余程に愛想を尽かされていたらしい。この男では南近江で反朽木勢力を作るのは無理だな。むしろ逆効果であろう。大膳大夫が殺さなかったわけよ。殺すまでも無かったという事か……。


「まあ今朽木は能登を制し伊勢を制した後です。その勢い天を衝かんばかりと言って良い。国人衆達も左京大夫様に会うのを避けざるを得ないのかもしれませぬな」


口元に力が入っている。慰められて屈辱に感じたか。だが屈辱という物は実力が有る者が噛み締める物なのだ。お主にはその実力が有るまい。いや、大膳大夫の事を不快に感じたか……。


この男を如何したものかな。家柄は良い。細川の血と六角の血を引いている。だがそれ以外の取り柄が見当たらぬ。この乱世、力が無ければ家柄も血も何の意味も持たない事は能登の畠山氏が示している。


「丹波に行ってみたいと考えている」


「ほう、丹波……」


「うむ、あそこは京兆家けいちょうけが代々守護として治めた国だ」


なるほど、近江で駄目なら丹波か。可笑しかったが笑うのは堪えた。


「そうでしたな。左京大夫様は京兆家の血を引く御方、丹波の者達も必ずや左京大夫様の御力になりましょう。良き御考えかと存ずる」


褒めると満足そうに顔を綻ばせた。単純な男だ。道理で故義輝公に思う様に操られたわけよ。


「このままでは済まさぬ。必ずあの男に思い知らせてやらねば……」


若造が宙を睨んでいる。余程に憤懣ふんまんが溜まっていると見える。


「そして俺を裏切った者供に俺こそが近江の支配者に相応しい男なのだと認めさせる。必ずだ」


「頼もしい限りにございます。頼りにしておりますぞ」


冷笑を堪えながら褒めると若造が満足そうに頷いた。満足するのは南近江を取り返してからであろうに……。


左京大夫を送り出すと下間刑部卿頼廉しもつまぎょうぶきょうらいれんが代わりに部屋に入って来た。


「如何でございました？」


思わず苦笑いが出た。刑部卿が訝しげな表情をしている。


「役に立たぬな。南近江では門前払いを喰らったらしい」


「左様で……」


刑部卿も苦笑いだ。落胆が無い所を見ると期待はしていなかったのであろう。


「しかし随分と意気軒昂けんこうの様でございましたが？」


「少し煽おだてたからな、丹波に行くと言っていた」


「丹波でございますか、なるほど」


刑部卿が頷いた。


「まあ南近江では所詮は細川からの養子と見られたかもしれぬ。丹波の方が味方を募る事は出来るかもしれぬな」


「期待出来ましょうか？　丹波の波多野は義昭様の御味方に付いておりますが」


刑部卿が首を傾げている。当てにするなという忠告か。


「期待は出来まいな。だが義昭様と大膳大夫の仲も円滑とは言えぬ。いずれはあの若造が役に立つ事が無いとも言えぬ」


「左様でございますな」


「此処で遊ばせておくよりはましであろう」


刑部卿が失笑しながら〝真に〟と言った。


大膳大夫が我等を攻めるとなれば山城から摂津へと軍を動かす筈。丹波は山城の背後にある。丹波の者達と協力体制が取れれば我等を攻める大膳大夫の背後を遮断出来よう。あの若造がその一助とならぬとも限らぬ。取り敢えずはあの男が本願寺に厄介になっている。本願寺が丹波の者達に関心を持っていると知らしめるだけで良い。十分よ……。






永禄十三年（一五七〇年）　六月下旬　　　伊勢国多気郡上三瀬村　　三瀬御所　　北畠具教






「父上、もう御止めなされませ」


倅せがれ、北畠右近大夫将監具房が儂を諌いさめてきたが無視した。図体だけが意味も無く大きい役立たずの言う事など聞く気になれぬわ。


「北伊勢の反乱は鎮圧されました。あれは朽木の力を強めただけですぞ。違いましょうか」


今度は次郎か。臆病者には見える物も見えぬらしい。


「阿呆あほう、反乱を起こした者の殆どが長島に行ったわ。長島の力は益々強まった。その程度の事も分からぬのか、役立たずが！」


貶されて次郎が顔を朱に染めた。鳥屋尾とりやお石見守いわみのかみ、坂内兵庫頭、大河内相模守が頷く。


「しかし父上、北伊勢で朽木の力が強まったのも事実でございましょう。それに長島の力が強まったとはいえ近江、北伊勢に押し出すだけの力がございましょうか？　長島なればこそ戦えましょうが長島を出れば朽木には勝てますまい」


「兄上の仰られる通りです。北伊勢が安定した事で朽木の力は中伊勢まで確実に及びます。何時までも朽木に抗うのは得策とは言えませぬ」


「汝うぬが長野を押さえていれば朽木に負ける事は無かったのだ」


「……十分な援助を頂いたわけでは有りませぬ」


「己が無能を儂の所為にするか！　長野を纏められなんだのはその方であろう！　なればこそ儂は長野宮内大輔、大和守を始末した。その方の為にだ。それでも足りぬと言うか！　もう良い！　下がれ！　その方等の顔など見たくないわ！」


「父上！」


「下がれと言った！」


吐き捨てると二人がノロノロと席を立った。全く、癇かんに障る者達よ。あれが倅とはな……。


「役に立たぬわ」


儂が愚痴を零こぼすと三人が曖昧な表情をした。顔を見合わせている。


「宜しいのでございますか？」


「……何がだ、兵庫頭」


また三人が顔を見合わせた。


「我等南伊勢を取り返すべく尽力致しております。なれど御本所様があれでは……」


兵庫頭が言い辛そうに語尾を濁した。


「左様、皆の士気にも関わりましょう」


石見守が後を続けた。相模守も頷いている。この三人、何度か話し合っているのかもしれない。


「替えた方が良いと思うか？」


三人が曖昧な表情をしている。儂の心の内を計りかねているのかもしれぬな。


「儂も右近大夫将監には物足りぬものを感じている。今回の一件だけではないぞ。あれは北畠の当主に相応しい器量を持っているとは思えぬからだ。この乱世、あれの性格では家を保てまい」


〝確かに〟、〝左様かもしれませぬ〟、〝その懼れ有りまする〟と三人がそれぞれの言葉で同意した。


「御跡は如何なされます」


石見守が訊ねてきた。


「そうよの、次郎も役に立たぬ。となれば三男の鶴松丸が妥当であろう。いずれ元服が済んだら北畠家の当主と致そう」


三人が満足そうに頷いた。この者達から見ても鶴松丸は頼もしく見えるらしい。幼いが気性激しく先が楽しみな子だ。剣の筋も良い。如何して嫡男に生まれなかったか……。


「しかし御本所様は素直に譲られましょうか？」


相模守が小首を傾げた。


「案ずるな、相模守。あれの心は強くない。それに北畠の当主に己が相応しくない事は分かっておろう。素直に譲るだろうよ」


鶴松丸の元服まであと二、三年といったところか。義昭も以前よりもこちらに寄って来た。石見守への応対も以前とは違う。阿おもねる様な気配も有る。北畠の価値を認めてきたという事だ。二、三年後、鶴松丸の元服までには南伊勢の返還の言質を取れよう。そして南伊勢の返還の時、受け取るのは元服した鶴松丸だ。それまでは当主の座に置いてやる。素直に譲らぬ時は殺すまでよ。役立たずの倅など目障りでしかないわ。






永禄十三年（一五七〇年）　七月上旬　　　近江国蒲生郡村井村　　日野城　　蒲生定秀






「元気そうだの、二人とも」


声をかけると関中務大輔盛信、神戸下総守具盛の二人が笑みを見せた。


「舅しゅうと殿こそ大膳大夫様の御側で御活躍とか」


「我ら両名、蔭かげながら喜んでおりました」


「なるほど、では今日は蔭では無く表から喜んでくれるという訳だな」


儂が一刺しすると二人が軽く笑い声を上げた。儂が隠居した時は大分心配してくれた。もっともそれは六角家に強い縁故を持つ事が出来なくなったという不安からでもあろう。


暑くなってきた。七月、これから益々暑くなる。書院にまで蝉の声が聞こえた。


「忠三郎が頑張っているようですな。前回の伊勢遠征でも中々の働きだったとか」


「清水山の殿の覚えも目出度いと聞いております、先が楽しみですな」


「まだまだこれからよ。どうしても血気に逸りがちでの、心配しておる」


それでも以前に比べればましか。殿に窘められた事で多少は抑えるようになった。


「今日ここに来てもらったのは他でもない、伊勢の事。殿も大分心を痛めておられる。これ以上一揆勢に与する者は居らぬかな？」


綻んでいた二人の顔が引き締まった。中務大輔が口を開く。


「今のところは大丈夫かと。ただ……」


「ただ？」


先を促すと二人が顔を見合わせた。


「長島の攻略に手間取るようだと後に続く者が出かねませぬ」


下総守が後を続けた。


「様子見、そういう事か」


二人が頷いた。


「そなた達の所に一揆から誘いは来ぬか？」


二人が笑い出した。


「来ませぬな」


「我らの所に来るのは最後の最後でしょう。舅殿は朽木家の重臣、そう簡単に靡なびくとは思っておりますまい。そうであろう、下総守殿」


「如何にも」


「なるほど」


朽木家の重臣か。多少の戸惑いは有ったが不本意では無かった。それだけ今の立場に慣れたという事であろう。


「北畠の動きは？」


「表立ったものは有りませぬが反朽木感情が強うございます」


「分家も同様です。いざとなれば」


「長島に歩調を合わせるか、なるほど、手間取る事は出来ぬな。一つ間違うと南伊勢が混乱する」


儂が呟くと二人が頷いた。


「清水山の殿は如何なされるおつもりで？」


「気になるかな、下総守。放置はするまいよ、殿は百姓を唆そそのかす存在が御嫌いだ。決して許す事は無い」


「では」


「戦になる。越中、能登で戦ったから分かっているが一向一揆相手の戦いはきついものになる。覚悟しておくことだ」


二人が大きく頷いた。


「他に何か気付いた事は無いか？」


二人が考えるそぶりを見せ中務大輔が〝そう言えば〟と声を出した。


「北畠親子の仲がおかしいとか」


「権中納言と右近大夫将監の仲が悪い事は知っている」


中務大輔が少し困った様な表情を見せた。


「いえ、そうでは無く権中納言と長野次郎、いや今は北畠次郎でしたな、その次郎の事にて」


「なんと、長野に養子に行っていた二男か」


嫡男だけでなく二男とも不仲か。儂だけではない、下総守も驚いていると中務大輔が言葉を続けた。


「折角長野に養子に出したのに何の役にも立たなかった。本当なら北畠と長野で伊勢を制し朽木に後れを取る事など無かったのにと権中納言は不満を漏らしているとか。それを聞いた北畠次郎は北畠から十分な援助を貰えなかったと言っているそうでございます」


「……」


「元々嫡男の右近大夫将監と上手く行かず二男の次郎とも思わしくない。今権中納言が鍾愛しょうあいしているのは三男の鶴松丸だそうで。かなり気性が激しくその辺りが気に入った様にござる。自ら剣を教えているとか」


驚いていると嘘ではないという様に中務大輔が頷いた。


「その鶴松丸の歳は？」


中務大輔が小首を傾げた。


「さて、確か十歳ぐらいだったかと。朽木に対して敵意を隠さぬそうです。権中納言が元服を楽しみにしていると聞いております」


十歳か、早ければ二、三年で元服する。自慢の息子か。嫡男は当主とはいえ肥満、二男は不出来。三男に期待するのは理解出来るが嫡男と二男がそれを如何思うか……。使い様では面白くなるかもしれぬ。


「田丸からは聞いておりませぬか？」


儂が考え込んでいると中務大輔が問い掛けてきた。


「聞いておらぬ。あれは倅の娘婿だからの、儂の所には顔を出し辛いらしい。まあ倅の話では三瀬御所にも顔を出しておらぬようだ。北畠に見切りをつけたと見える」


儂の所に来ぬと言うのは北畠の事を訊かれるのを避けているのだろう。つまり北畠には隠さねばならぬ事が有るという事だ。見切りは付けたが売る事はせぬか、田丸中務少輔直昌、それなりに骨は有る。だが何時までもそれが許されるかな、この乱世それほど甘くは無いが……。






永禄十三年（一五七〇年）　八月上旬　　　近江国高島郡安井川村　　清水山城　　朽木基綱






「北畠次郎、良く来てくれたな」


「……」


目の前に座った青年がモゴモゴと何か言った。距離が三メートル以上有ると良く聞こえんな。でも聞こえないとか言うと傷付くだろう、それは得策じゃない。にこやかに話を続けよう。同席している蒲生下野守、黒野重蔵、真田弾正もちょっと苦笑している。


「権中納言殿が心配したであろう、清水山に行くと殺されると。俺は評判が悪いからな。それとも北畠の人間が朽木になど会いに行く必要は無いとでも言われたかな」


「……いえ、そのような事は」


何とか聞こえた。


「無かったか、それは意外だな」


北畠次郎の顔が朱に染まった。父親に見離されたとでも思ったか。


「安心して良いぞ、良い話だからな。如何かな、俺に直接仕えんか。禄は五千石、領地を与えるが」


「……」


北畠次郎の顔が益々朱に染まった。嬉しいのか、それとも怒っているのか、分からん。下野守が〝殿〟と声を上げた。


「北畠次郎殿が面喰らっておりますぞ」


「うむ、そうだな、少し先走り過ぎたか。理由が分からなくては簡単には受けられぬな。今説明する、しっかりと聞いてくれよ」


「はっ」


北畠次郎が頷いた。悪い感じはしない。


「実はな、長野の家がその方の事を大分気にしている。ま、無理も無い事ではある。その方とて長野には面白くない感情を持っていよう」


「……」


遠目でも口元に力が入ったのが分かった、大分憤懣が有るな。


「そこでだ、その方にそれなりの立場を与えれば多少は気持ちも穏やかになろうし長野も安心しよう。そう考えたのよ、如何かな？」


力が緩んだな、うん、悪くない。こちらの話に関心が有る証拠だ。


「禄高が五千石というのは長野に比べれば少ない、不満も有ろう。だが北畠の本家が五千石だ、それを越える事は出来ぬ。それにだ、次郎。俺の下で功を立てれば必ず加増する。その分についてはその方が自分の力で勝ち取った物だ、北畠本家も文句は言えぬ。そうであろう？」


「加増に付いては間違いはござらぬぞ。某は信濃からの流れ者でござるが今では二万石を頂いており申す。殿は決して吝嗇りんしょくではござらぬ」


弾正の言葉に重蔵と下野守が笑い声を上げ次郎がうんうんと頷いている。良い反応だ。弾正が次郎を面白そうに見ている。


「越前の鯖江で五千石、如何かな？」


「越前でございますか？」


多少不満、いや不安かな、有るようだ。頭から反対というわけではないな。伊勢で所領が欲しいのだろう。


「その方の気持ちは良く分かっている。俺も最初は伊勢で所領を与えようかと思ったが長野や北畠本家の事を考えると伊勢は止めた方が良いと思うのだ。北畠の分家にも俺に面白くない感情を持っている者が多いと聞く。その方が新たに所領を貰って家を立てたとなれば何かと煩かろう。それで越前の鯖江をと考えたのだ」


少し考えている。父親、分家の事だろう。裏切者扱いされかねぬ、そう思った筈だ。


「悪い話ではないと思うがな。このままでは権中納言殿や右近大夫将監に気兼ねしながら北畠の家臣で一生を終える事になる。心機一転、越前でやり直してみては如何だ？　そこから先はその方の力量次第」


次郎が二度、三度と頷いた。もう一押しだな。なんか昔を思い出してきた。これ、営業活動だな。


「鯖江は悪い所でないぞ。昔から米作りの盛んな土地だ。それに朝倉が街道をそれなりに整備したから人の通りも少なくないし日野川、浅水川、鞍谷くらたに川が流れているから水利も悪くない」

            





    
  
  




「なるほど」


米と街道と川、こいつは繁栄の重要ポイントなのだ。次郎には鯖江が美味そうに見えてきた筈だ。なるほどと言った声にも力が有る。


「問題は住居だな。城は幾つか有るが山城だから多少不便かもしれぬ。越前で戦が起きる事は無い、それを考えれば川沿いに館を新たに建てる方が使い勝手は良かろう。……如何だ、俺に任せるか？」


「と、申されますと？」


「館を建ててやろうと言っておるのよ。新しい土地で新しい館、使い古しの城を使うよりずっと気持ちが良いぞ」


「なんと！」


「いやはや」


「これは羨ましい」


下野守、重蔵、弾正が声を上げると次郎が大きく頷いた。よっしゃー、特典付きでお客様ゲットー！


「御心遣い、有難うございまする。越前でやり直したいと思いまする」


「そうか、受けてくれるか。良く決心してくれた、礼を言うぞ」


「いえ、某こそ礼を言わねばなりませぬ、有難うございまする」


次郎が頭を下げた。下野守、重蔵、弾正がそれぞれに祝福の言葉を次郎にかけた。次郎が嬉しそうにそれに答える。こいつ、馬鹿ではなさそうだな。最初の印象が悪いのは人見知りが激しいのか、或いは人付き合いが下手なのか。だとすると養子に行っても上手く行かんな。


雪が降る前に越前に行く事になった。とは言っても移動には金がかかる。新しい家臣も雇わなくてはならん。だが北畠本家が何処まで援助するか分からない、嫌がらせも有るかもしれないが実際に金が無いという事も有り得る。という事で支度金も俺が出す事にした。次郎は大喜びだ、気を遣って貰っているという事が嬉しいらしい。何度も礼を言って暦の間を下がっていった。


なんか最初の印象と最後の印象がまるで違う。養子に行っても大事にされず実家に戻っても大事にされず、人間不信になっているんだろう。俺が自分の事を気遣ってくれていると分かってからは急に素直になった。大丈夫、これからは俺が可愛がってやる。冬になる前に館を作らねばならんな。新築で綺麗な館、間違っても廃材の再利用は駄目だ。徹底させないと。


「御見事にございまする。真まこと、殿は進むべき道を間違えられましたな。商人の道を進まれれば日ノ本一の大商人、仏の道に進まれれば日ノ本一の御大師様になられた事は間違いありませぬ」


重蔵が感無量と言ったように首を振った。後の二人が笑い出した。褒めているのに笑うとは、失礼だろう。


「お主達の協力も有ったからな。それにまだ結果は出ておらぬ。全てはこれからよ」


「左様にございまするな、後が楽しみでございまする」


俺と重蔵の会話を下野守と弾正の二人がおかしそうに聞いている。この中で誰が一番の悪党だろう？


「北畠次郎が越前に行く。北畠権中納言、俺の心が読めるかな？」


「なかなか難しいかと」


重蔵が答えた。


「難しいか、では北畠は如何なる？」


俺が下野守、重蔵、弾正の三人に問うと三人がニヤニヤと笑みを浮かべた。おい、悪い笑顔を出すな、真の悪党は誠実な笑顔を出すのだ。


「北畠権中納言にとって右近大夫将監が益々邪魔になりましょう。右近大夫将監が居なければ三男の鶴松丸に北畠家を継がせられます。右近大夫将監は孤立しますな」


弾正の声が明るい。今日の晩御飯は何？　そんな感じだ。


「廃嫡かな？　如何思う、下野守」


「さて、廃嫡では殿の不審を買いましょう。右近大夫将監は肥満との事ですから心の臓の病、そんなところでしょうな」


「なるほど、心の臓の病か。有りそうな事だ、不審には思わんな。しかしそこまでやるかな？　下野守」


「北畠権中納言、なかなか酷薄な所が有ると聞きまする」


「なるほど、長野は先代、先々代の当主が殺されたな」


俺は敢えて重々しく頷いた。三人が吹き出しそうな顔をしている。いかんな、ここは生真面目な表情が必要なところなんだが。


「右近大夫将監は自分が危ういと気付くかな？」


「流石に気付きましょう」


重蔵が苦笑を浮かべた。


「では右近大夫将監は如何する？　座して死を待つか？」


「殿に助けを求めましょう」


「しかし伝手が有るまい、下野守。周りは敵ばかりだが」


「手助けが必要ですな、田丸中務少輔を使いましょう」


駄目だ、笑い声が出た。既に一度話し合った事を白々しく話すのは辛い。三人も笑い出した。一頻り笑った。


「さて、次郎の事、北畠から御礼言上に来るのは誰かな？」


「鳥屋尾石見守」


「会わぬぞ、弾正。本来なら当主である右近大夫将監が来るのが筋。石見守では俺を馬鹿にするにも程が有ろう」


三人が頷いた。


「俺は九月には伊勢に出兵する。そこで右近大夫将監に会う」


「田丸中務少輔にはそのように伝えまする」


「うむ」


そこで右近大夫将監を取り込む。色々と面白い話が聞けるだろう。そして右近大夫将監の後ろには俺が居るとはっきり形に示す。右近大夫将監の身に何か有れば俺が黙っていないと理解する筈だ。馬鹿共は長島が片付いた後に叩き潰す。右近大夫将監からの告発でだ。他でもない、息子が告発者だ。皆が信じるだろう。俺は驚いて災いの芽を摘む、分家は潰し権中納言は幽閉だな。自慢の息子も一緒に幽閉してやる。どうせ逃げ出そうとするだろう、そこを殺す。それで終わりだ。


馬鹿共が暴発して右近大夫将監が殺されても全然構わない。次郎が居るからな、伊勢で北畠の血と名跡が途絶えても越前で存続出来る。何の問題も無い。次郎が伊勢に戻りたいと言ったら息子の一人に伊勢で北畠の名を名乗らせると伝えよう。息子が生まれて伊勢に戻る頃には北畠は過去の名門、影響力など何もなくなっている筈だ。反朽木の旗頭になる事も無いだろう。北畠は目処が付いた、問題は長島の一向一揆だ。


「重蔵、松坂、大湊、山田、宇治、桑名、それと津島に噂を流せ」


「津島もでございますか？」


「そうだ、津島もだ。一向一揆に付いて領地を失った国人衆に朽木の手が伸びている。領地の返還と引き換えに長島の情報を朽木に流しているらしい。戦になれば寝返るだろうと。それと香取城、大鳥居城、屋長島城、中江城は密かに朽木に通じている。前回の遠征で攻められなかったのはそれが理由だと。桑名城が攻められたのは桑名城が朽木に寝返らなかったからだと」


「承知しました」


重蔵が頷いた。残りの二人も頷いている。


封鎖する前に噂が長島に届く筈だ。松坂、大湊、山田、宇治、桑名は朽木領だ、謀略の可能性を当然疑うだろう。だが津島は織田領だ、そこでも同じ噂が流れているとなれば不安に思う筈だ。そして封鎖後は情報が極端に入り辛くなる。長島の一向一揆勢は更に不安を募らせるだろう。内部分裂までは無理だろうが内部不信は起こせるかもしれない。そうなれば一揆勢の軍事行動にも影響は出る、思い切った行動はし辛くなる筈だ。


「それと三河の一向一揆が片付けば長島の一向一揆は朽木、織田、徳川の連合軍に潰されるだろうと。長島の一向一揆は四方から取り囲まれて悲惨な最期を迎えるだろうと」


「はっ」


三河の一向一揆の残党も長島に逃げ込むのは避けるだろう。その分だけ楽になる。


「重蔵、三河の一向一揆は何時ごろ片付く」


「さて、長島の決起に一度は勢いを盛り返しましたが直ぐに抑え込まれました。冬に入る前に終結するのではないかと思いまする」


「そうか」


悲惨な結果になるだろうな、信長も家康も一向一揆には怒り心頭の筈だ。


信長は美濃攻めの邪魔をされた。家康は独立の夢を潰された。信長も家康も今川と組んで三河を荒らした一向一揆を許す筈が無い。連中は東の国境線を不安定化させ織田徳川同盟を根本から意味の無いものにしたのだ。許せる筈が無い。おまけに徳川は御家騒動まで起こし家康は妻子を殺さざるを得なかった。一向一揆は家康の顔を潰しまくったのだ。一向一揆の芽を摘むどころか根を穿ほじくり返してでも抹殺するだろう。間違いなく根切りに近い状況が発生する。


だがそれで良いのだ。三河で残虐な行為が行われれば行われるほど長島の一向一揆勢は裏切り、寝返りが起きるのではないかと不安に思う筈だ。まして攻めるのが俺なのだ、恐怖は一層増すだろう。内部に向ける猜疑さいぎの目は当然強くなる。来年長島を攻略する頃には本当に裏切者が出るかもしれない。そうなれば長島だけではない、本願寺そのものに打撃を与える事が出来るだろう。鉄の結束が崩れたのだからな。


三河が片付き長島が片付けば北陸に続いて東海でも本願寺の影響力を駆除出来た事になる。残りは紀伊から摂津、播磨はりま、安芸あき、……皆織田、豊臣が手子摺てこずったところばかりだな。頭が痛いわ。
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暑い、やる気が出ない。だが清水山城の大広間には評定衆と奉行衆、軍略方、兵糧方、副将の真田弾正、相談役の蒲生下野守が生真面目な表情をして座っている。俺だけがだらけた表情は出来ない。クーラーが欲しいわ。それが無理なら扇風機でも良い。でもここでは扇子を使う奴もいない。なんでそんなに真面目なんだろう。俺も使えないじゃないか。


「今年は天候も良く朽木領内では稲は順調に育っております。あと一月、この天候が続けば十分な豊作が期待出来ましょう」


満足そうに言ったのは農方奉行の長沼新三郎だ。要するに暑くても文句を言うんじゃない、凶作よりはましだろうと言う事だな。全く同意見だ、あと一月この暑さが続く？　ふざけるな！　と罵倒ばとうするのは胸の内だけにしておこう。


「何よりの事だな、新三郎」


俺の言葉に新三郎が嬉しそうに頷いた。良い当主を演じるのも楽じゃない。


「問題もございます。加賀、能登では主の居ない田畑が有るのです。このままでは荒れ地になってしまいます。それを元に戻すためにどれだけの手間がかかるか……」


皆が顔を顰しかめた。俺もうんざりだ。加賀では一向一揆に加担した者が皆殺しになった。能登では疫病と畠山の苛政で百姓が激減した。百姓の居ない土地が余っているのだ。俺の所為じゃないぞ。悪いのは一向一揆と畠山だと言いたい。だが領主である以上後始末は付けなければならないのも事実だ。


「奴隷を買い取って人を入れて居る筈だが？」


公事奉行の守山弥兵衛が問うと新三郎が〝足りませぬな〟と言って首を横に振った。


「北近江では人が余っているのではないか？　殿は百姓を兵に使わぬ。長男以外で男子が余っている家が有ろう。其処から人を移せば良い」


宮川新三郎の意見に彼方此方で頷く姿が有った。まあそうだな、北近江なら比較的人手が余っている筈だ。他は越前、若狭、南近江、ちょっと難しいだろう。


「難しいですぞ、朽木の兵はその余った百姓の男子なのです。彼らがどちらを選ぶか……。それに兵では無く小者として仕える者も居ります」


新三郎がまた首を振った。百姓を選ぶか兵士になる事を選ぶか、それとも小者として仕えるか、職業選択の自由が有るんだ、悪くないと思うのは俺だけかな？　いや、歳を取ってもう兵として戦うのはきついという者も居るかもしれない。或いは戦はもう沢山だという兵も居るだろう。生きて行くために仕方なく兵士になった者も居る筈だ。そういう者を百姓に戻すか。


「兵の中にはもう戦うのは飽きたという者も居るだろう。正直に加賀、能登で土地が余っている事を告げ百姓になる事を望むのなら支度金と土地を与えると言ってみては如何かな？　それに年貢の面でも三年程は優遇すると言うのだ。少しは心を動かす者も居るのではないか？」


〝そうですな〟、〝それが良いかもしれませぬ〟という声が彼方此方から上がった。積極的な賛成というより他に策が無いから賛成といった感じだ。でも策が無いよりはましだろう。


「それと越前の九頭竜川くずりゅうがわの治水でございますが……」


「うむ」


「霞堤かすみていの工事は百姓達の協力も有り順調にございます」


「そうか」


霞堤というのは武田信玄が造った信玄堤の事だ。信濃衆から大体の構造を聞いて越前でも造り始めた。


こいつは連続した堤防じゃない。所々切れ目の有る堤防だ。そんなものを造って意味が有るのかと言われそうだが意味は有る。洪水は堤防が崩れて起きる。水の圧力に堤防が耐えられなくなるわけだ。だが最初から切れ目が有れば水は其処から出て行く。つまり水の勢いは切れ目切れ目で弱まるから堤防は壊れない。そして出て行った水の先には人口の溜池、湖を用意しておく。水は其処に溜り洪水が収まれば川に戻っていくという仕組みだ。中々良く出来ている。甲斐では川中島の敗戦以降、工事は中断しているらしい。九頭竜川の方が完成は早いだろう。


〝農方奉行からは以上でございます〟と新三郎が言うと殖産奉行の宮川又兵衛が〝では某から〟と口を開いた。


「南蛮人との間に漆器しっきが売れておりまする。あの者達、大分漆器が気に入ったようで。そのため敦賀の湊には漆器が溢れておりまする。特に漆うるし塗りの歯磨きを大量に買って行きまする」


「ほう」


良い事だ。ガンガン作ってガンガン儲けろ。しかし南蛮人って漆器好きだったのか。知らなかったな。


「それと蒔絵まきえと螺鈿らでんを好んでおります。残念な事に蒔絵師は京に居り朽木領内には居りませぬ。今、京から蒔絵師を呼ぼうと思い声を掛けております」


「朽木家で召し抱えると言え。制作に必要な物は最優先で用意すると。俺が文を書く、大事にしてもらえると思うだろう」


俺の言葉に又兵衛が嬉しそうに顔を綻ばせて〝はっ〟と畏まった。又兵衛は食い歩きが有名な男だが仕事はちゃんとする男でもある。多分南蛮人達の動向を見ながら敦賀では蟹を堪能しただろう。


やはり技術や芸術は京に集中しがちだな。だが京だけに技術、芸術を独占させておく事は無い。地方に分派させる事で作品に広がりが出る。それこそが発展に繋がるのだ。ヘッドハンティングで朽木に蒔絵という新たな産業を育成しよう。俺も積極的に蒔絵と螺鈿を使う事にする。輝虎や信長に送る、朝廷にも献上するのだ。蒔絵師達も造る張合いが出る筈だ。


「ところで、殿」


「何だ、又兵衛」


又兵衛は言い辛そうにもじもじしている。肥えてる男がもじもじしているとちょっとユーモラスだ。〝遠慮するな〟と優しく促すと又兵衛が〝はっ〟と頭を下げた。


「その、椎茸しいたけが、干し椎茸が足りませぬ。敦賀の専売所から何とかして欲しいと声が上がっております」


言い終って又兵衛が俺を恐る恐る見ている。いや、又兵衛だけじゃない、皆が俺を見ていた。


「今少し詳しく申せ、足りぬとはどういう事だ？　敦賀の専売所という事は明の商人が求めているのか？」


「はっ、明でも干し椎茸は貴重品で非常な高値で取引されるそうにございます。出汁を取るのはもちろんの事、薬としても求められるのだとか。敦賀にはその干し椎茸が大量に有ると明の商人の間では大層な評判なのだと聞いております。明の商船が敦賀に来るのは干し椎茸、昆布を中心とした北の海産物、刀を求めての事にございまする」


中国でも椎茸は貴重品だという事は分かっている。しかしな、其処にあるから買うでは無くわざわざ買いに来るとなると余程の事だな。薬にもなるか、もしかすると昆布よりも貴重品なのかもしれん。それにしても刀？


「椎茸と昆布は分かるが刀も売れるのか？」


問い掛けると又兵衛が頷いた。


「明の商人は喜んで買っていきます。明に戻れば大層な人気だとか。大体五、六倍、良い物は十倍で売れるのだそうで。朽木の刀はその殆どが十倍で売れると聞いておりまする」


「なるほどな」


日本刀が売れるか、結構な事だ。なんて考えている場合じゃないな。朽木の椎茸栽培は朽木城と清水山城で行っている。元々は俺と綾ママでやっていたが清水山城に移った時、朽木城は主殿に譲った。その時朽木城の椎茸栽培も主殿に譲ってある。朽木城と清水山城で大体一千本近い原木が有るだろう。相当数の椎茸を毎年生産している筈だがそれでも足りないか……。


「殿、椎茸の事ですが最近では南蛮人が」


「南蛮人？」


妙な事を言うな、問い返すと又兵衛が〝はい〟と言って頷いた。


「南蛮の商人も大量に買い付けまする」


「明に売る為か？」


「いえ、南方の国々へ売る為、そして南蛮に持ち帰る為にございます」


「南蛮に？　嘘だろう？」


思わず笑ってしまった。ヨーロッパで椎茸なんて使うのか？　如何にも信じられない。だが又兵衛は生真面目に〝真にございまする〟と答えた。


皆が俺を見ている。まあ椎茸栽培は朽木の秘事だからな。この事は小夜にも言っていない。譜代の連中はその事を知っていても触れようとはしない。新参の者達も薄々は気付いているだろうが無言だ。内心では公開して欲しいと思っているだろう。綿糸は公開したのだ。椎茸もと思っても不思議ではない。勿論綿糸と椎茸では実用性が違う。綿糸は人間の生活に密接に関与する。公開するのは当たり前だ。


又兵衛がこの場で椎茸の事を出したのは、椎茸の栽培方法を公開して欲しいという事だろう。又兵衛は公開した方が利が出ると見ているのだ。そうでないなら内密に話をしてきた筈だ。つまり栽培方法を公開しても、大量に生産しても椎茸は高値で売れると又兵衛はみている……。明だけじゃなくヨーロッパにも輸出となると確かに足りんわ。


需要に供給が応えられなければ値は上がる。というより日本の国内で品薄の状態になる。椎茸の値が暴騰するだろう。価値が上がるのは嬉しいが暴騰はいかん。国内で不満が出かねない。椎茸の値が暴騰したのは朽木の所為だ等と言われるのは避けなくてはならん。となると公開は必至か……。


「皆も知っているだろうが朽木の椎茸は自然の物ではない。栽培したものだ」


俺の言葉に皆が頷いた。新参の者達も驚かない、やっぱり知っているんだ。


「椎茸の栽培方法を皆に公開する」


ざわめきが起こった。


「宜しいのでございますか？」


新次郎が問い掛けてきたが〝良い〟と答えると今度はシンとした。


「だが一度に広める事は出来ぬ。先ずは北近江と若狭で広める。次に南近江、越前、加賀、能登と広めていく。五年後には朽木領内は椎茸で溢れるようになるだろう。朽木の椎茸を日本全国、明、南蛮にまで広めるのだ」


〝おう！〟という声が上がった。皆、満足そうだ。その内、朽木の事を椎茸大名なんて言う奴が出るかもしれないな。根切り大名とか虐殺大名と呼ばれるよりはましか……。
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黄金の稲穂の実る秋、お百姓さんは収穫に勤いそしんでいる。一年で一番楽しい時期だろう。一方俺は軍を率いて恫喝どうかつ、乱暴狼藉、殺人、放火と犯罪のオンパレードだ。有難い事に今は戦国時代でこんな事は日常茶飯事、俺だけがやっているわけでは無い。ついでに言えば警察も居ないから捕まる事も無い。とは言えこんな事が楽しいわけでもない。俺の気分は新品の靴を下ろしたのに犬の糞を踏んでしまったかのように落ち込んでいる。


朽木軍は全軍で三万五千、その内二万を桑名郡に置いて長島の一向一揆への押さえとしている。指揮官は梅戸左衛門大夫、副将に千種三郎左衛門尉、戦目付に進藤しんどう山城守やましろのかみ、目賀田めがた次郎左衛門尉じろうざえもんのじょう。まあこの四人なら間違いは無いだろう。そして俺は残りの兵、一万五千を率いて俺の言う事を聞かない阿呆共への御仕置に向かった。誰か俺に代わってやってくれないかな。


最初に絞めたのは松坂だ。俺の命を無視して長島と取引をしていた商人五人を捕え首を刎はねた。財産は没収、構えていた店は打ち壊し、家族は朽木領外への追放だ。その上で松坂の自治を取り上げ以後は朽木の直轄領として代官を置くと宣言した。松坂の自治を取り仕切っていた商人達が文句を言ったが二人ほど首を刎ねたら黙った。


乱暴だとは思わない。こいつらは全員長島と取引をしていたのだ。最初に首を刎ねた五人はもっとも大規模に長島と取引していたから見せしめとして殺しただけだ。なんなら全員首を刎ねても良い。その事を商人達に伝えると流石に震え上がっていたな。


罰として松坂には矢銭五千貫の支払いを命じた。文句は何処からも出なかった。刎ねた首七つは町の中央に俺の名前で罪状を記した上で晒させた。十日間は晒すように命じてある。松坂の支配者が誰か、住民達も良く分かっただろう。安心しろ、長島攻略後に自治は認めてやる。但し朽木の支配下での自治だ。


そして今、俺は大湊に居る。と言っても町の中ではない。少し離れた場所に陣を構えている。大湊の処理は既に終わっている。五人殺した、松坂と同じように財産は没収、構えていた店は打ち壊し、家族は朽木領外への追放、刎ねた首は晒した。大湊の自治を取り上げると宣言しても自治を取り仕切っていた会合衆は文句を言わなかった。矢銭五千貫の支払いを命じてもだ。


当然だよな、俺が来る前に大湊は九鬼によって海上封鎖されていたのだから。九鬼は大分手荒くやった。無理に封鎖を突破しようとした船は焼き討ちして船員は皆殺しだ。しかも湊から見えるようにやった。偉いぞ、九鬼孫次郎。御蔭でこっちは手間が省けた。後で誉めてやろう。馬鹿どもが九鬼は乱暴だ等と言わない様に。


メガホン、役に立っているかな？　少しは声の伝達に役に立つだろうと思って教えたんだが。後は戦闘だな。南蛮船が増えれば側面からの一斉砲撃の方が利が有る。だが互いに並列での撃ち合いは損害が大きくなるだけだ。効果的なのは敵の先頭を抑えて集中砲火、つまりＴ字戦法だ。孫次郎に教える必要が有るな。海軍戦術の確立が必要だ。それと望遠鏡が要る。この時代に望遠鏡は未だ無い筈だ。日本に入って来るのは関ケ原以降、江戸時代になってからだと聞いた覚えが有る。となると当分入手は無理だという事だ。旗は大きく、目立つ物にする事で対応するしかない。


大湊の会合衆には船の調達を改めて命じた。北畠からの文の提出も命じた。会合衆達は蒼白になっていたな。俺の狙いが長島の討伐だけではなく北畠にもあると理解したらしい。何も抗弁せずに大人しく文を提出してきた。これ以上北畠に味方する姿勢を見せるのは危険だと判断したのだろう。北畠権中納言は怒るだろうな、これまで大湊には便宜を図ってやったのにと。


大湊を屈服させた直後、山田と宇治が謝罪の使者を送ってきた。両方とも以後は朽木の命に従う事、矢銭五千貫を支払うとペコペコしながら言って来たが足りないと突っぱねた。馬鹿共が！　俺が望んでいるのはそんな事じゃ無いんだよ。自治の廃止と代官の受け入れが主目的だ。朽木の支配下での自治を確立するためには一度自治を廃止する必要が有る。それともっとも長島に協力した商人五名の追放を要求した。


使者がもごもご言い出したから大湊で刎ねた商人の首を見せてやった。直ぐに大人しくなった。五日以内に受け入れの回答が無い場合は焼き討ちすると伝えた。それから三日経ったが未だに返事が来ない、何をしているのやら。伊勢神宮に泣き付いているのなら無駄だぞ。既にそっちには手を回してある。伊勢神宮は俺を敵に回したくないそうだ。


「殿」


「うむ」


小姓が陣幕の中に入って来た。ようやく来たか。


「北畠右近大夫将監様がお見えです。御舎弟北畠次郎様、田丸中務大輔様、藤方刑部少輔様、鳥屋尾石見守殿が同道されております」


「そうか、右近大夫将監、次郎、中務大輔、刑部少輔の四人を先に通せ。石見守は別に会う」


山田、宇治かと思ったらそっちか。まあこれはこれで大事な仕事だ。陣幕の中で迎える事にした。迎えるのは俺の他に蒲生下野守、真田弾正、日置左門、田沢又兵衛、明智十兵衛、竹中半兵衛、沼田上野之助、朽木長門守、朽木左兵衛尉。小姓が床几きちょうを四つ用意した。


陣幕の外で騒ぎが起きた。騒ぎを起こしたのは鳥屋尾石見守だろう。多分監視役として権中納言から二人に付けられた。そして陣幕の中に自分も入ろうとして小姓に止められた。今頃は屈辱で震えているに違いない。ザマーミロ、俺はお前が嫌いなのだ。お前のおかげで俺は幼女趣味の変態さんと言われているらしいからな。


最初にデカい男と次郎が入って来た。二人とも平服だ。その後に二人、田丸中務大輔、藤方刑部少輔が続く。このデカい男が北畠右近大夫将監具房か。背も高いが横幅、厚みも有る。プロレスラーかと思う程の大きさだ。皆も驚いて見ている。この時代の日本人でこれだけの体格の男はいないだろう。人間よりもヒグマに近いな。だが肥満には見えん。


「北畠右近大夫将監にございます」


ゆったりとした落ち着いた声だった。


「うむ、朽木大膳大夫だ。良く来てくれた。次郎、元気そうだな」


「はっ」


「中務大輔、刑部少輔、御苦労だった。皆座ってくれ」


四人が床几に座った。その途端にギイーと音が鳴った。おいおい、皆が顔を見合わせている。


「右近大夫将監、大丈夫か？」


「さて、少々不安ですが」


またギイーと音が鳴った。駄目だ、危ない。


「右近大夫将監に円坐を」


俺が命じると小姓が直ぐに円坐を持って右近大夫将監に近寄った。右近大夫将監が立ち上がり床几をたたむ、代わりに円坐を受け取ってその上に座った。座ってもデカい、隣に居る次郎よりも頭が高い位置にある。可笑しくて笑ってしまった。


「大きいな」


「畏れ入りまする」


「力も強いのではないか」


「はっ」


おかしいな、右近大夫将監は肥満体だと聞いていたんだが。これは如何見ても巨漢の偉丈夫いじょうふだぞ。


「では武芸もかなりの腕だろう」


「それが……」


右近大夫将監の表情が曇った。


「駄目か」


「機敏に動けぬ性質たちでして」


「なるほど」


運動神経が鈍いのか。父親に嫌われたわけはそれだな。この巨体にパワーが有れば天下無双と誰もが思うだろう。北畠権中納言もその一人だった。だが残念な事に右近大夫将監には運動神経がまるでないのだろう。つまり巨体とパワーは宝の持ち腐れと言って良い。父親の権中納言はその辺りが我慢出来ずに疎んじたというわけだ。馬に乗れないと言う評判も本当に乗れないのかもしれないが馬を潰してしまうから乗らないのかもしれない。しかしこれまでの応対からすれば馬鹿ではない、聡明そうに見える。武芸が駄目だからと言って疎んじる事もなかろうに。


「此度、次郎を御取立て下されました事、真に有り難く心より御礼申し上げまする」


右近大夫将監が頭を下げると次郎も頭を下げた。後の二人も頭を下げた。


「いや、礼には及ばぬ。北畠と長野の間に挟まった棘とげを抜くのも大事な仕事なのでな。次郎が素直に話を受けてくれた事に感謝している」


「御心遣い、有難うございまする」


「如何かな、権中納言殿を始め北畠一族は好意的に受け取ってくれたかな、少々心配していたのだが」


「……」


四人の表情が微かに曇った。重蔵からも報告は受けていたがやはり面白く思ってはいないようだ。もしかすると、いや間違いなく次郎にはきつく当たっているだろう。


「権中納言殿にも困ったものよ。兵糧の不足で戦う事無く敗れたからな。負けたという事が実感出来ぬと見える」


四人は沈痛な表情をしている。


「権中納言殿が負けたという事を認めてくれれば皆も落ち着くのだが」


分家が不満を持つのも権中納言に影響されている部分が有る。分家だけで事を起こしても失敗する。本家が動く、それならば復権は可能、そう思ったから分家もざわめくのだ。


「申し訳ありませぬ」


右近大夫将監と次郎が頭を下げると田丸中務大輔、藤方刑部少輔も頭を下げた。


「いや、お主達のせいではない。だが困った事に放置出来ぬ問題が生じた」


四人の表情が強張った。想像が付いたようだ。


「権中納言殿が大湊の商人達に出した文が有る。それを今回提出させた。文の中には長島に力を貸せ、朽木からの協力要請は無視せよと書いて有るものが何通か有った。それと三河一向一揆への援助の要請、他にも分家に武具、兵糧を用意して欲しいというものも有る」


「明らかに朽木に対する敵対行動ですな」


長門の叔父御の言葉に益々四人の顔が強張った。田丸と藤方は不問で良い、ここで追い詰めるのは右近大夫将監と次郎だ。


「右近大夫将監、次郎、お主達知っていたな。権中納言殿に同心するつもりか？」


「とんでもございませぬ」


「そのような事は」


二人が首を振って否定した。まあそうだろうな、権中納言はこの二人を無視している。この二人は権中納言の行動を苦々しく思いつつも止める事が出来ずにいるのだろう。次郎が越前行きを受け入れたのも父親から逃げ出す意図が有ったのだと思う。巻き添えを食って堪るか、そんなところかもしれん。


「右近大夫将監、良いのか？　このままでは殺されるぞ」


「お待ちください、兄は無関係にございます。父を止めたのです、なれど……」


「……」


次郎が庇ったが右近大夫将監は無言だ。


「分かっている、お主達が関与していないという事はな。だがたとえ謀反に関与していなくてもこのままなら右近大夫将監は権中納言に殺されるぞ。鶴松丸に跡目を継がせるためにな」


二人とも驚いた様子を見せない。気付いているのだ。下野守、叔父御達、皆が訝しげな表情をしている。


「如何いうつもりだ、右近大夫将監。お主、何を考えている」


「……」


「右近大夫将監！」


「……某は出来そこない、それも已むを得ぬかと」


「兄上！」


右近大夫将監はノロノロ、次郎は悲鳴、どうなっている？　出来そこない？　此処は普通俺に助けを求める所だろう。そして俺が右近大夫将監の後ろ盾になる。次郎がいきなり床几を後ろに蹴飛ばす様に前に転がり出た。


「畏れながら、某越前に移りし後は殿の御許しを得て兄を引き取るつもりでございました！」


「……右近大夫将監を救うためか？」


次郎が勢いよく頷く。


「長野より戻りし後、皆から役立たずと蔑まれ罵ののしられ申した。唯一兄だけが某を暖かく迎えてくれたのでございます。それが無ければ口惜しさの余り腹を切っていたやもしれませぬ。今度は某が兄を助ける番でございます」


「次郎、そなたのためではない、儂のために行った事じゃ。そなたに腹を切られては儂も切らねばならんからのう。儂は腹を切りたくない、あれは痛そうじゃ」


「兄上！」


次郎がボロボロ涙を流した。右近大夫将監が次郎の傍に寄って肩に手をかける、すると次郎が声を上げて泣き出した。困った、想定とまるで違う。周りを見渡しても皆困った様な表情をしている。助けになりそうにない。

            





    
  
  




「右近大夫将監、お主やりたい事は無いのか？」


「……有りまする」


「何だ？」


少し戸惑いを見せた。恥ずかしがっているのか？


「某、怪異な話に興味が有りまする。諸国を回り話を聞いて回りたいと思いまする」


右近大夫将監が次郎の背をさすりながら答えた。怪異？　皆ポカンとしている。俺もよく分からん。


「怪異というのは妖怪あやかしの事か？」


「はい」


民俗学をやりたいって事で良いのかな。それともただの妖怪好きか？


「何故やらぬ？　自分で出来ずとも家臣に調べさせても良かろう」


右近大夫将監が寂しそうな笑みを見せた。


「そのような事は北畠の当主に相応しくないと。そして北畠の当主なれば武勇に優れなければならぬと言われました」


武勇に優れるって元は公家だろうが。


「戦は嫌いか？」


「はい」


「それで何も出来ずに役立たずと言われてきたか」


「はい」


困ったものだ、放ってはおけん。


「この両名には不審な点がある。長門の叔父上、両名の身柄を拘束し清水山へ送るよう手配してくれ、丁重にな。清水山に戻り次第、俺自ら取り調べる事としよう」


二人がキョトンとしているのが可笑しかったが笑うわけにもいかない。


「畏れながらいささか乱暴では有りませぬか」


「某もそう思いまする。権中納言様が如何思われるか」


田丸中務大輔、藤方刑部少輔が俺を抑えようとした。


「権中納言にそう言え、自分達は止めたが大膳大夫は頑固に言い張ってどうにもならなかったと」


「……」


「詮議の上、右近大夫将監には隠居を命じる。権中納言も文句は言うまい、自慢の息子を当主に出来るのだからな。右近大夫将監は隠居の後、俺に仕えさせる。右近大夫将監の好きな事をさせてやる。伊勢、近江、若狭、越前、加賀、能登。好きなだけ調べれば良い、面白い話が有れば俺にも教えろ。連れて行け」


叔父御が小姓達を使って二人を幕から出すまで渋面を維持するのが容易ではなかった。二人が去ると自然と苦笑いが出た。俺だけじゃない、皆が苦笑している。


「世話の焼ける事よ」


右近大夫将監に妖怪話を調べさせていずれ本にする。朝廷に献上すれば喜ばれるだろうし後世にも残る立派な民俗学の書物の完成だ。うん、ついでに地方の巡察もさせよう。何処が役立たずだ、いくらでも使い道は有るじゃないか。


「殿はお優しゅうございますな」


「皮肉か、左門」


左門が首を横に振った。


「そうでは有りませぬ、本心でござる」


「本願寺の坊主共に聞かせてやりたいわ。腹を抱えて笑い出すか、頭から湯気を出して怒り出すだろう」


皆が笑い出した。


黒ゲジゲジ日置左門、今浜で苦労したのか以前ほど一本気なところが無い。その分だけ親父の白ゲジゲジ五郎衛門に似てきた。人間に幅が出来たのは良いんだが妙なところで俺を冷やかすところまで似てきた。子供というのは親の悪いところを似るらしい、困ったものだ。


「哀れだと思ったのだ。北畠ではなく朽木に生まれていればな、俺が好きな事をやらせてやったのにと。そう思うと見殺しにも出来ん。見殺しにしてそれを理由に北畠を抑え付けた方が楽なのだが……。俺も甘いわ、嫌になる」


「……」


「名家に生まれるのも容易ではないな。俺は朽木の家に生まれて良かった。自由にやりたい事が出来た」


左門と又兵衛、譜代の二人がウンウンと頷いている。失礼な奴らだとは思うがこの二人から見れば昔の俺は相当な変わり者だったのだろう。右近大夫将監などよりもずっと。良く付いて来たものだ、大事にしてやらないと。


「鳥屋尾石見守を呼べ、それと円座を片付けろ」


石見守が幕内に入って来た。顔に険が有る、疎外されて怒っているらしい。監視の役目が果たせぬと思っているのだろう。床几に坐ると睨むような視線を俺に送ってきた。鬱陶しい奴だ。


「鳥屋尾石見守にございまする。畏れながら……」


「石見守、北畠右近大夫将監、北畠次郎には聊いささか不審有り。清水山にて取り調べを行う事にした」


「は？　あの、それは」


「話は終わった、俺は気分が優れぬ。下がれ」


そっぽを向くようにして下野守を見た。下野守が目元に笑みを浮かべた。


「石見守殿、大膳大夫様は御気分が優れぬと仰せだ。下がられよ」


「……しかし」


「北畠家のためにならぬ、下がられよ」


「はっ」


ごそごそと音がして石見守が立ち去るのが分かった。屈辱だろうな、だが俺も不本意だ。義昭の馬鹿が口を出した所為で北畠問題をズルズルと引き摺らざるを得ない。だがもう直ぐ片が付く。右近大夫将監と次郎がこちらの手に入った以上遠慮はしない。たとえ十歳でも北畠の当主になったからには責任は取らせる。俺も悪名を負う。五分と五分だ、そう思う事にしよう。


翌日、山田と宇治から使者が来た。こちらの要求を全て受け入れるとの回答だった。そして志摩の海賊攻めにかかろうかとした時に志摩の海賊衆が降伏してきた。九鬼と相談し九鬼から奪った所領を還す事、以後は九鬼の指示の下で動く事、その証として九鬼に人質を出す事を降伏受入れの条件として突き付けた。すんなり受け入れたのでちょっと驚いたが朽木と敵対すれば織田は雇ってくれない。今川、北条では将来性が無い。三好では安宅水軍の配下で擂すり潰されかねないと考えた様だ。それに今の領地を失いたくないという気持ちも有る。後は九鬼があの連中を何処まで掌握出来るかだ、その事は本人も分かっている。戦国時代は厳しいな。


軍を北に向け桑名郡に向かうと桑名が使者を送って来た。これまで俺の命令を無視した事を詫び以後は自治を廃止し朽木の支配を受け入れる事、矢銭五千貫を支払う事を伝えてきた。ただ長島と関与した商人の処罰は許して欲しいと言ってきた。距離的に長島に近い桑名は長島と繋がりが深く特定が難しいらしい。


問題無い、俺は桑名の願いを受け入れた。桑名が自主的に自治を捨て朽木の支配下に入る、それが大事なんだ。桑名は元々禁裏御料だった所為で今でも朝廷と繋がりが有る。余り無茶をするのは得策じゃない。だから桑名を最後にした、桑名が俺に屈服し易い様にした。狙い通りだ。


朝廷が桑名を還せと言って来るだろうが長島攻略までは待ってもらおう。その後は桑名は禁裏御料で良い。朽木が代官として支配し税の半分ぐらいを朝廷に渡す。それで納得する筈だ。
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「殿、藤吉郎にございまする」


部屋の外から声を掛けると主織田上総介信長より〝入れ〟と返事が有った。部屋の中に入り平伏してから顔を上げた。


「只今三河より戻りましてございまする」


「如何か？」


「はっ、三河の一向一揆でございますが間違いなく勢いは弱まっておりまする」


答えると殿がじっと俺を見た。


「申せ」


「はっ、朽木様が桑名、松坂、大湊、宇治、山田を押さえた事で伊勢から物が届かなくなっております。兵糧、武器、それに人……。三河の一向一揆は孤立しつつありまする。その事で徐々に士気も下がっております」


殿が〝であるか〟と申された。一つ、二つと頷かれる。御機嫌は悪くない。


「長島は動かぬか」


「動きませぬ。長島にはもはやその余裕が有りませぬ。朽木様の締め付けは厳しゅうございまする。長島自体が締め付けにより苦しんでおります」


殿がまたじっと俺を見て〝調べたか〟と問われた。


「はっ、念のため弟の小一郎に伊勢を廻らせましてございまする。小一郎が調べた所では伊勢の海は完全に九鬼の手で押さえられているとか。そのため雑賀や本願寺、堺の船も長島には入れませぬ。桑名、松坂、大湊に入ってもその地の商人は長島のために動く事は有りませぬ。それをやれば首を刎ねられ店を叩き潰されまする。商人達は朽木様を畏れておりまする」


殿が満足そうに頷かれた。殿は根拠の無い断言を嫌う。それは嘘と同じだと御考えだ。


「良くやった、藤吉郎」


「はっ」


殿は怠け者は嫌いだが働けばその事には必ず報いて下さる。厳しいが仕え甲斐の有る御方だ。


「やるものよ」


楽しげな口調だった。俺の事かと思ったが違うようだ。どうやら朽木様の手腕に満足しておられるらしい。伊勢を譲った事は間違いでは無かった。あれ以降長島は明らかにその視線を朽木様に向けるようになった。その分だけ三河の一向一揆との連携が弱くなった。そして今ではそれぞれに孤立し弱体化している。長島と朽木は戦らしい戦はしていない。少しずつ喉を締め上げて弱らせてしまった。本願寺の顕如も頭を痛めているだろう。


「三河から文が来た」


徳川から？　殿の表情は楽しげだ。悪い報せではないらしい。


「逸はやっておる」


逸っているという事は戦いたがっているという事か。徳川から見ても三河の一向一揆は弱っていると見えるのであろう。


「そろそろけりを付けるとするか」


殿が楽しそうに笑い声を上げられた。
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自室で寛いでいると〝殿〟と部屋の外から声が掛かった。秋葉九兵衛だな。


「九兵衛か、如何した」


戸が開いて九兵衛が顔を見せた。休息を邪魔した済まなさは表情に無い、緊張している。良くない状況だ。


「蒲生下野守殿、進藤山城守やましろのかみ殿、目賀田次郎じろう左衛門尉ざえもんのじょう殿、それに平井加賀守殿が御目通りを願っております」


南近江の有力家臣達が揃って目通りを願う。嫌とは言えんが嫌な予感しかしない。


「良いぞ、通せ」


ぞろぞろと下野守が部屋に入って来た。動きが鈍い、好んで此処に来たのではないと分かった。益々嫌な感じがした。


「御寛ぎの所、申し訳ありませぬ」


舅殿が頭を下げると残りの三人も頭を下げた。口調に張りが無い。おまけに四人共困った様な顔だ。


「舅殿、遠慮は要らぬ。話を聞くのも仕事だ。それで四人揃ってとは何の用だ？　南近江で余程の大事が起きたか？　心当たりが無いが」


今の所八門から南近江で問題が有るという報告は上がっていない。と言うより税が安くなったし兵役も無くなったしで百姓は喜んでいると聞いているんだが……、見落としが有ったか？


「実は殿にお会い頂きたい方が……」


歯切れが悪いな、舅殿。しかし〝お会い頂きたい方〟？　それなりの身分だな。


「それは？」


「北畠権中納言ごんちゅうなごん様御内室にございます」


「……良く分からんな」


四人が顔を見合わせた。訝しげな表情をしている。


「北畠右近大夫将監、北畠次郎の扱いについて御伺いしたいと」


「いや、それは分かる、舅殿。母親として息子を心配するのは当然の事だ。分からんのは舅殿達が揃って此処に来た事だ。何故だ？」


舅殿達が顔を見合わせた。俺、変な質問したか。明らかに四人は驚いている、何でだ？　下野守が〝殿〟と俺に声を掛けた。


「権中納言様御内室は六角家より北畠家に嫁いだ御方にございます。亡き承禎入道様の妹姫にて……」


「待て、下野守。では管領代の……」


「はい。殿は御存じありませんでしたので？」


「……知らなかった」


舅殿は溜息、下野守は首を振り後の二人は呆然として俺を見ている。呆れてるのかな？　なんか凄く不本意だ。あれ、ちょっと待てよ。


「つまりその方は俺にとっては義理の叔母上、そして右近大夫将監、次郎は義従兄弟という事か？」


「そういう事になりまする」


今度は俺が溜息を吐いた。知らんわ、そんな事。誰も俺に教えなかったぞ。八門だって報告してこなかった。小夜も何も言わなかった。お前達だって何も言わなかった。……という事は知っていて当たり前という事か？　俺が物知らずなだけ？　不本意だ！　大体北畠と六角は北伊勢を巡って戦をしていたんだ。そんな姻戚関係が有るなんて想像もしていなかった。それとも俺が聞き洩らしただけか？


「此処に来ているのか？」


「はい、某の屋敷に」


答えたのは蒲生下野守だった。


「真に御存じ有りませんでしたので？」


「知らぬぞ、山城守」


山城守も溜息を吐いた。


「我らはてっきり殿は御存じだと思っておりました。梅戸殿の事も御座います。右近大夫将監殿、次郎殿への御扱いも南近江を動揺させぬための事かと」


なるほど、俺は南近江を安定させるために六角家所縁ゆかりの家にはそれなりに配慮している。右近大夫将監、次郎への扱いもその一環と見えたわけか……。


「つまり俺は物知らずの阿呆だったというわけだ。偶々正しい道を歩いていただけか。自慢にならんな」


思わず自嘲してしまった。目の前の四人は〝そのような事は〟、〝いやいや決して〟なんて言いながら手を振っているが少しも慰めにならん。落ち込むわ。


「それで、義叔母上が俺に会いたがる理由は？　俺が右近大夫将監と次郎を殺す事は無い。その事はその方等も知っていよう。義叔母上には説明したのであろう？」


四人が気拙そうな表情をした。


「その事は我らも御伝え致しました。なれど右近大夫将監殿、次郎殿は清水山城ここで詮議を受ける身にございます、直接殿にお目にかかりお話を伺いたいと……」


言い辛そうに次郎左衛門尉が答えた。要するにお前らじゃ話にならん、俺に会わせろと言われたわけだ。そしてこの四人はそれに逆らえなかった。何と言っても管領代の姫君だからな。高飛車にやられたんだろう。道理でこの四人が言い辛そうにやってきたわけだよ。


「義叔母上だが如何いう御方だ？」


四人が顔を見合わせた。押し付け合いかな？　咳払いをしたのは舅殿だった。　


「御名前は笛、御歳は今年で四十一になるかと存じます。権中納言様との間には御子が二人、右近大夫将監殿、次郎殿を儲もうけられました」


「なるほど、その為人ひととなりは？」


なんで皆気拙そうな表情をするんだ。嫌な予感が……。


「されば御聡明な御方では有りますが中々に御気性の激しい御方にございまする」


やはりな。……予感が当たっても少しも嬉しくない。俺としては多少馬鹿でも良いから愛らしい女性の方が嬉しい。ついでに美人で巨乳なら言う事無しだ。溜息が出そうになったが慌てて堪えた。


「権中納言との関係は？」


「宜しくは有りませぬ」


まあ当然か。それが救いだな。


「分かった、会おう。下野守、此処へ御連れせよ」


「此処にでございますか？」


下野守が幾分咎めるような口調で問い掛けてきた。大広間、或いは書院で正式にと言いたいのだろう。或いは義叔母がそれを望むと考えているのかもしれない。


「表では話せぬ事も有る。ここで内々うちうちに話す、全てな。義叔母上にはそう御伝えせよ」


「はっ、浅慮にございました。御許しを」


下野守が畏まった。後々の事も有る、ここできちんと話しておこう。下手に騒がれては南近江の国人衆に悪い影響が出る。　


「皆同席せよ」


〝はっ〟と言って四人が畏まった。


「一つだけ言っておく。六角家への義理立てをするなとは言わぬ。だが今の立場を忘れるな、朽木の家臣だという立場をな」


固まるな！　全く！　念のために注意しただけだろう……。
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先導する下野守の足は奥へ、奥へと進む。はて、妙な……。


「下野守、何処へ行く？」


蒲生下野守が〝はっ〟と言って僅かに頭を下げた。


「主は私室で笛姫様をお待ちでございます」


「私室で？　広間ではないのか？」


「表では話せぬ事もございますれば私室へ御案内せよと」


表では話せぬ？　如何いう事か、それは。下野守達は息子達の身に危険が及ぶ事は無いと言っていたが……。それにしても〝主あるじ〟とは……、気に入らぬ事よ！


角を曲がると廊下に若い武士五人が控えているのが見えた。下野守を見定めて僅かに頭を下げた。小姓達であろう、となるとあの前の部屋が大膳大夫の私室か。下野守が足を止めた。踵きびすを返してこちらを見ている。


「如何した、何故足を止める？　早う案内せぬか」


「お分かりかと思いますが、あの者達が控える前の部屋が主の私室にございまする。お連れします前に二つ程忠告を」


「聞こう、申すが良い」


下野守が僅かに頭を下げた。


「されば御許しを得て申し上げまする。我が主は外目そとめには穏やかでこれと言った特徴はございませぬ。他人ひとに優れた所は見えぬのでござる。なれど決して侮ってはなりませぬぞ。七カ国の主に相応しい御器量をお持ちです、恐ろしさも。そして滅多に見せませぬが気性も激しい」


「……確と聞いた、今一つは？」


「某、そして山城守、次郎左衛門尉、加賀守が同席致しまする。主より同席それを命じられました」


「……それで」


「我らはいずれも六角家に大恩有る者ではございますが今は朽木家の家臣にございまする。朽木家の不利益になる事には加担出来ませぬ」


思わず下野守を睨み付けた。憎らしい事よ、小揺るぎもせぬ！

            





    
  
  




「……妾わらわ一人で戦えと申すのじゃな」


「……御案内致しまする」


踵を返して下野守が歩き始めた。後を追う。直ぐに小姓達の前に着いた。一人の小姓が戸の前に進んだ。


「殿、下野守殿がお戻りになられました」


「通せ。その方等は離れよ。決して此処に人を近付けるな」


〝はっ〟と答えると小姓達が二手に分かれて離れた。人払いか、内々というのは真らしい。


下野守が戸を開けて脇に控えた。中に入る。部屋はそれほど大きくない、三間四方と言ったところか。正面に若い武士が居た。あれが大膳大夫……。そして部屋の脇には平井加賀守、進藤山城守、目賀田次郎左衛門尉が控えていた。その隣に蒲生下野守が座った。四人共妾を見ない、一人だと思った。前に進み座った。


「義叔母上ですな。御初に御目にかかる、朽木大膳大夫基綱にござる」


声は柔らかい、嫌な物は感じなかった。下野守の言う通り、特徴の無い若い男だ。


「北畠権中納言が妻、笛にございまする」


いかぬ、つい切口上になった。正面の武士が微かに頷いた。不快には感じていないらしい。


「義叔母上、そこでは遠い。近くへ」


寄れと申すか、二尺ほど膝を前に進めた。だが大膳大夫は首を横に振った。そして〝此方こちらへ〟と言って扇子で場所を指し示した。何と！　妾に目の前に座れと申すか！　思わず平井達を見た。何の反応も無い！　改めて一人だと思った。


「さ、此処へ」


再度場所を指し示した。一つ息を吐いてから立ち上がった。前に進む、見下ろす形になった。何も言わぬ、座ると微かに頷いた。この男、見下ろされて腹は立たぬのか？　或いは鈍いのか？


「舅殿、山城守は此処へ、次郎左衛門尉、下野守は此処に座れ」


「！」


妾の両脇を指し示した！　そして加賀守達が動く、〝失礼致しまする〟と言って妾の両脇に座った。何と……。意趣返しか！　思わずキッとなって目の前の男を睨み付けた。


「義叔母上、無礼とは思わんで頂きたい。昔から悪巧みは顔を寄せ合ってする物と決まっている」


大膳大夫が〝フフフ〟と含み笑いを漏らした。愚か者！　鈍いのではないわ！　自分に腹が立った。下野守に侮るなと言われた事を忘れたか！ 


「気にしてはおりませぬ」


大膳大夫がまた〝フフフ〟と含み笑いを漏らした。見透かされている！　カッとなったが抑えた。負けるわけには行かぬ、息子達の身の保障を確認しなければならぬのだ。権中納言おっとは頼れぬ、妾が勝ち取る！　だが悪巧みとは……。


「今日、此処で義叔母上に会うとは予想外の事であった。だが丁度良い、俺からも義叔母上に話さねばならぬ事が有る。さて、どちらが先に話すかな。俺か、それとも義叔母上か。フフフ。……まあ義叔母上が俺を訪ねられたのだ、義叔母上に先手を御譲りするのが礼儀だな」


何とも言えぬ老獪ろうかいさを感じた。未だ二十歳を超えたばかりの筈、だが五十を過ぎた強かな男のようにも思える。権中納言などこの男に比べれば子供にしか思えぬ。呑のまれてはならぬ！　腹を据えて掛からねば……。


「有難うございまする。では妾からお話させて頂きまする。息子達の事にございます。不審有りとこの清水山城にて詮議を受けていると聞きます。加賀守達からは息子達の身に危害が加えられる事は無いと聞きました。真でございましょうや」


「真にござる」


「その御言葉、信じて宜しいのでございますね？」


念を押すと目の前の男が顔を綻ばせた。


「嘘を吐くなら人払いはしませぬ」


かもしれぬ。だが嘘を吐くからこそ人払いをしたとも取れる。大体息子達は一体何の罪に問われたのか……。


「では息子達への不審とは？　詮議とは一体何を？　教えて頂きとうございまする」


大膳大夫が妾をじっと見た。負けるものかと睨み返した。


「その問いに答える前に俺からの問いに答えて頂きたい」


「……」


「北畠家は戦で朽木に敗れ服属した、そうですな？」


「はい」


口惜しいがそれは認めざるを得ぬ。権中納言は何の抵抗も出来ずに敗れた。新当流など何の役にも立たぬ！　そのような詰まらぬものに夢中になって……。


「だが北畠一族にはその事を受け入れられぬ者が数多あまた居る。その者達は大湊を通じて長島、三河の一向一揆と協力関係を結んだ。大湊には一向一揆に味方しろとも命じている。朽木の足を引っ張り朽木の支配から自立する、南伊勢を取り戻すのが目的だ」


顔が強張るのが分かった。大膳大夫がじっとこちらを見ている。　


「俺にとっては許せぬ者達だ。その者達の中心には権中納言が居る。……義叔母上は御存じであったようだな。北畠家に疾やましい事が有ったから俺の言質を取ろうとした。違うかな？」


「息子達はその企みには関わっておりませぬ！　真にございます！」


息子達は関わっていない！　それに反対していた！　それは断言出来る！ 


「最初に聞きたかったな、それを。今になって言われてもな、先手を譲った甲斐が無いというものよ。疑えば義叔母上は権中納言達を庇ったとも取れる」


「そのような事は」


声を上げたが大膳大夫が首を横に振った。


「分かっている、そのような事は無い。なればこそ話すべきであった。……義叔母上、小姓達に人払いを命じたのは互いに言い辛い事でも隠し事はせぬ、この場限りの話として収めるという意味だ。だが事が事だ、義叔母上は不安であろうからな、舅殿達に同席を命じた。六角家では六人衆として忠義を尽くした者達だ。朽木家の不利益にならぬ限り、義叔母上に味方してくれよう。違うかな？」


思わず唇を噛み締めた。下野守は朽木に不利益になる事には加担出来ぬと言った。それは不利益にならぬ事なら味方出来るという事では無いか！　それを頼りにならぬと思うとは何たる短慮！


「申し訳ありませぬ。妾の短慮にて大膳大夫様の御好意を無駄に致しました。なれど息子達は真に無実にございまする。朽木家に逆らう事には反対しておりました。如何か、信じて頂きとうございまする」


頭を下げた。負けた、いやそれ以前か。相手の好意に気付かぬとは何と愚かな……。〝義叔母上、頭を上げて下さい〟と声が有った。顔を上げた、眼の前には大膳大夫、いや大膳大夫様の御顔が有った。勝ち誇った色は無い、気遣わしげな色が有った。やはり愚かだ、この御方は敵ではないのに……。


「分かっている。北畠右近大夫将監、次郎兄弟には朽木家に敵対する意思は無い。その事は俺自身があの二人に会って確認した。二人の身に危害を加えぬというのもそれ故だ。改めてそれを誓う、義叔母上の両隣に居る四人が証人だ」


大膳大夫様の言葉に四人が畏まった……。
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「では伯父御が半兵衛に報せたと？」


「いや、正確には儂ではござらぬ。梅戸左衛門大夫殿が半兵衛に報せたのでござる」


どういう事だ？　訝る俺を見ながら鯰江の伯父、備前守為定が低い笑い声を上げた。ブルちゃんは一族でも年嵩だからな、重厚さを出そうとしているのだろう。まあ構わん、伯父御が重々しく構えるのも二人だけの時だけだ。俺も面白がって伯父御と話をする時は自室に呼んで人払いをしている。伯父御ももしかすると分かっていて楽しんでいるのかもしれない。


「左衛門大夫殿から若狭はどんな処かと文が来ましてな、例の別に家を立てる場所を探していたのでござろう」


なるほど、二万石の件か。あれは未だ決まっていなかったな。


「伯父御は左衛門大夫と親しいのか？」


伯父御が〝まあ〟と言って頷いた。


「伊勢で一緒に戦った事も有りますればそれなりに付き合いは有り申す」


妙な所で繋がっているな。いや、伯父御も六角の傘下に居たのだからおかしくは無いんだが俺の知らない繋がりが有る、妙な感じだ。不安ではないんだが妙な感じがする。いや、不安なのかな？


「若狭は良い所だが波多野、一色の動きに少々不安が有る、そう答えたのでござる。それを左衛門大夫殿が危ぶみ半兵衛に報せた。そして半兵衛が儂に問い合わせて来たのでござる」


半兵衛と左衛門大夫は伊勢攻略から能登攻略で共に伊勢で北畠に備えた。その時に親しくなったのだろう、それで報せたか。左衛門大夫、俺を心配してくれたのかな？　或いは心配したのは伯父御の事か。


「何故俺に報せてくれぬ？」


伯父御が困った様に頭を掻いた。俺に報せてくれればモヤモヤしないで済んだのに……。


「若狭から見ても殿が伊勢の件で御苦労されているのが分かり申す。波多野、一色の動きに少々不安が有ると言っても儂の勘の様なもの、なかなか……」


「……」


伯父御が今度は首を横に振った。


「孫の左近からも文が届いておりますぞ。口にはされませぬが大分御苦労されていると」


思わず苦笑が出た。


「やれやれだ。小姓や近習きんじゅうに心を読まれるとは、俺も底が浅いな。落ち込むわ」


「そうではございませぬ。家臣というのは主君の心を読むものでござる、そうでなければ仕える事、出来ませぬ」


「なるほど、そういうものか」


「そういうものでござる」


伯父御が重々しく頷いた。多少は心が軽くなったような気がする。


「分かった。だが今後は遠慮はしてくれるなよ、伯父御」


「はっ、そのように致しましょう」


伯父御が頭を下げた。この問題はこれで終わりにしよう。


「それで如何かな、兵を送ったがやはり思わしくないか……」


「そう感じられる所は有りますな、露骨に敵対するわけでは有りませぬが明らかにこちらを警戒している、いや窺う様なところが有ると思いまする」


伯父御が重々しく頷いた。


「三千の兵を送ったのは正解かな？　伯父御」


「その辺りは殿が一番良く分かっておられましょう。八門を入れたのでは？」


「まあ、それは」


俺が答えると伯父御が頷いた。


「儂が高浜に居て感じた事は波多野と一色は明らかに組んでいるという事。両者が協力して事に当たろうと考える相手は朽木以外には無い。三好が相手なら一色の動きはもっと曖昧になる筈」


伯父御の口調には深刻な色が有った。そうだな、三好が相手なら波多野はともかく一色は直接の関係は無い。頭が痛い、嫌になるな。焙ほうじ茶がやたらと苦く感じた。


「八門は何と？」


伯父御が俺の顔を覗き込むような素振りを見せた。


「……丹波、丹後には叡山の坊主共が逃げ込んだようだ。悪い事に波多野左衛門大夫秀治、一色式部大輔義道、二人とも信仰心が篤あついらしい。大事に庇護ひごされていると報告してきた。伯父御が高浜に配される前の事だな」


「しかし、殿とて寺社を大切に扱っておりましょう」


「俺のは神仏を敬うのではなく神仏を利用しているのだそうだ。波多野左衛門大夫はそう罵っているとか。否定はせぬ、その通りだからな」


伯父御が〝ふむ〟と鼻を鳴らした。おいおい、そんな事をするとブルちゃんと呼びたくなるぞ。


「もう一つ問題が有る」


「……銭、ですな」


「その通りだ。丹波の産物は京では全く売れぬ。売りたくても朽木の安い産物に負ける。逆に京を通して朽木の産物が丹波に流れ込んでいる状況だ。但馬たじま、播磨方面に丹波の商人は動いている様だが京に比べれば商いの規模は小さい。丹波は物を作っても売れぬという状況にある。当然、税も減る」


「なるほど」


また伯父御が鼻を鳴らした。……困ったものだ。


「丹後は如何で？」


「こっちも酷い。小浜が賑わってきた事で船が舞鶴、宮津の湊よりも小浜を重視するようになった。その所為で舞鶴、宮津からの船道前が著しく減少しているらしい。当然だが一色式部大輔にとっては面白く無い事態の発生だ。……伯父御、伯父御は何時銭の問題に気付いた？」


「儂が気付いたのは小浜に来る船が丹後を素通りするようになったと聞いた時にござる。妙な話だと思い調べたところ一色式部大輔、かなり船道前を値上げしたようで」


なるほど、税収が減ったので船道前（入港税）を値上げしたか。それでは船は更に舞鶴、宮津を避けるだろう。朽木は船道前が安いからな、おまけに船荷には税をかけない。商人にとっては天国だろう。


「伯父御、戦になった場合凌しのげるか？」


伯父御が〝さて〟と言って腕を組んだ。


「波多野と一色が組めば最低でも一万は出しましょう。敵が高浜城を攻めるのなら問題はござらぬ、三千で十分。殿の後詰を待って蹴散らすのみにござる。しかし敵が小浜の湊を狙えば厄介な事になりましょうな」


「そうだな」


小浜の湊には明船も来る、何としても守らなければならん。敦賀と共に朽木の大事な銭箱だ。ここを守ろうとすれば伯父御は城を捨てて野戦を挑む事になる。若狭の国人衆を集めても五千が精一杯だろう。二倍以上の敵と戦う事になる。


「しかし、攻めて来ますかな？」


伯父御が首を傾げた。


「分からん。一色だけならそれほど怖くは無い。だが波多野がそれに同調すれば厄介だ。波多野と三好は敵対関係に有る。そして波多野は義昭様と近しい。となれば朽木と刃を交えるとは思えぬ。しかし、有り得ぬ事が起きるのが戦国の世だ。油断は出来ぬ」


「そうでは有りますが……」


伯父御の語尾は弱い。先ず有り得ん事だ、だが油断はしたくない。朽木は伊勢で問題を抱え三好とも敵対状態にある。波多野、一色がそれをチャンスと考えれば無いとは言えないのだ。


「俺が近江に居れば後詰をする。だが居ない場合も有る。……敦賀に兵四千を置こう」


「敦賀に？」


「高浜には既に三千の兵を置いている。今四千を増援すればいささか挑発が過ぎよう」


「……」


不満そうだな。


「伯父御、満介と小次郎を敦賀に出せ。二人に敦賀を守らせる」


「なるほど、承知しました」


今度は満足そうだ。鯰江満介貞景と小次郎氏秀は伯父御の自慢の息子だ。俺にとっては従兄弟になる。二人とも歳は三十を過ぎて十分に信用出来る男達だ。兵四千を与えて敦賀に置けばどんな状況にも対応出来るだろう。照伯母さんに感謝だな。その後、幾つか打ち合わせをして伯父御は若狭に帰った。帰る間際、孫の左近はどんなものかと訊いて来たから十分に良くやっていると答えると嬉しそうだった。やっぱりブルちゃんも孫は可愛いのか、大事に育ててやらないと……。


波多野と一色か、攻め易いのは一色だろう。若狭の海賊衆を使いつつ陸を制圧する。問題は波多野だな。丹波は攻め辛い場所だ。史実の明智光秀もかなり手子摺っている。そして丹波は播磨と関係が深い。波多野の妹は播磨の東部を治める別所に嫁ぐ筈だ。そして播磨の西部は本願寺の影響力が強い。つまり丹後、丹波、播磨は反朽木で一本化し易いという事だ。ウンザリする現実だな。


「殿」


「如何した、左近」


鯰江左近が俺を呼んだ。こいつ、祖父の備前守ブルちゃんと似ていないな。備前守がブルドック系の丸顔なら左近はスピッツ系の細面だ。


「北畠権中納言様の御内室様が御挨拶に見えられましたが？」


「分かった。此処では拙いな。書院に御通ししてくれ。俺も直ぐに行く」


「はっ」


北畠権中納言御内室様か、やれやれだ。北畠権中納言の御内室、御内室というのは妻の事だがこの女性、六角家の名君六角定頼の娘だ。つまり承禎入道の妹で俺にとっては義理の叔母という事になる。名前は笛。そして北畠右近大夫将監、北畠次郎兄弟の母親でもある。俺が北畠に不審有り、北畠兄弟を詮議すると言った事で息子達が殺されるとでも思ったのだろう、慌てて清水山城に押しかけて来た。ちょっと前までは越前で五千石を次郎が貰う筈だった、それが何で？　そんな気持ちも有った様だ。


無視出来ないんだ。蒲生、進藤、目賀田、それに平井の舅殿が気まずそうに会ってくれと頼んできたから。まあ彼らにとっては尊敬する管領代殿の娘だ。仲立ちを頼まれたら嫌とは言えん。俺も蒲生達の頼みを無下には断れん。それに会っても何の問題も無かった。俺は北畠兄弟を殺すつもりは無いからな。


会ってきちんと話した。次郎には越前で五千石を与える、右近大夫将監には北畠権中納言が朽木に敵対する行動を取った事の責任をとって貰い隠居してもらうと。多少理不尽では有る。だが右近大夫将監は北畠の当主である以上責任が無いとは言えない。当然権中納言にも責めは負わせる、新たに館を作りそこで謹慎してもらう。


跡目は三男の鶴松丸が継ぐ事になる筈だ。未だ幼いから北畠一族から後見人を任命する。坂内兵庫頭具義と大河内相模守教通だ。二人とも反朽木感情の強い男達で北畠権中納言に近い人物だ。権中納言の謹慎など形だけになるだろうし反朽木活動を始める筈だ。つまり処罰する理由が出来るわけだ。一度は当主の隠居で収めた、それでも謀反を企むなら当然だが死を与えるしかない。


北畠の義叔母にはその辺りの事も説明した。そして義叔母はその事を受け入れている。義叔母にとって大事なのは右近大夫将監と次郎なのだ。父親でありながら息子の命を危うくした権中納言はもはや敵でしかないし側室の産んだ鶴松丸は権中納言に媚こびを売り右近大夫将監と次郎の命を脅かす憎い存在でしかない。俺が連中を始末すれば自らの手を汚さずに敵対者を排除出来たと大喜びだろう。義叔母は次郎と共に越前に向かう事になっている。今後、伊勢で起きる騒動には自分達は関係ない、どうぞ御自由にという事だ。戦国乱世だ、男も女も夫も妻も生きるのは厳しいわ。……さて、そろそろ書院に向かうか。






永禄十三年（一五七〇年）　十一月下旬　　　山城国葛野・愛宕あたご郡　　平安京内裏　　目々めめ典侍ないしのすけ






「失礼しますよ、典侍殿」


声と共に部屋に入って来たのは新大しんおお典侍すけだった。


「これは、いらせられませ。御声を掛けて頂ければ私から御伺いしましたものを」


「用が有るのは私、訪ねるのは当然でしょう」


新大典侍が上品で穏やかな笑みを浮かべている。


その笑みに騙されてはならぬ。新大典侍は近年宮中に隠然たる勢力を築いた万里小路家の女なのだ。宮中女官を統率する立場にありながらここに来たのはその方が優位に立てると思ったから、そうでなければ私を呼び付けただろう。そして同じ笑みを浮かべながら何事かを私に命じたに違いない。


座ると新大典侍がスッと笑みを消した。今度は沈鬱な表情を浮かべている。


「最近の主上おかみを如何思われますか？」


「……」


「目々殿もお気付きでしょう？」


「はい、何やら深くお悩みの御様子、御労おいたわしい事と思っております」


新大典侍が頷いた。　　


「目々殿は主上より何も伺ってはいないのですね」


「はい、……新大典侍様は？」


「多少は」


「……」


嫌な女だ。自分の方がより帝に近いのだと言っている。


「主上も目々殿には言い辛いのでしょうね」


「と申されますと？」


言い辛いとはどういう事か？　聞き捨てならぬ事を言う。新大典侍が困った様な表情を浮かべた。


「主上を御悩ませしているのは将軍宣下せんげの件なのです」


「……」


無言でいると新大典侍が分かるだろうという様に笑みを浮かべた。


「元々は足利義輝公が永禄の変でお亡くなりになられた事が発端。その後三好家が分裂し大和の義昭様、平島公方家の義栄様をそれぞれに擁立して将軍位を争われた」


「……」


「二年前の畠山、三好の戦いで畠山氏は大敗を喫し義昭様は大きな痛手を受けました。あのままなら義栄様に将軍宣下という事になったかもしれませぬ。ですがその直後に義栄様が御病死、三好豊前守殿達は折角の好機を生かす事が出来なかった……」


新大典侍が首を横に振っている。運命の皮肉を感じているのか、それとも義栄様が将軍になられなかった事を悼んでいるのか……。私を邪魔だと思っているのなら悼んでいるのかもしれぬ。


「平島公方家の義助様が義栄様の後を継いだ事で三好豊前守殿達は体制を整えました。それにつれて宮中では義助様に将軍宣下をとの声が高まっているのです。積極的、消極的の差は有りますが……」


「何と言っても豊前守殿達は京を押さえておりますから……」


新大典侍が頷いた。公家は武力は無い、どうしても力を持つ武家に押されてしまう。そして武家に積極的に近付く事で栄達を計ろうとする者も居る。参議高倉永相ながすけ、参議水無瀬親氏、そして権中納言勧修寺晴右かじゅうじはるみぎ……。


「主上は義助様への将軍宣下を望んではおりませぬ。何と言っても三好家は主殺しの家です」


「……」


「そして大膳大夫様に対して不義理な事をしたくないとも御考えです」


「主上を御悩ませしているのはそれでしょうか？」


新大典侍が頷いた。溜息が出そうになって懸命に堪えた。


朽木大膳大夫基綱、近江を中心に七カ国を領する大名。私にとっては姉が産んだ子、甥に当たる。未だ若いがその力量を危ぶむ者、侮る者は居ない。甥は義昭様に近くその所領は山城国に接している。三好豊前守殿達にとっては目の上の瘤こぶ以外の何物でもない。そして帝、朝廷への奉仕も決して小さくない。帝が不義理な事をしたくないというのは嘘ではないだろう。だが甥を怒らせたくないという懼れも有る筈だ。気性の激しさ、敵に対する容赦無さは知らぬ者が無い。簡単に怒らせて良い相手ではないのだ。


「目々殿、勾当内侍こうとうのないしの介添えとして近江に行っては貰えませぬか？」


「大膳大夫に会えと？」


新大典侍が頷いた。


「近江に行って桑名の返還の件、前倒し出来ぬかと交渉して欲しいのです。それが上手く行けばそれを理由に義助様への将軍宣下を先延ばし出来るかもしれませぬ」


「……」


「それ以外に良い案が有れば大膳大夫様と話し合って頂いて構いません。勾当内侍ではそれは無理です。目々殿、頼みます」


「……分かりました。何処まで御役に立てるか分かりませぬがやってみましょう」


新大典侍が嬉しそうな笑みを見せた。






新大典侍が去った後、直ぐに使いを出して父に来て貰った。父に新大典侍との話をすると〝ずるい女よ〟と嫌悪感も露わに吐き捨てた。


「上手くしてやられたの」


「……」


「本来ならそなたの方から申し出ねばならぬ話。そなたの事を気の利かぬ女と主上に讒ざんしたでおじゃろうの」


思わず唇を噛み締めた。


「しかし桑名の返還が何処まで役に立つか、心許ないのですが……」


父が苦笑を浮かべた。


「殆ど役には立つまい。大事なのは大膳大夫に主上が困っている。不義理な事をしたくないと苦しんでいると伝える事でおじゃろう。怒らせたくないからの」


なるほど、目的はそちらか。


「では新大典侍は？」


問い掛けると父が頷いた。


「義助への将軍宣下は止められぬと見たのだ。大膳大夫は伊勢で足を取られておる。上洛戦を行うには今少し時が掛かろう」


「……」


「そして大膳大夫が動けば勝つとも見ている」


「だから桑名……」


父が頷いた。


「そういう事よの。まあ止める方法が無いでもおじゃらぬが……」


「それは？」


父がじっと私を見た。


「誠仁様の親王宣下」


「……確かにそうですが……」


父が笑い出した。


「驚いたか」


「はい」


父は孫の永仁の即位を望んでいる。となれば親王宣下も永仁の親王宣下を優先したいと思っている筈……。


「新大典侍の謎かけよ。それ以外に良い案が有ればと言われたのでおじゃろう。朽木の銭で誠仁様の親王宣下を行えば止められるという事よ」


「狡い女でございますね」


自分の息子の親王宣下を朽木に行わせる。常に自分に損の無い様にと動いている。


「そうでなければ新大典侍は務まるまい。そなたは少し狡さが足りぬの」


父がニヤニヤと私を見ている。腹は立たなかった。あんな女にはなりたくない。


「勧修寺ですが……」


父が笑うのを止めた。


「大分三好に肩入れしておじゃる。公武の衝突を避けようとしているのでおじゃろうが大膳大夫が上洛すれば誠仁様は永仁様に取って代わられると見ているのかもしれぬ。大分入れ込んでおるの、まあ無理も無いが」


「……」


「そういう意味でも親王宣下は悪くない。勧修寺は義助の将軍宣下から手を引こう」


誠仁様の元には勧修寺家から娘が阿茶局あちゃのつぼねとして出仕している。かなり御寵愛が深いらしい。


「新大典侍はその辺りの事を不安には思っていないのでしょうか？　大膳大夫が上洛すれば誠仁様の御立場が悪くなると……」


「万里小路は帝とは縁が深いからの。それに新大典侍として帝を御支えした自負が有るのかもしれぬ。……焦る事は無い、永仁様の親王宣下は三好を追い払ってからでよい。今強行すればむしろ危なかろう」


「……」


「幸か不幸か、朝廷には銭が無い。譲位は執り行えぬ。そして主上は御壮健であらせられる。挽回する事は難しくない……」


父が〝うふふ〟と含み笑いを漏らした。
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「突然の御来訪、驚いております。如何なされました？」


嘘では無いと思う。甥、朽木大膳大夫基綱の顔には不審の色が有った。勾当内侍こうとうのないしはその不審を打ち消そうと笑みを浮かべたが頬の辺りが引き攣って見えた。やはり甥が怖いのだろう。


「前触さきぶれも無しに申し訳ありませぬ。大膳大夫様に確認したい事がございまして」


「帝がそのように？」


「いえ、そうではありませぬ。ですが御悩みの様でしたので畏れ多い事ですが私共が」


「なるほど」


帝の御意志ではない、あくまで私達女房衆が気を回しての事……。


大膳大夫は信じていないだろう。私の存在を訝しく思っている筈。勾当内侍は宮中内外との取次を担当し女房奉書を掌つかさどるのが役目、ここに居てもおかしくは無い。しかし私は違う、本来此処にいるべき存在ではない。典侍の役割は宮中内にて内侍司を管理するのが役目。私と勾当内侍で言えば私の方が立場は上になる。にもかかわらず勾当内侍の介添えとして控えている。ここに来たのは私が大膳大夫の叔母だから……。


「して帝は何を御悩みなのでしょう。この大膳大夫、生来不敏にして皆目見当が付きませぬ」


「桑名の事にございまする」


「桑名？　禁裏御料として御還しすると御伝えした筈ですが」


不審は更に強まった。大膳大夫が眉を寄せている。


「はい、朽木家が代官を派遣し税を徴収する。その半分を朝廷に収める。帝は大層喜んでおいでです。ですが暫くは朽木家の領地として扱うとか。桑名の返還は何時頃になりましょうか？」


大膳大夫がチラッと私を見た。


「長島の一向一揆を討ち平らげてからとなりますがそれが何時になるかは分かりかねます。早ければ来年、そんなところでしょう。ただ、税は来年から収めますから御心配には及びませぬ」


「そのように伺っております。……来年、ですか」


「何か不都合が御有りですか？」


「……」


勾当内侍が言い辛そうにしている、そして私を見た。それを見て大膳大夫の目に力が入った。苛立っている。大膳大夫も私を見た。


「叔母上、お話頂けますな」


声が硬い、溜息が出そうになるのを堪えた。


「帝の御心を悩ませているのは将軍職の事なのです」


「……お続け下さい」


声の硬さは変わらない。


「最近足利義助様に将軍宣下をという動きが強くなりました。しかし帝は三好豊前守殿達が義輝様を弑した事を嫌悪されております。それに将軍宣下を許せばそなたが不快に思うでしょう。帝はそなたに恩義を強く感じています。先の帝の崩御から御大典まで、そなたの助力が無ければどうなったか。帝はそなたに不義理な事をしたくないとお考えなのです」


大膳大夫が考え込む様な姿を見せた。


「これまで足利義栄様、義助様に将軍宣下が無かったのはそれが理由ですか？」


「それだけでは有りませぬ。そなたはこれまでにも朝廷に色々と配慮をしてくれました。そして山科の戦いでも勝った。皆がそれを無視出来なかったのです。ですが河内、紀伊の畠山様が敗れた事で足利義助様を将軍に推す力が強まりました」


大膳大夫の顔から険しさが消えた。そして一つ息を吐いた。


「阿波から無理を言って出張って貰いましたからな。三好も必死というわけですか」


「はい」


「先程桑名の事をお訊ねでしたが？」


「そなたから桑名が戻されればそれを理由に将軍宣下を延ばせようと帝は御考えなのです。難しいですか？」


大膳大夫がまた一つ息を吐いた。


「難しくは有りませぬ。しかし一時凌ぎでしかない。あまり意味は……」


首を横に振った。その通りだ、だが帝は其処まで追い詰められている。


「帝にお伝え願いたい。京の地を支配しているのは三好豊前守、安宅摂津守。されば朝廷は彼らとの協力関係を維持するのが肝要、某への配慮は御無用にと。そうでなければ帝の御立場が苦しいものになります」


勾当内侍が身動ぎをした。驚いている。


「宜しいのですか？　そなたも義昭様も苦しい立場になりますよ」


「某への御気遣いは無用にござる。義昭様には苦労していただきましょう。将軍など簡単に成れるものでも無し、已むを得ぬ事にございましょう」


他人事のようだった。話は終わった。帝の苦境を説明し理解を求めるという役目は無事に終了した。勾当内侍もほっとした様な表情を浮かべていた。
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「姉上、御久しゅうございます」


「本当に久しい、夕餉ゆうげは口に合いましたか」


「はい、美味しく頂きました」


「京の料理とは少し趣おもむきが違いましょう」


「珍しい料理ばかりで驚きました」


二人で声を上げて笑った。近年、近江には蝦夷地や九州、明から珍しい食材が入って来るようになった。それを使った料理が食事に供されている。


「姉上、何時も朝廷、私達親子、飛鳥井あすかい家、一条家へ御配慮頂き感謝しております」


「私は何もしておりませぬ。全ては大膳大夫がしている事です」


偽りは無い。朝廷への支援、飛鳥井家、一条家への支援、全ては息子の差配で行われている。私が関与する事は無い。


「今回の事、御聞きになりましたか？」


「いいえ、何も」


「そうですか……」


妹が不思議そうな表情を見せた。息子は表での事を私に話したがらない。朽木家の当主になってからその姿勢は変わらない。


「もう直ぐ此処に来るでしょう」


「ならば姉上にも話しておかなければ」


そう言うと妹が足利義助様への将軍宣下の事を話してくれた。正直息子の持つ影響力の大きさに驚いた。帝までが遠慮している。そこには息子への感謝の気持ちも有るだろうが怒らせれば援助を打ち切られるのではないかという恐怖も有るだろう。


「ですが大膳大夫殿は自分への遠慮は御無用にと」


「まあ、本当に？」


私が問い掛けると妹が頷いた。


「大膳大夫殿は義助様が将軍になられても構わないと考えておられるようです」


「面倒な事になりませんか？」


「私もそう思うのですが……」


息子は何を考えているのか、過信？　あの子が？　訝しんでいると部屋の外から声が聞こえた。


「大膳大夫です、入りますぞ」


戸が開いて息子が入って来た。

            





将軍宣下
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「叔母上、先程は失礼しました。改めて御挨拶致します。朽木大膳大夫基綱でございます」


「目々典侍です。何時も大膳大夫殿には御配慮頂き感謝しております。私の事は千津ちづと呼んで下さい」


千津？　本当の名前か、初めて聞いたな。綾ママと千津叔母ちゃんか、現代でも通じそうな名前だ。


「では某の事は弥五郎とお呼び下さい」


千津叔母ちゃんが目を瞠った。あらら、可愛い。


「良いのですか？」


「構いませぬ。最近では母上まで某を大膳大夫と呼びます。肩が凝る」


「まあ」


綾ママと千津叔母ちゃんが声を揃えて笑った。似てるな、二人とも。顔貌かおかたちだけじゃなく声も似ている。綾ママも美人だけど千津叔母ちゃんも美人だ。なんで俺は父親似なんだろう。ちょっと凹むな。


「それは済まぬ事をしました。でもそなたは既に大身の身、軽々しく弥五郎とは呼べなかったのです」


「母上、親子ですぞ。水臭い」


綾ママが以後は気を付けましょうと言った。三人で笑う、少しは距離が縮まるかな。


「驚きました、噂とは違うのですね。弥五郎殿はもっと怖いのかと思っていました」


「叔母上、噂というものは当てになりませぬ」


「でも先程は少し怖いと思いました。勾当内侍も怯えておりましたよ」


綾ママが俺を睨んだ。俺、何もしていないんだけど……。悪い噂って直ぐ広まるな。


「ところで先程の件、宜しいのですか？　妹から聞きましたが後々厄介な事になるのでは有りませぬか？」


綾ママの言葉に千津叔母ちゃんが頷いた。


「三好は義助様の命と称して各地の大名に朽木を倒せと呼びかけましょう。義助様もそれを望まれる筈」


美人二人に心配される、悪い気はしないな。だが言っている事は間違っていない。義助も隣国に六万以上の動員力を持つ敵対勢力を放置は出来ないだろう。だが簡単に敵に回す事も出来ない筈だ。余程の準備が要る。


「そうかもしれませぬ。しかしどれだけの大名がそれに与くみするか。先ず織田と上杉は与しますまい、それぞれに敵がおります。それに三好は本願寺と手を組みました。織田も上杉も本願寺とは相容れませぬ。となれば朽木が直接相手にするのは山城、若狭の国境となります。面倒では有りますが遣り様は有る」


戦線が複数にならないなら問題は無い。特に山城での戦争なら何時でも物流を止めて経済封鎖だ。敵が大軍で有れば有るほど補給に負担がかかる筈、油断は出来ないが恐れる事は無い。


「伊勢は如何します？　長島は？　苦労しているのでは有りませぬか？」


綾ママが不安そうな顔をしている。なんだか皆で伊勢を心配しているな。


「三河の一向一揆が鎮圧されました。織田はこちらの要請を受け長島との国境を固め人の出入り、物の出入りを止めております。長島は孤立無援、直に干上がるでしょう。年が明けたら軍を発し制圧するつもりです」


二人が顔を見合わせた。大丈夫かしら、大丈夫みたい、大丈夫だよね、そんな感じだな。姉妹による大丈夫三段活用か。


三河の一向一揆が鎮圧された。朽木が伊勢の自治都市を制圧し長島を封鎖した事で三河の一向一揆は完全に孤立した。志摩の海賊衆が朽木に服した事で石山、雑賀からも援助が出来なくなった。たちまち三河の一向一揆は弱体化した。信長、家康からは感謝の文が届いた程だ。織田、徳川連合は弱体化した一向一揆を文字通り殲滅した。三河一向一揆の拠点である本宗寺、本證寺、上宮寺、勝鬘寺しょうまんじは破却された。他の本願寺系の寺も残らず破却された。一揆に与した者は全て殺された。百姓だけじゃない、三河武士もだ。


信長ではない、家康がそれを命じたらしい。重蔵の調べでは家康の怒りは相当な物だったようだ。だがそれ以上に家康に付いた三河武士達の怒りが大きかった。今川から独立しこれからという時に坊主共に唆されて今川に与した。そして徳川は御家騒動の末に織田の属国になった。許せるものではなかったのだろう。本多正信、正重兄弟、渡辺守綱、蜂屋貞次、酒井忠尚、夏目吉信、内藤清長、加藤教明、全て殺された。家族は追放されたようだが生きていくのは大変だろう。


「弥五郎殿、一つ考えている事が有るのですが？」


「何でしょう、千津叔母上」


千津叔母ちゃん、思い詰めた表情だ、ドキドキする。こんな風に見詰められたら帝もメロメロだよな。


「帝の一の皇子、誠仁様の親王宣下を朽木家の力で御願い出来ませぬか。これまで費用が捻出出来ずに延び延びになっていたのです。それが朽木の力で出来れば義助様への将軍宣下は止められると思うのです」


「なるほど」


流石、宮中で生き抜くだけの事は有る。美人で可愛いだけじゃないんだ、千津叔母ちゃん。しかしこれ以上将軍宣下を延ばすのは無理じゃないかな。


「では永仁様もその時に？」


「いや、それは駄目です、母上。それでは誠仁様はついでに親王宣下をさせたと周囲に見られかねませぬ。ここは朽木と飛鳥井は帝への御奉公を専一に考えていると印象付けねば……。永仁様は一、二年後に親王宣下を行った方が良いでしょう」


朽木と飛鳥井は自家の勢力伸長のみを考えている、そう思わせてはならん。千津叔母ちゃんが頷いた。


「私もそう思います、ですが父は……」


父？　飛鳥井の爺様？


「まさかとは思いますが……」


「今直ぐの親王宣下は望んでおりませぬ。ですが朽木家が三好家を駆逐し京を占領すれば誠仁様を差し置いて……」


「なりませぬぞ！　叔母上！　それ以上申されてはなりませぬ」


綾ママと千津叔母ちゃんが吃驚びっくりしている。敢えて二人を睨み付けた。これを許してはならない。


「そのような事をすれば飛鳥井家は武家の力を利用して皇統の流れを捻じ曲げた、そう非難されかねませぬ！　それがどれ程危険か、飛鳥井家は宮中から排斥されかねませんぞ！」


「……」


二人とも怯えている。俺の剣幕に怯えたのか、それとも内容に怯えたのか……。いや、この二人を怒鳴っても仕方ない。如何する？　爺様ばかがとんでもない事を考えた。准大臣になったのが拙かったのかもしれん。飛鳥井なんて公家の中では権力とは縁の無い二流貴族だ。権力の怖さが分かっていない。多分朽木の力に舞い上がったんだろう。頭が痛いわ、俺の周囲には余計な事を考える奴ばかりいる。


「千津叔母上、書状を帝に届けて頂けますか？」


「帝にですか」


「はい」


千津叔母ちゃんが少し考えるそぶりを見せた。

            





    
  
  




「どのような内容です」


「一つ目は御礼です、これまでの朽木家への御配慮に心から御礼を申し上げます。二つ目は足利義助様に将軍宣下を行う事に異議の無い事を伝え三つ目は将軍宣下後に誠仁様の親王宣下と立太子礼を、それに要する費用は朽木家が受け持つと書きます」


綾ママと千津叔母ちゃんが息を呑んだ。だがここまでやらんと飛鳥井の爺の目が覚めんだろう。


「叔母上、折角の御提案ですが義助様の将軍宣下は認めましょう。これ以上引き延ばせば三好家は帝が将軍宣下を渋るのは朽木家に遠慮しているからだと苛立つ筈。いや義助様が苛立つ筈です。そうなった時彼らが狙うのは飛鳥井家、永仁様になりかねませぬ。危険です」


綾ママと千津叔母ちゃんが頷いた。千津叔母ちゃんは蒼褪あおざめている。連中は義輝さえ殺した。飛鳥井など簡単に捻り潰すだろう。


義昭は文句を言うだろうが義助の将軍宣下は認めざるを得ない。飛鳥井は朽木の対朝廷工作の大事な手駒だ。


「将軍宣下後、朽木家が誠仁様の親王宣下と立太子礼の費用を用立てます。そうであれば朽木家の朝廷への献身は誰もが疑わぬ筈。帝も御心を悩ませずに済みましょう」


千津叔母ちゃんがウンウンと頷いている。


「永仁様ですが一、二年後に親王宣下を行います。その後は新たに宮家を創設していただきましょう。所領は朽木家が用意します。如何ですか、叔母上」


「異存有りませぬ。宜しくお願いします。ですが宜しいのですか？　立太子礼など百年以上も行われていませぬが」


「だから良いのです。手を抜く事無く誠仁様の皇太子冊立を行う。それで朽木と飛鳥井の至誠は伝わる筈」


千津叔母ちゃんが頷いた。ホッとした。千津叔母ちゃんが権力欲の強い女性じゃなくて良かった。永仁の件は書状には書かない。だが帝は必ず永仁の事は如何するのかと千津叔母ちゃんに確認する筈だ。その時千津叔母ちゃんから口頭で伝えて貰えれば良い。帝もホッとするだろう。そして朽木への、飛鳥井への好感度もアップする筈だ。


それにしても飛鳥井の爺、永仁を帝に？　気が狂ったとしか思えんな。今後は要注意だ、千津叔母ちゃんと連絡を密にしよう。公家は武家を一段低く見ている。それを分かっていないのか？　元々武家は公家に仕えていたからだが他にも理由が有ると俺は思う。それは嫌悪だ。公家は人を殺す事を避けるが武家は躊躇わずに殺す。そういう武家の粗暴さ、血腥ちなまぐさを嫌っていると思う。公家は武家がその力を朝廷を守るために使うのなら忌諱きいはしない。だがその力を朝廷への圧力に使う事は許さない。必ず報復する。


足利義満暗殺説、本能寺の変朝廷黒幕説、皇女和宮の替え玉説が何処まで本当かは知らん。だが歴史にはこれは明らかにやったなと思うものが有る。後水尾天皇と中宮和子の間に生まれた二人の皇子がそれだ。こいつは小説にも出て来る話だ。俺もそれを読んでなるほどと唸った覚えが有る。


中宮和子は徳川秀忠の娘だ。天皇家に徳川の血を入れて外戚となって朝廷を支配する、そんなところを当時の徳川は考えたのだろう。和子の入内はかなり強引に行われた。そして子供が生まれる。皇子が二人、皇女が四人か五人。二人の皇子は母親が中宮なのだから次期天皇の最有力候補だ。徳川は喜んだだろう。だがこの二人、幼少期に相次いで死ぬ。


偶然かね？　俺はそうは思わん。何故ならこの二人の皇子が死ぬ直前に紫衣事件が起きている。幕府と朝廷の関係が最悪と言って良い状況になった時だ。徳川の血など天皇家に入れるな、そう考えた人間が居ても不思議じゃない。それが後水尾天皇だとしても俺は驚かない。幕府も気付いたんだろう、この後徳川から天皇家に娘が嫁ぐ事は無かった。朝廷とはそういうところだ、そんなところで朽木の力を利用して永仁を帝に？　馬鹿げている！　触らぬ神に祟り無しって知らないのか、神様なんて御供えを上げて遠くから拝むのが一番だ。


「弥五郎殿、もう一つそなたに伝えねばならぬ事が有ります」


「何でしょう、叔母上」


多分碌でもない事だろう、千津叔母ちゃんが緊張しているからな。


「兄達がそなたに飛鳥井家の娘を娶めとって欲しいと考えています。朽木と飛鳥井の結び付きを強めたいと」


「はあ？」


思わず間抜けな声が出た。


「千津、それは側室にという事ですか？」


「いえ、そうではありませぬ。弥五郎殿程の身代なら妻は二人居てもおかしくは無いと」


「その飛鳥井家の娘とは養女に迎えた尭慧兄上の娘ですか？」


「そうです、歳は十五、名は菊といいます」


綾ママと千津叔母ちゃんの話を聞いていて頭が痛くなった。正妻二人？　御家騒動の元だろうが！　一体何を考えている。飛鳥井の男共ってのは馬鹿しかいないのか？　おまけに南無阿弥陀仏の娘？


断固拒否の一手だが角が立つな。永仁の件も有る、対応を間違うと朽木と飛鳥井はぎくしゃくする。それは上手くない、何か良い手を考えないと……。如何すれば避けられるかな？……その娘を俺じゃなくて他の男に押し付ければ良いか。俺より上の男、飛鳥井にとって俺より利用価値が有りそうに見える男、居るかな？　頭が痛いわ。






永禄十三年（一五七〇年）　十二月中旬　　　伊勢国多気郡上三瀬かみせ村　　三瀬御所　　北畠具教






「真か？　真に義助に将軍宣下が？」


驚いて問い返すと鳥屋尾石見守が〝真にございまする〟と答えた。何と、真に……。


「御隠居様？」


鳥屋尾石見守が訝しげに儂を見ている。気が付けば唸り声を上げていた。


「驚いたの」


「はい」


「義助に将軍宣下か。義昭と大膳大夫の仲は思ったよりも冷えておるのかもしれぬ」


石見守が頷いた。朽木は飛鳥井を通して朝廷と密接に繋がっている。当然だが大膳大夫に義助への将軍宣下を打診した筈。大膳大夫がそれを認めたという事は義昭を切り捨てたという事かもしれん。或いはこれは大膳大夫から義助への和解の打診か。三好と朽木が組めば義助の天下は盤石となる。義助にとっても三好以外の有力大名が味方に付くという事は大きい。いや、待て、先走ってはならぬ。


「石見守、如何思う」


「御隠居様の仰られる通り、義昭様と大膳大夫の仲は思ったよりも冷えているのでございましょう」


「義昭を切り捨てたと思うか？」


石見守が首を横に振った。


「それは分かりませぬ。しかし朽木が西へ進むには義昭様の力を利用した方が得策にございます」


その通りだ。あの男は未だ若い。現状で満足しているとも思えぬ。となると……。


「嫌がらせか。何かにつけて大膳大夫を抑え付けようとする。その癖上洛をと騒ぐ義昭への嫌がらせかもしれぬな」


本意は上洛したければ二度と自分のやる事に邪魔をするなという事か……。


「将軍位を取られてしまいましたが？」


「それよ、義助が将軍の方が義昭を御し易かろう」


「……なるほど」


石見守が大きく頷いた。義助を京から追っても将軍位を奪うのは簡単ではない。義昭は大膳大夫を頼まざるを得ぬ。つまり大膳大夫の機嫌を取らねばならんという事だ。何とも厭らしい老獪な手を打つ事よ。


「義昭は当てに出来ぬな」


「はい」


たとえ上洛出来ても義昭が北畠の為に動く事は有るまい。先ず言い出す事は義助を討てだ。南伊勢の返還など言い出す事は無かろう。そんな事を言えば大膳大夫はその場で義昭を見捨てるに違いない。それに今の北畠には危険を冒してまで助ける価値があるとも思えぬ……。


「嫌な男よな」


石見守が無言で頷いた。秋に大湊、松坂、宇治、山田を力で制圧した。長島に協力した商人達の首を刎ねる事で町の自治を取り上げた。今では儂の頼みなど誰も聞く事は無い。それどころか大湊の商人達は儂が送った密書を全て大膳大夫に差し出した。そうせねば殺されると思ったのだろうが何とも腹立たしい事よ！　所詮は利で転ぶ商人か、儂の恩義など欠片も感じていないらしい。


余程に厳しい処分が有るかと思ったが右近大夫将監の隠居で終わりだった。北畠など脅威と感じておらぬのだろう。事実、志摩の海賊衆は降伏し伊勢の海は朽木の物となった。海と町が朽木の物になった事で長島は日に日に衰弱している。そして三河の一向一揆が鎮圧され何処からも救けは来ない。もう長島は脅威にはならぬ。……北畠は孤立した。このままなら無害な存在になるだろう。


「義助を頼むか？」


「他に手はございますまい。何処まで当てになるかは分かりませぬが使者は出すべきかと思いまする」


「そうだな」


危険では有る。いや、危険か？　あの男が北畠を危険だと思っているならとっくに処断していよう。それだけの機会は有った筈だ。だが儂は生きている。つまり歯牙にもかけておらぬという事か……。思わず唇を噛み締めた。負けて堪るか！　儂は権中納言、伊勢国司なのだ！


「使者を出そう。石見守、行ってくれるか」


「はっ」


諦めてはならぬ。諦めた時こそが負けよ。儂は未だ負けておらぬ。勝つ！　必ずや南伊勢を取り返して見せる。儂は権中納言、伊勢国司なのだ。






永禄十四年（一五七一年）　一月中旬　　　山城国葛野・愛宕郡　　室町第むろまちだい　　三好長逸ながやす






「先ずは目出たい」


「真、良い年を迎えられ申した」


彼方此方で声が上がった。新年の祝いの宴、三好家の人間を中心に三十人ほどが室町第に集まっている。新たに建てた室町第も新築の香りが徐々に薄れてきた。この匂いが有る間は如何にも落ち着かんな。


「酒が美味い。杯が良いのだな、目で杯の絵を楽しみながら飲める」


「昔は濁っていたからの、随分と雅みやびになったものよ」


皆が頷いた。


すっと上段の席の貴人が立ち上がった。足利義助様、昨年暮れに将軍宣下を受け第十四代の公方様になられた。


「予は少し疲れたので奥で休む事にする。皆は十分に楽しむが良い」


義助様が歩き出す、部屋を去るのを頭を下げて見送った。やれやれだな。


「はて、御疲れとの事だが……」


皆が訝しげな表情をしている。先程まで義助様は上機嫌で酒を飲んでおられた。訝しむのは当然だろう。


「面白くないのであろうな」


皆が儂の顔を見た。


「面白くない？　日向守殿、それは一体如何いう事かな？」


「この酒よ、澄み酒だからな。朽木を思ったのであろう」


儂が答えると皆が困った様な顔をした。


「そうは言っても……、祝い事に澄み酒は付き物であろう」


「その通り、今更濁り酒は飲めぬわ。ま、御気持ちは分かるが……」


彼方此方で頷く姿が有った。


御気持ちは儂にも分かる。将軍宣下を受け第十四代の将軍となられても単純には喜べぬ現状が有る。将軍宣下が決まる直前、朝廷は朽木に使者を出している。使者が目々典侍、勾当内侍であった事を考慮すれば帝の御意思による使者であろう。使者が戻るとそれまで難航していた義助様への将軍宣下が一転して決まった。義昭様を推す朽木に対して義助様への将軍宣下の了承を求めたという事であろう。つまり帝は朽木よりも義助様を推す三好の力の方が上だと認めた。朽木は面目を失った、そう思った。


皆が喜び将軍宣下への準備を進めた。将軍宣下後は味方を募り大和を攻めその後近江を攻めるのだろうと。だが朝廷から不思議な発表が有った。将軍宣下後に吉日を選んで帝の一の皇子、誠仁様の親王宣下と立太子礼を行うと。行うと言っても費用は如何するのか？　これまで銭が無いから出来なかったものをどうやって……。訝しんでいると費用は朽木が出すと分かった。一瞬耳を疑った。朽木は血縁関係が有る永仁様の即位を望んでいるのではないのかと。何故誠仁様の親王宣下と立太子礼を援助するのかと。それに面目を潰された筈、何故？


慌てて家臣を走らせて真相を探った。そして分かった。帝は朽木に将軍宣下の諒承を求めた。朽木はそれを受け入れ帝に対して隔意無き証として誠仁様の親王宣下と立太子礼を申し出た。永仁様は一、二年後に親王宣下を行い新たに宮家を創設する。その費用は全て朽木が請け負う。朽木からの申し出を聞いた帝はただ涙を流すだけだったという。


「勝ったと思ったのだがな」


「簡単には退かぬわ。宮中は朽木を讃たたえる声一色よ」


「手強いの、日向守殿の御気持ちが良く分かる」


皆の視線が儂に集まった。


「少々手強過ぎじゃの、困った事だ」


皆が笑い出した。大分酔っているようだ、皆の笑い声が大きい。


「朽木は朝家の忠臣、北畠大将軍の再来か」


北畠顕家の再来という言葉にも棘が有る。足利にとって北畠は楠木、新田と共にもっとも手強く戦った敵、その北畠に擬なぞらえるとは……。明らかに朝廷は義助様、そして我らに好意的ではない。義助様への将軍宣下を帝にごり押しした、そう見ている。いや、それ以上に朽木の諒承無しには将軍宣下は無かった。朽木は帝の苦境を見兼ねて諒承した、そう見ている。そう言えば伊勢の北畠が使者を寄越したな。役に立つかどうか、……難しかろうな。


「当分戦は出来ぬの」


「うむ、親王宣下と立太子礼は二月に行われる。その時期に戦などすれば益々朝廷との関係が悪化しよう」


親三好派の勧修寺、水無瀬、高倉も反対している。


「飛鳥井の娘が宮中に出仕したそうだが？」


「誠仁様の立太子後には東宮付きの典侍となるそうだ。今は叔母の目々典侍の下で典侍の仕事を学んでいる」


飛鳥井の娘が誠仁様の傍に付く。要するに朽木は誠仁様を支えて行くという事だ。気が付けば帝の御一家は全て朽木に押さえられている。上手くしてやられたという想いしか出てこない。義助様が不愉快に思うのもその所為であろう。


「飛鳥井の娘だが真宗高田派の尭慧の娘だとか。本願寺の顕如も気が気では有るまい」


「長島の件も有る、この正月は楽しめまいな。酒が美味いわ」


笑い声が上がった。本願寺とは協力体制に有る、だが心許せる相手ではないと皆が分かっている。皆が本願寺の苦境を何処かで喜んでいる。


「楽しんでおらぬのは大和の義昭様も同様であろう」


「朽木に裏切られたと騒いでいるのではないか？」


「まあそうだろうな、だがそうは言っても頼れるのは朽木しかあるまい」


また皆が笑った。


「今頃は自棄酒でも飲んでいるかもしれんの。それに比べれば我らはこうして美味い酒が飲める。良い正月ではないか」


彼方此方から同意する声が上がり座が盛り上がった。

            





小康


永禄十四年（一五七一年）　一月中旬　　　丹波山中　　黒野重蔵影久






「それで阿波は如何であった？」


俺が問い掛けると秀介がニヤリと笑った。目尻に皺が寄った。一の組頭、小酒井秀介ももう五十を越えた。だが忍びの力量には全く衰えが見えない。


「隙が有りますな、頭領」


「有るか」


「はい。三好豊前守に大分不満を持っている者が何人か居ります」


「持隆様の一件か？」


「その通りで」


秀介が頷いた。


細川持隆。十五年以上前、三好豊前守によって殺害された阿波細川家の当主。元々三好家は阿波の国人領主として阿波細川家の家臣だった。だがその力量を認められ細川本家である京兆家の家臣になった。その事が三好家が力を延ばす契機になったといえる。だがその力を延ばす過程において京兆家と対立し阿波細川家とも対立した。阿波細川家当主細川持隆はその対立の中で三好豊前守に暗殺された。当然だが阿波の国人衆の中には三好豊前守を主殺しとして忌諱する者が居ると聞く。事実か。


「それで朽木の役に立ちそうか？」


「立ちますな。朽木と三好が戦えば三好は総力を上げなければなりますまい。当然ですが阿波は手薄になる。それを見逃す事は……」


「無いか」


「はい。……三好は少々焦りましたな。どうしても畿内を押さえる事を優先せざるを得ない。ですがその所為で自らの足元を固める事を怠りました。後々響きましょう」


「うむ」


畿内で朽木と三好が戦う。その時に伊勢の海賊衆を使って四国と畿内の連絡を断てば阿波で反三好の動きが出るのは間違いない。阿波で騒乱が起きれば三好は阿波を押さえるために兵を置かねばならん。畿内に援軍は出せぬか……。


「名は？」


「小笠原長門守成助、多田筑後守元次、福良出羽守連経。主だったところはその辺りかと。他にも日和佐家、新開家にかなり不満が有りますな。そして持隆様の嫡男、真之様。讃岐でも三好の課す軍役のきつさに香川刑部大輔之景、香西伊賀守佳清が反三好感情を露わにしております」


「分かった。後で紙に記してくれ」


「はっ」


秀介が嬉しそうに頷いた。紙に記せという事はその紙を殿にお見せするという事。嬉しいのだろうな。


「弥八、伝兵衛。丹波、丹後は如何か？」


二の組頭正木弥八と三の組頭村田伝兵衛が顔を見合わせると弥八が話し始めた。


「丹後でござるが宜しく有りませぬな」


「と言うと？」


「一色左京大夫義道、かなり朽木を敵視しております。一色家は四職の一つ、朽木とは格が違う。そう息巻いているそうで。それに領内が治まりませぬ。税が重く国人衆への使役がきつい。領内には大分不満が溜まっております」


「なるほど」


頷くと伝兵衛が身を乗り出してきた。


「特に海賊衆に不満が溜まっておりますぞ、頭領」


「溜まっているか、伝兵衛」


伝兵衛が頷いた。


「若狭の海賊衆は南蛮船を持ち鉄砲、大筒も持っております。越前攻め、能登攻めでも大いに働いている。それに比べて丹後の海賊衆は……、お分かりでござろう」


「なるほどな、羨んでいるか」


「はい」


伝兵衛がニンマリと笑みを浮かべた。


丹後を切り取るのは難しくないな。しかし大和の義昭様の下には一色左京大夫の弟が出仕している。殿は如何されるか。取り敢えずは長島攻めを優先ではあろうがその後は……。


「丹波は如何か？」


問い掛けると二人の顔が引き締まった。なるほど、手強いか。


「波多野左衛門大夫秀治、厄介な男にござる。三好から独立して今の波多野氏を作り申した。家臣達も心服しております、一色左京大夫義道などよりずっと手強い」


伝兵衛が答えると弥八が頷いた。


「寝返りそうな家臣は居らぬか」


二人は無言だ。あまり期待は出来ぬか。


「本気で朽木と事を構えると？」


今度は少し考えるそぶりを見せた。


「朽木に対して良い感情を持っておらぬのは確かめております。丹後の一色と親しい事も。しかし丹波は三好も狙っておりましょう、その辺りが分からぬとは思えませぬ」


「それに波多野は丹波を統一したわけでもござらぬ。領内でも朽木と戦うと言う声は上がっておりませぬ」


二人が答えた。その通りだ、不満は有ろうが朽木と事を構えるのは波多野にとって利にならぬ、今すぐぶつかるという事は考えられぬ……。


「ただ、気になる事が」


「何だ、弥八」


「丹波に六角左京大夫の姿が」


思わず二人の顔をまじまじと見た。


「真か？」


二人が頷く。伝兵衛が口を開いた。


「波多野だけでは無く国人衆の間を回ったようでござる」


「何が狙いだ？」


「残念ながら」


伝兵衛が首を振った。六角左京大夫、近江を追われて石山本願寺に居た筈。それが丹波に？　丹波は代々細川京兆家が守護に任じられてきた。今でも影響力は有るのかもしれぬ。丹波を拠点に再起を考えている？　或いは本願寺、三好のために動いているのか？　どちらにしても反朽木の動きだろう。軽視すべきではない。波多野の動きももう一度洗い直す必要が有る。


「追え、狙いは何か？　誰のために動いているのか？　突き止めよ」


二人が頭を下げた。


「拠点を近江に移すぞ。思ったよりも波多野の動きが訝しい。ここは危険だ、捨てざるを得ぬ。皆に触れを回せ」


「はっ」


二人が立ち上がって部屋を去った。持って行くものは身の回りの物だけだ。陽の有るうちに移動の準備は出来よう。日暮れとともに動く。冬の夜間移動か、難儀だが波多野には村雲党が有る。腕利きの忍びが揃っていると聞く、油断は出来ぬ。
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「母上、宜しいですか？」


「構いませんよ、弥五郎殿。何か有りましたか？」


綾ママの部屋を訪ねると笑顔で迎えてくれた。最近は当たりが柔らかい。弥五郎殿、これも良い。大膳大夫と呼ばれるより数倍は温かみが有る。


「京から文が来ました」


「妹からですか？」


「それも有りますが新大典侍、阿茶局からもです。二人は今回の親王宣下、立太子礼について礼を言ってきました。今後も親王様を盛り立てて頂きたいと書いてあります」


「そうですか」


綾ママがちょっと複雑そうな表情を見せた。


気持ちは分かる。新大典侍は万里小路家の出身で誠仁親王の母親だ。そして今の帝も万里小路家の出身の母親を持つ。要するに万里小路家は今もっとも帝に近い一族と言える。これまで新大典侍から文が届いた事は無かった。どちらかと言えば目々典侍である千津叔母ちゃんと張り合う立場だった筈。その新大典侍から文が届いたのだからな。


もう一人の阿茶局は勧修寺家の娘で誠仁親王の妻だ。既に皇女が一人生まれている。そして勧修寺家は若狭の粟屋氏と縁戚関係に有り親三好派でもある。今回の将軍宣下にも密接に関わっている。ちょっと複雑だな、阿茶局にしてみればライバルが増えるのは面白く無いだろう、だが朽木が誠仁親王の後ろ盾になるというのは大きい。それに粟屋は朽木の家臣なのだ。誠仁親王が皇太子になった、朽木との関係をこれ以上悪化させるのは得策ではない。その辺りを考えて文を寄越したのだろう。なかなか頭が良さそうな女性だ。


「叔母上からの文に有ったのですが立太子礼は二百年ほど行われていなかったそうです」


「まあ」


「式の詳細を知る者が居らず古い文献や日記を基に行ったとか。大騒ぎだったようですね。とは言え皆が楽しそうだったとか」


宮中なんて古式豊かにがモットーなのに金が無くて出来ませんとか、やってませんとか面子丸潰れだよな。もっともこの時代では儲君治定ちょくんじじょうってのが有ってこれで後継者は指名されるらしい。だからあまり必要とはされていないみたいだ。


「菊殿は親王様の御側に？」


「はい、出仕したそうです。母上、有難うございます。面倒な事にならずに済みました」


「少しは役に立てたようですね」


綾ママが嬉しそうにしている。飛鳥井から宮中に出仕した菊は権典侍として東宮の傍に居る。菊を宮中に出仕させてはとアドバイスをしてくれたのは綾ママだ。流石公家の娘だな、俺には思いつかない事だ。綾ママも俺に二人目の正室を持たせる事は反対だった。


誠仁親王が皇太子になった以上、その傍に娘を出仕させるのはおかしな話じゃない。それに俺に二人目の正室を持たせるなんて考えるより次期天皇の傍に置いて俺に利用価値が有ると思わせた方が得だ。その辺りは誠仁親王の立太子の件と合わせて千津叔母ちゃんが飛鳥井の祖父、伯父に話し説得してくれた。助かったわ。飛鳥井って男よりも女の方が頼りになるな。千津叔母ちゃんには明から来た絹織物を送った。喜んでくれるだろう。


「今回の件、宮中でも評判が良いそうですね」


「はい、朽木は朝家の忠臣と言われているようです」


「良い事です」


あくまで帝を立てる形をとったからな。帝も公家も自分達が大切にされていると思えば上機嫌になるのだよ。千津叔母ちゃんからの文によると帝は朽木の事も永仁の事も決して粗略には扱わない、そう言ったらしい。まあ何処まで当てになるかは分からんが。


公家達が朽木に好意的なのは他にも理由が有る。今回皇太子が誕生した事で何人かの公家が皇太子付きの役職に就いた。嬉しいんだよ、これが。今の朝廷に実権なんて無い。だからこそ肩書きを公家達は求めている。それに皇太子付きの役職に就けば、上手く行けば次代の帝の下で出世という事も有り得る。


「これからは叔母上だけでは無く新大典侍、阿茶局、権典侍とも関係を築いていく必要が有ると考えています」


「そうですね、その方が良いでしょう。私も時折は文を書きましょう」


「有難うございます、そうして頂けると助かります」


男には話せない事も有るからな、綾ママから文を送ってもらうのは好都合だ。いずれは小夜にも頼む事になるだろう。今から綾ママの手伝いをさせるか。


自室に戻ると小姓に命じてお茶を用意させた。焙じ茶を飲みながら寛ぐ、寒い冬に熱いお茶は最高だ。今年の正月は穏やかでゆったりと過ごした。将軍宣下から親王宣下、立太子で慶事が続いた事で年末から年明け三月までは戦は自粛だ。御爺の一周忌も有ったし丁度良かった。やっぱり年末年始ぐらいはゆっくりした方が良い。伊勢長島攻めは四月に延期だ。川の水はちょっと増えるかもしれないが水は温むだろう。


でもそういう年末年始はゆっくりしたいという気持ちが分からない奴もいる。大和の義昭がキャンキャン騒ぎ出した。特に俺が義助への将軍宣下を認めたと知って細川藤孝、三淵藤英の兄弟を送って来た。持ってきた書状には『如何して認めたんだ、今からでも拒絶しろ』とか『京へ攻め込め』とか阿呆な事ばかり書いてある。全部却下だ。帝に無理強いは出来ないし伊勢の長島を放り出して京で戦争なんて出来るわけないだろう。おまけに北畠の件も有る。まあ多少は知恵を授けたからな、二人は納得して帰って行った。


その北畠だがやってくれた。義助に将軍宣下がされると聞いて義昭よりも義助の方が優位だと考えたようだ。密かに義助に使者を送っている事が分かった。伊勢で復権するには義助と結んだ方が良い、朽木と三好が京方面で戦った時に伊勢で蜂起しよう、そんなところだな。義昭も哀れだと思う、ちょっと落ち目だと思われると露骨に掌を返される。


北畠は鶴松丸が元服して北畠具成と名乗った。家督相続したんだ、本当なら俺に挨拶に来るところだが鳥屋尾石見守満栄が来て終わりだ。後見の坂内兵庫頭具義、大河内相模守教通は来なかった。北畠の当主、分家はプライドが邪魔して朽木程度に挨拶は出来ないらしい。北畠具成は俺に挨拶するくらいなら腹切って死んだ方がマシだと騒いでそれを聞いた父親の権中納言具教は頼もしいと喜んだとか。


権中納言は謹慎の筈なんだがそんなものは何処かに忘れたらしい。平気で外を出歩いているようだ。挨拶に来た鳥屋尾石見守に権中納言は如何しているかと訊いたら大人しく謹慎していますと答えやがった、ふざけやがって。あんまり腹が立ったから辛かろう、いずれはそういう想いをせずに済むようにしてやろうと言ってやった。馬鹿が喜んでいたな、お前も含めて全員皆殺しだ。既に真田の兄弟と八門の手でお前達を極楽浄土に送る準備は出来ている。苦労も悩みも亡くなるさ。義昭も文句は言わんだろう、義助に通じたんだからな。


馬鹿ばかりでウンザリする。史実では北畠は信長を怒らせて滅ぼされたけどこの世界でも同じになるらしい。俺が権中納言具教なら鶴松丸の元服は俺に烏帽子親を頼むだろう。そして綱の一字を貰って綱成とか綱教と名乗る。名門北畠が俺から諱を貰う、そうなれば俺だって多少は考える。それなりの待遇を与えるだろうに。馬鹿と言うより世渡りが下手なのかもしれない。あいつらの事を考えると茶が苦いな、別な事を考えよう。


松永まつなが弾正忠久秀だんじょうのちゅうひさひでと三好孫六郎重存しげまさから年賀の挨拶の使者が来た。両家ともホッとした、そんな感じだ。義助側の攻勢が厳しいからここで休息がとれるのは有難いという事だ。態勢を立て直す事も出来る。状況が良くないのはこっちも分かっている。俺の方から三千貫程を送った。伊勢で荒稼ぎしたから余裕なのだ。兵糧を買うか、武器を買うか、防備を固めるか、自由に使えば良い。二人からは丁重な礼状が届いた。義昭も少しは見習えよ。


新年の挨拶と言えば今年は伊賀の百地丹波、藤林長門守から使者が来たので吃驚した。如何いう事だろう、これまでは甲賀郡の存在が朽木と伊賀を阻んでいたが伊勢が朽木領になったので朽木の影響力が伊賀に伸びている、そう考えて良いのかな。伊賀が使えれば朽木は伊賀から大和へも兵を出せる。松永久秀への援護も容易だ。だがそれも長島攻略が上手く行けばだろう。もたつく様だと朽木は頼りない、そう判断されかねない。 


他にも驚いた事が有る。毛利からも使者が来た。天下の大大名、毛利元就からの使者だ。正直に言うと信長の使者よりも興奮したし戸惑いも有った。直接領地が接しているわけでもないし朽木は京を支配しているわけでもない。何でかなと思ったら案の定尼子が関係していた。京に尼子の残党が集まっているらしい。連中、三好の援助で尼子再興を期待しているようだ。


史実だと信長が畿内を制覇してその援助で尼子再興運動を起こすんだがこの世界では三好と朽木が張り合っている。三好にとって尼子はちょっと迷惑な存在だ。朽木と毛利の両方を相手にする事は出来ないからな。だがいずれはという想いも有る。そこで捨扶持すてぶちを与えて京にとどめているようだ。つまり毛利にとっては尼子を支援する三好は敵でその敵である朽木は味方という事らしい。爺さんも御歳だからな。御身御大切にと言伝を頼んで寒さ凌ぎにと綿入れ半纏を使者に託した。喜んでくれるだろう。


丹波の波多野、丹後の一色からも使者が来た。こっちは年賀じゃなく親王宣下の件だった。朝廷への奉仕に感嘆している、そんな文だ。だが本音はそこじゃない。両家とも使者が若狭、敦賀で兵を増強しているのは何故か？　自分達は朽木と事を構えるつもりは無いと言ってきた。こっちも波多野、一色と事を構えるつもりは無い。だが兵を減らすつもりもないと答えた。要するに信用していないと言ったのだ。


重蔵の報せでは丹後では税の取り立てが厳しく百姓の逃散が起きているらしい。若狭の朽木が目障りだろうという事は想像が付く。丹波も妙な動きが有る、六角輝頼が丹波に現れた。どうやら六角輝頼は反朽木を掲げて丹波の大同団結を図ったらしい。だが上手く行かなかった。朽木が攻めてきたわけでもないのに何故？　そんなところだ。今更守護面するな、そんな感情も有るだろう。だが油断は出来ない、朽木が西へ出れば何処かで波多野とぶつかる、そんな気がする。


重蔵も八門の拠点を近江高島郡の三国岳の麓に移した。丹波にキナ臭さを感じているようだ。聞けば丹波には村雲党という忍びが居るらしい。伊賀甲賀に比べれば知られていないが丹波の山で鍛えた腕利きが揃っている。石川三左衛門、雑賀五郎兵衛、龍野善太郎の三人は他国にまで名が聞こえる凄腕の忍びだと重蔵が言っていた。そして党首の村雲甚右衛門、波多野秀治が丹波から三好の勢力を追い払えたのは村雲甚右衛門の働きが大きかったらしい。なんか嫌な予感がするよ。　


ゆっくり休む暇が有ったんで内部の懸案事項も片付けた。先ず竹若丸の傅役を決めた。竹中半兵衛重治、山口新太郎教高の二人だ。半兵衛は軍略方、新太郎は兵糧方の知識で竹若丸を鍛えて貰えばと考えている。二人とも誠実で信頼出来る人柄だ。一度家を失っているから苦労もしている、適任だと思う。二人とも若いが竹若丸が元服する頃には三十代の後半で一番働き盛りだ。竹若丸の力になってくれるだろう。半兵衛は体が丈夫じゃないからな、この辺で外勤から内勤に回した方が良い。軍略方のまま戦場には出さない様にするつもりだ。傅役の事を二人に話したら感激してたな。必ず若君を立派な大将にします、なんて言っていた。


傅役の問題が片付いたと思ったら真田弾正が朽木の副将を辞任したいと言ってきた。もう五十を超えて六十に近い、疲れたのだろう、気が付けば目尻に大分皺が有った。長島の戦いを最後に辞任を認める事にした。弾正には辞任と同時に領地を与えようと思っている。伊勢が良いだろう。気候も温暖だし海辺の領地が欲しいそうだから喜んでくれるだろう。だが楽隠居をさせるつもりはない。評定衆に取り立て扱き使ってやる。


後任は明智十兵衛光秀だ。弾正が推薦した。問題は無いと思う、外で大軍を預けるより傍で使った方が安全だ。だがその所為で軍略方が手薄になった。そこで真田源五郎昌幸、芦田源十郎信蕃、長左兵衛綱連、長九郎左衛門連龍を新たに加えた。真田と芦田は信濃、長は能登の出だ。軍略方には近江出身者は居ない、なんでだろう。


軍略方を増強したから兵糧方も増強する事にした。増田仁右衛門長盛、山内次郎右衛門康豊、建部与八郎寿徳、石田藤左衛門正継。増田仁右衛門と山内次郎右衛門は新規召し抱えだ。増田仁右衛門は豊臣五奉行の増田で山内次郎右衛門は伊右衛門の弟だ。どちらも問題は無い。そして建部与八郎寿徳は旧六角の家臣で土木工事が大好きという変わった男だ。兵糧方の仕事がしたいと志願してきた。石田藤左衛門正継は旧浅井の家臣であの石田三成の父親だ、これまで敦賀で専売所の責任者をやっていたが兵糧方に引っこ抜いた。


月が変われば長島攻めの準備だ。朽木の総兵力は四万程になるだろう。長島の兵力は約三万、兵力的には優位だが長島は攻め辛い場所だ、決して楽な戦いじゃない。だが明るいニュースが無いわけでもない。長島が封鎖された事で補給が滞っている。その所為で士気が下がり気味らしい。特に元々の一揆勢と北伊勢から逃げ出した国人衆、桑名周辺の国人衆との間が思わしくないようだ。国人衆達は今更だが朽木に敵対した事を後悔していると八門から報告が有った。上手く行けば切り崩せるだろう。来月になったら一度下見に行こう、長島への威圧にもなる筈だ。
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廊下から〝三郎五郎にございます〟と声を掛けると〝入れ〟と返事が有った。中に入ると殿が一人で居られた。人払いをしたらしい。殿が扇子を傍に寄れという様に動かされた。はて、余程の大事の様だが殿の表情は明るい。凶事ではないようだ。


「岡崎から報せが有った。市が懐妊した」


「真でございますか。それは喜ばしい事で」


殿が満足そうに頷かれた。三河の一向一揆が昨年の十一月に鎮圧された。そこに行くまでには容易な事では無かった。一向一揆による西三河の荒廃、今川による調略、徳川は御家騒動が起きる程に混乱した。


弱体化した徳川を支えるため殿は妹の市姫を徳川に嫁がせた。それは織田が徳川を見捨てる事は無いという意思の表示であり同時に今川から娶った嫁を、子を処断した徳川への応こたえでも有った。徳川は今川を排除し織田に付くと改めて誓ったのだ。織田はそれに酬いなければならない。それは知多半島を守るために絶対に必要な事でも有った。知多を失えば織田は常滑とこなめの焼き物を失う。それは織田にとって税の激減をもたらすのだ。兵も激減するだろう。到底受け入れられる事では無い。


「夏には子が生まれよう」


「左様でございますな。出来れば若君が欲しゅうございます」


「そうよな」


殿が朗らかに笑った。そうなれば徳川との絆も一段と強い物となる。そして対今川戦へも弾みが付く。


殿が徳川との関係で一番頭を痛めていたのが市姫の事であった。三河の松平などには嫁ぎたくない、一向一揆を押さえる事が出来ぬ惰弱者に嫁ぎたくないと駄々を捏ねた。だが市姫が嫁がねば織田と徳川の同盟は揺るぎかねぬ。徳川に保証を与える必要が有るのだ。何とか説得して嫁がせたが夫婦仲が良いとは聞こえてこなかった。しかし子が出来たのだ。殿もほっとされたであろう。


「そろそろ対今川戦に腰を据えられますか？」


「うむ」


「では秋以降に？　徳川の事を考えますとそれより前は……」


問い掛けると殿が渋い表情で〝已むを得ぬ〟と頷かれた。昨年まで徳川は一向一揆で領内が荒れていた。先ずは内政を優先させるべきだと殿も御考えのようだ。秋以降なら徳川も百姓を兵に徴する事を嫌がりはすまい。それに秋ならば市姫様が子を産まれた後になる。


「その頃には長島も片付いていよう」


「はい、大分弱って来たと聞いております」


三河の一向一揆が援助を願っても長島はそれに応える事が出来なかった。かなり弱体化している。長島が片付けば織田は後顧の憂いなく今川攻めに力を注げる。


「ところで、今川攻めとなりますと清州に移られては如何でございましょう。戦は秋以降なれば十分に時はございます」


「……」


「大和の義昭様の使者が最近煩うございます。殿も手を焼いておいでの御様子、清州に移れば義昭様も諦めるのではございませぬか？」


殿が首を横に振られた。


「いや、小牧山で良い」


美濃が心配なのか、それとも殿も天下に関心が御有りなのか……。


「それより岡崎に行ってくれ」


「祝いの使者でございますな」


「うむ」


「戦は秋以降にという事も伝えまする」


殿が満足そうに頷かれた。徳川もほっとするだろう。後は生まれてくる子が和子で有る事を祈るのみだ。

            





長島攻略
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「では長島はかなり窮していると？」


九鬼孫次郎が頷いた。


「おそらくは。ここ最近何度か雑賀、堺の船が長島に入ろうとしております。我らの船が囲んでいるのを見て諦めましたが長島が助けを求めたのでしょう。或いは雑賀の者を引き取ろうとしたか」


「なるほど」


あまり面白くない。長島が助けを求め、雑賀、堺がそれに応えたという事は長島が困窮している事も有るんだろうが長島の封鎖に穴が有ると言う事でもある。もっとも人の出入りを完全に遮断するのは無理だとは分かっている。でも面白くない。俺だけじゃない、同席している蒲生下野守、真田弾正も不機嫌そうな表情だ。


「長島に物見は出しているのか？」


「何度か出しております。潮の満ち引き、砦の位置は確認しました。何時でも攻めかかれます」


自信満々だ。九鬼は大男だから頼もしいわ。下野守、弾正も満足そうに頷いている。大湊も船を提供してきた、長島攻略に使う船は除いても長島を囲む船は十分に有る、海上は問題無し。陸上も問題は無い、香取、大鳥居、屋長島、中江の城を落とせばそこから大筒で長島の願正寺、松の木を攻撃する事は難しくない。二時間程前まで九鬼の南蛮船に乗っていた、海上から確認したのだから間違い無い。今は長島から少し離れた塩浜村の浜辺で昼飯前の打ち合わせだ。昼飯は小姓達が作ってくれている。どんな料理が出て来るやら。


「一つ困っている事が有る」


三人が俺を見た、何事？　そんな表情だ。


「長島の一向一揆が降伏した時如何するかだ。あそこは島だ、尾張、三河がこちらに協力する以上降伏を許さなければ一揆勢は逃げ場を失い死に物狂いになる。大変な損害が出るだろう。あの島を得るためだけに大きな損害を出す、割に合わぬし下手をすると朽木は一揆勢に手子摺っている等と思われかねぬ。となれば降伏を認めた方が良い。だが降伏を認めた場合、連中を如何するかという問題が有る。朽木の領内には入れられぬし尾張、美濃、三河も同様であろう」


一向一揆ってどこでも嫌われているからな、行き場が無いんだ。


越前では根切りにした。何故なら加賀、越中、飛騨の一揆勢も居たからだ。あそこで根切りにしたから加賀を獲れたし越中攻略も上手く行ったのだと思う。だが長島を得るためだけに根切り？　気が進まんな、長島は攻め辛い場所だ。こんなところで死に物狂いの一揆勢を根切りにするのは容易じゃないだろう、三万人もいるのだ。史実でも信長は手酷い損害を被っている。


「後々の事を考えればここで多少の損害を出しても根切りというのも有り得ましょう」


下野守の言葉に弾正、孫次郎が頷いた。後々か、いずれは本願寺と決着を着ける事になるのは確かだ。余り楽しい未来が浮かばないのは何故だろう？


「そうなのだがな、伊賀が寄ってきている。手子摺る姿は見せたくない、伊賀にも他にもな」


下野守と弾正は納得顔だが孫次郎は今一つだ。伊賀が味方に付けば大和へ兵を送り松永を援護出来ると説明すると〝なるほど〟と言って頷いた。


「船を使って本願寺に返すというのが有りますが？」


弾正が気が進まない、そんな感じで案を出した。と言うかそれしかないんだよ。でもなあ、それをやると本願寺の戦力が一気に増大する。それも面白くない。やっぱり根切りかな？　でもあれやると気が重いんだ。全然楽しくない。如何したものか……。


「石山にまでは送れませぬぞ」


孫次郎が首を横に振った。


「一揆の者共を船に乗せて運ぶとなれば我らも護衛に付かねばなりませぬ。石山まで運ぶとなれば雑賀、安宅の勢力範囲の中を通る事になります。行きは良くとも帰りは……。連中にとって九鬼は敵でござる。攻撃を受け船を奪われかねませぬ」


そりゃそうだ、どこの家だって船は欲しい。


「勝浦村は如何でござろう」


「勝浦？」


那智勝浦の事か？


「あそこは良い湊が有ります。そこで一揆勢を降ろしそこから雑賀までは自分達で船を用意するか歩いて貰う。雑賀まで行けば後は雑賀の船を使えば良い」


良い考えなのかな？　下野守も弾正も困惑している。


「勝浦を治めているのは堀内だったな」


「良くご存じで。堀内新次郎氏善、熊野水軍を率いております。殿のお許しが有れば話を付けますが」


「しかし嫌がらぬか？」


一向一揆勢なんて誰も関わり合いたくないだろうし領内に入れたがらないと思うんだが……。あ、孫次郎が笑い出した。


「喜びましょうな、雑賀までの運び賃を取るのですから。良い仕事を回してくれたと感謝されますぞ」


なるほど、確かにそうだな。だが連中が歩くと言ったらどうなるんだ？　俺が思った事を弾正が問うと孫次郎がまた笑った。


「畠山が許しますまい、皆殺しにされましょう。生きて石山に行きたければ船を使うしか有りませぬ」


畠山か、本願寺には恨み骨髄に徹しているだろう。孫次郎の言う通り、皆殺しだな。


「これを機に堀内を味方に付けては如何で？」


悪い案じゃない。雑賀、安宅と戦う以上水軍の戦力増強は出来るだけ行うべきだ。それにあの件も有る。


「出来るか、孫次郎。熊野水軍が味方に付けば心強いが」


「長島攻略後ならば味方に付きましょう。今は朽木と三好の間で迷っておりまする」


「そうか、益々長島攻めは失敗出来んな」


俺の言葉に下野守と弾正が頷いた。


長島攻めは織田、徳川も関心を持って見ている。長島には三万の兵が居るからな。こいつを無力化しないと織田、徳川は東三河への進出、今川攻略に全力を尽くせない。対本願寺、対三好だけじゃない。織田、徳川、上杉にとっては甲・駿・相の三国同盟との戦の帰趨にも影響を与えかねない一戦だ。天下分け目の関ヶ原にも等しい。……長島の攻略を最優先だな、早期に降伏させて石山に送ろう。


「話を変える。孫次郎、土佐の一条家から使者が来た」


「土佐？」


孫次郎が意表を突かれたような顔をした。結構可愛いぞ。


「一条家は土佐の西部を治めているのだがな、最近では東部を治める長宗我部に押され気味だ。そこで朽木に援助を頼みに来たというわけだ」


孫次郎が〝なるほど〟と頷いたが要領を得ない表情だ。自分が如何関わるのか、そう考えているのだろう。


「使者は曽衣そえという坊主でな、俗世に在った時は従四位下左近衛少将権中納言飛鳥井雅量といったらしい」


「飛鳥井？　では御母堂様の？」


「そうだ、遠縁にあたるらしい。そして土佐一条家は知っての通り京の一条家の一族でな、飛鳥井の爺様、それに一条権大納言からの紹介状を持っていた」


孫次郎が感心している。無理もない、中納言だの大納言なんて言葉がポンポン出る。弾正と下野守も無言だ。


「一条権大納言と朽木は飛鳥井家を通していささか関わりが有る。そして権大納言はいずれは関白になると言われている人物だ、無碍には出来ん」


「では？」


「俺はただ働きは嫌いだ」


孫次郎がポカンとしている。弾正と下野守が笑い声を上げた。また始まった、そんな表情だ。悪いか？　ただ働きが好きな人間は居ないぞ。労働には対価が必要だ。この時代は厚生労働省が無い所為でただ働きをさせたがる阿呆が多すぎる。その筆頭が足利だな。


「土佐の一条家は面白い話を持ってきた。一条家は琉球と交易をしているそうだ。朽木家が琉球で取引出来る様に取り計らうと」


孫次郎が〝ほう〟と嘆声を上げた。こいつ、結構単純だな。可笑しくなって笑ってしまった。


「琉球も苦しいのだ」


「と言いますと？」


「明はこれまで他国との交易を認めていなかった。そんな中で琉球は明に朝貢しそれによって交易を認められていた。他の国々は琉球と取引する事で明の品を手に入れていた。それによって琉球は繁栄していた。近江と同じよ、近隣の国々から商人が集まり物が集まる。それによって繁栄している」


なるほど、と孫次郎が頷いた。勉強になるだろう、朽木基綱のアジア経済情勢だ。


「だが明が数年前に海禁を緩和したのでな、琉球を通さずとも明の品が手に入る様になった。つまり琉球に船が来ない、物が集まらない状況が発生したのだ。南蛮人の登場もそれに拍車をかけている。琉球にとっては危機だ。出来るだけ多くの船に来てほしいと考えている。土佐一条家もその辺りは理解していよう。琉球に恩を売りつつ朽木を引き寄せようとしている」


なかなか強したたかではある。だがそのくらいの方が頼もしい。


「如何なされますので？」


「明は海禁を緩めたが日ノ本は明に嫌われて交易を許されておらん」


「しかし敦賀には」


「あれは私貿易だ。明の法を破って商人が来ている。朽木との取引は儲かるからな」


「では？」


「折角誘ってくれるのだ、受けよう」


取引相手は多い方が良い、それは琉球だけじゃない、朽木も同様だ。琉球と直接取引をし琉球を通して明の産物、明が交易で得た産物を手に入れる。伊勢を手に入れた以上、太平洋側でも明の産物を扱うべきだ。将来的には琉球の先、東南アジアとの直接取引も視野に入れている。それにいずれは島津が琉球に触手を伸ばす、それ以前に琉球にしっかり食い込んでおきたい。島津も朽木を無視出来ない程にだ。


「長島攻略後、一条家に援助をする」


対三好という事を考えるなら阿波に近い東土佐に勢力を持つ長宗我部を支援した方が良い。だが土佐一条家も長宗我部も先ず考える事は土佐統一だ。阿波攻略は統一後だろう。となればどちらを支援しても余り変わりは無い。むしろ京の朝廷工作を考えれば一条家を支援した方が良い。


問題は土佐一条家の当主、一条兼定だ。こいつが馬鹿ではどうしようもないが使者の話を聞く限りではそうとも思えん。ならばやりようは有るだろう。毛利には一報入れておこう。一条は伊予方面で毛利とやり合っている。朽木が一条に肩入れすれば不愉快に思うだろう。だがあくまで狙いは阿波だ、伊予ではない。三好の敵対勢力になるなら毛利にとってはプラスの筈。それに当分一条は土佐統一戦に忙殺される、伊予に出張る余裕は無い。忙しくなるな、対三好、対本願寺、対長宗我部か。だが先ずは腹ごしらえだな、味噌と魚介の臭いがする、昼飯が出来た様だ。
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「香取、大鳥居、屋長島、中江の城を落としました。これにて一揆勢は川中の中洲と島に押し込められた事になりまする」


明智十兵衛の言葉に彼方此方から満足そうな声が上がった。城を四つ落としたと言うよりも一揆勢が廃棄していったと言うのが正しいだろう。御蔭で損害らしい損害を受ける事無く城を接収出来た。


一揆勢が逃げたのは多勢に無勢と言うのも有るだろうが川を挟んでの防衛戦に有る程度の自信が有るのだと思う。この時代、川は天然の防御機構なのだ。朽木勢の主力は今攻略した大鳥居城に居るのだがこの大鳥居城、城とは言うがどちらかと言えば砦に近い。小規模で居住性は余り考えられていない。その大鳥居城の広間に朽木家の武将、国人衆達が集まっていた。おそらく対岸には朽木の様子を探る一揆勢の姿が有るだろうな。


「他愛無かったの」


「なんの、朽木が本気になればこんなものよ」


「気を抜くな。手強いのはこれからよ」


俺が窘めると皆が畏かしこまる様なそぶりを見せた。勝ってから喜べ、未だ戦っている最中だ。


「安濃津に待機している船は何時来る？」


「明日の辰の刻には」


新たに軍略方に任じられた真田源五郎が勢いよく答えた。張り切っているな。船は明日か、まあ今からこちらへ向かわせると着くのは夜になる。夜間の移動は避けるべきだろう。手違いから混乱すると敵に付け込まれる可能性が有る。


「船が着き次第鉄砲隊一千を船に乗せよ。残りの二千は岸で待機。そして大筒は城の後方から対岸の願証寺を攻撃するのだ。一揆勢がこちらの攻撃を止めさせようと考えれば川を渡ろうとする筈。船に乗った鉄砲隊はそれを側面から攻撃せよ。岸に居る鉄砲隊は正面から攻撃。大筒も鉄砲隊に協力し一揆勢を攻撃するのだ。特に一揆勢が船で押し寄せてきた場合は必ず攻撃せよ」


長門守の叔父御とその部下達が頷いた。朽木の鉄砲隊三千丁、大筒が七十門。一揆勢を攻めるのではない、一揆勢に攻めさせてそこを叩く。一揆勢よ、川に守られていると思うな。川に守られているのは朽木だ。


「他の者達は弓隊を岸に配置せよ。敵が現れれば鉄砲隊、大筒と力を合わせて一揆勢を攻撃するのだ。それでも川を渡ってくる敵は槍隊が止めを刺せ。敵を排除し安全が確保された後に槍隊を対岸へ上陸させる。その後に弓隊、鉄砲隊が上陸する。そして願証寺、松の木城を攻略せよ」


「はっ」


皆が頭を下げた。長島でも一番大きい島に願証寺、松の木城が有る。それを排除してしまえばその島を拠点に残りの島を攻撃出来る。南には長島城、小田御崎城の有る比較的大きな島と大島城が有る小さな島が有る。こちらは九鬼の担当だ。大島城は簡単に攻略出来るだろう。その後小田御崎城を攻めれば長島城の敵は身動きが出来ない筈だ。北からは朽木の本隊、南からは九鬼が攻めて来るんだからな。


「今宵は此処で休むが夜襲には十分に注意するように。長島の一揆勢には後が無い、必死だという事を忘れるな。そしてあの連中は死を恐れておらん。死ねば極楽浄土に行けると信じている、何をするか分からぬと思え」


皆が頷いた。少しは浮ついた気分も収まったか。その後、軍略方から陣の配置の指示が有って皆が持ち場に散った。


翌日、辰の刻になると安濃津から船が来た。鉄砲隊を船に乗せ待機させると大筒が攻撃を開始した。ドンという音と共に球が飛び出し対岸に小さく見える願証寺に吸い込まれていく。大筒は十門づつ七隊に分かれているらしい。大筒は城の後方に二千の兵に守られている。あれは動きが鈍重だからな、安全な場所に置いておかないと。


小一時間もすると対岸に四千程の兵が現れたと報せが入ったので俺も前線にでて自分の目で確かめた。二千ずつ、二隊のようだ。伝令は既に長門の叔父御の所に向かっている。無線とか有ればな、簡単に連絡出来るのに。ついでに言えば自動小銃を一千丁、ヘリコプターが百機も有れば天下なんて楽に獲れるだろう。……止めよう、考えると虚しくなる。今だって朽木は十分な装備を持っている。無い物ねだりは止めるんだ。


対岸の敵が渡河を始めた。だが水の所為で動きが遅い、側面から朽木の鉄砲隊が攻撃をかける。そして大筒の玉が隊列に襲いかかった。混乱している、味方が歓声を上げた。俺の周囲からも声が上がった。


「数は少ないがあれは怖い、頭に当たれば間違いなく死ぬ」


「身体の何処に当たろうと大怪我をする、戦働きは出来まい」


「足に当たれば歩けぬ、転べば溺れ死ぬぞ」


陸に居る敵は川に入るのを躊躇っている。良い傾向だ、敵の士気は決して高くない様だ。高ければ味方を援たすけようと我先に川に飛び込むだろう。現状はようやく恐る恐るといった感じで川に入った。


敵が此方に向かってくるにつれて朽木の攻撃が激しくなった。弓隊が攻撃を始める。威力は鉄砲や大砲に比べれば弱い。だが回転が速いし数が有る、重いストレートではないが速く小刻みなジャブの様だ。


「結構効くな」


「気が削がれる、嫌になるわ」


敵の動きが鈍い事でかなり効果が有る。嬉しい誤算だ、敵は明らかに嫌がっている。負傷して脱落する奴、倒れる奴がいるがその事がまた敵を混乱させている。足元が悪く動き辛いんだ、邪魔でしかない。


史実で織田が苦戦した筈だ。敵を攻撃し長島を占拠するためには川を渡らなければならない。渡河中の織田軍なんて一揆勢からは丸見え、動きは鈍いんだからな。攻撃を受け崩れたところを突けば大戦果は間違いなしだ。もう少し近寄って来い。岸では鉄砲隊二千が待っている。五百ずつ四段だ。引き付けて四段攻撃を食らわせれば崩れるだろう。そこを追い打ちをかける。……あれ、何で？


「殿！　敵が崩れております」


「……そうだな、源五郎」


何で？　そこで崩れちゃだめだろ。四段攻撃で敵にダメージを与えて一揆勢の戦意を挫いて……。いや、もう挫けてるのか？


「如何なさいますか、殿」


十兵衛が問い掛けてきた。困った様な顔をしている。


「大筒で追い打ちをかける。敵が居ないのを確認してから川を渡ろう。罠の可能性が有る、十分に物見を出せ」


「はっ」


一揆勢が強いって思ってたのは俺の勘違いなのかな。史実とは違うのか？　俺が戸惑う中、大筒が敗走する一揆勢を攻撃している。味方からは大きな歓声が上がった。何でだろう？　味方の勝利を素直に喜べない……。






永禄十四年（一五七一年）　四月上旬　　　伊勢国桑名郡長島村　　願証寺　　北畠具藤ともふじ






「他愛無かったな」


そう思った。長島の一向一揆と言えば織田を相手に何度も苦渋を飲ませた筈、それが殆ど抵抗らしい抵抗もせずに降伏した。この戦で功を上げようと思っていたのだが川を渡って願証寺に着いた時にはもう降伏していた。周囲には武器を捨てた門徒達が力無く蹲っている。


「武功を上げる場も無かった」


思わず愚痴が出た。楽に勝てたのだが張り合いが無かった。


「北畠と同じか」


北畠も何の抵抗も出来ずに降伏した。籠城しようにも援軍も無ければ兵糧も無い。待っていたのは飢え死にだった。降伏は已むを得ない事だったろう。こういう戦も有るのだと思った。父は敗北を納得していなかったがこの長島での戦を見ればそう思わざるを得ない。勝てるだけの手を打ってから勝つ。それが朽木の戦なのだろう。


「独り言が多うございますな」


クスクス笑いながら言ったのは長谷川波右衛門だった。


「殿の悪い御癖じゃ」


ぼそっと言ったのは石丸孫次郎、その傍で松井新九郎、新次郎の兄弟が声を上げて笑った。顔が火照った。独り言が多くなったのは長野に養子に行ってからだ。話し相手に恵まれず気が付けば独り言が多くなっていた。


「功を上げて御加増をと思ったのだ。その方らにも加増してやりたいからな」


四人が困ったような表情をした。四人とも元は北畠の家臣だ。長谷川波右衛門は一志郡の国人衆の長男、石丸孫次郎は中村の国人衆の長男。長男が外に出るのは異例だが北畠家の先行きに不安があるのだろう。弟に家を譲り越前で一家をと考えたようだ。


松井兄弟は北畠本家に仕える直臣だった。伊勢北畠には将来性が無いと僅かな禄で私に仕えてくれた。皆まだ若い。最年長の新九郎は三十を超えたばかりだ。最年少の波右衛門はようやく二十歳を超えた。越前北畠家は私も含めて皆若い。領内の仕置き、戦の準備、失敗しながら一つ一つ学んでいる。


「殿、余り我らの事は考えなくても良うござる」


「左様、楽しんでおりますからな。家を一つ興す、なかなか楽しい」


松井兄弟の言葉に残りの二人が頷いた。確かに四人とも越前では生き生きと励んでいる。だが禄が多ければと思う事もある筈だ。


「それにしても他愛無い敵でござった。殿が零すのも無理はござらぬ」


「真に」


「次は上洛戦でござろう。三好が相手となれば此度のように簡単にはいかぬ」


「楽しみでござる、今から腕が鳴る」


四人が明るい口調で話している。多分私の気持ちを軽くしようとしての事だろう。無には出来ない。〝そうだな〟と答えた。四人が嬉しそうにしている。鼻の奥につんとした痛みが走った。自分を案じてくれる者達が居る、こんなにも嬉しいとは……。


「北畠次郎殿！」


声が聞こえた。何事かと声のする方を見ると使番だった。


「本陣で殿がお待ちでございます。お急ぎ下され」


殿が？　


「新九郎、供をせよ。新次郎、孫次郎、波右衛門、後を頼むぞ」


三人が畏まった。それを見て場を離れた。


使番の後を追うと本陣が有った。既に島に上陸していたらしい。新九郎を本陣の外で待たせ中に入ると殿の他に蒲生下野守殿、真田弾正殿が居た。そして床几が用意されていた。


「次郎、これへ」


殿が軍扇で床几を指示さししめした。遠慮せずに床几に腰を下ろした。殿は多少せっかちなところがある。詰まらぬ遠慮は無用だ。少し軋む。兄が床几を使った時の事を思い出した。


「随分と早かった様だな。一揆勢が降伏するのとほぼ同時に願証寺に攻め寄せたと聞いている」


「はっ」


驚いた、ご存じとは……。


「功を上げたいと思ったのだろうが逸ってはいかん。敵に備えが有れば逆撃を受ける事になる。危険だ」


「はっ、恥じ入りまする」


殿が声を上げてお笑いになった。


「責めてはおらん。次から気を付けてくれれば良い。敵を追う時は焦らずに追うのだ。それが出来れば大きな失敗はない」


「はっ」


「次の戦は三好が相手になる。逸って勝てる相手ではない。気を付けてくれよ。義叔母上を悲しませてはいかんからな」


「はっ、ご配慮有難うございまする」


殿が頷かれた。


「……次郎、長島が片付けば次は三好を相手に上洛戦だがその前にやらねばならん事が有る」


ハッとして殿を見た。殿は辛そうな表情をしている。下野守殿、弾正殿も同様だ。


「……母より聞いておりまする」


「そうか、辛いだろうが堪えてくれよ。放置は出来ぬのだ」


「お気遣い有難うございまする。されど既に親子の縁は切ったものと思っております」


「……そうか、済まぬ」


殿が頭を下げられた。慌てて〝頭をお上げ下さい〟と頼んだが殿は〝済まぬ〟と言って頭を下げ続けた。涙が零れた。訳も分からず涙と嗚咽おえつが零れた……。






永禄十四年（一五七一年）　四月中旬　　　摂津国東成郡生玉荘大坂　　石山本願寺　　顕如






「ええい！　フン！」


ガチャーンと激しい音がした。茶碗が柱に当たって割れた。唐物だったな、惜しい事をした。だが何かに当たらねば憤懣が収まらぬ！　次はこれだ！ 


「邪魔だ！」


傍に有った高麗青磁の壺を蹴飛ばした！　これも派手な音を立てて砕け散った。下間刑部卿頼廉、顕悟の二人が何も言わずに私を見ていた。

            





    
  
  




ドスンと音を立てて座った。息を整えていると顕悟が茶碗を差し出してきた。中には水が入っている。受け取って一息に飲むとようやく心が収まって来た。


「御上人様、落ち着かれましたか？」


「落ち着いた。済まぬな、醜態を見せた。だが何かに当たらねばどうにも憤懣が収まらなかった。人には当たれぬからな」


顕悟が〝分かっておりまする〟と頷いた。


「御上人様の御腹立ちも無理は有りませぬ。長島を失った事、余りにも痛うございます。我らは東を失いました。次はこの石山に攻め寄せて来ましょう」


刑部卿の言う通りだ。次は朽木が石山に攻め寄せて来る。


「丹後、丹波も頼りにはなりませぬ」


顕悟の言葉に刑部卿が頷いた。


丹後、丹波も頼りにならぬ。これもその通りだ。大膳大夫が若狭の高浜に三千、越前の敦賀に四千の兵を配備した。それだけで腰が砕けている。まるで蛇に睨まれた蛙よ。六角左京大夫を使って一つに纏めようとしたが物にならなかった。不満は口にしても何も出来ずにおる。大膳大夫はあの者達を恐るるに足らず笑っておろうな、いずれは叩き潰してやると考えているに違いない。役立たず共が！


「こうなると義助様との協力をこれまで以上に密にしなければなりませぬ」


「そうだな」


私と刑部卿が話していると顕悟が〝いや、お待ち下され〟と言った。


「反対か、顕悟」


問い掛けると顕悟が〝はい〟と頷いた。


「むしろ義昭様との関係を改善すべきでは有りませぬか」


如何いう事だ？　義昭様との関係を改善すべき？　刑部卿は〝ふむ〟と鼻を鳴らした。反対では無い、検討する価値が有るという事か。


「如何いう事か、顕悟。詳しく話せ」


命じると顕悟が〝はっ〟と言って畏まった。


「義助様との協力を密にするという事は義昭様の上洛に敵対するという事にございます。この場合、義昭様とその軍勢全てを敵に回す事になりましょう」


「……なるほど」


確かにそうだ。大膳大夫だけでなく義昭様、松永、三好孫六郎まで敵に回すのは得策ではない。


「義助様が義昭様に勝てれば宜しゅうございます。しかし果たして勝てるのか？」


思わず唇を噛み締めた。刑部卿も難しい表情をしている。長島が落ちた今、大膳大夫は全力で上洛戦に取り掛かるだろう。その勢いを止められるのか……。あの男の戦上手は誰もが知るところだ。味方も集まるだろう。


「難しいかもしれぬ」


私の言葉に顕悟が頷いた。


「それに義助様はいざとなれば四国に落ち延びましょう。となれば我らは此処で単独で戦う事になりまする。まるで義助様のために矢面に立つような物、その事に意味が有りましょうか？」


「いや、無いな」


そうだ、それでは義助様に利用される様なものではないか。義助様に味方するのは義昭様が大膳大夫と与くんでいるからだ。義助様の為に戦うなど何の意味も無い。


「つまり義助様を切り義昭様に与くみせよと申すか」


問い掛けると顕悟は首を横に振った。


「そうは申しませぬ。ただ義昭様にこれまで敵対したのは大膳大夫に敵対したのであって義昭様に敵対したのではないと伝えるのです。義昭様の上洛に敵対する意思はないと」


「なるほど、敵は大膳大夫であって義昭様ではないか」


刑部卿に視線を向けると〝面白き案にございまする〟と言った。確かに面白い。いや道理である。敵は少ない方が良いのだ。義昭様と大膳大夫を分けて考えるべきだ。


「しかし義昭様がそれを受け入れると思うか？　我等は随分と義昭様に敵対したぞ。畠山を叩いたのは三好だがそれを助けたのは我等。それに前回の上洛戦でも我らが北陸で動いたから上洛は中断された」


「見込みはございます」


顕悟の表情は明るい。


「……根拠は」


「義昭様と大膳大夫の仲は必ずしも円満とは言えませぬ。その事は能登、伊勢の事を見れば明白にございまする。おそらく義昭様は大膳大夫の勢力が大き過ぎると見ておられましょう」


「なるほどな、其処を突けと申すか」


顕悟が〝はい〟と言って頷いた。


足利は弱い。弱いから強い者を憎む。そして周りの力を結集して強い者を倒そうとする。近年の三好と足利の争いは足利の強者への憎悪が原因だ。そして三好豊前守が敗れれば大膳大夫こそが日ノ本一の強者であろう。義昭様は必ず大膳大夫を抑えようとする。となれば大膳大夫と対立する我等を利用しようとするのは間違いない。


「ふむ、やってみるか」


「はっ」


「上手く行けば義昭様を利用して大膳大夫を抑えられよう。義助様との関係が悪くなるが石山を守るためには已むを得ぬ」


私の言葉に顕悟と刑部卿が頷いた。義昭様は我等に良い感情は持っておるまい。散々煮え湯を飲ませたからな。だが我等に利用価値が有るとも認める筈だ。いずれ義昭様は大膳大夫と敵対する、その時には我らが必要とも計算するだろう。弱いからな、利用出来る者は利用せざるを得ぬのだ。十分に見込みは有る……。

            





謀神


永禄十四年（一五七一年）　五月中旬　　　安芸国高田郡吉田村　　吉田郡山城　　小早川隆景






「御爺様、宜しゅうございますか」


廊下から甥の毛利右衛門督輝元が声をかけると部屋の中から〝入るが良い〟と億劫そうな声が有った。右衛門督、兄吉川駿河守元春、そして私小早川左衛門佐隆景が部屋に入ると部屋では老人が臥所で身を起こそうとしていた。側室の中の丸がそれを助けている。寝ていて良いのに、そう思ったが誰も口には出さなかった。言葉にすれば父が不機嫌になるのは分かっている。


父、毛利陸奥守元就。安芸の一国人領主であった毛利家を一代で山陰、山陽の覇者にした男。その父に死が迫っている。後どれだけこの世に居る事が出来るのか……。父の傍に三人で座った。中の丸が隣の部屋に居る、何か有れば声をかけて欲しいと言って部屋を出た。


「如何した？　皆揃って」


「先程まで朽木の使者と会っておりました」


右衛門督の言葉に父の目が鋭く光った。


「朽木の使者は先に新高山城の叔父上を訪ねました。叔父上は日野山に使者を出し此処へ来たのです」


父が私を見た、渋面をしている。朽木の使者が吉田郡山城よりも先に新高山城を訪ねた。朽木は父の病を相当に重いと見ているという事であろう。八門、油断ならぬ。


「朽木の使者は何と？」


「土佐の一条家に援助をするそうです。あくまで対長宗我部のための援助、決して伊予に攻め込むような事はさせぬ、御懸念は御無用にと」


「……」


「土佐統一後は阿波に向かわせると言っております」


「朽木は京の一条家と繋がりが有りますからな」


「そんな事は分かっておる」


兄が右衛門督の言葉を補うと父が不機嫌そうに吐き捨てた。


「それで何と返事をしたのだ？」


「未だ返事をしておりませぬ、待たせております。御爺様のお考えを伺ってからと」


父が目に怒りを滲ませた。


「その方は毛利の当主ぞ。死にかけた隠居に遠慮してどうする」


「……」


右衛門督が俯くと父が怒りに満ちた視線を私と兄に向けた。


睨まれても困る。私も兄も朽木の使者に御丁寧に痛み入るとでも返事をすれば良いと助言した。毛利には朽木が一条に援助を行う事を止められぬのだ。朽木は当然それを分かっている。朽木がこちらに使者を寄越したのはこちらへの好意、あくまで毛利の諒承を得たという形を取ろうとしての事だろう。だが右衛門督は自分の判断で使者への返事を保留した。使者の前で言い争う事も出来ぬではないか。だが此処は謝るべきなのだろうな。


「申し訳ありませぬ、父上」


「我ら両名、殿のお役に立てませんでした」


私と兄が父に謝ると右衛門督が慌てて叔父達には落ち度は無い、自分の過ちであると父に謝罪した。父が溜息を吐くと〝以後は気を付けよ〟と注意した。歯痒いのであろうな、ここぞと言うところで判断を迷う。決断出来ぬ、人を頼るところが有る。乱世には向かぬ性格だ。


「朽木の使者には御丁寧に忝かたじけなし、大膳大夫殿に良しなにとでも言えば良かろう」


「御爺様、朽木を信用出来ましょうか？　いずれは朽木、一条と戦う事になるのでは？」


「先の事は分からぬ。朽木には三好という敵が居る」


「どちらが勝ちましょう？」


先の事は分からぬと言っているのに……、ん？　父上？　父が考え込んでいる。


「……朽木、であろうな」


思わず兄と顔を見合わせた。兄も訝しげな表情をしている。


「三好は朽木に勝てまい、余程に相性が悪いようじゃ」


相性？　妙な事を言う。私と兄が訝しんでいるのが分かった様だ。父が苦笑を浮かべた。


「もう十五年以上経つ、三好は三千の兵で朽木に押し寄せた」


「覚えております、朽木に滞在されていた義輝公を裏切れ、三好に味方せよと迫ったのでしたな。恩賞は若狭一国」


兄の言葉に父が頷いた。


「三好は畿内の大部分を制し中国にも手を伸ばしていた。朽木は一万石にも満たぬ国人領主、抗あらがえる筈は無かった。六角、浅井、朝倉、皆三好を畏れていた。誰も義輝様のために朽木を助けようとはしなかった。本当なら義輝様は朽木を追われる筈だった……」


「しかし朽木は三好の誘いを撥はね退けました」


私が答えると父が頷いた。


「あそこで朽木が三好に屈していれば義輝様は行き場を失い流浪の身になった筈。足利の威光は更に地に落ちた、三好が新たな天下を築いたかもしれぬ。だが朽木が踏み止まった。僅か三百の兵しか持たぬ朽木が三好など恐れぬ、たとえ領地を失おうと足利を守ると踏み止まった……」


「……」


父が我ら三人を見た。


「甘く考えるでないぞ。あの時は分からなかった。だが今なら分かる。あれで足利の威光は保たれた。三好は天下を掴み損ねたのじゃ。だから三好は義輝様と和睦せざるを得なかった」


「帝の御意向が有ったと聞きますが？」


右衛門督の言葉に父が首を横に振った。


「そうではない、和睦の話を持ちかけたのが朽木だからじゃ。そうでなければ無視する事も出来た」


「……」


「良いか、右衛門督、良く覚えておけ。たとえ大身であろうと腰抜けなど誰も畏れん。だが朽木は三好を畏れておらぬ。身代は小さいが心構えは三好と対等なのじゃ。だから三好は朽木の持ってきた和議を無視出来ぬのだ」


なるほどと思った。毛利も大きくなった。だが身代の大きさに油断してはならぬ。


「結局三好は義輝様を弑してしまった。将軍殺しの悪名を背負う事になったのじゃ。今は勢いが有る故誰も声高に責めぬ。だが勢いが衰えれば皆が声高に責めるだろう、それを大義名分に攻める筈。三好の終わりは良く有るまいな、惨めなものになろう。……憎い男よ」


驚いて父を見た。私だけではない、兄、右衛門督も驚いて父を見ている。父が我らの驚きに気付いたのであろう、顔を背けた。


「儂には出来なかった。大内に突き飛ばされ尼子に蹴飛ばされても這はい蹲つくばって頭を下げるしかなかった。大内と尼子が潰し合い大内が自滅した故それに付け込む事で大きくなれた。そうでなければ今でも這い蹲っていたやもしれぬ。……あの男は常に頭を上げている。眩しいわ、憎い程に眩しい」


呟く様な口調だった。右衛門督は分かるまい。物心付く頃には毛利はそれなりの勢力になっていた。だが私には父の気持ちが分かる。兄も同様であろう。


「ですが朽木も六角の前に頭を下げております」


父が乾いた笑い声を上げた。


「何も分かっておらぬな、右衛門督。朽木は六角に頭を下げておらぬ。六角を振り回しておったではないか。機嫌を取っていたのは六角の方よ」


「……」


右衛門督が納得していないと見たのであろう、今度は苦笑を浮かべた。


「浅井の治めていた北近江三郡、朽木が得たのは二郡、六角は一郡。六角が朽木の頭を押さえ付けていたなら逆になる。朽木は六角を利用したに過ぎぬわ」


「なるほど」


「この先、毛利と朽木の関係がどうなるかは分からぬ。だが決して大膳大夫に油断してはならぬぞ。戦うなとは言わぬが好い加減な気持ちで戦ってはならぬ。戦う時は毛利を潰す覚悟を致せ、良いな」


「はっ」


皆で頭を下げ部屋を出た。


朽木大膳大夫基綱、父に言われたが容易な相手ではない。伊勢長島の一向一揆は殆ど何も出来ずに降伏した。一揆勢は長島を追われ石山に戻ったらしい。そして伊賀は朽木に従う姿勢を見せている。当然の事だが大和の松永、紀伊の畠山は朽木の動きに同調しようとしている。朽木と三好が雌雄を決する時が近付いている様だ。






永禄十四年（一五七一年）　五月中旬　　　伊勢国安濃郡桂畑かつらはた村　　長野城　　長野祐基






「ついにやりましたな」


「これで我らもようやく安心出来るというもの」


「長島が片付いて直ぐであったな。清水山の殿も北畠には余程に腹が据えかねたと見える」


儂の言葉に細野壱岐守藤敦、分部與三左衛門光嘉の二人が頷いた。二人ともにこやかに笑みを浮かべている。この二人、兄弟だけあって声も似ているが笑顔も良く似ている。


「それにしても真田の兄弟、鮮やかなものですな。大膳大夫様の信頼が厚いとは聞いていましたが……」


「北畠権中納言、大河内相模守は砂で目潰しを喰らったと聞いております。いくら剣の達人でも目が見えねば闘えませぬ。何も出来ずに殺されたそうで」


先日、北畠一族が大膳大夫様の命により誅殺された。北畠一族の殆ど、三十人程が三瀬御所に集められ殺された。


「北畠権中納言は卑怯と絶叫したと聞いている」


「そのようですな」


「愚かな事で」


三人で声を揃えて笑った。あれだけ大膳大夫様に敵意を露わにしておいて許されるとでも思っていたのか。権中納言の官位が自分を守るとでも思っていたのだとしたら笑止な事よ。大膳大夫様は叡山でさえ焼いたというのに……。


「北畠は伊勢で力を失った。我ら長野一族を脅かす者は居なくなった」


儂の言葉に二人が頷いた。もう笑みは無い。


「だが弛ゆるむ事は許されぬぞ。我らは長野城の改修、安濃津城の改築と朽木の恩恵を周囲が羨む程に受けているのだ。その事を忘れてはならぬ。忘れれば北畠と同じ目に遭う事になろう」


また二人が頷いた。清水山の殿は我ら国人に対して酷く当たる事は無い。だが決して甘い御方では無い。その事を胆に銘じなければならん。そして多気郡には真田弾正が配されるのだ。弾正は外様とはいえ清水山の殿の腹心、気を弛めてはならぬ。


「鈴が戻って来るぞ。壱岐守、清水山へ迎えに行ってくれるか」


「はっ」


「案外戻りたがらぬかもしれぬ。清水山では大方様に随分と可愛がられていると聞く。それに温井の娘、三宅の娘とも親しくなったらしいからな」


「それは……」


二人が苦笑している。清水山の殿にも随分と可愛がってもらったらしい。鈴からは貝合わせ、あやとり、散歩をした等と文が来た。


「これまで随分と世話になっている。御礼の品を持って行ってくれ」


「承知しました」


「與三左衛門、その方も祝いの品を持って清水山に行って欲しい」


「祝いの品、でございますか？」


與三左衛門が首を傾げた。


「清水山では御方様、御側室、お二人共に御懐妊との事だ。」


二人が驚いた様な声を出した。朽木家は既に男子が二人、女子が一人いる。またそこに子が増える。先は明るい。


「惜しいですな」


「何がだ、壱岐守」


「いえ、鈴様の御歳が今少し上ならこのまま側室に、そう思ったのでござる」


「真、兄の言う通りにござる。清水山の殿もお困りでありましょう」


「無理を言うな、鈴は未だ十一だ。それこそ殿は困られよう。それより使者の件、頼むぞ」


二人が頷いた。十一か、後一年、二年、確かに惜しいな……。






永禄十四年（一五七一年）　五月中旬　　　摂津国東成郡生玉荘大坂　　石山本願寺　　顕如






「申し訳ありませぬ。我等多大な援助を頂きながら長島を守る事、出来ませなんだ」


三人が頭を下げている。一人は謝罪をした願証寺の住持、証意。残りの二人はこちらから長島へと送った下間豊前守頼旦、下間源次郎頼成。三人とも憔悴しょうすいしきって長島から此処に戻ってきた。


「顔を上げよ」


皆が顔を上げた。酷い顔だ、頬がこけ眼が窪み疲れ切っている。傍に控える刑部卿も痛ましそうな表情だ。顕悟が居ればと思った。顕悟ならば私の心を上手く軽やかにしてくれる。だが顕悟は河内の願得寺の住持でもある。常に此処に詰める事は出来ぬ。


「長島を失った事は残念であった。だが長島の門徒約二万を連れて戻った事には礼を言わねばならぬ。良くやってくれた」


私の言葉に三人が〝忝のうございます〟と言って頭を下げた。今後はこの石山が戦場になる事を覚悟せねばならぬ。そういう意味では二万の兵が増える事は大きい。だが武器弾薬、兵糧の問題も有る。それを思えば単純に喜ぶ事も出来ぬ……。


「殆ど戦にならなかったと聞いた」


証意達の表情が歪んだ。長島には三万の兵が籠っていたが為す術もなく敗れた。織田を相手にしていた時は十分に戦えたのだが……。


「補給を断たれました。桑名、松坂、大湊、山田、宇治、いずれも朽木に押さえられ堺、雑賀からの補給も儘ままなりませぬ。周囲を織田、朽木に囲まれ海には九鬼がおります。三河の一向一揆も潰されたとあっては……。長島は孤立し皆は絶望しておりました。心が折れかけていたのでございます」


証意がノロノロと答えた。言い訳には聞こえなかった。実際ここから見ていても長島は孤立し危うかった。何時かは制圧されるだろうと思った。ただ余りにも早すぎた……。


「戦が始まってからは朽木の大筒が願証寺を攻撃してきました。川の対岸からでございます。味方はそれを止めさせるために川を渡ろうとしましたが朽木の鉄砲隊が……。一方的に撃たれ、……門徒達は川を渡る事が出来ず崩れました……。その後は抵抗らしい抵抗も出来ず……」


啜すすり泣きが聞こえた。証意が話しながら泣いている。他の二人も肩を震わせている。余程に辛い思いをしたのだと思った。


厄介な相手よ。朽木大膳大夫基綱、気性の激しい短気者かと思ったが戦の遣り様はむしろ手堅いと言って良い。力攻めでは長島は簡単に落ちぬと見たのであろう。或いは織田との会談でその辺りを確認したか。焦らずにじっくりと長島を攻めた。そして長島陥落後は間髪を入れずに北畠一族を誅殺した。


冷徹な男だ、これまで相手をしてきた大名達とは何かが違うように思う。叡山の事も躊躇う事なく焼いた。越前では門徒衆を根切りにした。朽木領内では大膳大夫の許しが無くては布教も出来ぬ。神仏を畏れる心、敬う心等無いのであろう。神仏の上に立とうとしているとしか思えぬ。となれば我等とは相容れぬ存在、厭な男だ……。


「御上人様」


下間豊前守が思い詰めた様な表情で私を見ていた。


「如何した、豊前守」


「御検討頂きたい事がございます」


「申して見よ」


「朽木と和を結ぶ事を御検討頂けませぬか？」


刑部卿が〝豊前守殿〟と小声で声を掛けた。止めよと言う事であろう。


「次はこの石山が決戦の場となりましょう。あの男を甘く見てはなりませぬ。長島同様、陸を包囲され海からも包囲されれば戦う事も出来ずに敗れましょう。三好は何処かで本願寺が衰える事を望んでいる様に見えます。当てには出来ませぬ。毛利も陸奥守殿が重病と聞きます、毛利の水軍も当てには出来ますまい。何卒、何卒御検討を願いまする……」


豊前守が頭を下げた。


心が冷えた。怒りは無かった。ただ心が冷えた。この男は何も分かっておらぬ。朽木大膳大夫を相手に和など有り得ぬ。何より向こうが受けぬであろう。あの男は和では無く服従を求めているのだ。そして一度敵対した者は決して許さぬ。北畠を見ればそれが分かるではないか。それが分からぬとは……。甘く見ているのは私ではない、この男だ。こんな馬鹿が居ては勝てるものも勝てなくなる。


席を立ち刀掛けから太刀を取った。鯉口を切って豊前守に近付く。豊前守が〝御上人様？〟と呟き刑部卿が〝なりませぬぞ！〟と声を上げた。豊前守が怯えた様な表情を見せた。


「ならぬか、刑部卿」


「なりませぬ」


「そうか、ならぬか」


豊前守がホッと安堵の表情を見せた。それを見ながら太刀を抜いて振り下ろした。豊前守が声も出さずに倒れ証意と源次郎が後ずさった。甘いわ、甘いのよ。


刑部卿が〝御上人様〟と呟くのが聞こえた。


「朽木との和など有り得ぬ。たとえ我らがそれを望んでも大膳大夫がそれを受け入れる事は無い。あの男は和では無く服従を望んでいるのだ。そうであろう、刑部卿」


「はっ」


刑部卿が畏まった。


「神仏を畏れぬ増長者、それがあの男の正体だ。あの男に屈する事は出来ぬ。あの男に屈するという事は阿弥陀仏の上にあの男を置くという事である。そのような事、出来る筈もない」


「……」


「聞け！　朽木は敵ぞ！　不倶戴天の敵である！　仏敵朽木を倒す事こそがこの現世うつしよに極楽浄土を実現する第一歩になるのだ！　その事を確と胸に刻み込め！」


刑部卿、証意、下間源次郎が畏まった。心は冷えたままだ。だがそれで良いのだ。あの男と戦う以上心は冷えたままの方が良い。融けるのはあの男を斃たおした後になるだろう……。






永禄十四年（一五七一年）　五月下旬　　　近江国高島郡安井川村　　清水山城　　朽木基綱






ようやく少し落ち着いてきた。これまでずっと忙しかったからな。長島攻略、北畠一族誅殺、伊賀接収、堀内新次郎の誘引、土佐一条家への援助。立て続けだった。その合間合間に桑名を朝廷に献上し毛利に使者を出して加賀に配した城代達に領地を与え、真田にも領地を与えた。伊勢の多気郡と度会郡の一部で石高は四万石、喜んで貰えた。次は能登に居る城代達だな。


長島攻略は思ったよりもあっさりと終わった。どうやら補給を断たれた事で一揆勢の士気は下がる一方だったらしい。おまけに攻めて来るのが根切りの朽木だ。当主の俺は門徒共を殺すのは善行で自分の使命だと宣言する鬼畜だからな、降伏するから殺さないでくれと哀願される始末だった。なんだかなあ、俺ってそんなに酷い奴か？　皆は楽に戦が終ったと喜んでいるが俺は少しも喜べん。凄く心外だ。大体おかしいんだ。極楽浄土は如何した？　何で死を怖がる？　


顕如は長島が不甲斐無く降伏した事に大分腹を立てたらしい。また物を投げて暴れたそうだ。そして長島で将として防衛戦に加わった下間豊前守を斬り殺した。噂では豊前守は朽木との和を唱えた事で逆鱗に触れたらしい。顕如の怒りの程が分かる。北陸、東海道から一向一揆は追い出された。これで残っている拠点は西国だけだ。東から攻めてくる敵に対しては石山が最前線になると言う事だ。不本意だろうな。でも坊主なんだから殺生は慎めよ。ホント、何処か普通じゃない。織田、徳川からは丁重な文が来た。いよいよ東へ向けて進むらしい。今川との決戦だな。もっとも時期は秋の取り入れが終わってからだろう。今は準備に余念が無い様だ。


長島には門徒ではない人間も居た。あそこは一種の治外法権だから主家が潰れたとか主君を怒らせて逃げたとか犯罪を犯したとか訳有りの人間が逃げ込んでくる。これが結構面白そうな顔ぶれなんだ。そいつらに朽木に仕官しないかと打診したら何人かが受けてくれた。人間食わなきゃ生きていけないからな。節操が無いとか忠誠心はとか詰まらん事は言わん。


仕官してくれたのは長井隼人正道利、日根野備前守弘就、日根野弥次右衛門盛就。この三人は美濃一色家の家臣だった。日根野備前守弘就と日根野弥次右衛門盛就は兄弟だ。大木弥介兼能は伊勢の国人領主だったが長島の一向一揆に参加した。城と領地は戻さん、本人が内政関係の仕事がやりたいと言うから御倉奉行、荒川平九郎の下に就ける事にした。一から頑張れ。


他には笠山敬三郎久道、笠山敬四郎久長、多賀新之助久秀、鈴村八郎衛門親好を召し抱えた。いずれも手強く戦ったと前線からは報告が来た男達だ。敬三郎と敬四郎は親子だ。敬三郎は四十半ば、敬四郎は十代後半、新之助は二十代後半、そんなところだろう。三人とも浮ついたところの無いしっかりした男だ。適当に何人か下に付けて見ろと言って田沢又兵衛に預けた。結果が良ければ俺の傍に置こうと考えている。


敬三郎と新之助は古い知り合いらしい。どうもこの二人、以前同じ家中に居たんじゃないかと思う。だが息子の敬四郎は仕官するのは今回が初めてらしい。だとすると仕えた家が滅んだにしても十年以上は前の事になる。長島に来たのは八年前だとか。結構苦労したのかもしれん。


鈴村八郎衛門は尾張の出だ。鈴村というのは尾張では結構知られた姓なのだが八郎衛門はその名の通り八番目の息子らしい。兄達は信長に仕えているらしいが八郎衛門は妾腹の出で兄達と仲が悪かったので信長には仕えなかったようだ。年の頃は二十代の前半、俺と同年代なのだが割とイケメンだ。ちょっと羨ましいわ。


北畠の誅殺は真田源太郎と徳次郎の兄弟が実行した。元服して北畠家当主となった北畠具成に俺が嫁を世話する、ついては相談したいという名目で北畠一族を三瀬御所に集めた。内々に京の有力公家の娘を考えていると伝えておくと簡単に集まったらしい。どうも北畠は俺が連中の事を全く歯牙にもかけていないと思っていたらしい。長島を根切りにしなかった事も影響したようだ。後は一網打尽だ。北畠具教、大河内教通は兵法の達人だが砂で目潰しをして殺したようだ。長島攻略、北畠誅殺が終った時点で伊勢領内に関の廃止と楽市楽座を実行した。領内は街道の整備も進んでいるからこれまで以上に繁栄するだろう。


北畠を誅殺すると大和の義昭がキャンキャン騒ぎ出した。北畠は自分の忠臣とでも思っていたのだろう。笑わせるよ、何も分かっていない。俺が北畠が義助に通じていた事を教えるとピタリと俺への非難が止まった。そして何時上洛するのかと言い出した。夏か、秋か、冬か、出来れば年内に上洛したい……。好き勝手言うよな、全く。その内に、気が向いたら、そう答えておいた。義昭が北畠に曖昧な態度を取った事が北畠一族惨殺を招いたのだ。俺は怒っているんだ、覚えておけ。


だが現実に三好、上洛を如何するかという問題は有る。土佐に一条という拠点が出来た。協力して東土佐を制するという手も有る。そこから阿波を脅かせば反三好勢力が忽ち蠢うごめき出すだろう。三好は四国からの援軍は見込めなくなる。或いは紀伊水道を制して畠山と共に紀伊西部を攻略する。三好は紀伊方面に兵を取られる筈だ。そこを近江、伊賀から攻め込む。堀内新次郎が傘下に入り熊野水軍を完全に朽木の支配下に置いた今、十分に可能だろう。だが一条が朽木と結べば長宗我部は三好と結ぶだろう。となると……、要検討だな。


伊賀は完全に朽木の勢力範囲になった。伊賀の実力者、千賀地保元、百地丹波、藤林長門守の三人が自ら俺に会いに来た。そして伊賀一国、朽木家を主として仰ぎたいと言ってきた。条件は一つ、伊賀の自治を認める事。こちらからも条件を出した。軍の移動の自由、そして伊賀者が他国の仕事を請け負う事の禁止。勿論、その代わりに朽木が伊賀者を雇う。向こうも条件を飲んだ。伊賀者については支配の頭を置いてくれと言うので重蔵と相談して大叔父に頼む事にした。今は土佐、九州方面を調べさせている。九州はこれから騒がしくなる筈だ。


土佐への援助は金と武器、金は二千貫、武器は鉄砲三百丁。既に九鬼が運んでいる。まあ援助しても元は直ぐ取れる、火薬、鉛玉、火縄、兵糧。幾らでも売ってやるからな。戦争ビジネスで大儲けしてやる。それに土佐は材木、御影石みかげいしの産地だ。伊勢と土佐を結んで土佐から琉球、なかなか楽しくなりそうだ。琉球には今年の晩秋ぐらいに行く事になる。そして来年春先に帰国だ。交易だけじゃない、対島津の問題も含めて琉球側と話し合いをさせようと考えている。


毛利には使者を送って事情を説明した。元就の具合は大分悪いらしい、長くは無いな。跡取りの輝元だが使者の話ではどうも頼りない。毛利の勢いは元就死後は間違いなく鈍る。史実で知っているという事では無く使者の話を聞いて肌で感じた。余り当てには出来んな。三好と組まなければ良し、そう思う事にしよう。何時かは戦う事になるかもしれない。安芸は本願寺の勢力が強いから要注意だ。


長島を制した事で桑名は禁裏御料として朝廷に献上した。朝廷からは官位をという話が有ったが断った。去年の親王宣下から立太子礼でも官位をって話が有ったんだが困るんだ。今だって従四位下大膳大夫なんだ。これって結構高いんだよ。義昭が従五位下左馬頭、将軍になった義助が従四位下参議兼左近衛中将。位階なら俺は将軍と同等で義昭よりも上だ。それに四位って幕府内部の序列で言えば相伴衆に与えられる地位なんだ。朽木は御供衆だぞ。今だって不釣り合いなのだ。これより上に行くと朽木は驕っているとか非難が出かねない。


でも朝廷もしつこいんだ。何か俺に与えないと不安なんだろう。官位が嫌なら桐紋をどうかなんて言ってくる。あのなあ、朝廷が武家に桐紋を下賜するって問題だろう。元々は後醍醐天皇が足利尊氏に討幕の恩賞として与えそれ以降は足利将軍家が功績有る家臣達に与える事で桐紋を使用する家が広まっていった。


今ここで俺が帝から桐紋を貰えばどうなる。何処かの馬鹿が帝は暗に朽木に天下を取れ、幕府を開けと伝えた。或いはそれを望んでいる、なんて言い出しかねない。とんでもない騒ぎになるだろう。特に義昭は僻みが酷いからな、またキャンキャン騒ぎ始める筈だ。気持ちだけで良いんだ、何もしないでくれ。して欲しい時はこっちから頼むから。千津叔母ちゃんに綾ママから頼んだから何とかなるだろう。


戦から帰ると小夜と雪乃が妊娠している事が分かった。同時期に出産するはずだ。頼むから両方とも男は止めてくれよ。織田信雄、信孝兄弟みたいなのは御免だ。男女で産み分けるかどちらも女、そうしてくれ。家庭内にまで問題を持ち込まれたくは無い。でもそういう気持ちを分からない奴もいる。


二人が妊娠していては御辛いでしょうから新たに側室を、そんな事を言って来るんだ。要らない、欲しくない、面倒だ。家臣達にははっきりと断った。今だって結構大変なのにこれ以上の面倒事は沢山だ。大体新しい側室ってどこから選ぶんだ。家臣の中から選ぶのは嫌だぞ、家中に変な勢力は作りたくないし気を使うのも嫌だからな。女達が出産するまでは壺でも磨いて過ごすさ。後は辰、篠とあやとりでもして遊ぼう。それと貝合わせだ。ちょっと恥ずかしいが神経衰弱みたいで結構楽しい。下野守、弾正にもやらせよう。それで十分だ。






永禄十四年（一五七一年）　六月上旬　　　加賀国能美郡今江村　　三湖台　　北畠具房






「なんとも見事な眺めだ」


私の言葉に三人の部下が〝確かに〟、〝真に〟と同意した。順三郎、宗十郎、新二郎。朽木家で農方奉行の配下の者達だ。三人共百姓の家に生まれたがいずれも五男、六男、家は継げない。足軽になるという選択も有ったが小者として朽木家に仕える事を選んだ。


三人とも穏やかな性格をしているから戦に出る事を嫌ったのだろう。仕えて四年、漸く十代の後半にさしかかろうとしている。朽木家は元は小身であったため譜代が少ない。そのため小者を積極的に登用している。百姓らしからぬ名は小者として召し抱えられた時に付けられたと聞いている。


「気に入ってくれたかね？」


「うむ、大層気に入った」


答えると問い掛けてきた老人が満足そうに頷いた。老人の名は十右衛門、この土地の名主みょうしゅを務めている。七十を超えているらしいが話す言葉はしっかりしているし足腰も達者の様だ。


「この地は御幸塚みゆきづかとも呼ばれておるんじゃ。それ、近くにある城も御幸塚城と呼ばれとる。その昔花山の法皇様がこの地に滞在になさった事が有っての、此処に登り周囲を御覧になったと言われとるで」


「それで御幸塚」


「そういう事じゃ」


嬉しそうに老人が答える。多分法皇様がこの地に滞在されたという事が自慢なのであろう。しかし花山の法皇様となれば五百年以上も昔の事だ。法皇様と同じ場所に立って同じ景色を見ていると思うと感慨深い物が有った。


加賀三湖と呼ばれる木場潟、今江潟、柴山潟が見える。木場潟と今江潟は前川で結ばれ今江潟と柴山潟は串川で結ばれている。そして今江潟からは梯川を使って海にと繋がっていた。船が何艘なんそうも浮かんでいる。川を使って湖から湖へ、または海へと物を動かしているのであろう。豊かな土地だ。海、川、湖、この地は水に恵まれた土地なのだと思った。


「豊かな土地だな、水に恵まれている」


「朽木様の支配になってから関が廃止され税も安くなった。その御蔭で船を使った仕事がし易くなった。有難い事じゃで」


「……」


「もっとも良い事ばかりじゃねえ、この湖と川は厄介でも有る」


厄介？　訝しんでいると老人が困った様な笑みを浮かべた。


「この加賀三湖は全て繋がっておる。長雨で増水すると水が溢れて周辺の水田が水没するんじゃ。それに水が少ない時は海の水が逆に入って来る事も有る。田に海水が入れば米の収穫が減るからの」


なるほど塩の害か。順三郎、宗十郎、新二郎が訝しげな表情をしている。この三人は近江の出だ。塩の害には無縁なのだろう。伊勢では時折起きた。塩の害について話すと三人が驚きの声を上げた。


「確かに厄介な事だ」


「厄介じゃが折り合いをつけて生きて行かねばならん……。この加賀三湖と川と海、それによってこの一帯が栄えているのも事実なんじゃ」


「……」


「それにな、わしゃ此処が好きなんじゃ。ほれ、その今江潟じゃが此処だけは海の水が混じっている」


老人が今江潟を指差した。


「その所為で木場潟、柴山潟に比べれば魚の種類が多い。渡り鳥もそれが分かっているからの、今江潟に沢山集まる。わし等は魚も食べればその鳥も食べる。一緒に生きて来たんじゃよ。わしゃ此処が好きなんじゃ」


老人が加賀三湖を見ている。愛おしそうな表情だ。この地で加賀三湖と共に生きてきたからこそ生まれる感情なのだろう。


「近江に戻ったら堤防を築く事を進言してみよう」


「本当かね」


「朽木家は領内の治水に熱心だ。隣国の越前では九頭竜川の堤防を築いている」


老人が〝ほう〟と嬉しそうな声を出した。塩の害の事は如何すれば良いかは分からない。だがそれも話してみよう。たとえ塩の害を防ぐ手段が無くても堤防を築けばかなり違う筈だ。


〝有難い事じゃ〟と老人が喜んでいる。羨ましかった。老人はこの土地と共に生きているのだと思った。私はそこまで伊勢の地に愛着を持てなかった。むしろ伊勢から離れた時はホッとした。私にとって伊勢と北畠当主の座は重荷でしかなかった。いやそれ以上に危険だった。あのまま当主の座に有れば私は殺されていただろう……。


父や弟達、親族が殺された時も悲しみは有ったが涙は出なかった。父達は伊勢国司北畠の名に拘り過ぎたのだ。いやそうではないな、子である私を殺そうとまで考えていたのだ、囚われていたのだろう。そしてその事に気付いていなかった。滅ぶべくして滅んだのだと思う。愚かな事だ、せめてこの老人の様に伊勢の地を愛しているから伊勢に拘ったと言うのなら私は涙を流せただろうに……。


「如何かなさったかね？」


老人が私を心配そうな表情で見ていた。どうやら私は泣いていたらしい。涙が頬を伝わっている。


「いや、なんでもない。時に御老人、この土地には怪異な話は無いかな？」


老人が〝怪異？〟と訝しげな表情をした。順三郎、宗十郎、新二郎の三人が可笑しそうな表情をしている。此処に来るまで色々な土地で同じ問いをしてきた。また始まったと思っているのだろう。


「そうじゃのう、……別当様の事を御存じかね？」


「別当様？」


はて、別当様とは……。


「昔の事じゃがこの地で源氏と平氏が戦った。その時別当様と呼ばれる老武者が討死なさってな。そのずっと後の事じゃが別当様の亡霊が出たんじゃよ。それ以来多太ただ神社では御上人様の代替わりごとに別当様の回向が行われているんじゃ」


「なんと、別当様とは斉藤別当実盛の事か」


老人が嬉しそうに〝御存じかね〟と言った。


知らぬ筈が無い。その話は謡曲『実盛』として伝わっている。そうか、篠原の戦いはこの近くで起こったか……。






永禄十四年（一五七一年）　六月上旬　　　近江国高島郡安井川村　　清水山城　　朽木藤綱






弟、左兵衛尉成綱と共に目通りを願うと直ぐに御前に通された。同席しているのは蒲生下野守一人、人払いをしたらしい。


「大和より文が届きましたので御披見頂きたく持参致しました」


懐から四通の文を差し出した。二通は儂と左兵衛尉に届いた物、残りの二通は此処には居ない右兵衛尉直綱、左衛門尉輝孝に届いた物。二人は今兵糧方の仕事で越前に向かっている。


「御苦労だな、叔父上方」


殿が我ら兄弟を労ってから文を受け取った。一つ一つ読んでいく。表情は変わらない。淡々と読んでいく。読み終わると下野守に差し出して〝読むが良い〟と言った。下野守が我らに軽く頭を下げてから文を受け取り読み出した。直ぐに読み終わった、下野守は何とも言えない表情をしている。


「相も変わらず身勝手な事よ。北畠を誅した時には随分と一方的に俺を責めたのだがな。もう忘れたらしい」


殿の言葉に下野守が片頬を歪めた。笑うのを抑えたようだ。我らに対して遠慮しているらしい。


「叔父上方には苦労をかけるな、このような文を受け取るのも俺に差し出すのも苦痛であろう」


「いえ、決してそのような事は」


否定しようとすると殿が首を横に振った。


「遠慮するな、長門の叔父上。文にはその方は評定衆でも有り大膳大夫にとっては最も近しい親族でも有る、伊勢が落ち着いた今、何としても俺を説得して上洛させよと書かれて有った。ウンザリであろう」


「……」


確かに大和からの文にはウンザリしている。


義昭様は自分の思い通りに動かぬ殿に強い苛立ちを持っているらしい。文の内容からそれが伺える。その分だけ我らに対する要求もきつくなっていく。特に評定衆でもある儂への要求は厳しい。文には足利の恩を忘れたかとも書かれて有った。だが恩とは何だろう？　今では儂は朽木家で一万五千石の禄を食はみ、評定衆として政にも関わる身だ。それは殿から与えられた物、足利が与えた物ではない。


「その内に、気が向いたら上洛すると返事をしたのが気に入らぬらしいな」


殿の言葉に下野守が失笑した。余りな返事だと思ったのかもしれない。義昭様も同じ様に思っただろう。もっとも意のままに動く大名など義輝様の頃も居なかった。皆己が大事なのだ。己の利と将軍家の利が一致した時だけ大名は将軍家に協力した。そうでなければ平然と無視した。その事は殿が誰よりも御存じであろう。だからこそ御大葬、御大典を利用して和睦への道を切り開かれた。


問題は今の義昭様には殿以外に上洛を実現出来る大名が居ない事だ。だからどうしても要求はしつこくなる。そして殿は足利に酷く醒めた感情をお持ちだ。特に能登、伊勢の件で義昭様に対して強い不信感を持っておられる。殿は朝廷、帝にも強い影響力をお持ちだ。足利を頼る必要は無い。一番悪い組み合わせだと言える。


「返事はどのように？」


弟が問うと殿が〝そうだな〟と言った。眉を寄せ何かを考えている。


「……上洛はする。朽木が大きくなるには西に進むしかないからな」


上洛の意志は有る。但し、義昭様のためではない。あくまで朽木のためだ。


「時期については何と書きましょう？」


「時期は……、来年の早い時期になるだろうと書けばよい。以前細川兵部大輔、三淵大和守にそういう事を言ったからな。嘘とは思うまい。少しは義昭様も落ち着くだろう」


「……」　


来年の早い時期、となると一年近く先か。落ち着くと言われたが義昭様にそれを待てるだろうか……。


「上洛の準備にはそのくらいかかる」


「はっ」


慌てて頭を下げた。もしかすると儂の沈黙に疑義を感じたのかもしれぬ。殿はそういう事には鋭い御方だ。


「叔父上方の手柄にしてよいぞ」


「しかし、それは」


断ろうとすると殿が笑い声を上げた。


「偶には手柄を立てねばな。叱責を受けるだけでは辛かろう」


「……」


「俺から言質を取ったと書けば義昭様に頼りにされよう。叔父上方には心の内を漏らすやもしれぬ。そうなれば向こうの動静も探り易くなる」


「……」


驚いていると殿が頷かれた。


「上洛も問題だが上洛の後も問題だからな。頼むぞ」


「はっ」


……上洛の後も……。殿は上洛を利用して西へ勢力を伸ばそうと考えている。義昭様がそれを許す筈が無いとも考えている。つまり軋轢あつれきは続くという事か……。

            





不本意


永禄十四年（一五七一年）　八月上旬　　　三河国額田郡康生村　　岡崎城　　酒井忠次






「如何なされました、殿」


城の一角にある部屋で主、家康様が一人無言で立っておられた。部屋には近隣から届けられた嫡子誕生の祝いの品が所狭しと並べられている。主がホウッと息を吐いた。


「織田も朽木も豪儀よの、羨ましいわ」


確かに両家からの祝いの品は他家の祝いの品を圧している。主の言うとおり豪儀ではある。面白くないのかもしれぬ。三河は元々貧しい、だが近年の混乱で更に困窮に拍車がかかった。素直に喜べぬのだろう。


「両家とも裕福でございますからな。それに織田様にとって殿は義弟、両家の紐帯が強くなったと御喜びなのでございましょう。これから今川、武田を相手に戦うとなれば殿の御力は是非にも必要でござる」


鼓舞したが主に反応は無かった。


「惨めよな、今川から嫁を貰いそれを殺して織田から嫁を貰うとは……」


「殿！　それ以上はなりませぬぞ」


「分かっておる。あれを殺した事も、子等を殺した事も、織田から嫁を貰った事も不満は無い。生き残るためじゃ、已むを得ぬ事よ。だが時折酷く惨めになる」


「……」


祝いの品を見ていた主が儂に視線を向けた。


「左衛門尉、儂は間違ったのか？　今川から離れたのは正しかったのか？」


哀しそうな瞳だった、胸に痛みが走った。


「今川からの自立は皆が望んだ事にござる。殿はそれを叶えたに過ぎませぬ」


「だが結局は織田に服属する事になった。徳川の自立は潰えた……」


「それでも今川に服するよりはましでござる。今では岡崎に殿がおられます、今川に服していては今でも駿府やもしれませぬぞ」


主が視線を逸らした。


「口惜しいわ。あの時、儂はこれからだと思った。織田と結び東三河から遠江に、そして駿河、そう思っていた。今川に代わって儂が東海一の弓取りになる、それなのに……」


「殿……」


「負けぬと思った。朽木は近江で一郡を有するのみ。多少名は売っているとはいえ負ける事は無いと。それなのに……」


主が唇を噛み締めるのが見えた。


あの時か……。桶狭間直後なら朽木よりも徳川の方が分は良かったかもしれん。だが野良田の戦い以降、朽木は凄まじい勢いで近隣を切り取り始めた。僅か十年程で近江、若狭、越前、加賀、能登、伊賀、伊勢、志摩の八か国を領するまでになっている。だが徳川は一向一揆と内紛に足を取られた。今川と武田にしてやられた……。


「愚痴だな、左衛門尉。儂に力が無いから今の徳川が有る」


「殿、そのような事は」


主が首を横に振った。


「慰めは要らぬ。今を見据えねば先には進めぬ。儂は弱く力が無いのじゃ。だから織田の力を借りて家を保つ」


自虐ではなかった、声に力が有る。我が主は決して愚かではないし心も弱くは無い。何処かで安堵する自分が居た。今川、武田との戦いの中で徳川が大きくなる道を探す。難しいが不可能ではあるまい。それを信じて殿を支えなければ……。


「朽木は三好と戦うようだな」


「はっ、長島を制し北畠を誅しました。京へ向かう前に後顧の憂いを取り除いたのでございしょう。伊賀も朽木に付いた事で京を包囲する形が出来ております」


「足利義助様、義昭様の争いもいよいよ決着か。三好も必死であろう」


「三好も必死でございましょうが義助様、義昭様も必死でございましょう」


「そうよな」


主が頷いた。


三好は足利義助様を担ぎ将軍へと押し上げた。しかし朽木、織田、上杉はそれを認めておらぬ。その勢力は東海、北陸、関東と広範囲に及ぶ。義助様を将軍と認めるのは三好の影響力の強い畿内、中国、四国の一部でしかない。特に朽木は畿内の直ぐ傍で巨大な勢力を持つ。義助様が周囲に将軍として認められぬ大きな要因だ。三好も足利義助様を担いだ以上朽木との戦いを避ける事は出来ぬ。


義助様、義昭様は諸国の大名達に自分に味方せよと檄げきを飛ばしている。織田、徳川にも義昭様から兵を出して朽木に協力せよと使者が来た。朽木からも使者が来た、今川との戦いを優先して貰って構わないという書状を持ってきた。勝算が有るのだろう。羨ましい程の余裕だ。


「さて、倅の顔を見て来るか。奥の機嫌も取らねばな」


殿が笑いながら言った。


「首尾良う為されませ。御武運を御祈りしておりまする」


おどけると殿が笑いながら〝うむ〟と頷かれ御方様の御部屋に向かわれた。御苦労されておる、御方様が今少し御気性が穏やかならば良かったのだが……。その分まで我らが御支えしなければならん。織田との縁談は德川を、我らを守るためなのだから。






永禄十四年（一五七一年）　八月下旬　　　摂津国東成郡生玉荘大坂　　石山本願寺　　顕如






「上手く行ったか！」


「はい」


顕悟が力強く頷いた。思わず笑い声が上がった。久々に良い報せよ。刑部卿も顔を綻ばせている。


「側近の上野中務少輔殿に繋ぎを付けました。中務少輔殿は大膳大夫に強い敵意を持っている事で知られておりまする。上手く義昭様に取り次いでくれたようで……」


「うむ」


「義昭様は本願寺が義助を見限り予に敵対せぬのは殊勝であると仰せられたそうにございます」


「ふふふ、殊勝か、好い気なものよ。将軍気取りだな」


少し不快だった。皮肉ると顕悟と刑部卿が顔を綻ばせた。


「まあ煽てておけば宜しゅうございましょう」


「左様、刑部卿の申す通りにございます。なんとも扱い易い御方で」


また笑い声が出た。煽てておけ、扱い易いか、確かにその通りだ。馬鹿は煽てておくに限る。一々相手にする事は無い。


「銭を贈ったのが効いたようにございます」


顕悟がニヤニヤと笑っている。


「ほう、そうか」


「何と言っても流浪の身ですからな。しかも戦続き。大分餓かつえているようで」


「……」


「まあ時折、餌を与える必要が有りましょう」


「顕悟は酷い事を言う。まるで犬扱いだな」


私の言葉に二人が笑い出した。私も笑う。久し振りに声を出して笑ったような気がした。


「中務少輔殿は上洛後の事を考えておりますな」


「上洛後？」


「はい、何処に誰を入れるかにございます」


なるほど、と思った。刑部卿も頷いている。


「おそらく大和には松永弾正、河内には三好孫六郎、和泉には内藤備前守が入りましょう。問題は摂津にございます」


摂津か、自然と顔が引き締まった。


「如何考えているのだ。まさか、大膳大夫か？」


私の問いに顕悟が首を横に振った。


「幕臣達の中にはそう考えている者も居る様にございますが中務少輔殿はそれを避けたいと考えております。そういう意味でも我らが義昭様に恭順したのは義昭様の意に適うと申しておりました」


意に適うか。つまり義昭様も大膳大夫の勢力拡大に繋がりかねない事には反対なのだ。


「頼りながらも抑えようとは身勝手なものよ」


私の言葉に二人が頷いた。あの二人、いずれは決裂するな。それにしても随分と嫌われたものよ、日頃の行いが悪いせいだな。


「上洛後は速やかに祝いの使者を出す様にと」


「つまり銭を寄越せ、餌を寄越せという事か」


顕悟も刑部卿も笑わない。それだけ大事だと見ているのだ。今回の上洛戦、義昭様が勝つだろう。大膳大夫は水軍を使って紀伊北部に攻撃を掛け始めた。狙いは雑賀だ。雑賀は船を拿捕、焼き討ちされ悲鳴を上げている。上洛戦に関わる余裕などあるまい。厭らしい事をする。だが確かに効果は有る。義助様は朽木に対抗するための鉄砲隊を失った。明らかに劣勢に立たされたのだ。銭は惜しむまい、銭は有るのだ。使ってこそ意味が有る。


「良かろう、祝儀だ、弾んでやろう」


私の言葉に二人が畏まった。大膳大夫め、さぞかし当てが外れような。良い気味よ。






永禄十四年（一五七一年）　八月下旬　　　近江国高島郡安井川村　　清水山城　　朽木基綱






「朽木家が動かせる兵力は約八万。領内に約三万を置き今回の遠征には残り五万を動かすべきかと軍略方は考えております」


長九郎左衛門連龍の言葉に評定の間がざわめいた。興奮を引き起こした九郎左衛門は醒めている。良いね、こういう冷静な男は参謀向きだ。


領内に残す三万には高浜、敦賀に置いた七千も含まれている。残りの大部分が清水山に配備されるだろう。場合によっては後詰の意味も有る。それにしても八万か、なんか随分多くなったな。元々は朽木八千石で三百だから二百五十倍以上？　ちょっとバブリーじゃないの。


「全軍で近江から京を目指します」


「待たれよ、兵を分けて伊賀から大和に進出する事は考えないのか？　大和方面は松永だけでは無く畠山の力も当てに出来る筈、三好の兵力をかなり引き付ける事が出来よう」


進藤山城守の言葉に何人かが同意する声を上げた。


「それにつきましては我々も検討しました。その上で兵は近江に集中し伊賀から大和へは伊賀衆、甲賀衆による偽情報で兵を動かすと見せて三好の兵を大和方面に引き付けたいと考えております」


彼方此方から唸り声が起きた。


「可能なのかな？」


「それについては某から答えよう」


大叔父の発言に皆が大叔父を見た。


「伊賀衆からは是非ともやりたいとの事だ。甲賀衆は三好を必ずや欺いて見せると返事が有った」


何人かが顔を見合わせ頷いている。疑義の声は出ない。偽情報を使うのは俺の案だ。兵を二分する？　冗談じゃない、大和方面には義昭が居るんだ。あいつが余計な口出しをしたらどうする？　これ以上足利の阿呆共に掻き回されるのは御免だ。


不本意なんだよ、義昭の馬鹿が勝手に上洛、上洛と騒ぎ出した。周辺諸国に上洛するから兵を出せ、もう直ぐ自分が将軍になるとか言い出して舞い上がっている。幕臣共も同様だ、京に戻りたくて一緒になって騒いでいる。義助がそれに反応して自分が正統な将軍だ、自分に味方しろとか周囲に手紙を送っている。お互いにヒートアップして今じゃ上洛は十月というのが既定事実だ。


何で？　俺の意思は？　主力は俺なのに誰も俺の意思を確認しようとしない。……長島の攻略が予想以上に簡単に終わってしまった。その後の北畠誅殺も迅速に済んだ。その所為で皆が朽木はやる気満々と勘違いしてしまったらしい。違うんだ、長島は予想外で北畠はもうウンザリしていただけなんだ。それなのに……。


俺はもう少し時間をかけたかった。上洛は来年の早い時期を考えていたんだ。実際義昭には叔父達を使ってそういう風に伝えた。準備に時間がかかるってな。それなのに馬鹿共が騒ぎまくってこの有様だ。叔父達は面目無さげだったな。叔父達の所為じゃないって言ったけど……。


水軍を使って雑賀衆を脱落させ畿内と四国の間を分断する。そして丹波、丹後を味方に付ける。そうなれば上洛戦はかなり楽になった筈だ。……不本意だ、止めたいけど今更止められん。今の状態で止めたら朽木は三好に怯えたとか俺が病気だとか変な噂が立ちかねない。もしそうなったら波多野、一色は三好に与しかねない。朽木は後継者が幼いんだ、おまけに譜代が少ない。俺に万一の事が有ったら朽木は必ず崩壊すると周囲は見ている。八カ国の巨大な草刈り場の登場だ、皆が分け前を求めて群がるだろう。その方が危険だ。


「兵糧、火薬、鉛玉、火縄、弓矢はこの城と坂本城に蓄えます。遠征期間は約四カ月を想定、この件は既に兵糧方に伝え問題は無いとの答えを頂いております」


「遠征期間は四カ月との事ですが万一を考え人数は八万人を想定して用意するつもりです」


九郎左衛門、伊右衛門の言葉に彼方此方から溜息が聞こえた。まあ五万人の上洛戦とか八万人の兵糧とか前代未聞だな。六角だって出来なかった事だ、溜息も出るだろう。俺も溜息を吐きたい、どうしてこうなった？


輝虎と信長には上洛戦には参加しなくても良いと伝えた。北陸勢は時期的に帰れなくなる可能性も有る。それに信長は対今川戦に専念したそうだしな。無理に参加して貰う必要は無いさ。大体あの二人が上洛戦に参加すれば最低でも三万は兵が増える。兵が多ければその分だけ補給に負担が掛かるのだ。準備に時間が掛けられない以上、兵力が多い事はマイナスになりかねない。長期戦になれば危険だ。


輝虎と信長には愚痴ってしまったよ。馬鹿共が好き勝手やって後始末だけ俺に押し付けるって。畠山、北畠、今度の上洛戦、うんざりだって文に書いてやった。


二人とも優しいんだ、馬鹿の相手を押し付けちゃってごめんねって返事が来た。でもな、その後で琉球と交易するそうですが御砂糖を頂戴なんて書くなよ、信長！　甘党なのは分かるけどな！　そんな事を書かなくても送ってやるよ。謙信も南蛮物が欲しいなんて言ってきた。後で二人に珍陀酒と砂糖を送ってあげないと。そう言えば家康に送った螺鈿、蒔絵の評判が良いらしい。あれも送ってやろう。……なんか不本意だな、最近不本意な事が多すぎる！


「殿、如何なされました。御顔の色が優れませぬが」


御倉奉行荒川平九郎の指摘に皆が俺を見た。余計な事を言う奴ってどこにでも居るな。ほっといてくれ。


「殿？」


「……不本意だ」


皆が困った様な顔をした。俺が年内の出兵を考えていなかった事は皆が分かっている。


「御気持ちは分かりますが大和の松永様、紀伊の畠山様からも早期の殿の御出馬を望む声が上がっております」


「分かっている、平九郎」


義輝が死んでもう六年が経つ。松永も畠山もずっと三好と戦っている。正直きついのだろう。


「殿は此度の出兵に御懸念がお有りですか？」


公事奉行の守山弥兵衛が不安そうに問い掛けてきた。皆が俺を見ている。大将がやる気無しじゃ不安になるか。大将失格だな。


「有る、まあ勝てるだろうとは思う。だが時をかければもっと楽に勝てる筈だ」


皆が頷いた。


「重蔵、例の件は如何なった」


俺が問い掛けると重蔵が〝はっ〟と言って頭を下げた。


「摂津豊島郡池田城の城主、池田筑後守。次の戦では兵を出さぬと申しております。川辺郡伊丹城の城主、伊丹次郎も同じ事を申しております」


「三好に付けと言ってやれ」


皆が目を剥いた。重蔵も吃驚している。ちょっとスカッとした。


「次の戦は天下分け目の戦いになる。日和見等が許される戦では無いわ。その程度の事も分からぬような阿呆ではこの先役に立つまい。俺は馬鹿が嫌いだ。そんな馬鹿は叩き潰した方が余程に役に立つ。三好に付けと言ってやれ、朽木基綱は馬鹿が嫌いだと言ってな」


「殿、いささか」


安養寺三郎左衛門尉が失笑しながら俺を窘めようとした。


「冗談ではないぞ、三郎左衛門尉。天下分け目の戦いとはそういうものよ。この一戦に家の存亡を賭けざるを得ぬのだ、中途半端な事が許されるなど絶対に有り得ぬ。それほどに厳しい。池田や伊丹だけではないぞ、朽木も同様だ。皆にも言っておく、こうなった以上戦わざるを得んが負ければ滅ぶ。生き残りたければ死力を尽くせ」


皆が畏まった。俺は大袈裟おおげさな事を言っているつもりは無い。関ヶ原を思えば分かる。中途半端な事も負ける事も許されない。だから時間が欲しかったんだ。それをあの馬鹿共が！


大評定を終え自分の部屋に戻ると大叔父がやって来た。男を一人同道している。眠っているのかと思う程眼が細い事を除けば何処と言って特徴の無い男だ。藤林長門守、伊賀を支配する三人の上忍の一人だ。伊賀北部で力を持ち隣接する甲賀にも影響力を持っている。今日は土佐、島津の事を俺に報告する事になっている。


「殿、土佐一条家の事でございますが長宗我部に押されかなり苦しい状況だったようにございますぞ」


「そうか」


「ですが殿からの援助でかなり家中の空気が明るくなったとか。何と言っても鉄砲三百丁と二千貫の銭ですからな、これは大きい。特に京の一条大納言を動かして殿から援助を引き出した事で周辺の国人衆にも土佐一条家の権威が高まっているそうにございます」


「なるほど」


大叔父の言葉にうなずきながら長門守を見た。眠っているとしか思えんな。


「大丈夫だろうな、大叔父上。少将は伊予の方に出たりはしないだろうな」


少将というのは一条兼定の事だ。従三位左近衛少将の地位にある。従三位、流石一条家だわ。朽木なんか従四位下でも大騒ぎしているのに。地方の大名では北畠、姉小路と並んで別格の存在だな。もっとも北畠も姉小路も没落したが。


「それは大丈夫でございましょう。一条家も足元が危うい事は分かっております」


「だと良いが……、毛利陸奥守が死んだからな。毛利家中には動揺が有る筈だ。変な気を起こされて伊予に出られては困る」


大叔父が頷いた。毛利の爺様が七月に死んだ。一度会ってみたかったな。三好長慶もそうだった、死んでから一度会っておけば良かったと思った。


念のために文を書いておこう。伊予に出たら援助を打ち切ると。今は未だ毛利と事を構えたくない。伊予は厄介なんだ。毛利、大友の勢力争いの場になっている。そして一条兼定の嫁は大友家の出だ。数年前に大友に誘われて伊予に出兵してボロ負けして土佐に帰ってきた。長宗我部が露骨に一条を圧迫し始めたのはそれからだ。


「長宗我部の当主、宮内少輔元親だが……」


「はい」


「一条が朽木と結んだ。宮内少輔が阿波の三好と結ぶ可能性は無いか？　そういう動きが有ってもおかしくは無いが」


「今のところは有りませぬ。殿、長宗我部が三好と手を結ぶのは難しいかと思いますぞ」


大叔父が首を横に振った。長門は……、眠ったままだ。振りだよな？


「と言うと？」


「伊賀衆の調べでは今年の春先に宮内少輔の弟が三好の家臣、海部左近将監という者に殺されているそうです。戦では有りませぬ。どうやら誤解から殺してしまったようですが宮内少輔はかなり激怒したとか」


え、そんな事件有ったの？　こっちじゃ全然知られていないけど。


「大叔父上、戦になったか？」


「いいえ、それは。先ずは土佐統一、宮内少輔はそう考えているのでしょう」


大叔父が首を横に振った。


春先か。朽木と一条が手を結ぶ前だな。その時点で三好と戦はしていない。大叔父の言うとおり、土佐統一を優先したのだろう。元親としては出来れば三好とは手を結びたくは無い、そう思っているようだ。だが追い込まれれば手を結ぶ可能性は有るだろう。一条兼定、意外に運が良いのかもしれない。長宗我部は孤立している。


「大叔父上、その海部左近将監、使えるな」


俺の言葉に大叔父上が〝いかにも〟と言って微かに笑った。


「左近将監にとってもっとも気になるのは長宗我部であろう。次の戦、長宗我部に怪しき動き有りという事で阿波に留まる様に説得しよう。対長宗我部で密かに朽木と手を結ぶ、三好にも知られぬようにな」


大叔父が頷いた。


長門守は船を漕いでいないから眠ってはいない様だ。……本人だよな、何時の間にか彫像に代わっているとか無いよな。ちょっと試してみるか。


「左近将監への誘いは八門にやらせる。阿波は八門の受け持ちだ、良いな」


「はっ」


大叔父が頷いた。長門守は無言、無動だ。分からん、これが忍者なのか？　段々楽しくなってきた。こっちも徹底的に無視してやる。


「大叔父上、一条は勝てそうか？」


俺が問うと大叔父が難しそうな顔をした。


「決して楽観は出来ませんな。長宗我部宮内少輔、戦も出来ますが調略も上手い。なかなか冷酷な所も有ります。姉の嫁ぎ先を潰しましたからな」


驚く事じゃない、史実では四国をほぼ制覇した男なのだ。綺麗ごとだけで出来る事じゃない。


「朽木に出来る事は？　援助だけか？」


「さて……、そういえば長宗我部ですが堺との交易で銭を得ているようです」


「それが軍資金か」


「はい、それを断てれば……」


「大きいな」


戦は金がかかる。金が無くては戦えない。


「九鬼、堀内を使いますか？」


大叔父が俺の顔を覗き込んだ。思わず息を吐いた。


「難しいな、あの二人には雑賀衆を抑えて貰う必要が有る。そこまで手が回るまい」


海から九鬼と堀内、陸から畠山。それで雑賀衆を始めとする紀伊の三好方の国人衆を動けなくする。三好に与える影響は決して小さくは無い筈だ。


「長宗我部水軍の頭領、池四郎左衛門は宮内少輔の妹を娶っておりますが夫婦仲は至って険悪とか」


彫像が喋った！　話の内容よりもその事に驚いた。大叔父も吃驚している。


「実家が主筋という事で夫の四郎左衛門を蔑んでいるのか？」


今度は頷いた。俺の目の前に居るのは彫像じゃない、藤林長門守だ。思わず笑い出してしまった。何に笑ったのか分からなかった。話の内容にか、藤林長門守にか。ただ可笑しかった。


「使者を出す、長宗我部を捨て朽木に付けとな」


二人が頷いた。


「大叔父上、長門守。土佐に噂を流せ、池四郎左衛門が妻に、そして妻の実家に不満を持っていると。それとたとえ長宗我部の女を妻にしても身の保証にはならぬと。その二つを軸に池四郎左衛門を追い詰めろ」


二人がまた頷いた。


実家自慢か、優越感にでも浸りたいのか？　婚家と実家を繋ぐのが役目の筈なのに引き裂いている。馬鹿な女だ。だがその馬鹿な女が開けた小さな穴、利用させて貰う。池四郎左衛門が長宗我部元親の手で殺されるか、それとも朽木に助けを求めるか、どちらでも良い。長宗我部水軍が混乱すれば堺との交易にも支障が出る筈だ。その分だけ一条家が優位に立つ。いずれは長宗我部を揺るがす大きな穴になるかもしれない。
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「まだまだ暑い日が続くな」


俺が話しかけると〝はい〟、〝真に〟、〝そのようで〟と答えが有った。組屋源四郎、古関利兵衛、田中宗徳。朽木家とは縁の深い商人だ。いや御用商人に近いだろう。


「忙しいかな？」


「それはもう」


嬉しそうに組屋が答えた。残りの二人もニコニコと恵比須顔だ。儲けているんだろうな。


「北は能登から南は伊勢、志摩まで。朽木様の領地は広がりました。それに釣られて私共の商いも大きくなっております。何と言っても関が有りませぬし淡海乃海が使えるのが有難い事で」


「それに今度は琉球にも船を出すとか」　


「今から南方の産物が楽しみにございます」


三人の笑みが益々大きくなった。新規事業開拓による収益の増大か、誰でも嬉しくなるだろう。


「喜んでもらえてなによりだ。こちらも物資の手配では色々と世話になっている。兵糧方からも頼りになると報告が届いている。有難い事だ」


「いえいえ、こちらも儲けさせて頂いております」


「お手伝い致しますのは当然の事で」


「堺の連中には負けられませぬからな」


組屋源四郎が鼻息を荒くしている。おいおい、商人は冷静で有るべきだろう。しかし、堺か……。


「堺は三好のために動いているのかな？」


「勿論でございます。あの連中にとっては敦賀を所持なされる大膳大夫様は眼の上の瘤こぶにございます。それに琉球とも繋がりを持つとなれば……。そうでしょう、古関さん、田中さん」


組屋が同意を求めると〝真に〟、〝左様で〟と二人が大きく頷いた。そう言えば堺は長宗我部とも繋がっていたな。なるほどなあ、朽木対三好の戦いは敦賀対堺の戦いでもあるか。戦国時代で戦っているのは武士だけではないのだ、商人も戦っている。


「負けられんなあ」


俺が言うと三人が〝はい〟、〝真に〟と言って頷いた。ホント負けられん。


「大和の義昭様も御喜びでしょう。漸く上洛が叶うのですから」


義昭の名を出すなよ、利兵衛。気分が重くなるわ。


「……そうだな、漸く俺を思い通りに動かす事が出来ると喜んでいよう」


三人が困った様に顔を見合わせている。


「その、上手く行かぬのでございますか？」


「義昭様とか？　宗徳」


田中宗徳が〝はい〟と答えた。


「京の公家達の間ではもっぱらの噂でございます。義昭様は亡くなられた義輝様程には大膳大夫様と上手く行っていないと」


噂じゃないんだ、事実だよ。


「大名は自分の言う事を聞くのが当たり前とお考えの方だからな。なかなか上洛しようとしない俺に対して大分不満が有る様だ。もっとも御自分の都合だけで動こうと成されるのは義輝様も御同様であられた。流石に御兄弟だ、良く似ておられる」


「……」


「義輝様が御存命の頃は朽木は小さかった。それだけ期待も小さかったという事だ。だから齟齬そごも目立たなかった」


周りからは上手く行っているように見えたのだろうが義輝の身勝手さにはうんざりだった。


「しかし大膳大夫様は四年前にも義昭様の為に上洛を試みられた筈、大膳大夫様程足利家のために忠義を尽くされている方は居られますまい」


組屋源四郎の言葉に二人が頷いた。


「不満なようだぞ。俺が北陸に戻った事がな。何故京に攻め込まなかったと大分御怒りであった」


「已むを得ぬ事でございましょう、加賀の一向一揆勢が越前に攻め込んでおりました。それに一色が寝返った事で織田様の援軍も無く大膳大夫様は孤立しておられたのです。あそこで京に攻め込むなど……」


組屋源四郎が首を横に振りながら言うと古関利兵衛が〝その通りでございます〟と続けた。その通りだ、でもそれが分からない阿呆も居る。　


「大体六角、一色の寝返りは義昭様の手落ちでございましょう。その所為で大膳大夫様は非常に苦しい御立場に追いやられたのです。それを御怒りなど……、むしろ謝罪が有ってしかるべきでは有りませぬか！」


「落ち着け、源四郎。らしくないぞ。大名の立場など考える御方では無いという事だ。それに終わってみれば朽木は近江を統一し加賀も得た。一人勝ちだ。謝罪など無い物ねだりだな」


可笑しくなって笑ってしまった。三人が困った様な顔をしている。その事が更に俺を笑わせた。三人が呆れたように俺を見た。済まんな、でも可笑しいんだ。


「ところで今年は北近江、若狭の椎茸は難しゅうございましょうか？」


俺の笑いが収まると話題を変えようとでも言うのだろう、ちょっと心配そうな表情で古関利兵衛が問い掛けてきた。助かるわ、足利の話はもう沢山だ。


「うーん、如何かな。皆無という事は無かろうが余り期待は出来んな。本格的に採れるのは来年からだろう」


俺が答えると〝左様でございますか〟と利兵衛が答えた。ちょっと残念そうだ。他の二人も残念そうな表情をしている。準備に時間が掛かったからな。北近江、若狭は雪が多い。原木の伐採だって儘ならない。菌の植付けは今年になってからだ。如何見ても採れるのは来年以降になるだろう。


「まあこれから椎茸はドンドン採れるようになる。楽しみにしているのだな」


三人の表情が明るくなった。


「それにしても驚きました。椎茸の栽培方法を皆に教えなされるとは……」


「驚いたか、宗徳。この国だけでは無い、明や南蛮でも欲しがっているのでな。広めた方が利が出ると思ったのだ」


交易だけじゃない。領内の掌握にも役に立つ。国人衆に朽木に付いて行った方が利が有ると思わせる事が出来るだろう。
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「久しいな、こうして兄弟四人、車座で飲むのは」


「某と兄上は一緒に飲む事が有りますが下の二人は結構忙しく飛び回っていますからな、なかなか」


直ぐ下の弟、左兵衛尉成綱が首を横に振った。四人で車座に座り酒を飲む。各自の前には杯と徳利、漬物が置いてあるだけ。昔はこうしてよく飲んだ。


「已むを得ませぬ。街道の整備や買い付け、如何しても外に出る事が多い。京に居る頃は四人で良く飲みましたな」


「真に、しかし愚痴の多い酒だったような気がします。美味い酒では有りませんでした」


四人で顔を見合わせた。三人の顔に笑みは無い、己の顔にもないだろう。幕府に出仕している頃は先が見えず辛い日々が多かった。一口酒を飲んだ、今は素直に美味いと思える。


「上洛か、まさかこんな日が来るとは……」


「不思議な気がします。兄上は信じられますか」


左兵衛尉が儂に問い掛けてきた。他の二人もじっと儂を見ている。


「いや、信じられぬな。六角も朝倉も出来なかった事を朽木が行う。信じられるわけが無かろう」


弟三人が其々に頷いた。信じられるわけがない、それほどまでに三好は大きかった。今でも大きい。茄子の漬物を一切れ口に運んだ。


この十年、世の移り変わりは激しい。六角、朝倉、浅井は滅びその領土は朽木の支配地になっている。朽木の領土は北陸から東海にまで及ぶ広大なものになった。そして越中から関東は上杉、濃尾は織田、いずれも朽木とは親しい勢力が治めている。殿が朽木の当主になって約二十年、誰が信じられよう。時々これは夢なのではないかと思う時が有る。もう一切れ漬物を口に入れた。


「あの当時、朽木が今の身代で有ったら如何だったでしょう？」


ぽつんと左衛門尉輝孝が呟いた。視線は杯に落としたままだ。義輝様の事を考えているのだろう。左衛門尉は義輝様と年が一番近かった。


「朽木の力を使って三好を打ち破り上洛を果たしただろう。だがその後は……」


皆で顔を見合わせた。

            





    
  
  




「義輝様は朽木の力を抑えにかかったであろうよ」


「しかし義輝様は殿を信じておられました」


「左衛門尉、義輝様がそう思われても周囲は如何思ったか……。危険と思ったのではないかな」


右兵衛尉直綱の言葉に左衛門尉が顔を曇らせた。足利将軍家の力は弱い、幕府が諸国に影響力を発揮しようとすれば権威を保たなければならぬ。その為には突出した存在は邪魔だ。左衛門尉が盃の酒を一息に飲み干した。そしていささか乱暴に自ら酒を注ぐ。


「此度も同じでしょうか？」


左衛門尉が問い掛けてきた。


「同じだろう、畠山、北畠の事をみれば分かる。明らかに朽木の力を抑えようとしている。そして義昭様は義輝様ほど殿を御信じになられていない」


「殿はその辺りの事を良く理解しておられる。上洛に乗り気になれぬのも無理は無い。碌な事にならぬと見ているのだと思う」


弟達の声は暗い。殿は先日の大評定で不本意だとはっきり皆に言った。あれは上洛の時期だけではあるまい、上洛そのものに不満を持っているのだと思う。殿が上洛を行うのは三好を追い払う、それが狙いだ。上洛という名分で松永、畠山を動かして三好の力を分散させようとしている。そして波多野、一色の動きを抑えようとしている。義昭様の京への帰還など何処まで本気で考えておられるか……。


「兄上、もし上洛が上手く行けばその後の幕府の体制は？」


左兵衛尉が茄子を食べながら問い掛けてきた。


「殿、三好孫六郎殿、松永弾正殿、畠山修理亮殿が義昭様を支える事になるのだろうな。それに尾張の織田、越後の上杉が如何絡んでくるか……」


我ながら語尾が弱い。果たして殿が義昭様を支えるだろうか？　殿は義昭様、いや義輝様御存命の頃から幕府に不信を抱いておられた。その事は折に触れて隠す事無く口にされている。


「身を引かれるのではありませぬか？　大体上洛後、義昭様は殿に如何なる恩賞を与えられるのです。殿の力を抑えようとするなら形だけの恩賞になるのは明白。殿はそのような事に騙される方では有りませぬぞ」


右兵衛尉の言う通りだ。殿は幕府のやり様を理由に幕政参加を避け幕府はむしろそれを望むかもしれない。だがその後に来るものは……。


朽木大膳大夫基綱。我らの長兄朽木宮内少輔晴綱の一人息子。近江の弱小国人衆に過ぎなかった朽木家を八カ国の支配者にした朽木家の当主。武将としても大国の領主としても比類なき力量を持っている。我ら四人にとっては甥ではある。だがどちらかと言えば甥と言うよりも主君という認識が強い。有能で時として冷酷な主君。


義昭様が殿を抑えるために使った畠山と北畠はどちらも排除された。北畠は義助様に通じたらしいがそれは殿が義助様の将軍宣下を認めた後だった。北畠は上手く嵌められたのではなかったか。だとすれば義助様将軍宣下は何かと朽木を抑えにかかる義昭様への意趣返しであり北畠への罠だった可能性が有る。


「しかし朝廷がそれを認めましょうか？　朝廷は殿を頼りにしておりますぞ」


「それが原因で朝廷と幕府の間が険悪になるやもしれぬ」


「幕府と朽木が対立する事も有り得よう」


弟達が懸念を口にした。皆深刻そうな表情をしている。


「これからも義昭様から我らに文が来るかもしれぬ」


幕府と繋がりの有る親族、家臣を使って大名を自分達の都合の良い様に使おうとする、幕府の常套手段だ。これまでにも何度も文が来た。その文は全て殿にお渡ししている。


「間違えるなよ。我らは朽木家の親族であり家臣なのだ、もう幕臣では無い。殿への御奉公を専一に考えよ」


三人が神妙な表情で頷いた。鬱陶しく騒がしい日々が続きそうだ。
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「戦支度が進んでおりますな」


「うむ、そうだな」


気の無さそうな返事だ。


「お気が進みませぬか？」


「そんなところだ。手伝い戦は気が進まぬ」


主、朽木大膳大夫が太い息を吐いた。やれやれではある。


「小夜も雪乃も段々腹が膨ふくらんできた。年内には子が生まれる。また出産には立ち会えんだろう。酷い父親だ、生まれてきた子供の誰一人として出産に立ち会っていない。小夜も雪乃も如何思っているか……」


「御方様も雪乃殿も殿の御気持ちは分かっておいででしょう。決してお二人を軽んじてはいないと。大体殿は新たな側室を迎えておりませぬぞ」


「側室の件は面倒なだけだからだ」


いかんな、話を変えた方が良かろう。それにしても兄上が御存命なら殿を上手く宥められたであろうに……。


「ところで、今日は一体何の御用で？」


「そうだな、大叔父上相手に愚痴っていても仕方ないな。今日来てもらったのは他でもない、土佐の件だ。土居近江守家忠という男から書状が届いた」


「土居近江守！　なんと、土佐一条家では筆頭の老臣ですぞ。頭を丸めていて宗珊そうさんという法名が有ります。宗珊は何と？」


「長宗我部から頻りに文が来ているらしい。その事で少将から疑われていて困っていると書いて来た」


殿が書状を手文庫から取り出しこちらに差し出した。それを受け取り中を改めると確かに殿の言った事が書いてある。


「信じられませぬな。伊賀衆の調べでは宗珊は一条家の忠臣、裏切るなど有り得ませぬ。少将様も何を考えているのか」


殿が〝ふむ〟と鼻を鳴らした。


「その男、人望が有るのかな、大叔父上」


「有りますぞ、殿。智勇兼備の名将で宗珊が健在な間は一条家も安泰と言われる程の人物。当家を頼ったのも宗珊の考えだとか。裏切るなら当家を頼ろうなどとは言いますまい」


殿が少し首を右に傾けた。考える時の癖が出た。殿の考えを待とう。


「少将は歳は二十代後半だったな」


「はい」


「……大叔父上、少将は信じたのではなく信じたいのではないかな。人望のある宗珊が邪魔になった。そうは考えられぬか？」


「……」


「筆頭の老臣という事はこれまでにも何度か少将を諌めているのだろう。それが五月蠅うるさくなった、我慢出来なくなった、何時までも子供扱いするなと思った。如何かな？」


「なるほど、自分が思う様に一条家を動かすには宗珊が邪魔だと。だから裏切ったと信じたいと」


殿が〝うむ〟と言って頷かれた。有り得るやもしれぬ。


「長宗我部宮内少輔の狙いも宗珊の寝返りでは無く少将に宗珊を誅殺させる事だろう。無二の忠臣を誅殺したとなれば家臣達の心が離れる。そうなれば調略もし易い。一条家はあっという間に崩壊しよう」


「なんと」


思わず声が出てしまった。殿が頷かれた。


「おそらく宮内少輔は少将は頼りない、などという噂を流しているのではないかと俺は思う。或いは一条家内部にそういう評価が有るのかもしれん。何年か前に伊予に攻め込んで負けておろう。それが影響しているとも考えられる。宮内少輔はその辺りを利用しようと考えたのではないかな」


長宗我部宮内少輔、そこまで考えての謀略か。なんとも恐ろしい事を考えるものよ。


「少将様に忠告なされては？　殿からの忠告なら受け入れましょう」


殿が首を横に振った。


「どうかな、むしろ反発するのではないかな。宗珊は殺されんかもしれんが発言は悉く無視されよう。それでは今度は宗珊が反発する」


「それは……」


「無能ではない様だが堪え性が無いとなると厄介だ。何でも自分ならと考えかねん、そして自分の思う様に動かそうとする。それを邪魔する者は敵だ。長宗我部宮内少輔はその辺りを見抜いて仕掛けているのだろう」


殿が〝厄介な事になった〟と吐いた。表情が渋い。


「殿、如何なされます？」


「さてな、手が浮かばん。調略で主君と臣下の間を切り裂くのは難しくは無いが修復するのは簡単ではない。どこかでしこりが残る」


「宗珊を隠居させては？」


「それでは少将を止める者が居なくなる」


「しかし少将様に殺されるよりはましでは有りませぬか？」


殿の表情が更に渋くなった。


「いっそ少将を隠居させるか。倅を当主に据え宗珊に後見させる。その方が良さそうだが……」


「それはまた思い切った事を」


「反対かな、大叔父上」


「いえ、荒療治では有りますが良き御思案かと思います。しかし少将様が納得されるかどうか。実権を離さぬのでは意味が有りませぬ」


殿が大きく息を吐いた。


「こちらで少将の身柄を預かるほかあるまい。武田の例も有る」


「なるほど、しかし少将様の奥方は大友の出ですが」


「面倒な事だ、……取り敢えず宗珊を此処へ呼ぼう。俺の考えが間違っているという可能性も有る。話を聞いてそれで如何するか決めよう」


「どのようにしてここへ？　口実が要りますぞ」


また殿が大きく息を吐いた。


「上洛戦に参加させよう。宗珊に兵二十人程を付けて寄越せとな。後々長宗我部との戦いに於いて幕府の印象が良くなるとでも少将に伝えれば嫌とは言うまい。兵糧はこちらで用意するから心配するなとでも言えば良かろう」


「某は伊賀衆に少将様と宗珊の関係を調べさせましょう。少し長宗我部の事に比重をかけ過ぎたようです」


「頼む、宗珊には俺から使者を出す。必ずここへ来いとな」


「はっ」


退出しようとすると殿が〝大叔父上〟と声をかけてきた。


「なかなか上手く行かぬな。来月の頭には土佐に向けて船を出す。琉球へは十一月には着くだろう。上手く行ってくれれば良いのだが……、そうでなければ何のために土佐に手を出したのか分からなくなる」


「そうですな」


「何か有ったら直ぐに報せてくれ。上洛が上手く行けば一条権大納言とも土佐の件で話をするつもりだ」


「承知しました」


上手く行かぬ、殿の沈痛な表情に胸が痛んだ。八カ国の太守となっても心安らぐ事が無い。伊勢の海を使って交易を広げようとしておいでだが土佐一条家が衰退すればそれにも影響が出る。少将様が殿の出兵中に無謀な戦をしなければ良いのだが宗珊が居らぬとなれば果たしてどうなるか……。場合によっては伊賀衆を使う事も考えねばなるまい。
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「船が見えます！　二形船ふたなりぶねです！　二隻！」


帆柱に昇っていた見張り役が声を張り上げた。


「どっちに船首かしらを向けている！」


法螺を口に当てて怒鳴った。法螺と言っても貝ではない。声が遠くまで伝わるようにと殿の御発案で作ったものだ。形が似ているため法螺と呼ぶようになった。陣笠同様に竹で網代を組んで和紙を貼ってあるのだがなかなか具合が良い。紐をつけ常に首から下げて用いている。


「船首はこちらです！」


傍にいた室井左兵衛がニタリと笑った。


「雑賀の船かもしれませぬな」


〝うむ〟と頷いた。船首をこちらに向けているとなれば紀の川河口を目指している可能性が高い。皆もそう思ったのだろう。九鬼丸の水主かこ達は興奮を露わにしていた。


「帆を張れ！　間を詰めるぞ！　旗で知らせよ！」


〝おう！〟と声が上がり水主達が動き始めた。使番が旗を振り始める。共に隊列を組んでいた南蛮船二隻、九鬼丸と疾風丸の他に安宅船二隻、関船五隻、小早五隻が動き出した。南蛮船二隻、関船五隻、小早五隻が速力を増す。安宅の二隻は出遅れた。やはり動きは鈍い。


佐兵衛が船首に行った。船首に居る見張り役と話していたが直ぐに戻って来た。


「見えたか？」


問い掛けると首を横に振った。残念そうな表情をしている。


「いえ、見張り役は見えぬと。某も見えませんでした」


見えぬという事は二十町以上は離れているという事だろう。二十町を切れば船首からも見える筈だ。帆柱に登る見張り役に比べればどうしても船の発見は遅くなる。


暫くして船首の見張り役が〝船が見えます！〟と声が上がった。歓声が上がる。だがこちらから見えるという事は向こうからも見えるという事だ。向こうは如何動く？


「船が回頭しています！」


左兵衛が〝逃げましたな〟と言った。未だ距離がある。こちらの正体に気付いたとは思えない。だがここ最近九鬼、堀内の船が雑賀の二形船を拿捕だほしている。念のために避けたのだろう。だがこれで雑賀の船だとはっきりした。〝追えと知らせよ！〟と命じると使番が旗を振りだした。


「荷は何でしょうな？」


「さあ、鉄か、鉛か、硝石しょうせきか……」


「となれば簡単には捨てられませぬな」


そう、簡単には捨てられない。雑賀の鉄砲隊は鉛、硝石が無くては戦えない。そして鉄が無ければ鉄砲の製造が出来ない。そして荷が重ければ動きは遅い。追い付くのは難しくない筈だ。


「撃ちまするか？」


「いや、もう少し詰めよう」


佐兵衛が頷いた。この距離でも弾は届くだろう。だが確実を期すならもう少し距離を詰めた方が良い。相手にはこちらを攻撃する術が無いのだ。焦る必要は無い。


戦法を考えねばならん。南蛮船、関船、小早は動きが速い。だが安宅船は遅い。南蛮船で遠くから攻撃を加えつつ関船、小早を近付かせる。関船、小早が攻撃に掛かる頃には南蛮船がある程度の損害を与えている筈だ。敵が少数ならば簡単に制圧出来よう。安宅船の出る幕はない。今回はそれで行ける筈だ。


だが敵が多勢の場合も有る。その時は十分な余力を残している可能性があるだろう。味方の関船、小早に大きな損害が出かねない。となれば安宅船の力が要る。安宅船が戦場に到着するまで南蛮船が大筒で攻撃し関船と小早が足止めを図る。そういう戦いになる……。


関船、小早が前に出ている。今日は必ずしも風は強くない。櫂かいで漕ぐ方が速い。そして安宅船は南蛮船よりも遥かに遅れているのが見えた。面白くないな、明らかに安宅船は足手纏いになりつつある。安宅船が来る前に南蛮船と関船、小早で敵を攻撃する事になるだろう。それは今日だけの事では無い。これから常に起こる事になる。


となれば安宅船よりも南蛮船を多く所持し大筒ももっと多く積むべきではないか？　攻撃力が大きくなれば安宅船を必要とする事無く敵に勝てる筈だ。殿より伺った敵の先頭を押さえ南蛮船で砲撃を集中する戦法。あれを効果的に使うにはそうならざるを得ない。そして櫂、南蛮船にも必要だ。常に風が有るとは限らないのだ。武装の強化と速さ、南蛮船にはそれを取り入れる必要が有る。そうなれば安宅船はそれほど必要では無い。いや、不要だ。速さと強さの有る水軍が完成する……。


半刻程追うとかなり距離が縮まった。砲門を開く様に命じ南蛮船を斜めに走らせる。不便だ、船首にも砲は必要だ。追撃しながら攻撃が出来るではないか！ 


「準備出来次第、撃て！」


法螺を口に当てて命じる。暫くして轟音と共に船体に震えが走った。二形船の周囲に水柱が上がった。当たらなかったか。だが今頃向こうは肝を冷やしているだろう。そして疾風丸の大筒が弾を撃った。二発が命中した。疾風丸から歓声が聞こえる。良いぞ、当たり所が良ければ船底に穴が空く。それだけで敵の動きを止められるだろう。その後は関船、小早の仕事になる。こちらは残りの一隻を追えば良い。


九鬼丸の大筒が残りの一隻を襲う。今度は当たった！　こちらも二発！　水主達が声を上げた。続けて疾風丸が大筒を撃つ。一発が当たった。


「相手は動きが遅くなっています！」


帆柱の見張り役から報告が上がった。船底に穴が開いたな。


「撃ち方止め！　疾風丸にも命じよ！」


使番が旗を振り砲撃が止んだ。後は関船と小早の仕事だ。まあ抵抗は無いだろう。多勢に無勢だからな。逃げ切れぬとなれば降伏する筈だ。
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朽木軍五万が坂本に集結している。ここで最後の軍議が開かれる事になった。大広間に大勢の武将が集まっている。北は能登から南は伊勢。志摩の海賊衆は既に紀伊水道で雑賀衆の水軍、商船を攻撃している筈だ。皆興奮している、無理もない。地方の大名が上洛なんて何年振りだ？　少なくとも二十年以上前だな、俺が生まれてからは無い筈だ。ちなみにこの場には土居宗珊もいる。土佐からギリギリで間に合った。


「三好軍ですが紀伊からは兵力を呼び寄せられなかったようです」


重蔵の報告にどよめきが起きた。当然だな、紀伊水道では九鬼、堀内が暴れている。海岸沿いの国人衆は外に出るのを嫌がっているのだ。それに紀伊の東には畠山が居る。畠山は今頃三好に奪われた紀伊の西半分に攻勢をかけているだろう。


「それと摂津では池田、伊丹がこちらに付きました。さらに丹波の波多野、丹後の一色も御味方に付いた事で三好勢は京の北方からも圧力を受けております」


摂津の池田、伊丹は三好に付けと言ってやったら慌てて朽木に付きますと言ってきた。どうやら恩賞の条件でも釣り上げたかったんだろう。俺が切り捨てた事で驚いた様だ。池田、伊丹を始めとして荒木、中川、摂津の国人衆は叛服常無はんぷくつくない裏切りの常習犯だ。能力が有るのは認めるがとてもではないが信用は出来ない。今回は味方に付くとの事だが次はどうなるか。怪しいものだ。


だが摂津の池田、伊丹が味方に付いた事で朽木が圧倒的に優位だと周囲は判断したらしい。丹波の波多野、丹後の一色も義昭を支持すると旗幟を鮮明にした。もっとも波多野も一色も本気で三好と遣り合う気は無いんだろう。山城と丹波の境で睨みあっている。だが三好の兵力を引き付けてくれているんだから十分だ。問題は本願寺だが今の所動きは無い。顕如が一体何を考えているのか……。


「更に伊賀衆、甲賀衆の働きにより三好軍のかなりの兵が大和方面に引き寄せられています。現在朽木軍に対するのは山科に居る約三万となります。敵の大将は三好豊前守実休じっきゅう、それを三好日向守長逸ながやすが支えております」


大したもんだよ、波多野、一色に一万。奈良に三万、朽木に三万をぶつけてきた。百姓兵だけでは足りなくて浪人を雇い入れての決戦だ。流石山城、河内、和泉、摂津という先進地帯を押さえるだけの事は有る。金が有るな。おまけに三好豊前守実休、三好日向守長逸、敵は本気だ。兵数で優位だが油断は出来ない。


「聞いての通りだ。三好軍は周囲から攻められる不利な状況にある。我らの正面にも三万を配するのがやっとの状況だ。だが油断するな。三好はこれまで何度も苦境を切り抜けて畿内の覇者になったのだ。ここ一番での勝負強さは他者の追随を許さぬものが有る。気を弛めるな！　死力を尽くせ！　三好を京から追い払うのだ！」


〝おう〟という喊声かんせいが上がった。


「出陣だ！」


立ち上がって大広間を出る、皆が後に続いた。大将の役やるのも疲れるわ。
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山科に朽木軍、三好軍合わせて八万の兵が集まった。距離は未だ二キロ程離れているらしい。山科で戦うのは二度目だ。前回は両軍合わせても三万程だったが今回は倍以上だ。歴史では第一次山科の戦いは小手調べ、第二次山科の戦いは本気、そう書かれるんだろう。前回も本気だったんだけどな。


副将はイケメン明智十兵衛、まだちょっと違和感が有る。以前は五郎衛門と弾正だったからな。この二人に比べると少しインテリ臭が有る。嫌いじゃないんだよ、そういうの。だが慣れるまでもう少し時間がかかるだろう。その十兵衛は普段と変わらない姿を見せている。心強いね、流石だと思う。お、重蔵が来た。物見に出した八門が戻って来たか。


「殿、三好軍は三十町程離れた所に陣を敷いております」


三十町というと三キロ弱だな。


「そうか、こちらを待ち受けようと言うのだな」


「はっ、殿、手の者が少々気になる事を報せてきました」


「……気になる事？」


そんな言い方をしたら気になるじゃないか、重蔵。十兵衛、上野之助達が一体何だ？　と言うような表情をしている。


「三好軍は足軽が主力で騎馬の姿は殆ど見えないと言っております」


「恐れる事は有るまい。騎馬ならともかく足軽では鉄砲隊の餌食だ」


十兵衛の言葉に皆が頷いた。その通りだ、鉄砲隊を潰すには遮二無二距離を詰めて隊の中に押し入り混乱させる必要が有る。つまり距離を詰める速さが要る。足軽ではその速さが得られない。しかし確かに気になるな、朽木相手に足軽主体？　百戦錬磨の三好らしくない。


「その足軽ですが妙な物を持っているそうです」


妙な物？　皆が顔を見合わせた。重蔵も困惑しているところを見ると判断が出来ないのだろう。


「竹を集め束ねた物を持っているとか」


皆が困惑している。だが俺には分かった。三好は竹束を用意したらしい。なるほど、足軽主体なわけだ。


「その報告した者から直じかに聞きたい、呼べ」


「はっ」


直ぐに若い男が入って来て片膝を着いた。訊き辛いんだよな、俺も腰を下ろして目線を合わせた。八門の男が吃驚している。ちょっと楽しいけどヤンキー座りは甲冑姿だと結構辛いな。


「敵の陣中に入ったか？」


男が慌てて首を横に振った。重蔵が〝これ！　ちゃんと答えぬか！〟と叱責したが俺が手を上げて止めた。


「竹を束ねたと言うが大きさはどのくらいだ？」


「されば高さは五尺、幅は一尺程かと。厚みは竹四本分程と見ました」


竹四本分、結構厚みが有るな。一尺は三十センチだから人間一人が隠れるくらいの大きさは有る。やはり竹束か。


「重そうだったか？」


「さあ、持ち運びに苦労しているようには……」


「見えなかったか」


「はっ、振り回している者も見受けました」


となると竹の中に粘土や石を入れているわけではないらしい。厚みで鉛玉を防ぐ、機動性重視か。何時かは来るとは思っていたが厄介な物を……。


「何人ぐらいそれを持っている？」


「……はっきりとは分かりかねますが」


「構わん、大体で良い」


「……全軍の三割以上は所持しているかと」


「約一万か」


「はっ」


「御苦労だったな、良く分かったぞ。下がって休め」


肩を叩いて労うと嬉しそうな表情を見せて下がっていった。流石は三好、手強いわ、勝てるかな？　自信が無くなってきた……。
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「殿？」


座り込んでいる俺を十兵衛が覗き込んだ。ああ、いかんな、立たないと。


「十兵衛、三好が用意した竹の束だが何に使うものだと思う？」


「さて……、鉄砲の攻撃から身を守るための物でしょうか？」


「だろうな」


「しかし竹の束ですぞ、鉄砲の鉛玉を防げると？」


上野之助が訝しんでいる。いや他の軍略方も同様だ。十兵衛も半信半疑の様な表情をしている。


「防げるのだろうな。竹は幾つか重ねて厚みを持たせている。それに縦に構えるのではない、多少斜めに構えれば弾の威力は削がれるだろう」


「しかし」


「ずっと撃たれ続けるわけではないのだ、源五郎。振り回しているという事はかなり軽い、動きは制限されん。鉄砲との距離を詰める間だけ防いでくれれば良い。二射か三射、不可能だとは思えんな」


皆が考え込んでいる。


竹束、戦国期に発明された防具だ。軽いのと材料が竹と縄であるため比較的手に入り易い。その為にあっという間に全国に普及した。最終的には粘土や小石を入れて防御力を高めた竹束も出来た様だ、大筒用の物も有ったらしい。竹束を発明したのは名前は忘れたが武田家の家臣だ。時期は長篠の戦いより前だと読んだ覚えが有る。だが武田家は長篠の戦いで信長の鉄砲隊の前に大敗を喫した。何で？　竹束は如何した？　そう思うよな。


俺が思うに竹束は当初は野戦で用いる防具ではなく攻城戦で使う防具として発明されたのだと思う。野戦なら余程に鉄砲を大量使用しない限り多少の損害を覚悟すれば距離を詰めて潰すのは難しくない。だが攻城戦なら鉄砲は城に守られている。攻め手は一方的に撃たれてしまうのだ。損害は増えるばかりだ。それで作られたのだと思う。


この世界では武田が竹束を作ったとは聞いていない。多分発明者は竹束を発明する前に戦死でもしたのだろう。或いは発明する必要性が無くなったか。この世界では第四次川中島の戦い以降、武田は攻勢を取れずにいる。攻城戦そのものが少ないだろう。竹束を作る必要性は少なかった筈だ。そして代わりに三好が竹束を作った。


前回の山科の戦いで三好は朽木の鉄砲隊に散々に撃ち叩かれた。朽木に勝つためには鉄砲をどうにかして無力化しなければならない、そう考えたのだ。必要は発明の母だ、材料は何処にでもある竹と縄。武田の代わりに三好が発明しても少しもおかしくは無い。むしろ勝つ事への貪欲さに頭が下がるわ。天下獲りにはこの貪欲さが必要なのだろうな。なんか落ち込むわ。


「竹束を一万程の兵が所持しているらしい。その一万が鉄砲隊に押し寄せてくる」


皆の顔が強張った。朽木の鉄砲隊は国人衆が所持する分を除けば中央に配備されている。三好の一万人は其処を目指すわけだ。つまり鉄砲隊を潰すという事は中央突破を図るという事であり中央が壊滅すれば勝敗は決する。朽木の敗北だ。


「鉄砲隊を後方に下げては？」


「この戦では使わないのか？」


「いや機を見て敵の側面、後方に回し攻撃をかける」


「可能かな？」


軍略方の人間が意見を出し合っている。後方に下げるか、つまり三好と殴り合いの戦になるな。


「殿、鉄砲隊を使わずともこちらは三好軍より五割増です。勝てましょう」


「数だけを考慮するなら勝てそうだな、下野守」


俺が同意していないと見たのだろう。下野守が、いや皆が訝しげな表情をしている。


「朽木は未だ負けた事が無い。だが同数の敵に正面からぶつかった事は無い。鉄砲で、奇襲で、挟撃で敵を潰してきた。足軽達の奮戦で勝ったという事は無い。朽木の兵は銭で雇った兵だ。百姓兵に比べれば踏ん張りが利かん。三好は死に物狂いで来るぞ、五割増しでも勝てるとは断言出来ん」


俺が指摘すると〝うーん〟と呻き声が上がった。


銭で兵を雇い常に備える。これの利点は二つある。一つ目は領内の労働力である領民を戦争で失わずに済む事、つまり生産力が低下せずに済む事だ。二つ目は百姓を使わないために農繁期にも兵を出せるという事、簡単に言えば二十四時間三百六十五日戦えるという事だ。だが利点が有れば欠点も有る。欠点は三つだ。一つ目は金がかかる事、二つ目は忠誠心を期待出来ない事、三つ目は戦慣れしている事。


三つ目の戦慣れしている事、悪くない様に思える。だがこいつが二つ目の欠点である忠誠心を期待出来ない事と結び付くととんでもない事になる。ちょっと戦局が不利になると足軽達が踏ん張らずに逃げてしまうという事だ。つまり大将は足軽達に常に味方は有利であり勝てるのだという事をアピールし続けなければならなくなる。


史実の信長は余程の事が無い限り常に敵よりも多い兵を率いた。兵力が多い方が優位というよりも兵力が多くなければ安心して戦えなかったのだと思う。そして指揮官には出来る人間を選んだ。馬鹿が指揮すれば損害が大きくなる。それでは兵が逃げてしまう。銭で雇った兵を有効に使うには敵より多い兵力と有能な指揮官が必要だったのだ。明智光秀、滝川一益、豊臣秀吉、他家ならあそこまで出世はしない。朽木も似たようなところが有る。真田弾正、明智十兵衛、譜代でもないのに朽木の副将を務めている。


軍略方の皆が如何するかを検討している。やはり荷止めをした方が良かったかな。あれをやると京の住人に負担をかける。今後の事を考えれば避けた方が良いと思ったんだが……。少し甘かったかな。


「重蔵」


重蔵を呼ぶと直ぐに寄って来た。


「さっきの男はまだ近くに居るかな、確認したい事が有るのだが」


「直ぐに呼びます」


重蔵が小走りに立ち去った。


敵は竹束を持っている。鉄砲隊を潰すのが目的なら重装備では有るまい。一旦鉄砲隊の中に入ってしまえば鉄砲隊は無力なのだ。機動性を重視した比較的軽微な武装を選択しているだろう。おそらくは短槍か太刀。という事はだ、鉄砲隊、弓隊以外なら互角以上に戦えるという事でも有る。そこが狙い目だな。


要するに戦なんてのは組み合わせの問題だ。パーはグーには勝つがチョキには負ける。グーはチョキには勝つがパーには負ける。そしてチョキはパーには勝つがグーには負ける。世の中には絶対の強者など存在しない。負けそうな相手を避け勝てそうな相手と戦う。それが必勝の秘訣だ。正々堂々戦って勝つなんてのは寝言でしかない。寝言は寝てから言えば良いのだ。
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三十町ほど先に朽木の大軍が居た。動きは無い、どうやら戦闘前に最後の軍議を開いていると見える。三好もこれから軍議だ。


「五万か、軽々と動かしたものよ」


「朽木はその気になれば八万は動かせましょう。残りは大和方面に動いている筈。父上、豊前守様がお呼びです。軍議へ参りましょう」


「そうだな」


倅の久介の言葉に頷きながら思った。まさかあの時の童子わらしが八万もの大軍を動かす身になろうとは……。


本陣では豊前守が諸将と共に待っていた。岩成主税助友通、松山新介重治、今村紀伊守慶満、新開遠江守実綱、赤沢信濃守宗伝、大西出雲守覚養。ここに居る者達で朽木軍を迎え撃つ事になる。遅参を詫び床几に坐ると直ぐに軍議が始まった。


「雪辱の時が来た」


豊前守の言葉に皆が頷いた。四年前の敗戦は畿内を制してきた三好家にとって屈辱以外の何物でもない。皆がこの時を待っていたと言える。


「敵は五万、味方は三万。数の上では決して優位とは言えぬ。そして相手は朽木大膳大夫、その手強さは皆も分かっていよう」


また皆が頷く。


「朽木の武器は鉄砲と大筒だ。前回の戦ではこれにやられた。だが此度は違う。対策は有る」


その通り、あれは十分に役に立つ筈。鉄砲の玉はあれを貫く事は出来ぬ。


「先ず朽木の鉄砲隊を潰す。そこに我らの勝機が有る。岩成主税助、松山新介、今村紀伊守、頼むぞ」


名を呼ばれた三人が口々に期待に応えてみせると言った。三人が鉄砲隊を潰せば朽木勢は混乱するだろう、そこを全軍で攻撃をかければ混乱から敗走になる筈だ。兵力では劣っているが皆の士気は高い。勝てる、そう思っているのだ。朽木大膳大夫を敗走させる、これ以上の高名は有るまい。皆がそれを期待している。そして朽木を潰せば朽木を頼りとする義昭も終わりだ。天下は京におられる義助様の下に纏まるであろう。


軍議が終わり陣に戻ったが朽木勢は未だ動かない。動き出したのは更に二刻以上経ってからだった。昼食を挟んだとはいえ随分と軍議に時間をかけている。逸る久介を落ち着かせるのが大変だった。向こうも決して気を抜いてはいない。十町足らずの距離をおいて対峙することになった。敵は中央に鉄砲隊が配置されている。いつも通りの陣だ。あの鉄砲隊が回転しつつ途切れる事無く鉄砲玉を連射してくる。前の戦いではそれにやられた。


こちらは中央に岩成主税助、松山新介、今村紀伊守の率いる九千。その後ろに本隊五千。右翼に儂と新開遠江守の八千、左翼に赤沢信濃守と大西出雲守の八千。馬に乗っているのは侍大将以上、殆どが徒歩だ。朽木勢は五万の大軍だが幅はこちらと同程度にしている。その分だけ陣に厚みを持たせた。どちらかと言えば守りを重視した陣形だろう。こちらの息切れを狙うつもりかもしれん。


作戦は難しくない。朽木の最大の武器で有る鉄砲隊を潰す。鉄砲隊は本陣の直ぐ傍に有るのだ、潰せば必ず動揺、混乱が起きる。そこを両翼が攻撃に参加する事で一気に敵を崩す。止めは本隊が刺す。兵力は三好が劣勢では有る。だが戦は数だけが全てでは無い。先手を取り敵を引き摺り回した方が勝つのだ。勝算は十分に有る。


朽木勢は動かない。こちらから五町まで距離を詰めた。これ以上詰めれば弓での攻撃を受ける事になる。幸いなのは大筒の攻撃が無い事だ。ジリジリと攻撃の命令が出るのを待つ。迷っているのか、豊前守。既に時は未の刻を過ぎ申の刻に近い、今から攻撃をかければ戦闘は酉の刻、いや戌の刻にまで及ぶだろう。夜間の戦いとなれば何が起きるか分からぬ。それを恐れているのかもしれん。だが朽木が夜襲をかけてくる可能性も有る、ここは先手を取って攻撃をかけるべきなのだが……。


法螺貝が鳴った！　そして懸太鼓が打たれた！　決断したか、豊前守！　それと共に岩成主税助、松山新介、今村紀伊守率いる足軽隊八千が竹束を構え喊声を上げながら敵陣に、いや鉄砲隊に向かって走り始めた。五町有った距離が忽たちまち縮まる。敵が弓矢による攻撃をかけてきた。二町まで縮まったところでこちらも敵陣に向かって突撃を始めた。もう直ぐ鉄砲隊の第一射が有る。


ダダーンという凄まじい音が戦場に響いた。乗っていた馬が怯えるのを何とか抑える。兵達の上げる喊声を掻き消す鉄砲の音だ。だが倒れる兵は殆どいない。効果有った！


「見たか！　朽木の鉄砲だとて無敵ではないぞ！　恐れる事無く突き進め！」


声を上げると兵達が〝おう〟と声を上げた。それを打ち消す様に第二射が、だが結果は同じだ。倒れる兵は居ない。もう直ぐ、中央の足軽隊は鉄砲隊に打ち掛かる筈、勝った！


「父上！」


直ぐ傍で馬を走らせていた久介が声を上げた。顔が引き攣っている。


「如何した？」


「朽木の鉄砲隊が……」


朽木の鉄砲隊？ 


「馬鹿な、如何いう事だ……」


鉄砲隊が居ない、代わってそこには長柄槍の足軽隊が居た。如何いう事だ？


朽木の足軽隊が長柄の槍を三好の足軽隊に叩き付けた！　足軽隊の動きが止まった。拙い！　中央の足軽隊は竹束を持っているために武装は短槍か太刀でしかない。一方の朽木の足軽隊は長さ三間の長柄槍で武装している。あれでは一方的に叩かれてしまう。竹束では鉛玉は防げても長柄槍の叩き伏せる衝撃は防ぎきれぬ。叩く、突く、叩く、突く、交互に攻撃を受け忽ち後退した。


……してやられたか。朽木はこちらが竹束を使う事を察知していた。鉄砲隊をあえて使ったのは竹束を使った足軽隊を引き寄せるためだろう、真の狙いは引き寄せた足軽隊を長柄槍の足軽隊で叩き伏せる事か。軍議の時間が長かったのはその辺りの調整の為か……。してやられた！


如何する？　迷うな！　此処まで来て退く事は出来ぬ！


「恐れるな！　朽木に鉄砲隊は無い、突っ込め！」


声を張り上げると〝おう〟と声が上がったが先程よりは弱い。兵達は不安を感じている。今一度！


「突っ込め！」


声を張り上げた。
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長柄槍の足軽隊が三好の中央の足軽隊を叩いている。


「上手く行ったようだな」


「うむ、一方的に叩いている」


周囲からも満足そうな声が上がった。戦況は上々だ、皆の声も明るい。ようやくほっとした。


「源五郎、鉄砲隊は如何した？」


「既に後方に下がり隊を整えつつあります」


問いかけると源五郎が答えた。嬉しそうだ、勝ちを確信している。


「準備が出来たら敵の後方に回せ。左兵衛尉の叔父御にも鉄砲隊と協力して敵の後方を遮断せよと命じよ」


「はっ」


源五郎が使番を二人呼んで俺が言った事を命じている。聞き終って使番が走り出した。


竹束を使って距離を詰め鉄砲隊に接近戦を仕掛ける。そうなれば鉄砲隊はただ混乱するだけだろう。だから鉄砲隊を半数だけ配置して二射させて後は長柄槍の足軽隊を前に出した。敵の足軽隊は竹束を持っている以上長柄の槍は持てない。短槍か太刀だ。となれば武器の長さで勝てる。叩かれるのを竹束で防ごうとすれば両手で掲げて踏ん張る必要が有るだろう、防戦一方になる。そして竹束を上に掲げれば胴ががら空きになる。槍で突かれれば終わりだ。


賭けだったな、必ず竹束を持った足軽が来るという保証は無かった。皆を説得するのが大変だった。それにしてもヒヤリとした。敵を引き寄せるために敢えて鉄砲隊を前面に出したが思った以上に三好の足軽の突進が速かった。二射で良かった、三射していれば三好の足軽隊に侵入を許していただろう。何とか長柄槍の足軽隊が前に出るのが間に合った。圧勝に見えても紙一重の勝利だ。


両翼の足軽隊も三好の足軽隊に押される事無く戦っている。いやむしろ押し気味のようだ。もし劣勢なら聞こえてくる声は何処か悲痛さが滲む。だが聞こえてくる声は明るく勢いが有る。戦況を報告してくる使番も味方が優勢な事を伝えてくる。中央の足軽隊が優勢な事で不安を感じる事無く戦っているのだろう。兵達は勝利を確信している。


「殿！　鉄砲隊が敵の側面に出ようとしています」


源十郎が声を張り上げた。源十郎は信濃衆、芦田四郎左衛門信守の息子だ。なかなか出来が良い。真田源五郎が打てば響くような才気に溢れたタイプなら源十郎は冷静沈着なタイプだ。この二人は組ませれば良い仕事をするような気がする。

            





    
  
  




「敵の本隊が鉄砲隊に！　あ、騎馬隊が敵の本隊に向かいます！」


騎馬隊は二千、五千の足軽隊を相手にするのは楽では無い。しかし無理に戦う必要は無いのだ、牽制するだけでいい。敵が遮二無二鉄砲隊に向かうようなら隙が出来る、そこを突けば楽に勝てる。ここは叔父御達の活躍に期待だな。如何判断して如何動くか。


「殿、追い打ちは如何なさいますか？」


十兵衛が訊ねて来た。


「……追撃か」


秋の日暮れは早い、それを考えての事だろうが未だ勝ちが決まった訳じゃないぞ。少し気が早くないか？


「ここは厳しく追撃すべきです！　三好勢に大きな損害を与えなければ」


源五郎の言葉に彼方此方から同意の声が上がった。そうだな、前回の戦いでも追撃を徹底しなかった。越前に一向一揆が攻め込んでいたから仕方なかったが今回は後方を気にする必要は無い。出来るだけ損害を与えるべきだろう。


「某は反対でござる。追撃は早めに切り上げるが宜しいかと」


反対者は蒲生下野守だった。皆が追撃は厳しくすべきだと詰め寄ったが全く動じない。正直その腹の据わり具合に感心した。下野守が皆を睨み据えた。


「あまり厳しく追撃すると三好は京の街に火をつけて逃げかねぬぞ、それで良いか？」


あらら、皆黙り込んじゃった。勝負有ったな。


「下野守の言う通りだ。京に火をつけられては戦には勝っても上洛戦としては負けも同然だ。少々腹立たしいが三好に京を放棄する余裕を与えてやらねばなるまい」


皆が不承不承頷いた。鉄砲の音が響いた。一射、二射。それと同時に朽木勢から歓声が上がる。どうやら勝負が付いた様だ。

            





恩賞
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「流石、天下に覇を唱えた三好家の本拠地、見事な物だ」


長九郎左衛門の嘆声が大広間に響くと彼方此方から同意の声が上がった。同感だ、城の構えも見事だが城内の柱、襖等も良い物を使っている。まあ城ってのは権力の象徴のようなところが有るからな、ここに来た公家、大名、国人衆は敵も味方も三好の勢威に圧倒されて帰っていっただろう。清水山、塩津浜とはまるで違う。観音寺城も多少劣るだろう。俺達、田舎から都会に出てきた御上おのぼりさんだな。


「殿、この後は如何なされます」


「そうだな、和泉、河内を押さえなければなるまい。特に飯盛山城、あそこはこの芥川山城と並んで畿内における三好の拠点だ。必ず押さえなければならん。それによって三好が朽木に敗れたという事を天下に示さなければ……」


俺が十兵衛に答えると十兵衛が満足そうに頷いた。芥川山城を押さえた事で満足して貰っては困る、そんな感じだ。


第二次山科の戦いは朽木の勝利に終わった。中央が崩れ三好勢は三千程の死者を出して敗走した。その死者の殆どが中央の足軽部隊だった。指揮官だった松山新介重治、今村紀伊守慶満も討死している。武装が軽微だっただけに一方的に叩かれたらしい。悪くない結果だと思う、今後はこんな事をする武将は減るだろう、竹束は攻城戦で使われるのが主体になる筈だ。その分だけ朽木の鉄砲隊は安全になる。


三好勢を余り追い詰めない事、日が暮れた事も有って朽木勢は山科で夜を明かした。もっとも逃げる敵に大筒で攻撃を加えたから最後は潰走に近かった様だ。三好勢は京に撤退したが直ぐに足利義助を担いで京を放棄した。これ以上は戦えないと判断したのだろう。京の北方を守っていた部隊も撤退している。撤退先は摂津だ。当初はこの芥川山城、飯盛山城を拠点に防衛戦をしようとしたようだが朽木の進出が予想よりも早く準備が間に合わないと判断したらしい。


結局畿内での防衛戦を諦め摂津から四国へと撤退を始めている。まあこっちも京は素通りした、それが功を奏した様だ。下手に京に留まって朝廷に挨拶していると義昭ばかがまた騒ぎかねん。大和方面で朽木を警戒していた三好勢も撤退している。重蔵の報告では連中は紀伊の北方に向かっているらしい。そこから四国へと撤収を目指すのだろう。


「ま、難しくは有りますまい」


「そうそう、三好は畿内を放棄したのですからな」


大広間の彼方此方あちこちからそんな声が上がった。朽木家の武将、そして国人衆、皆勝った事で意気が上がっている。


「油断するな、三好は畿内から撤退するようだがこれで終わりと言うわけではないぞ。必ず押し返してくる。それに石山本願寺、堺、いずれも朽木には好意的ではない事を忘れるな」


俺が叱咤すると皆が畏まる様な姿を見せた。口煩い小姑にでもなった様な気分だ。落ち込むわ。だが間違った事を言っているとは思わない。三好一族が畿内で大きな勢力を持つようになったのは三好長慶が当主になってからなのだ。それ以前は何度も四国から畿内に進出しては叩き出されて四国に戻る、それを繰り返している。連中にしてみれば捲土重来けんどちょうらいは御家芸の様なものだろう。嫌な御家芸だ。


長慶以降も同じだ。史実では三好一族は四国に撤退してからもしぶとく戦っている。本国寺で足利義昭を襲撃したし野田・福島に信長を誘い込んで本願寺と共に信長を攻撃した。ましてこの世界では三好実休、安宅冬康ふゆやすが生きている。このままで済む筈が無いのだ。三好と朽木の戦いはこれからが本番だろう。気を抜く事は許されない。


その証拠と言うわけではないが大和の松永・三好・足利、紀伊の畠山、どちらも状況は芳しくない。三好方についていた大和、紀伊の国人衆達は未だ降伏していない。大和では筒井、十市、紀州では湯川、雑賀、根来ねごろ、湯浅衆。その所為で義昭は未だ京に入れずにいる。海上では九鬼、堀内が雑賀の商船を攻撃しているのだが効果が出るのはもう少し先だろうな。


義昭からは大和の敵を蹴散らして欲しいと使者が来ている。一日も早く京に入りたいらしいが先ずは摂津、和泉、河内から三好を追い出すのが先だと返事をしている。実際三好勢が四国に撤退すれば畿内の反義昭勢力を降伏させるのは難しくは無い筈だ。兵を向けなくても向こうから頭を下げて来る可能性が高い。無理をする事は無い。


「今日はこの城で休む事になる。疲れていると思うが決して油断するな、三好が四国に撤退しようとしているがここは敵地だと思え」


「はっ」


皆が頭を下げた。そろそろ土居宗珊を呼んで話をしなければならんな。あまり大っぴらに出来る話ではない、寝所に呼ぶか。


「殿」


「如何した、左近」


鯰江左近が緊張した声を出した。


「豊島郡池田城の池田筑後守様、川辺郡伊丹城の伊丹次郎様、殿への御挨拶にお見えでございます」


「うむ、会おう、ここへ通してくれ」


「はっ」


池田と伊丹か。何時裏切るか分からん奴らだが今回はこちらに付いてくれた。連中が居ない事で山科で優位に立てた事は事実だ。ここは素直に礼でも言っておくか。
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「さて宗珊、ようやく落ち着いて話せるな」


「はっ」


確かに落ち着いて話せるがまさか寝所に呼ばれるとは……、それに……。


「鎧は御脱ぎにならないので？」


「ああ、俺は臆病なのでな。戦場で鎧を脱ぐつもりは無い」


戦場？　城の中だが。それに臆病？　冗談を言っておられるのか？　しかしニコリともされん。となれば本気か？　傍に居る蒲生下野守殿を見たが表情に変化は無い。或いは儂を恐れている？


「下野守には全て話してある。心配は要らん。で、如何なのだ？　長宗我部から文が来るらしいな。その方、長宗我部と通じておるのか？」


「は？」


何を言っているのだ、この方は。それなら此処に来るわけは無かろう。


「正直に申せ、通じているのならむしろ好都合。長宗我部と話す事が有る。仲立ちをして貰いたい。如何だ？」


儂の顔を覗き込んできた。


「そのような事はございませぬ！」


憤然として答えると大膳大夫様が声を上げて御笑いになった。


「殿、御戯れはほどほどに為されませ。宗珊殿、許されよ。我が主には人を驚かして喜ぶといういささか困った癖が有りましてな。某も大分驚かされ申した」


「からかったのではない、試したのよ。これから話す事は秘中の秘。信じられぬ相手に話せる事ではないからな」


なるほど、儂を試したのか……。


「少将様に疑われていると聞くが真に疑われているのか？」


「はっ、疑われておりまする」


「正直に答えよ、少将様は馬鹿なのか？」


「そのような事は……」


「馬鹿ではないか、では猜疑心が強いか？」


「そうは思いませぬ」


「ならばその方が邪魔で疑っている振りをしているという事は無いか？」


儂が邪魔？　疑った振り？


「……まさか、そのような……」


大膳大夫様が頷かれた。


「そうよな、一条家に忠節を誓う者としては己が邪魔だと思われるのは辛かろう。だが如何だ？」


「……無いとは言えませぬ」


有り得るやもしれぬ。少将様は儂が邪魔か、だから疑っている振りをしていると……。そのような事は考えた事も無かった……。


「少将様の為人は？」


「愚かでは有りませぬ、むしろ聡明と言えましょう。ですが誇り高く己を頼む心が些か強うございまする。それのみが心配にて……」


「それでついつい少将様を諌めるか」


「はっ」


「少将様にとっては自分を心許こころもとない、貶おとしめている、そう思えるのかもしれぬ。その方が居る限り周囲は自分を信用せぬと。如何かな、下野守」


「有り得る事と思いまする」


下野守殿が頷いた。儂は間違ったのだろうか……。


「宗珊、少将様はその方の助け無しで長宗我部宮内少輔に勝てるか？」


「……」


「なるほどな、勝てぬか。一条家の家臣達もそう思っているのかもしれんな。少将様がその事に気付いているとなれば……、厄介な事よ」


思わず唇を噛み締めた。


「某、土佐に戻りまして主に我が心の内を伝えまする。決して主を貶めるつもりは無いと。ただ良き主君になって頂きたいだけだと」


「無駄であろうな」


「ですが……」


大膳大夫様が首を横に振られた。言葉を続けられぬ……。


「その方の言葉に心を動かすようなら最初からその方を疎んじたりはせぬ」


「……」


「誇り高く己を頼む心が強いか、それは傲慢という事だぞ、宗珊。傲慢なる者は己を省かえりみようとはせぬ、己の欠点を認めようとはせぬのだ。そして己よりも優れた者を認める事が出来ぬ。上に立つ者としては最も不適当な者であろう」


「そのような事は」


「無いと言えるか？　ならば少将様の許に人は居るか？　阿諛追従あゆついしょうの輩ではないぞ、少将様を諌め窘める者だ。もし居るのならその方が疎まれる様な事は無い筈、違うか？」


「……」


言葉を返す事が出来ぬ。一条家の当主に相応しい覇気の有る御方だと思った。だがそれは贔屓目ひいきめであったのか。儂はあのお方の欠点に目を塞いでいたのか……。


「少将様では長宗我部宮内少輔に勝てまい。このままでは一条家は滅ぶな」


「大膳大夫様の御力で我が主を助けて頂く事は叶いませぬか？」


大膳大夫様が視線を下野守殿に向けた。下野守殿は沈痛な表情をしている。


「宗珊殿、朽木家が少将様を御助けするのは難しかろう。残念だが当家は未だ土佐に兵を出せる状態には無い。となれば少将様は自らの力量で宮内少輔から一条家を守らねばならぬ」


「……」


「だが一条家を守るという事なら手が無いわけでもない」


「それは？」


下野守殿が大膳大夫様に視線を向けた。大膳大夫様が頷かれた。


「少将様に隠居して頂き御嫡男万千代様に一条家を継いで頂く。そして宗珊殿が後見する」


「そ、それは」


「宗珊、俺にはそれしか一条家を守る手が浮かばぬ。後はその方の覚悟次第、腹を括れるか否か。今直ぐ答えを出せとは言わぬ、考えてくれ」


だから寝所に呼ばれたのか……。迂闊うかつな、ここに呼ばれた事で尋常ならざる話が出ると察せねばならぬものを……。


「大友を如何なさいます、少将様の御正室は大友家の出でございますぞ」


「大友も何時までも毛利と遊んではいられまい。足元が揺らいでいる」


「……足元？……肥前、龍造寺でございますか」


儂の言葉に大膳大夫様が口元に笑みを浮かべられた。


「それに大友の味方などしても長宗我部は防げぬぞ。却って毛利を怒らせるだけだ。一条家は伊予と東土佐の二方向から攻められることになる」


確かにその通りだ。だが……。


「腹を括れと言ったであろう、宗珊。大友と組んで長宗我部と戦いつつ伊予に出るか、朽木と組んで長宗我部を潰して阿波に出るか。一条家の命運を賭ける時が来たという事よ」


「……」


「言っておくが朽木の援助を受けつつ大友のために戦う等という事は許さぬ。その事は覚えておけ」


寝所を下がりつつ思った。朽木家を頼ったがもはや土佐一国の事だけを考えれば良い時代では無くなったらしい。朽木、三好、毛利、大友、どの家と結んで一条家を保つか、よくよく考えなければなるまい……。
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「和泉に内藤備前守殿、河内には三好孫六郎殿、そして大和に松永弾正殿を置く。それによって山城の義昭様を御守りする」


大館伊予守殿の言葉に皆が頷いた。


「問題は摂津ですな。摂津に誰を置くか」


諏方左近大夫将監殿が話しながらパチリと扇子で掌てのひらを叩いた。


座の空気が重い。上洛を果たし足利義助様を追い落とした。本来なら浮かれても良い。だが皆押し黙っている。またパチリと音がした。音だけが響く。


「思う所を述べよ」


義昭様が促した。口調は明るくも軽くも無い。上洛は果たしたが義昭様は大和の義助様支持派に頑強に抵抗された。上洛出来たのは朽木勢が山城国から摂津国へと攻め込み義助様達を四国へ追い落としたからだ。大和の義助様支持派はそれを知って降伏したが彼らに厳しい処罰は出来なかった。そんな事をすれば彼らは降伏を止め抵抗を続けたに違いない。上洛を第一に考えれば彼らを許さざるを得なかった。かなり憤懣が溜まっている。


「四国に追い落とされた公方様がこのまま逼塞ひっそくするとも思えませぬ。必ず捲土重来を期する筈、それを念頭に置いて検討する必要が有りましょう」


真木島玄蕃頭が義昭様に視線を向けながら発言した。暗に大膳大夫様に摂津を任せるべきではないかと言っている。だが義昭様は無言だ。ますます空気が重くなった。


「摂津の国人達は表裏定かならず、あの者達が寝返れば四国勢は摂津から山城へと攻め込むのは明らか。そうなれば容易ならぬ事になります。あの者達をこちらに留めるには余程の重石を摂津に置く必要が有ると存ずる」


一色式部少輔殿も大膳大夫様を推している。義昭様は同意しない。他の意見を求めている。


「ならば摂津には忠義の者を入れるべきでは有りませぬか。義昭様に異心なく仕える者が」


上野中務少輔殿の言葉に義昭様が〝うむ〟と言って頷かれた。忠義の者か、意味深な言葉だ。中務少輔殿は常々大膳大夫様は忠義の者ではないと言っている。そして義昭様はそんな中務少輔殿に同意なされた……。


「恩賞は如何なされます。此度の上洛戦、武功第一は大膳大夫様にございましょう。されば摂津を恩賞として与え、同時に四国勢への抑えに使うのが良策かと愚考致しまする」


思い切って言上した。彼方此方で頷く姿が有る。だが義昭様は頷かれない。不機嫌そうに口元に力を入れている。


大膳大夫様を信じろとは言わぬ、だが使うべきものは使うべきだ。四国に追い落とされたとはいえ義助様とその一党は容易ならぬ力を持っている。それを防げるのは大膳大夫様しか居ないのだ。彼らが再度京に押し寄せれば大変な事になる。亡き義輝様の事を思えば油断は出来ぬのだ。


「某も兵部大輔殿に賛同致します。ここで恩賞を厚く与え同時に頼りにしている事を示す。それにより大膳大夫様の心を今以上に義昭様に引き寄せるべきでは有りませぬか？」


大館伊予守殿が私に加勢した。義昭様がより一層口元に力を入れた。


「大膳大夫は既に十分な領地を持っていよう」


不機嫌そうな口調だった。


「その通りにござる。近江、若狭、越前、加賀、能登、伊勢、伊賀、それに志摩。元は八千石の小領主が八か国の領主、これ以上は不要でござろう」


上野中務少輔殿が義昭様に同調した。これも不機嫌そうな口調だ。


「まあ大き過ぎても厄介だが……」


「しかし四国には義助様が居られる」


松田豊前守殿、真木島玄蕃頭殿の遣り取りに彼方此方から唸り声、溜息が聞こえた。兄、三淵大和守は無言だ。先程から一言も言わない。兄も朽木が大き過ぎると見ているのだろう。或いは迷っているのか……。


「それに摂津には本願寺が有る。摂津を大膳大夫に預ければ本願寺を刺激する事になろう。却って義助に味方しかねぬ」


義昭様の言葉に皆が頷いた。本願寺は義昭様に恭順を誓っている。顕如は大膳大夫様には恨みは有るが義昭様には手向かうつもりは無いと言ってきた。こちらとしても本願寺が敵対しなければその分だけ有利になると受け入れたが……。義昭様と大膳大夫様の間には隙間が有る。顕如はそれを利用している。そして義昭様も大膳大夫様を抑えるために顕如を利用しようとしている……。


「やはり摂津は他の者が良い、和田殿は如何か？」


上野中務少輔殿の言葉に皆が首を傾げた。〝和田？〟と口に出している者も居る。和田弾正忠惟政、近江甲賀郡の国人だ。義輝様亡き後、義昭様に付き従ってきた。忠義の面では問題無い、だが摂津一国を抑えるだけの器量が有るかどうか……。皆が首を傾げているのも其処に不安が有るからだろう。


「和田が良い」


「しかし」


「和田で良いのだ」


義昭様の言葉に何かを言いかけた大館伊予守殿が口を噤んだ。シンとした。空気が重い。皆、必ずしも納得したわけではない。不安を感じている。だが義昭様の想いの前に沈黙している。


「では大膳大夫様への恩賞は？」


敢えて口に出した。皆が顔を顰めている。だがはっきりさせた方が良い。摂津を与えぬ以上、義昭様が大膳大夫様に出せる恩賞など無きに等しいのだ。それでも摂津は和田に任せるのか。


「まあ八か国の守護に任ずるのは当然として……」


「相伴衆にも任じましょう」


守護か、無いよりはましであろう。相伴衆も昔はともかく今は……。今川、毛利、大友等の地方の有力者も任じられている。むしろ大膳大夫様が任じられていなかった方が不思議だ。家格の上昇には興味が無いのかもしれぬ。


「副将軍に任じよう」


義昭様の言葉に彼方此方から〝副将軍〟という言葉が上がった。皆が義昭様を見ている。何という事を御考えになるのか……。副将軍は常設の職ではない。足利尊氏公の弟君、直義公が征夷副将軍に任ぜられている。また、四代義持公の時代に上杉禅秀の乱の鎮圧に功績があった今川範政殿が副将軍に任ぜられた。九代義尚公の時代にも斯波義寛殿が副将軍に任ぜられたと聞いている。もっとも副将軍にはっきりした職責は無い。その気になれば飾りとして扱えるだろう。


そしてもう一つ重要な事が有る。副将軍は将軍が任じるのではない、朝廷に任命権が有る。副将軍への就任を受ければそれは義昭様を征夷大将軍にしてからという事になる。つまり義昭様へもっと奉公せよという事。義昭様が頼むのではなく大膳大夫様が自らの意志で動くという事になる。そしてその代償は……。


「良き御考えにございます。大膳大夫様に相応しい恩賞にございましょう」


上野中務少輔殿が賞賛し義昭様が満足そうに頷かれた……。
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「ほほほ、三好は四国へ去ったか、ほほほ」


上機嫌だな、何度も何度も〝ほほほ〟だ。いい加減ウンザリしてきた。


「それも大膳大夫様の御力によるものでございます」


「そうじゃのう、兵部大輔。流石に朽木じゃ、もっとも義助めを取り逃がしたのは大膳大夫らしくない失態じゃのう、ほほほ」


こいつ、嫌いだな。声には笑みが有るが目には刺す様な光が有る。分かっていた事だがかなり俺に対して不満が有る。


「申し訳有りませぬ」


「ほほほ、責めているのではないぞ、大膳大夫」


失態と言ったのは誰だ？　それに〝ほほほ〟は止めろ。信長もウンザリしただろうな。大体こいつ〝ほほほ〟が似合う体型していないんだよ。肩のあたりの肉が盛り上がっていてそこだけ見ればプロレスラー、重量挙げの選手なんだが身体に厚みが無い所為で酷く不恰好に見える。栄養失調で痩せてしまったプロレスラーみたいな体型だ。そこに大きな丸い顔が有る。ますます不恰好だ。


栄養失調のプロレスラー、何の冗談かと思うんだがこいつが足利義昭だ。俺が飯盛山城を接収し三好勢が四国に撤退した事が分かると反義昭陣営は相次いで降伏した。もっとも彼らに対しての処罰は殆ど無い。理由は簡単でそんな事をしようとすれば彼らが抵抗するのは目に見えているからだ。義昭としては一日も早く京都に入り自分が正統な支配者なのだと周囲に知らしめたい。これ以上もたつく事は避けたい。ここは目を瞑って、そんなところだな。反義昭陣営もその辺りは分かっている。だから強気に出ている。


京に入り義助が使っていた室町第に入ってようやく上機嫌というわけだ。この大広間には義昭の他に細川藤孝、三淵藤英、上野清信、和田惟政、一色藤長、松永久秀、内藤宗勝、畠山高政等がいる。義昭にとっては苦楽を共にした最も信頼出来る男達だろう。しかし俺に対してはかなりの不満と警戒心を持っている。上洛に対して積極的では無かったという事、特にさっきも口にしたが義助を逃がした事については大分不満らしい。それに俺に対する恩賞を如何するかで大分悩んでいる様だ。俺の耳にも色々と入って来ている。


俺が平定したのは山城、摂津、河内、和泉だが山城は足利の直轄地だから俺が貰う訳にはいかない。河内、和泉には三好孫六郎と内藤宗勝。大和は松永、紀伊は畠山と考えている様だ。問題は摂津だ。これを朽木に任せるか否かで迷っているらしい。


「大膳大夫様、義昭様は大膳大夫様を頼りにしておられます」


「兵部大輔の申す通りじゃ。そちには副将軍か管領をと思うている」


「某に恩賞は無用に願いまする」


藤孝君、義昭君。俺は幕府の役職になんか就く気は無い。分かるか？　幕府のために働く気はさらさら無いんだ。副将軍だの管領になんかなったらただ働きさせられるだけじゃないか。俺をただで使おうとするのは止めてくれ。それに朽木はそんな役職に就ける家柄じゃない、周囲の反発を受けるだけだ、御免だな。見ろ、畠山が満足そうな表情をしている。自分を差し置いて成り上がりの朽木が管領なんて笑わせるな、辞退するのは当然だ、そんな表情だ。


義昭だってその辺は分かっている。所詮は朽木の働きを高く評価しているというポーズなのだ。多分受けないだろう、もし受ければ自分の周囲で反朽木連合を作る事が出来る、そう考えているのだと思う。史実で信長が副将軍、管領を辞退したのもそれが理由だろう。摂津も今は要らん。何時裏切るか分からん国人衆と本願寺、それに親三好の堺。貰っても苦労するだけだ。


「恩賞は要らぬと申すか。そちは無欲よな、では相伴衆に任じよう。これは受けてくれるな」


「有難いお話では有りますが既に光源院様より御供衆に任じられております。これ以上の栄誉を求めようとは思いませぬ」


「そうか……」


義昭が困惑したように周囲を見渡した。家の格を上げる事が出来るのだ、これは受けると思ったのだろうな。それで恩賞にするつもりだったのだろうが要らんよ。俺は足利幕府の中で地位を向上させる事に興味は無いのだ。


「何か望みは無いのか？」


「では堺に代官を置く事をお許しいただければ幸いでございます」


「そのような事か。良かろう、許す」


あっさりだった。こいつ分かっていないな。おそらく義昭は朽木が堺に社員の駐在所を造る事を求めたと思ったのだろう、堺は自治都市だからな。残念だな、俺が望んだのは堺に朽木の統治機関を置く事だ。これで堺は朽木に所有権が有る事になった。


他にも足利氏の足利二つ引の紋と桐紋を与えると言われたがこれは断った。それと京極、六角の家督を与えると言われた。要するに幕府の名門大名の名跡を途絶えさせたくないという事らしい。輝虎に上杉の家督を与えたのと一緒だな。俺に与えるという事は俺が継いでも良し、誰かに与えても良しという事だ。これは有難く貰った。近江を支配する以上、京極、六角の名を無視は出来ない。いずれ京極の家督を息子達に継がせ梅戸には六角の家督を与えよう。喜ぶだろう。後は屋形号を貰った。朽木の家臣達には京極、六角、畠山、北畠の旧家臣達が居る。何時までも〝殿〟では格下の家に支配されていると不満を持ちかねんからな。俺が殿から御屋形様になると小夜も御方様から呼び名が変わるな。御裏方様？　御簾中様？　ま、好きな方を選ばせるか。恩賞はこんなもので十分だな。後は土佐の件を如何するかだ。

            





不器用な男達
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「父上、政所執事には摂津中務大輔が任じられるそうにございます」


「そうか、官途奉行も最近は有って無い様なもの、自薦じせんしたかもしれんな」


他人事の様な口調だった。


幕府は有力大名に対し管領、探題、守護、守護代の補任、将軍の偏諱、そして守護や国人領主の叙位任官や昇叙しょうじょの仲介を以って銭を得てきた。幕府にとっては銭を得るための重要な手段であった。そのため各地の大名がそれを独自に行う事は許されなかった。当然だがその任に当たる官途奉行の地位は決して小さくなかった。


だが応仁・文明の乱以後、幕府の権威は大きく失墜し統制力も地に落ちた。各地の大名は幕府を介する事無く朝廷から叙位任官や昇叙するようになった。父の言う様に官途奉行は最近では有って無い様なものだ。摂津氏はその官途奉行を代々世襲してきた。官途奉行に見切りを付け政所執事への自薦というのは十分に有り得るだろう。


「如何なされます？」


「何もせぬ。出来る事も無かろう。違うか、兵庫頭」


父、伊勢伊勢守貞孝さだたかは端然と正座をしていた。昨日までの姿と変わる所はない。いつも通りの父だ。だが父は義昭様によって昨日、政所執事を解任された。父だけではない、伊勢一族は全員が幕府から排斥された。確かに出来る事は無いだろう。これから如何するのか……。


「それで宜しいのでございますか？　このままでは伊勢氏は先細りでございますぞ」


父が眼を細めた。笑った？


「先ずは新政所執事の御手並みを拝見だな」


口調に揶揄やゆが有った。嗤わらったのだ。父は摂津中務大輔、いや義昭様では幕府は混乱すると見ている。


「与十郎、因幡守いなばのかみ、上総介を呼べ」


「与十郎、因幡守、それに上総介にございますか？」


問い返すと父が頷いた。疑問には思ったが父の命だ、三人を呼びに行こうと腰を浮かせた時、低い含み笑いが聞こえた。父が笑っている。ぞくりとする様な恐怖を感じた。


「まあ待て、兵庫頭。三人を呼ぶ前に話す事が有る」


「……」


「義昭様は大膳大夫様を幕府に取り込もうとはせぬようだ。周囲の者もそれに迎合しているらしい。どうやら今の幕府に自らの力で立つ事が出来ると考えているようだが本気でそう思っているなら愚かな事よ。一体誰の力で京に戻れたと思っているのか……。そうは思わぬかな？」


「……」


確かに父の言う通りだ。父が三好一族との協力関係を維持したのもそれ無しでは幕府が成り立たぬと見たからであった。父は三好一族の力を幕府の力とする事で幕府を守ろうとした。しかし、何故そのような事を今？


「困ったものよな。我ら伊勢氏は幕府のために働いて来た。たとえ公方様が何方様どなたさまであろうとも、幕府の実権を握るのが何処の何者であろうとも幕府の権威と威光を守る事が大事。幕府有ってこその将軍家、そう心得てきたのだが義昭様はその辺りがお分かりではないようだ。心許ない事よ」


淡々としていた。だが言っている事は厳しい。義昭様に対して現実を理解せぬ愚か者と罵倒しているに等しい。


「まあそれが分からぬのは義昭様だけでは無いがの」


「側近達でございますな」


父が首を横に振った。


「義輝様よ、あの御方も何も分かっていなかった。だからあの事件が起きた。そうであろう？」


「……」


確かにその通りだ。ならば義昭様は……。


「京は大膳大夫様の勢力範囲になった。義昭様は認めたがらぬであろうがそれが事実。大膳大夫様も幕府の内情が分からぬ様ではお困りであろう」


「では」


「我らがそれをお助けする」


なるほど、いずれは大膳大夫様が幕府の実権を握ると父は見ている。それを伊勢一族が助ける事で伊勢氏の復権を果たすという事か……。そのための駒が与十郎、因幡守、上総介……。


「至急、三名に準備をさせまする」


「うむ」


「某から大凡おおよその事を話しておきます」


「頼むぞ」


父が満足そうに頷いた。
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「邪魔するぞ、典侍」


「いらせられませ」


兄、権中納言飛鳥井雅春が訪ねて来た。今日は少し寒い、熱い茶を出すと背を丸めて啜っている。兄も五十歳を過ぎた。歳を取ったのだと思った。


「皇子様の事、良かったの」


「はい」


息子、永仁皇子の親王宣下、宮家創設が決まった。竹田宮として世襲親王家になる。異例の計らいと言って良い。


「本当は別な望みも有ったが……」


「兄上」


窘たしなめると兄が苦笑を浮かべた。


「分かっておじゃる。それにこれも悪くない。いや、むしろ上々の首尾よ」


永仁を皇位に。兄の心には熾火おきびの様に燻くすぶっているのだろう。それは父も同じに違いない。


「一昨日の事だが本国寺に行ってきた」


「では大膳大夫殿に？」


問い掛けると兄が〝うむ〟と頷いた。弥五郎と呼んで欲しいと言われたが中々呼び辛い。何と言っても甥は三好豊前守殿を打ち破り天下第一等の武将になったのだ。気易く弥五郎と呼べる存在ではない。


「他にも結構公家達が訪れているらしい。……もう近江に戻るらしいの」


「もう、ですか？」


驚いて問うと兄が頷いた。


「義昭の許しも得たと言っておじゃった」


「引き止めなかったのですか？」


「らしいの」


「……兵は置いていきますの？」


兄が首を横に振った。息が止まる程に驚いた。


「あの二人、大分深い溝がおじゃるの」


「溝が有る事は義助様の将軍宣下にて感じましたが……」


普通なら少しでも長く京に滞在する事で存在感を示そうとする。しかしそれをしようとしない。何故か？　大膳大夫殿には今直ぐ相手をせねばならぬ敵は居ない。帰国を急ぐ必要は無いのだ。それを考えれば甥は義昭様から離れようとしているとしか思えない。兵を置かないのも義昭様を守る意思は無いとの表明とも受け取れる。兄が言う様に溝は深い。四国の三好豊前守殿達が如何思うか……。


そして義昭様も大膳大夫殿を引き止めようとしない。傍に置く必要性を認めないという事だろう。むしろ邪魔だと思っているのかもしれない。


「幕府に大膳大夫の居場所は無い。義昭が用意しなかった、大膳大夫が求めなかった、色々と言われているが……」


「両方かもしれませぬ」


「そうでおじゃるの。……将軍宣下に関わるなと釘を刺された」


「……」


兄が視線を伏せ茶を啜っている。一瞬だが聞き間違いかと思った。兄は武家伝奏の立場にある。武家伝奏は武家の奏請を朝廷に取り次ぐのが役目。それを関わるなとは……。


「義昭が将軍になろうとすれば義助を解任しなければならぬ。義助に力が無いなら良い。だが義助の後ろには三好豊前守達がおる。やるならばその報復を撥ね返すだけの力が要る」


「兄上に関わるなと言ったという事は……」


「麿まろに力は貸せぬという事でおじゃろう」


「では？」


「麿が動かねば誰も動くまい。まして大膳大夫は京に居らぬのだ。たとえ銭を用意しても三好の報復を懼れて逃げような。将軍は義助のままだ」


兄が私を見て〝うふふ〟と笑った。


「大膳大夫にとって上洛は三好豊前守達を四国へ追い落とすための物であったのだろう。義昭の将軍就任など如何でも良い事なのでおじゃろうな。このままでは義昭は京に居ながら将軍になれぬという事になる。惨めなものよ」


兄がまた〝うふふ〟と笑った。公家社会は強い者には媚びるが弱い者には辛く当たる厭らしさが有る。義昭様はその弱者になりつつある。その事を本人は分かっているのだろうか……。


「これから如何なりましょう？」


兄が首を傾げた。


「さあ如何なるかの。義昭の立場は不安定で力は弱い。それに幕府では伊勢が失脚した。その辺りも不安では有る。……混乱するかもしれぬの」


「……」


「当分は用心が必要でおじゃろう」


そう言うと兄は〝もう一服頂こうか〟と続けた。
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「ようやく会う事が出来たの、大膳大夫」


「はっ、真に」


「そなたの事は春齢より良く聞いている。幼い頃は朽木に嫁ぐ事が望みだったらしい。気前の良い従兄弟殿に朽木とは余程に素晴らしい所だと思ったようだぞ」


「これは、畏れ入りまする」


頭を下げると一条権大納言内基うちもとが声を上げて笑った。その隣で従姉妹の春齢内親王が母親そっくりの顔でニコニコ笑っている。綾ママの若い頃にそっくりだ。でもね、頼むからそんな昔話は持ち出さないでくれ。まあ俺も従姉妹からの手紙は大事に保管してあるけど。


「して、その者は」


権大納言が俺の背後に控えている土居宗珊に視線を向けた。


「土佐一条家の老臣、土居宗珊でございます」


「初めて御意を得まする、土居宗珊にございまする」


宗珊が挨拶すると権大納言が大きく頷いた。そして隣に居る奥方の顔を見た。


「済まぬが席を外してくれぬか、少々込み入った話が有る」


「はい」


春齢内親王がにっこり笑って席を立った。惜しいな、本当にお嫁さんにしたかった。


「麿も土佐の事は気になっていた。大膳大夫に援助をと頼んだがそれで大丈夫と安心したわけでは無い。此処に土佐の老臣を伴って来たという事は問題が生じたのであろう」


「はっ」


察しが良いのは助かる。土佐の一条兼定を隠居させて嫡男に跡を継がせ宗珊に後見させようと考えていると話した。この件は宗珊も同意している。そうでなければ一条家は長宗我部に滅ぼされるであろうと。話し終わると権大納言がホウッと息を吐いた。


「乱世とは言え武家は厳しいのう。そなた達が他に一条家を保つ術が無いと申すなら麿に異存は無い。しかし少将は素直に隠居するか？」


「伊勢に呼び寄せようかと考えておりまする。今後の事について相談致したいと」


「呼び寄せて押込るか」


「はっ」


その上で朽木が身柄を預かる。土佐に置いては騒動の元でしかない。甲斐の武田信虎と同じ扱いだな。気が重いわ。


「少将の事はそれで良いとしても土佐はそれで収まるか？　収まらなければ意味が無いが」


「後は宗珊に頼むしかありませぬ」


「命に換えましても必ずや一条家を守り通しまする」


確かに一番大きな不安要素なんだ。長宗我部元親は必ずそこを突いて来るだろう。


「……土佐を頼むと言ったのは麿じゃ。麿が土佐に参ろう」


え？　ちょっと……。


「麿が後見する。麿は一条本家の当主、筋は通る筈。土佐も落ち着くとは思わぬか」


良い手かもしれん。しかし……。


「京を長期に亘って離れる事になりますぞ。権大納言様は朝廷の重臣、許される事では有りますまい」


「それについては麿から主上に御許しを得る。心配は要らぬ」


そりゃ娘婿だからな、多少の我儘は許されるか。宗珊に視線を向けると大きく頷いた。決まりだな。


「分かりました。権大納言様が土佐へ下向されるのであれば朽木も全力を上げて土佐一条家を援助致しましょう、御約束致しまする」


「権大納言様の下向有れば怖いもの有りませぬ」


「うむ、頼むぞ。大膳大夫、宗珊」


「はっ」


俺が頭を下げると宗珊も頭を下げた。公家には惜しいわ。いっそ土佐一条家の当主がこの男だったらな。長宗我部なんて東土佐で逼塞していたのに……。こうなったら本格的に軍事援助だ。武器、兵糧、金、それに人だな。兵は向こうで雇わせて指揮官クラスをこちらから出す。一条権大納言を失望させることは出来ん。従姉妹姫に朽木の従兄弟は頼りになると改めて思わせよう。気合を入れるか。


……小夜と雪乃には従姉妹姫の事は内緒だな。これはあくまで太平洋方面の交易を活発にするため、そして土佐から阿波を攻略するためだ。
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室町第に有る休息用の小部屋で寛いでいると〝兵部大輔、入るぞ〟と声が有って兄、三淵大和守が入って来た。一人では無い、後ろには一色式部少輔殿、諏方左近大夫将監殿が居た。三人とも表情は明るくない、寛くつろぐ事も儘ならぬか……。


三人は座っても何も言わない。時々顔を見合わせている。何を話しに来たかは想像が付く。厄介な事よ、こちらから促さなければならぬか。


「如何なされました？」


「……」


「兄上、式部少輔殿、左近大夫将監殿」


三人が顔を見合わせると兄が口を開いた。


「兵部大輔、先日の大膳大夫様への恩賞の件、そなたは如何思う？」


「……」


即答出来ぬ。三人がこちらをじっと見ている。だが口を開く事が出来ない……。


義昭様は大膳大夫様に副将軍、又は管領をと仰られた。管領を望んでも上手く言いくるめて副将軍を受けさせるつもりであったろう。だが大膳大夫様はお断わりになられた。そして相伴衆に任じられる事も辞退した……。


「幕政には関わらぬという事かもしれませぬ」


三人が頷いた。幕政に関わるつもりなら副将軍、管領に関心を示した筈だ。そして相伴衆にも関心を示しただろう。だがそのような素振りは全く見せなかった。義昭様も困惑していた程だ。


「領地も求めておらぬ。望んだのは堺に代官を置く事だけだ」


左近大夫将監殿がぽつりと呟いた。大膳大夫様から摂津をという言葉は一度も出なかった。


「中務少輔殿は朽木は銭儲けに熱心だからと言って嘲笑わらっていたが……」


兄が顔を顰めている。本当にそれだけなのか、不安なのだろう。


「宮内少輔も似た様な事を言っておりましたな」


式部少輔殿が面白くなさそうに言った。


上野中務少輔殿、一色宮内少輔殿の二人は大膳大夫様への反感が強い。そして宮内少輔殿と式部少輔殿は同じ一色氏だが本家の宮内少輔殿に対して分家の式部少輔殿は何かと割を食う。その事に強い不満を感じている。自分の方が古くから仕えているのにと口に出す事も有る。相当に反感は強い。


「足利二つ引の紋と桐紋も辞退しております。結局恩賞として受けたのは八カ国の守護、屋形号、堺への代官の設置、それと京極、六角の家督……」


私の言葉に皆が渋い表情をした。これでは到底武勲第一の者に対する恩賞とは言えぬ。


「如何も解せぬ、何故摂津を望まぬのか。四国の義助様を危険とは思わぬのだろうか？」


式部少輔殿の言葉に皆が顔を見合わせた。


「そうは思わぬ。だが和泉に内藤備前守殿、河内に三好孫六郎殿、大和には松永弾正殿が居る。それに摂津ががら空きというわけでもない、和田殿が居るのだ。防げると見ているのやもしれぬ」


「うむ、それに摂津を得ても飛び地になる。その辺りを嫌ったという事も有るのかもしれん」


兄と左近大夫将監殿が答えた。だが二人とも自信の有る口調ではない。何処かで自分を納得させようとしている。


「能登の畠山、伊勢の北畠の件が有ります。義昭様の御心を察して恩賞を辞退したという事も有りましょう」


「……」


「副将軍、管領への就任を辞退した事も義昭様の恩為に働く事を快く思っていないからかもしれませぬ」


三人が顔を顰めた。


「無欲からではないという事か、兵部大輔」


「はい、むしろ不快感からかもしれませぬ」


兄が〝ふむ〟と鼻を鳴らした。だが義昭様が大膳大夫様に不快感をお持ちならば大膳大夫様は義昭様に不快感をお持ちでないと如何して言えよう。恩賞について話した時、大膳大夫様は酷く醒めておいでであった。興奮も無ければ期待感も無かった。失望感も無かった。ただ淡々と義昭様の提示した恩賞を辞退された。副将軍を引き受けさせられなかった事で義昭様の将軍宣下を大膳大夫様に押し付ける事が出来なかったと中務少輔殿は言っていたが元々義昭様の将軍宣下を手伝う気は無かったのかもしれぬ。三好は追い払った、後は好きにやれ、そんなところか……。


「となると大膳大夫様が近江に戻るのも……」


左近大夫将監殿の口調は弱い。普通なら理由を付けて京に留まる。そうする事で力を周囲に見せ付けるだろう。だがそれをせぬ。義昭様から離れようとしているようにしか見えぬ……。


「義昭様の将軍宣下でございますが簡単には行きますまい」


「まあ義助様を征夷大将軍から解任せねばならぬからな。それに大膳大夫様が副将軍を蹴られた以上、その御力を借りるのも難しい。義昭様は大膳大夫様を頼るのを嫌がられよう」


「そうでは有りませぬ、兄上」


兄が訝しげな表情をした。兄だけではない、式部少輔殿、左近大夫将監殿も訝しげな表情をしている。分かっておらぬのだ。


「恩賞らしい恩賞を受け取らずに大膳大夫様は近江に戻られる。幕政に参加しようとしない。家格を上げる事にも興味を示さない。その事を京の公家達が如何見るか……」


三人の顔が強張った。足利二つ引の紋と桐紋も辞退している。如何見ても足利から離れようとしているとしか見えまい。


「大膳大夫様は義昭様に不満をお持ちだ、そう受け取るやもしれませぬ。これ以上義昭様の御味方をする事は無いのではないか、御力になる事は無いのではないかと……」


兄が〝兵部大輔〟と私を呼んだ。顔が強張っている。


「そうなれば義昭様の御立場は脆いと公家達は判断しましょう。彼らの眼は義昭様よりも義助様に向かいかねませぬ」


呻き声が聞こえた。今多くの公家達が大膳大夫様を訪ねている。義昭様はその事にも不満をお持ちだが公家達は必死なのだ。義昭様と大膳大夫様の関係を見定めようとしている。義昭様が大膳大夫様を如何思うかが大事なのではない、大膳大夫様が義昭様に対して如何いう感情を持っているかを知りたがっている。


「武家伝奏を務める飛鳥井権中納言様が如何動くか、その辺りも判断材料の一つになりましょう。権中納言様が義昭様の将軍宣下の為に動かぬ時は大膳大夫様の意を汲んでの事、公家達はそう判断しましょうな」


また呻き声が聞こえた。大膳大夫様は京に居る事で影響力を強めるのではなく京に居ない事で影響力を強めようとしている。義昭様はその道具になりつつある……。
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本国寺、この寺は本当なら義昭が上洛した後、仮の御所を置いた寺だ。だがこの世界では義助の居た室町第に義昭は居る。そして代わりに俺がこの寺を宿にしている。この寺は法華宗の寺だ。朽木が泊まるのを嫌がるかと思ったんだけど、すんなり宿を貸してくれた。理由は簡単、朽木が比叡山を焼き一向宗と血みどろの戦いをしているからだ。俺が生まれる前だが法華宗は一向宗、比叡山と壮絶な戦いをしている。比叡山によって京都の法華宗は壊滅し、法華宗の門徒は洛外に追放された程だ。要するに敵の敵は味方という事なのだろう。


そろそろ近江に帰ろうと思っている、義昭にも帰国の意思を伝えて許可を貰った。あっさり許可が出たから俺の事は邪魔なんだろうな。俺も栄養失調のプロレスラーなんて見たくない。好都合だ。土佐の件は目処が付いたし永仁皇子の親王宣下、宮家創設についても話は付いた。永仁皇子の親王宣下は来年行われる。そして宮家を新たに創設し勅許によって世襲親王家になる事が決まった。宮家の名前は竹田宮。所領は三好家が山城、河内、和泉で所持していた領地から作られる。朽木の懐は痛まない、まあ良いんじゃないの。


義昭による幕府の体制は徐々に整いつつある。多少紆余曲折が有ったが紀伊守護に畠山修理亮高政、和泉守護に内藤備前守宗勝、河内守護に三好孫六郎重存、大和守護に松永弾正忠久秀、摂津守護に和田弾正忠惟政が任命された。畠山が河内守護を望むかと思ったんだが辞退したようだ。三好がこのままで終わる事は無い、捲土重来を図るとすれば摂津、河内、和泉が矢面に立つ。紀伊も十分に支配していない今、河内を得ても重荷になるだけだと判断したらしい。


そして河内、和泉に三好孫六郎重存、内藤備前守宗勝を置けば大和の松永弾正忠、摂津の和田弾正忠惟政と連携が図れる。摂津、河内、和泉、大和と京を囲む城壁を作ったつもりだろう。だが摂津が不安定だ。国人衆、石山本願寺、堺。三好が攻めてくるとすればそこからだろう。和田弾正忠惟政が果たして何処まで摂津を把握出来るか。そして池田、伊丹を始めとする国人衆を何処まで上手く抑えられるかが鍵だな。


面白いのは畠山が管領に就任した事、そして一色が侍所頭人に就任した事だ。聞いた時には〝はあ〟と声が出た。まあどちらも実権は無い、肩書だけのようだがそれでも領内の国人衆には効き目が有るだろうしその辺の成り上がりの大名とは違うんだというステータスにもなる。畠山も一色も喜んでいるそうだ。義昭君も結構やるな。


気になるのは本願寺だ。今回の上洛戦に本願寺は絡まなかった。義昭と義助の間で中立を守ったのだがこれまでの事を考えれば何らかのペナルティを与えても良い。だが義昭にその意思は無いようだ。本願寺の顕如は義昭に対して朽木と因縁が有るだけで義昭と敵対したつもりはないと釈明しているらしい。義昭はそれを受け入れた。


本願寺は俺と義昭の間が必ずしも円滑ではないと気付いている。其処を突いたのだろう。そして義昭も朽木を抑えるカードとして本願寺が使えると見たという事だ。摂津守護の和田弾正忠としては面白くない事態だろう。俺も面白くない。本願寺の動きは要注意だ。特に四国に撤退した義助、京に復帰した義昭とどう絡んでくるのか。それと紀伊北部の国人衆とどう絡むのか……。


紀伊北部の国人衆は畠山に従う姿を見せている。その中には雑賀衆もいる。九鬼と堀内が交易船の拿捕だけに止まらずかなり雑賀水軍を痛めつけたらしい。雑賀は畠山に泣き付いた。そして畠山から俺に雑賀への攻撃を止めてくれと要請が有った。あれ要請なのかね、俺は管領だとか言ってかなり高圧的だったから内実は命令だったのかもしれない。


畠山には海の上の事だから中止させるまでに時間がかかると答えておいた。畠山は納得していたな、俺を従わせる事が出来たとでも思ったのかもしれない。しかしなあ、何時攻撃が止まるかは誰にも分からんな。何と言っても俺は九鬼、堀内に使者を出すのをうっかり忘れてしまったのだ。ま、こういう事ってそれほど珍しい事じゃない。仕方無いよな。


畠山の認識はかなり甘い。雑賀が畠山に従ったのは本願寺が動いていないからだ。雑賀にははっきりと理解させる。朽木は雑賀を危険視しているとな。畠山を使って攻撃を止めさせようなんて甘い考えは通用しないと。特にこれから朽木は土佐方面に力を入れる事になる。雑賀水軍がその邪魔をするのを躊躇うぐらいに痛め付ける。そして畠山も理解するだろう、管領なんてもので俺を押さえ付ける事は出来ないと言う事が。これは侍所頭人になった一色への警告でもある。たとえ侍所頭人であろうとも朽木はそんなものには配慮しない。敵対するなら潰す。


義昭が俺にも守護職を贈って来た。近江、若狭、越前、加賀、能登、伊勢、伊賀、志摩。現状の追認でしかないんだが邪魔になる物でもないから貰っている。世評じゃ俺の事を八州守護、八州様と呼んでいるらしい。俺だけ貰うのもなんだから義昭に信長に尾張、美濃の守護職、それと輝虎と信長に東海道から関東を制圧するようにと書状を送って欲しいと頼んだ。義昭はそういうの好きだから大喜びで送ったな。


義昭は内心では今川にかなり腹を立てているらしい。今川が織田との仲裁を受け入れればもっと前に上洛が出来たと考えている。これは北条、武田も同様だ、上杉が上洛戦に関わってこないのは北条、武田の所為だと見ているのだ。織田、上杉が上洛戦に参加すれば朽木の突出を抑える事が出来た。つまり義昭にとって今川、武田、北条の三国同盟は幕府の事を考えない利己主義の集団でしかない。ま、史実でもそんなところは有ったよ、気にするな、義昭君。


義昭はやる気満々だが義昭の幕府による統治は上手く行かないだろう。義昭は政所から伊勢氏を排除した。伊勢氏は代々政所執事を務めてきた一族だが義輝の頃には三好と組んで幕政を動かしてきた。義輝の意向はまるで無視だ。代々政所を取り仕切って幕府の維持を図ってきた伊勢氏の幕府機構に対する影響力は将軍の決定すら覆す程にまでなっていた。その辺りを義昭は知っている。将軍親政を目指す、それで排除したらしい。


だが伊勢氏には伊勢氏の言い分が有る。足利幕府は将軍の力が弱かった。特に応仁の乱以降は幕府の実力者と争って地方に追い出される事がしばしばあった。将軍が居ない幕府は珍しくなかったのだ。そんな中で幕府を維持し幕政を円滑に動かすには時の権力者と協力してやっていくしかなかった。政所を支配していた伊勢氏にとって大事なのは幕府という体制であって将軍という個人では無かった。伊勢氏にしてみれば三好と抗争していた義輝など馬鹿としか思えなかっただろう。三好と協力して幕府の威光を取り戻すべき、そう考えていたようだ。


伊勢氏は義昭体制から排除された。問題はその後だ、伊勢氏の当主である伊勢守貞孝、兵庫頭貞良親子は如何いうわけか俺の所に一族の人間を送り込んできた。京が朽木の勢力範囲になった以上幕府の内情に詳しい人間が必要だろうと言って。確かにそういうところは有る、だから受け入れた。伊勢与十郎貞知、伊勢因幡守貞常、伊勢上総介貞良の三人。上総介は名前が本家の兵庫頭と同じだ、紛らわしい奴。伊勢守親子にも、この三人にも義昭への取り成しはしないと言ってある。あくまで使うのは朽木のためだ。


伊勢の後任は摂津中務大輔晴門が任じられたが上手く行かないだろうな。政所は幕府の財政と領地に関する訴訟を扱う機関だ。財政も訴訟も素人には難しい職だ、コケれば周囲から信を失う。それに今の義昭には将軍宣下の問題も有る、俺なら我慢して経験豊富な伊勢を使う。首にするのは利用価値が無くなったか、役に立たないと分かってからでも遅くは無い。


義昭は京に入り幕府を掌握したが将軍になったわけでは無い。征夷大将軍は足利義助だ。義昭が征夷大将軍になるには義助を征夷大将軍から解任し自分がその地位に就くしかない。それによって義昭が名実ともに室町幕府の頂点に立つ。前例の無い事ではない、足利氏は一度それをやっている。第十代将軍足利義材は征夷大将軍を解任され京を追い出されたがその後京に帰還、改めて征夷大将軍に任じられ将軍に復帰した。これが足利義稙だ。


前例が有る以上朝廷も手続きを踏めば嫌とは言えない。しかし此処に問題が二つ有る。第一の問題、銭の問題だ。朝廷に銭を納めなければ義助の征夷大将軍を解任し義昭に将軍宣下が行われる事は無い。この官位を得るために銭を払うというのは官位を金で買うように見えるがこの時代の朝廷は酷く困窮している。大事な収入源で止めろとは言えない。つまり義昭に費用を用意出来るかという問題がある。


第二の問題、銭を用意出来ても義助の解任に朝廷が難色を示す場合が有る事だ。義助が無力な存在なら良い。朝廷も解任を躊躇わない。だが義助には三好が付いている。解任した後に三好に担がれた義助が京に復帰したらどうなるか？　義助の解任に動いた公家達はとんでもない報復を受ける恐れが有る。とてもではないが率先して義昭のために動く人間は居ない筈だ。


特に対三好の最前線になる河内、和泉、摂津。ここには朽木は全く関係していない。それに俺はもう直ぐ近江に戻る。その辺りを公家達は如何見るか？　俺の予想では心許無いと考える筈だ。となると義助の解任と義昭への将軍宣下はかなり遅れるだろう。そうする事で公家達は本意ではないが已むを得ず解任と将軍宣下を行ったと弁解出来るからだ。だがなあ、ちょっと拙いのは飛鳥井の伯父が武家伝奏を務めている事だ。厄介な事に巻き込まれなければ良いんだが……。と言うより俺が厄介な事に巻き込まれそうで怖い。


俺が近江に帰ろうというのもその辺りを考えての事だ。金を出せと言われるのも面倒だし俺が金を出すとそれを利用して義昭が飛鳥井に圧力をかけかねない。将軍宣下に関しては飛鳥井、朽木はノータッチだ。飛鳥井の伯父にもこの問題には出来るだけ関わるなと言ってある。征夷大将軍を解任されたって義助が納得する筈が無い、必ず無効だと騒ぎ出すのは見えているし三好も認めないだろう。この問題はどちらかが圧倒的に優位になるまでは片付かないと思う。


「御屋形様」


「何だ、千四郎」


「松永弾正忠様、内藤備前守様がお見えでございます」


「うむ、分かった」


近習の葛西千四郎に〝御屋形様〟と言われた。なんかくすぐったい。俺ってつくづく小市民だなと思う。今日はこれから松永弾正忠久秀、内藤備前守宗勝の兄弟に会う。俺が帰国すると知って会いに来たらしい。これからも宜しくね、そんなところだろうな。


二人には寺の奥にある一室で会った。この部屋、四畳半程の小さい部屋だ。多分密談用に作られた部屋なのだろうと思う。寒さ凌ぎに火鉢が有るが余り暖かいとは言えない、三人で焙じ茶を啜りながら寒さを凌いだ。弾正忠は歳はもう六十を超えている、寒さは堪えるのだろう、幾分背を丸めながら両手で茶碗を持ち美味しそうに飲んでいる。弟の備前守は五歳ほど下か、こちらは背筋は伸びている。二人とも端正な顔をしている。ゲームに出てくるような悪人顔じゃない。如何もこの二人、不当に貶められていると思う。


多少の社交辞令と今後の協力を依頼された後、以前から聞きたいと思っていた事を聞いてみた。三好長慶とはどんな人物だったのかと。


「兵法に通じ歌道を極めた素晴らしい御方でした。天下の覇者に相応しい御方だったと思います」


弾正忠が懐かしむような表情を浮かべると弟の備前守がゆっくりと頷いた。そうだろうな、一代の英雄だ。長慶が生きている間、三好はびくともしなかった。俺は何時も三好長慶の巨大さに圧倒されていた。


「御両所は畿内で聚光院じゅこういん様に御仕えしたと聞いておりますが？」


「はい、某は祐筆として、弟は武者として聚光院様に召し抱えられました。かれこれ三十四、五年以上前の事になりましょう」


聚光院というのは三好長慶の戒名だ。十年以上前にはこの二人は三好家の最高幹部になっていた。要するに二十年ちょっとでそこまで出世した事になる。その辺の田舎大名じゃない、天下の覇者、三好家でだ。余程に長慶に才能を買われ可愛がられたのだろう。言わばこの二人は三好家の秀吉、光秀と言って良い。


三好家は松永兄弟以外にも岩成友通、松山重治、鳥養貞長、野間長久、野間康久など外部の人間を積極的に登用している。多分長慶が始めた事じゃない、それ以前からだろう。三好家の当主は長慶に至るまで何度も畿内に進出しては叩き潰されてきた。その過程においてどれだけの人材を失ったかは分からない。その補充は容易では無かった筈だ。親族や譜代だけでは短期間に国力を回復出来たとは思えない。外からの血を入れる事でそれを成してきたのだと俺は考えている。


「あと十年、十年御存命であれば三好家は盤石で有ったと思います。揺らぐ事は無かったでしょう」


同感だな、備前守の言葉に俺も頷いた。あと十年あれば嫡男の義興が死んでも後継者孫六郎の体制を盤石に出来た筈だ。三好家の不幸は嫡男の義興、当主の長慶と立て続けに死んだ事だろう。三好孫六郎を頂点とする体制を十分に整えられなかった。長慶は四十代半ばで死んだ。あと十年というのは贅沢な望みではない。


「残念な事にそうはならなかった。三好家は割れましたな」


「はい、某と兄は聚光院様の御遺志に従う道を選びましたが余の者は……」


備前守が首を横に振った。聚光院、つまり長慶の遺志に従う者は僅かだった。多くの者は三好豊前守を三好家の新たな頭領に選んだ。まあ誰が見ても妥当な選択だろう。だがこの二人にとって長慶は主君では無く神だったのだろう。二人は長慶の遺志を守ろうとした。


「聚光院様は大膳大夫様の事も気にかけておいででしたぞ」


「某を？」


問い返すと弾正忠が頷いた。


「左様、朽木に妙な童子が居ると仰られていました。日向守殿に大膳大夫様を御味方にせよと」


なるほど、それであの一件が起きたか。裏に居たのはやはり長慶だったわけだ。急に可笑しくなって笑ってしまった。弾正忠、備前守も遅れて笑い出した。


「一度で良いからお会いしておくべきだった……。亡くなられたと聞いた時にそう思いました」


「見とうございましたな、お二人が会うのを」


「某も兄と同じ想いにござる」


会っていたらどうなっていただろう。三好の味方に付いたかな？　或いは断って殺されたか。義輝との和睦を薦めたかもしれない。


「そうそう、大事な話をするのを忘れていました。この度、孫六郎様が義昭様の妹君を娶られる事になりました」


「それは目出度い事ですな、霜台殿、備前守殿。心からお慶び申し上げます」


俺が言祝ぐと二人が嬉しそうに顔を綻ばせた。要するに三好孫六郎による義輝弑逆の罪は義昭の義弟になる事で消されたわけだ。まあ本人にとっては不本意な事件だった筈だ。これで一安心だろう。


だがこれで三好孫六郎は義昭と命運を共にする事になった。史実でも三好孫六郎は義昭の義弟であり義昭を守って信長と戦い死んでいる。彼にとって将軍殺しの汚名を拭い去ってくれた義昭は命に換えても守らなければならない恩人だったのだろう。そして久秀にとって三好孫六郎は何よりも尊いものだった。孫六郎死後の久秀は全く精彩が無い。三好本家が途絶えた事で生きる甲斐を失ったのだろう。そして信長に背いて死ぬ。


松永弾正忠久秀、内藤備前守宗勝。二人とも誠実で不器用な生き方しか出来ない男だった。嫌いじゃない、いや嫌いになれない男達だ。義昭と敵対する時は三好孫六郎と松永兄弟を敵に回す覚悟が要るという事だ。ウンザリだな。
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空気が重い。皆押し黙っている。正面の上座に居られる義昭様は口元に力を入れていた。明らかに怒っている。


「間違いは無いのでございましょうか？」


「ない」


大館伊予守殿の問いに義昭様が短く答えた。


足利義助様に将軍宣下が為される事に決まった。京に居られる二条晴良様からの報せだ。先ず間違いはない。


「関白殿下を頼る事は出来ませぬか？　殿下の御力で義助様への将軍宣下を押し留めるのです」


摂津中務大輔殿の提案に義昭様が唇を歪めた。


「無駄だ、当てにはならぬ」


皆が顔を見合わせた。関白近衛前久様は義昭様とは従兄弟の間柄にある。だが御二人の関係は疎遠と言って良い。義昭様が還俗げんぞくして元服した時、立ち会ったのは関白殿下では無く政敵である二条様であった。もっとも近い親族が自分を無視している。義昭様は関白殿下に対して強い不満、そして不信感をお持ちだ。


「二条様からの報せによれば宮中から目々典侍、勾当内侍が近江に向かったそうだ。将軍宣下は二人が戻って直ぐに決まったらしい」


ざわめきが起きた。〝では〟、〝馬鹿な〟、そんな声が聞こえる。義昭様が不愉快そうに皆を見ている。


「大膳大夫の諒承を得たのであろう」


ざわめきが更に大きくなった。


「許せぬ！　それは裏切りでは有りませぬか！」


上野中務少輔殿が叫んだ。


「そうとも言えますまい。目々典侍だけでは無く勾当内侍も近江に行っているとなれば帝の御内意が有ったと見るべきではありませぬか。京は三好豊前守殿の支配下に有ります。義助様に将軍宣下をと執拗に請われれば断るのは難しい」


幾人かが私の発言に頷いた。実際これまで義助様に対して将軍宣下が無かった事の方が不思議とも言える。


「兵部大輔は義助を将軍として認めよと申すか」


声が冷たい、義昭様が私を見ている。一礼してから答えた。


「そうでは有りませぬ。某は義輝様に御仕えした者、義輝様を弑した三好豊前守殿に擁立される義助様を将軍と認める事は出来ませぬ。ですが大膳大夫様を裏切者扱いする事には同意しかねます」


口元にまた力が入った。納得していない。


「義助が将軍となれば此処に押し寄せる兵は更に増そう。そうなれば……、認める事は出来ぬ」


義昭様の身体が小刻みに震えている。怒り？　或いは恐怖か。


「大和守、兵部大輔」


「はっ」


私と兄が呼ばれた。嫌な予感がした。


「近江へ行け、大膳大夫の元に行くのだ。何としても義助の将軍宣下を止めさせよ。予が書状を書く、その方等は出立の準備を致せ」


「はっ」


一礼して御前を下がった。


準備等と言ってもそれほど手間は掛からなかった。大和から近江はそれ程遠くない、荷物は少なくて良い。そして使者に立つのは慣れている。屋敷に戻り準備を終えて待っていると兄が訪ねてきた。表情が暗い、この役目を喜んではいない。それは私も同様だ。


「準備は出来たか？」


「はい」


「書状を頂いて来た、行こう」


「気が進みませぬな、北畠の件で文句を言われましょう」


兄が顔を顰めた。そして〝それを言うな〟と言った。


一年前、北畠を伊勢で存続させるべく大膳大夫様と交渉した。北畠の懇願を受けた義昭様の命によるものであった。北畠本家を近江に移すと主張する大膳大夫様に何度も頭を下げて頼んだ。北畠には決して不満は抱かせぬ、大膳大夫様に逆らわせぬと約束して受け入れて貰った。


正直に言えば北畠が何処まで約束を守るか疑念は有った。だが北畠は領地を失うのだ、それほど大きな影響は及ばさないという思いも有った。いや、そう思いたかったのかもしれぬ。だが大膳大夫様は伊勢を抑えるのに苦労をしている。その一因が北畠である事は間違いない。そして北畠は頻繁に使者を寄越し北畠の復権を義昭様に訴えている。


義昭様も最初は言質を与えなかったが最近では〝考えておく〟、〝悪いようにはしない〟と曖昧な態度を取る事で北畠を引き寄せようとしている。余りに無視しては敵に回りかねないと考えてと仰られているが能登の畠山が滅んだ今、大膳大夫様を抑える新たな道具として活用しようと考えている節が有る。北畠もその辺りを読んでいる。伊勢で反朽木の動きを示すのも力を示せば義昭様が伊勢の返還を約束すると見ているのだ。要するに早く上洛したければ伊勢を返せと要求している。そして朽木を抑える道具として利用出来ると考えろと。大膳大夫様がそれに気付いていないとも思えぬ。義昭様に対する冷えた対応もその辺りが関係しているだろう……。
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清水山城は年の瀬の喧騒に包まれていた。大膳大夫様への面会を求めると案内されたのは櫓台やぐらだいだった。人払いがしてある、そこに居るのは大膳大夫様御一人だった。


「城内は何かと騒がしい。此処なら静かに話せる」


「はっ」


「煩い礼儀も省こう、こちらへ」


言われるままに兄と共に大膳大夫様の傍に寄った。大膳大夫様は外を見ている。淡海乃海あふみのうみが見えた。大きい、そして数多あまたの船が湖面を走っているのが見える。湖だけではない。湖北、湖東が一望に出来た。


「見事な景色でございますな」


「御爺、いや祖父がこの景色が好きだった」


「民部少輔殿が」


兄の言葉に大膳大夫様が頷かれた。


視線は外に向けたままだ。会う度たびに大きくなっていく。一万石に満たぬ朽木谷の領主から北近江半国、そして今では七か国を領する大領の主だ。未だ二十歳を超えたばかり、ここ十年程でそこまで大きくなった。義昭様が危険視するのも已むを得ぬ部分は有る。


「春から夏にかけては青々と秋には黄金色に輝く。冬には穢けがれ無き純白の雪を纏う。だがこの時期だけは寒々としていると言っていた」


「……」


「それでも此処に来た。死ぬ直前にも此処に来たらしい。一体何を見ていたのやら……。腹の底を見せぬ御人で有ったからな」


民部少輔殿が亡くなってちょうど一年か……。故人を偲んでいるのかもしれない。それにしても腹の底を見せぬ御人とは……。仲は良かった筈、兄も訝しげにしている。我等兄弟の表情に気付いたのだろう、大膳大夫様が苦笑を浮かべられた。


「祖父が好きだったし尊敬もしていた。信頼もしていた。何より俺の自由にやらせてくれた事には感謝している。だが分からぬ、この風景を見て何を考えていたのか。此処に来ると何時もそれを思う」


「……」


「無駄話をしていても仕方が無いな。使者の趣は、と言っても将軍宣下の事以外には無いだろうな」


遣り辛いと思った。大膳大夫様は私が抱えている文箱を冷笑を浮かべながら見ている。


「義昭様から書状を預かっておりまする」


文箱を差し出すと中から書状を取りだし文箱はこちらに戻してきた。そして書状を読みだす。本来なら礼儀には適っていない、だがこの場所ではそれを咎める事も大人げない。敢えてそれを狙ったか……。大膳大夫様は読み終わると溜息を吐いてから書状を懐にしまった。そしてこちらを見ている。


「義助様への将軍宣下を拒否しろ。兵を出せ、京に攻め込めと書いて有るが無理だな」


ウンザリした様な口調だった。


「では大膳大夫様は義助様への将軍宣下を御認めになると？」


問い掛けると〝認めざるを得ぬ〟と言って大膳大夫様が頷かれた。


「義助様へ将軍宣下をと大分圧力が強いらしい。これまでは朽木に対する遠慮から帝はそれを認めてこなかった」


「遠慮と申されますと？」


問い掛けると大膳大夫様が大きく息を吐いた。


「御大葬、御大典の事だ、あれは義輝様を京へ戻すための策であった。そのように遠慮される事は無いのだがな。……だがその遠慮ももう限界という事だ。それでも帝は桑名を禁裏御料にする事で何とか先延ばしを図ろうと御考えになったようだ。その事で使者が来たが無駄だと判断した。これ以上帝に御心痛はかけられぬ。現状では義助様への将軍宣下を認めざるを得ぬ」


何と、そのような事が……。義助様へ将軍宣下が無かったのは義輝様を弑した事への不快感だけでは無い、大膳大夫様への遠慮が有ったからか。帝は大膳大夫様に将軍宣下を認めて欲しいと頼んだのではなかった。むしろ何とか先延ばししようとしていた。だが大膳大夫様は無理だと判断した。状況はそこまで切迫しているという事だ。兄は沈痛な表情をしている。大膳大夫様を非難は出来ぬ、義助様への将軍宣下を認めざるを得ぬと思っているのだろう。


「義昭様は三好豊前守殿の攻勢が強まる事を怖れておりまする」


「大分苦しいと聞いているが？」


「さればこそ大膳大夫様の御力を」


兄が訴えたが大膳大夫様は首を横に振った。


「断る。伊勢が落ち着かねば兵は出せぬ」


「……」


「こうなる事は分かっていた。俺は何度も警告したのに無視した。俺の足を引っ張ったのはそちらだ。自業自得だな」


分かっていた事だが改めて言われると口中が苦い。低い笑い声が聞こえた。大膳大夫様が我らを見て笑っている。


「そう落ち込まれるな。今度、帝の一の皇子、誠仁様の親王宣下と立太子礼が執り行われる」


誠仁様？　兄と顔を見合わせた。兄は訝しげな表情をしている。


「費用が捻出出来なく延び延びになっていると思いましたが？　それに立太子礼とは？」


兄が疑問を口にした。立太子礼などずっと行われていない。それを？　


「朽木が費用を出す。将軍宣下、親王宣下、立太子礼、慶事が続くな。戦は控えるべきだ。そうではないかな？」


また兄と顔を見合わせた。今度は表情が明るい。義昭様に近しい公家に働きかけて戦を止めろという事か。その為に立太子礼を復活させた。時を稼いで態勢を立て直せと……。大膳大夫様は義昭様を見限ったわけではない。悲観する必要は無い。


「御上洛は何時頃になりましょう？」


大膳大夫様が首を傾げられた。


「織田殿が三河の一向一揆を潰してくれたからな、長島は孤立し大分弱って来た。だがあそこは攻め辛い場所だ、油断は出来ぬ。まあ来年には何とかしたいと思っているが……」


「……」


「準備も有る、上洛は再来年かな」


再来年、今年はもう終わる事を考えれば早ければ一年後には上洛が見えてくる。


「ではその時には織田様も」


「無駄だろうな」


意気込んだ兄に大膳大夫様が冷や水をかけた。


「織田殿は今川、武田、北条を相手にするのだ。いずれも容易な相手ではない、上洛などに関わる余裕は無かろう」


「……」


「それにな、三河、長島の一向一揆を大湊の商人が援助していた。北畠の依頼を受けてな。織田殿も気付いているだろう。怒っているだろうな」


「……」


「余りしつこくせぬ事だ。ウンザリする。その身勝手さもな」


「……」
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「三千貫でございますか？」


「そう、三千貫。某と孫六郎様の所に送られてきた。兵糧、武器、弾薬、御自由に御使いあれ、返済の必要無しという添え状と共に」


三千貫、いや六千貫を無償で差し出すとは……。思わず息を吐いた。兄は首を横に振っている。そんな我らを見て松永弾正殿、内藤備前守殿が笑い声を上げた。今日は幾分寒い、だがその寒さを忘れさせるほどの驚きが有った。六千貫……。


「伊勢では桑名、松坂、大湊、宇治、山田に矢銭を支払わせましたからな。総額で二万貫程になる」


「敦賀、小浜を使った交易も大分盛んらしい。それに朽木領内では戦が無い。羨ましい事だ」


松永弾正殿、内藤備前守殿がまた笑い声を上げた。　二人とも表情が明るい。義助様方からの攻勢が止やんだ事を素直に喜んでいる。


将軍宣下が執り行われた後、親王宣下、立太子礼が執り行われる事が公表された。義助様は本当なら将軍宣下の後、義昭様を攻めたかったであろう。実際に準備に取り掛かったと聞く。だが親王宣下、立太子礼を行うのだからその期間は戦は止めるべきだと義昭様に近しい公家達が主張した。義助様に近い公家達もそれに反対は出来なかった。義助様は渋々だが戦を延期せざるを得なかった。かなり不満を漏らしていると聞く。


義昭様も不満を漏らしている。将軍宣下を義助様に許した事が我慢出来ないらしい。だが公平に見て已むを得ない、痛み分けで有り一方的に不利とは言えないというのが幕臣達の総意だ。むしろ時を稼ぐ事が出来たと評価する者も居る。大膳大夫様に反感を示す上野中務少輔殿、一色宮内少輔殿も渋々では有るが認めざるを得ぬと考えている。六千貫の銭が贈られたとなれば大膳大夫様を擁護する声は更に強くなろう。


「飛鳥井家から誠仁様の元に娘が典侍として出仕するそうだ」


「真でございますか？」


「うむ、大膳大夫様の従妹だとか。帝も誠仁様も益々大膳大夫様を無視は出来ぬ。義助様も容易ならぬ御方を敵にした」


弾正殿が笑いながら言った。その傍で備前守殿が笑みを浮かべて頷いている。容易ならぬ敵か、今は義助様の敵だが……。


「伊賀の百地丹波、藤林長門守が清水山に新年の挨拶に行った事を御存知かな？」


備前守殿の言葉にまた兄と顔を見合わせた。


「いえ、存じませぬ。真でございますか？」


「真だ、大和守殿。服属したわけではないようだがかなり大膳大夫様に近付いている。伊賀が味方になれば伊勢から伊賀、大和へと道が繋がる」


思わず唸り声が出た。徐々にだが形勢が変わりつつあると思った。弾正殿、備前守殿ももう笑ってはいない。厳しい表情だ。


「伊賀も長島は保もたぬと見たのかもしれぬ。早晩大膳大夫様は伊勢を完全に押さえると。そうなれば伊賀は孤立する……」


弾正殿の言葉に素直に頷けた。長島はもう長くない。となると……。


「北畠は如何なりましょう？」


弾正殿と備前守殿が顔を見合わせた。


「潰されるだろう、根切りかな」


シンとした。誰も動かない。言葉を発した弾正殿もだ。


「……潰されますか……」


漸く兄が確認すると弾正殿が〝潰されるだろう〟とまた言った。今度は根切りという言葉は無かった。


「先年の事だが当主の北畠右近大夫将監殿が隠居して大膳大夫様に直接御仕えする事になった。そして北畠次郎殿が越前で所領を得た、御存知だな？」


私と兄が頷くと弾正殿も頷かれた。


「あの二人は母親が六角家の出でな、母親は南近江の者達にそれなりに影響力を保持しているらしい。大膳大夫様もそれを無視は出来ぬ。という事で御自身の庇護下に置かれたようだ。母親も越前に行った」


「……」


「後の者にはそのような配慮は必要ない。むしろ南伊勢に置いておくのは危険だと思われるだろうな。上洛戦の前に潰されるだろう。義昭様も上洛するのに邪魔だと言われれば口を噤まざるを得ぬ。違うかな？」


「確かに。……となると……」


問い掛けると弾正殿が頷かれた。


「北畠への処置が済めば上洛への態勢が整うという事でも有る」


北畠が伊勢で滅ぶ時が上洛の態勢が整う時……。では我らが伊勢でした事は何だったのか……。悪戯に混乱させ時を潰し、大膳大夫様の不快感を募らせただけだったという事か。徒労感だけが有った。

            





    
  
  




永禄十四年（一五七一年）　七月上旬　　　近江国高島郡安井川村　　清水山城　　朽木小夜






廊下を歩いていると〝御方様〟と後ろから声を掛けられた。振り返ると雪乃殿が居た。少しお腹が膨らんでいる。私も同じだろう。年内に私は三人目の、彼女は二人目の子を産む。


「如何いかがなされました？」


「殿の所に行こうと思ったのです。雪乃殿は」


「私も殿の所に行こうと……」


気遣わしげな表情をしている。多分私も同じだろう。ここ最近、私達の夫、朽木大膳大夫基綱様は酷く鬱屈しておいでだ。


「最近お元気が無いですからね」


「御方様もお気付きでしたか」


「ええ、雪乃殿も？」


雪乃殿が〝はい〟と言って頷いた。


「折角です、二人で行きましょう」


「はい」


共に連れ立って殿の部屋に行くと殿は文机に向かって巻紙で書状を認したためているところだった。彼方此方に丸めて捨てた紙が散乱している。一つ、二つ、三つ、四つ、五つ、六つ。どうやら苦戦しているらしい。雪乃殿がクスッと笑った。


「如何した、二人揃って」


笑みを浮かべている。胸が痛んだ。どんなに鬱屈していても私には笑みを見せてくれる。多分雪乃殿に対しても同じだろう。それでも時々憂鬱そうな表情をして溜息を吐いている。嫌でも思い悩む事が有るのだと思わざるを得ない。一体何をお悩みなのか。少しでもお気持ちを軽く出来れば……。


「御邪魔をしても構いませぬか？」


「構わぬぞ、如何も上手く書けぬ。気分転換に一息入れようと思っていたところだ」


雪乃殿と二人で丸めた紙を拾って屑籠くずかごに入れると殿が〝済まぬな〟と労ってくれた。殿が竹細工職人に作らせた大き目の魚籠びく。朽木家では至る所に屑籠が有る。とても便利だ。屑籠は一日一度、小姓が中の屑を集め焼き捨てる。屑籠の中を漁あさる事は許されない。


「文でございますか、どうやら家中の者への文ではないようですけれど……」


家中の者に対してなら多少の文字の乱れは気にせずにお出しになる。家臣達からもその事で苦情が出た事は無い。皆が文を貰って喜んでいる。


「織田殿だ、関東管領殿にも出さねばならぬ。余り酷い物は出せぬからな、苦労している。祐筆に頼んでも良いがやはり自分で書いた方が良いと思ってな」


殿が軽く御笑いになった。


「上洛の事でございますか」


「まあそうだ」


「織田様と関東管領様は御味方下さらないのですか？」


「……」


殿の御顔から笑みが消えた。


「私達が表の事へ口出しする事を殿が御嫌いなのは分かっております。ですが最近お元気が無いので私も雪乃殿も心配しているのです」


殿が〝そうか〟と言ってフッと息を吐かれた。


「俺は駄目な夫だな。身重のそなた達に心配をかけるとは……」


自らを嘲あざけられた。


「そのような事は有りませぬ。殿が大変な御苦労をされている事は良く分かっております。政に戦、それに私達の事も考えねばならぬのですから」


「御方様の仰られる通りです。雪乃は大膳大夫様を駄目な御方などと思った事は有りませぬ」


「……」


何も仰られない。かなり落ち込んでおられる。


「殿？」


「……織田殿、関東管領殿には上洛に参加しなくても良いと書こうとおもっているのだがな、書いている内に愚痴と憤懣になる。ウンザリだ」


思わず雪乃殿と顔を見合わせた。雪乃殿も驚いている。


「宜しいのでございますか？」


「宜しいのだ」


本当に？　ではここ最近鬱屈しておられた理由は御味方が足りないのでは無いと？　それに愚痴と憤懣？


「織田殿も関東管領殿もそれぞれに敵を抱えている。上洛など誘われても迷惑なだけであろう」


「御味方が足りぬのでは有りませぬか？」


雪乃殿が心配すると殿が首を横に振られた。


「兵力は十分に有る。問題は時間だ。俺はもっと後、来年早々の上洛を考えていた」


「まあ」


期せずして私と雪乃殿の声が重なった。


「義昭ばかが上洛だ、将軍だと騒いだ。俺は来年だと言ったのだがまるで聞こうとせぬ。上洛に消極的だと思ったのかもしれぬな。煽られてもう一人の義助ばかが自分こそが将軍だと騒いだ。お蔭で上洛は十月という事になりつつある」


不愉快そうな、憂鬱そうな御顔。振り回されていると御思いなのだと分かった。それにしても馬鹿？　余程に憤懣が溜まっておられる。雪乃殿も驚きのあまり眼を見開いている。


「驚いたか？」


殿が皮肉な笑みを浮かべている。私と雪乃殿も上手く答える事が出来ない。〝いえ〟、〝その〟と言っていると殿が御笑いになられた。


「馬鹿で十分だ」


御顔から笑みが消えた。冷たい御顔、何も言えない。


「来年の上洛ならそなた達の出産にも立ち会えたのだがな」


「まさか、それで来年にと？」


驚いて問い掛けると殿が首を横に振られた。


「そんな事は無い。戦の準備に来年までかかるという事だ」


「……」


本当に？　私の顔を見て殿が〝本当だ〟と仰られた。私って分かり易いのかしら？


「兵糧、武器、弾薬の手当てが要る。それに敵を弱めるための準備も要る。それを年内一杯で行う予定だった。だがそういう事が分からぬのだな。頭の中にあるのは上洛、将軍だけだ。ウンザリする」


「……」


殿が顔を顰められている。


「兵糧方にこれ以上無理をさせたくない。いや、それ以上に危険だ。……織田、上杉に文を書くのもそのためだ」


そのため？　良く分からない。雪乃殿も訝しげな表情をしている。私達を見て殿が一つ息を吐いた。


「分からぬか、まあ無理もないな」


「……」


「良いか。織田、上杉が上洛戦に参加すれば最低でも三万は兵を出すだろう。戦場は山城、大和周辺になる。兵力が多い分だけ有利になる。上洛は簡単に済むかもしれぬ」


「そうでございますね」


「ええ」


私と雪乃殿が同意すると殿の表情が厳しくなった。


「だがな、戦に絶対などという事は無い。万に一つも戦が長引けば織田、上杉はあっという間に兵糧、武器、弾薬が不足する事になる。領国を遠く離れているのだからな、簡単には補充出来ぬ。彼らがそれを理由に離脱すれば如何なる？　此方の旗色が悪いと見て近隣の国人衆は寝返りかねん」


「……」


「そうなれば負けだ。三好豊前守は近江に攻め込んでくるぞ。この近江が戦場になるのだ。それを避けようとすれば織田、上杉の兵糧、武器、弾薬の手当ても朽木がしなければならんという事になる。それがどれだけの負担になるか……」


「……」


殿が溜息を吐かれた。御顔の色も暗い。


「銭が要る。だが銭だけの問題ではない。物が無ければ銭が有っても買えぬのだ。物を買うために物を探して走り回らねばならんという事態になるだろう。とんでもない事になる」


今度は私が溜息を吐いた。雪乃殿も溜息を吐いている。


「そんな事、少しも分かりませんでした。私も義昭様と同じですね」


「私もです」


私と雪乃殿の言葉に殿が首を横に振った。


「そなた達は戦をした事があるまい。知らぬのが当然だ。だが義昭様は違う、知っておかねばならぬ立場だ。だが現実には戦を知らぬ者が戦だと騒いでいる。一番性質たちが悪い。腹立たしい事よ！」


吐き捨てられた。


「戦など他人に任せておけば良いと考えているのだろうな。頭の中にあるのは将軍になるという事だけだ。碌な将軍にはなるまい」


「……」


「兵糧方は十月の上洛戦のために今も兵糧、武器、弾薬の手当てに走り回っている。上洛戦は朽木の総力を上げた戦いになる。彼らにとってもこれだけの大戦は初めての筈。苦労しているだろう。だからな、俺は織田、上杉に文を書く。上洛戦に参加する必要は無いとな。彼らのためではない、朽木のためにだ、勝つためにだ」


また溜息が出た。戦とはなんと難しい事か……。兵が多ければ良いと考えるだけでは勝てないのだと思った。


「兵糧方とは大変な御仕事なのですね」


雪乃殿の言葉に殿が〝そうだ〟と頷かれた。


「兵糧方を作ったのは北近江を制した後だった。あの頃は六角家との関係は悪くなかったからな。次の敵は越前の朝倉と定めていた。朝倉は朽木よりも大きい。大きな相手と近江の外で戦う以上、兵糧、武器、弾薬に不安を感じるようでは勝てぬと思った。だから兵糧方を作ったのだ」


そんな意味が……。兵糧方が作られたのは私が嫁いでからだった。でも少しも気付かなかった……。


「朽木は大きくなった。北は能登から南は伊勢、志摩まで広がった。一年の間に能登から伊勢を往復した事も有る。それが出来たのも兵糧方の働きが有ったからだ。朽木の兵は百姓兵では無い、その事で動きが速いと言われているがそれは正確ではない。兵糧方の存在が朽木の兵の動きを速くしている」


「……」


「だから大評定には兵糧方も出る。兵糧方が戦えぬと言えば朽木は戦えぬのだ。それだけの権限を持っている」


なんて情けない、傍に居ても全然気付かなかった。その勝つための努力も苦しみも……。


「如何した、二人とも」


殿が私達を心配そうに見ていた。


「私、何も知りませんでした。それに殿が苦しんでおられるのに何のお役にも立てそうにありませぬ。そう思うと申し訳なくて……」


「雪乃も同じ想いです」


私達の言葉に殿が声を上げて御笑いになった。

            





    
  
  




「何を言うかと思えば……。そなた達は俺を気遣って心配してくれる。それだけで十分だ」


「でも」


「嘘ではないぞ。そなた達が居て子等が居る。その事が俺を強くしてくれるのだ」


「……」


本当に？　信じても良いのかしら。


「吐き出して大分楽になった。俺の事は心配要らぬ。それよりも腹の子の事を第一に考える事だ。俺は戦に出る。心細かろうが元気で丈夫な子を産んでくれ」


「はい」


私と雪乃殿が答えると〝休息は終わりだ、戻りなさい〟と言って巻紙に筆を走らせ始めた。それを機に雪乃殿と共に部屋を下がった。


廊下を雪乃殿と共に歩く。心は晴れない。その所為か足取りが重い様な気がした。


「御方様、あれは御本心でしょうか？」


思わず足を止め雪乃殿を見た。彼女が心細そうな表情をしている。何と答えれば良いのだろう。雪乃殿の疑問は私の疑問でも有る。本心だと答えるべきなのだろうか……。自分で信じていない事を？


「分かりませぬ」


「御方様……」


「だから、信じましょう」


「……信じるのでございますか？」


「ええ、疑う事無く殿を信じていく」


雪乃殿が訝しげな表情をしている。納得していないのだろう。


「たとえ御本心でなくても私達を気遣っての御言葉、ならばそれを信じるべきだと思ったのです。雪乃殿はそうは思えませぬか？」


雪乃殿が私をじっと見ている。やがて口元に笑みが浮かんだ。


「そうでございますね。雪乃もそう思います」


「さあ、戻りましょう」


「はい」


そう、信じよう。殿と共に生きるのだから殿を信じる。何て簡単な事、それを思い悩むなんて……。可笑しくて笑ってしまった。雪乃殿も笑っている。何時の間にか足取りは軽くなっていた。

            







あとがき






お久しぶりです、イスラーフィールです。


この度、「淡海乃海 水面が揺れる時～三英傑に嫌われた不運な男、朽木基綱の逆襲～四」を御手にとって頂き有難うございます。






非常に嬉しい事を御報告させていただきます。「淡海乃海 水面が揺れる時」が「このライトノベルがすごい！　２０１９」にて選出されました。それと既に御存知だと思いますがコミカライズが決定しました。十二月から連載がスタートすると思います。これも偏ひとえに皆様の御蔭です。御支援有難うございます、心から感謝です。


第三巻では朽木家が近江の外に勢力を伸ばしていく姿を書きました。第四巻では上洛戦がテーマとなります。単純に足利義昭を担いで京へ上るというものでは有りません。基綱は上洛を利用して勢力を拡大しようと考え義昭は出来るだけ基網の勢力拡大を抑えて利用しようとだけ考えます。お互いに協力ではなく利用する事だけを考えた打算的な関係なのです。信頼など有りませんし不信感を互いに募らせていきます。それでも互いの利益のために上洛へと進んで行く。言ってみれば基網と義昭は矛盾と対立要因を含んだ関係なのです。その関係に様々な人々が様々な思惑を持って巻き込まれていく……。


第二巻、第三巻同様第四巻でもＷＥＢ版では書かなかったシーンを加筆しました。楽しかったです。特にお気に入りは冒頭の長野家の鈴姫のシーンですね。書いていて本当に楽しかった。他にも北畠の笛姫、あの高飛車さが堪りません。そういう女性を書くのは初めてなのですが意外に書けるなあと自分で自分を見直しました（笑）。


今回も素敵なイラストを描いて下さった碧風羽様、本当に有難うございました。表紙の南蛮船のイラストには感動しました。そしてＴＯブックスの皆様、色々と御配慮有難うございました。編集担当の新城様、今回も大変お世話になりました。皆様のおかげでこの本が出版されました。心から御礼を申し上げます。


最後にこの本を手に取って読んで下さった方に心から感謝を。


第五巻でまたお会い出来る事を楽しみにしています。






二〇一八年十一月　イスラーフィール



            





電子版特典SS

	
乱世を凌しのぐ







永禄十四年（一五七一年）　五月中旬　　紀伊国牟婁郡新宮村　　新宮城　　堀内氏善






自室で寛くつろいでいると〝殿〟と声が掛かった。〝如何した〟と答えると戸が開いて小姓こしょうの遊木五右衛門が顔を見せた。


「九鬼孫次郎様がお見えでございます」


思わず表情が動きそうになったが耐えた。頼りないと侮られてはいかぬ。自然に、春風駘蕩しゅんぷうたいとう、泰然自若たいぜんじじゃく……。


「そうか、……書院にお通しせよ。少し遅れるかもしれん、茶をお出しせよ」


「はっ」


五右衛門が頭を下げて戸を閉めた。


妙な話よ……。南蛮船は目立つ。九鬼孫次郎が南蛮船で来たなら城に来る前に俺に報告が来る。そうでないと言う事は南蛮船を使っていないのだろう。此処へ来た事を余り公にはしたくないと九鬼孫次郎は考えているらしい。はて、一体何事か？　朽木に付けと言うならそのような配慮は無用の筈だが……。分からぬな、会って判断するしかないか……。


父の部屋に向かった。父、安房守氏虎は寝込んでいた。最近ではそういう日が多い。隠居してから、いや兄、若狭守氏高が病死してからめっきり身体が衰おとろえた。以前は黒々としていた髪、髭にも白い物が目立つ。あと何年生きられるか、長い事は有るまい……。


「父上、新次郎にございます。御加減は如何でございますか？」


〝悪くない〟と言って父が眼を開いた。眼に力が無い、以前はもっとぎらついた眼をしていた。声も掠れて弱々しく聞こえた。無性に悲しかった。


「何か有ったか？」


「九鬼孫次郎殿が訪ねて参りました」


「要件は？」


「多分、朽木に付けという事だと思います」


父が頷いた。


「儂に遠慮は要らぬ、その方の好きにやれ。朽木が相手なら服属しても敵対しても不足は有るまい」


「左様ですな」


父らしさが出た。その事が嬉しかった。朽木大膳だいぜん大夫だゆうは近江、若狭、越前、加賀、能登、伊勢、志摩を領している。親から受け継いだものではない、自ら切り取った物だ。敵としても主としても不足はない。


父の前を下がり書院に向かった。書院では九鬼孫次郎が一人茶を飲んでいた。俺の姿を見るとニヤリと笑みを浮かべた。何処となく元気だった頃の父に似ている。野心家でふてぶてしく常に餓うえていた。死んだ兄もそうだった、俺には無い。父の自慢の兄……。


「お待たせしました」


「いやいや、気にはしておらぬよ、新次郎殿。安房守殿の御加減は如何かな？　思わしくないと聞いているが」


父に会った事を察して揶揄やゆしているのかと思ったがそうではなかった。相手は神妙な表情をしている。


「お気遣い有難うございます。何処が悪いというわけでは有りませぬが父も歳ですからな、気力が衰えて来たようです。父に孫次郎殿が心配していたと伝えましょう」


孫次郎が頷いた。


「……親しい者を失うのは辛いからな。俺も兄を失った時は大分堪えた。新次郎殿も辛かっただろう。安房守殿も……」


孫次郎が首を横に振って語尾を濁した。そうか、俺と同じだ。兄を失って家を継いだ。いや、敗戦の中で家を継いだのだ。俺よりもずっと苦労したのだろうと思った。いかぬな、引け目を感じてどうする。〝失礼します〟と声がして五右衛門が入って来た。茶を俺の前に置いて下がった。


「長島の件では儲もうけさせて頂きました。感謝しておりまする」


「いや、こちらもあの連中の扱いには困っておった。感謝しているのはこちらの方よ。……大分儲けられたようだな」


またニヤリと笑った。


「それは、まあ。……本願寺は銭が有りますな」


「羨ましいのう」


二人で顔を見合わせて笑った。笑ってから思った。羨ましいのは銭を得た俺か、それとも銭を持っている本願寺か……。


「今日は南蛮船で来られたのではないようですな？」


「うむ、関船で来た。大事な話が有って来たのだ。南蛮船を使っては新次郎殿に見せてくれとせがまれよう。それでは話が出来ぬ」


孫次郎が声を上げて笑った。思わず苦笑が漏れた。何か訳が有るのかと思ったが違ったらしい。前回は無理を言って乗せて貰った、大分閉口したようだ。要件を聞いた方が良かろう。


「それで今日御来訪の趣は？　大事な話と聞きましたが？」


「もうお分かりであろう。誘いに来たのよ。新次郎殿、朽木に付かぬか？」


じっとこちらを見ている。負けじと見返した。


「殿がな、お主が味方に付いてくれれば心強いと言っている」


「大膳大夫様がそのような事を……」


話半分に聞いた方が良いだろう。多分孫次郎が勧めた筈だ。だが悪くないと思った。


「これから朽木は上洛戦を行う。三好を相手に一大決戦だが分はこちらに有る」


「……」


無言でいると孫次郎がニヤリと笑った。


「伊賀が味方に付いたぞ」


「なんと！」


「真だ。これまで三好は大和方面で押していたがこれからは違う。伊勢から伊賀、大和へと道が繋がったのだからな。大和方面でもこちらが優位になる」


長島から一揆勢が一掃され北畠が誅殺された。伊勢に不安は無い。伊賀が味方に付いた事で朽木は京を包囲しつつある……。


「如何かな？　今のうちに朽木に味方した方が堀内家の将来にとっても良いと思うが」


「……そうかもしれませぬ」


孫次郎が嬉しそうに笑みを浮かべた。


「では御味方すると伝えて良いかな？　俺としてもお主が味方に付いてくれれば頼もしい限りだ」


「その前にお聞きしたい事が有ります。孫次郎殿、大膳大夫様はどのような御方です？　色々と噂は聞いておりますが孫次郎殿からその為人をお聞きしたい。その上で正式にお答えしたいと思います」


問い掛けると孫次郎が〝ふむ〟と鼻を鳴らした。


「案じておいでかな？」


「……」


「色々と噂は有るからのう」


「噂でしょうか？」


孫次郎が俺を見た。強い視線だ、怒ったのかもしれぬ。怯んではならぬと腹に力を入れた。


覇気の有る仕え甲斐の有る大将を得たいとは思う。だが将来に不安を感じる大将では仕えられぬ。朽木大膳大夫には冷酷、残虐、気性が激しいとの悪評が高い。比叡山ひえいざんを焼き日吉大社も焼いた。越前での根切りでは二万人以上が殺された。松坂、大湊、山田、宇治でも何人もの商人が首を刎はねられている。そしてつい先日、北畠は皆殺しにされた……。


今は敵対した者が誅されているがその刃がいずれ味方に向けられぬと誰が言えよう。敵以上に主君の方が危険な事も有るのだ。朽木大膳大夫基綱、今年で二十三歳。奇くしくも俺と同い年だが余りにも違う。不安を感じざるを得ぬ、それとも素直に受け入れられぬのは大膳大夫に対する嫉妬しっとからだろうか……。


「知っての通り九鬼家は一度没落した。志摩から追い払われ根無し草になった」


孫次郎が視線を向けてきたから頷く事で答えた。


「没落してみれば分かるが家を興すのは容易な事ではない。付いて来た家臣を如何するか、日々の糧は如何すれば良いのか、毎日が痩せ細るような不安の日々であったな」


「……」


孫次郎が一口茶を啜った。


「頼る相手を選んでいるような贅沢ぜいたくは許されなかった。声を掛けられた時、俺は無我夢中で大膳大夫様にしがみついたわ。これを逃せば浮き上がれぬという不安の方が強かった」


孫次郎が〝フッ〟と小さく笑った。お前は贅沢だと言われているように感じた。そうかもしれぬ。迷うというのは選択の余地が有るのだ。真に追い込まれれば迷う事も躊躇ためらう事も許されまい。


「新次郎殿の危惧が分からぬでもない。俺の分かる限りの事は答えよう。だが最後は自分の眼で確かめられた方が良い。後悔せぬようにな」


「忝かたじけない」


謝意を表すと孫次郎が頷いた。


「外見は普通の御方よ」


そう聞いている。


「だが中身は違う。尋常ならざる御方よ」


それも聞いている。大体尋常な男では七カ国も切り取れまい。いや伊賀を入れれば八カ国か。


「例えば？」


「……天下よ」


「天下？」


問い返すと孫次郎が頷いた。


「あの方の狙いは天下よ」


「……」


まさか、と思った。唖然としていると孫次郎がニヤリと笑った。


「初めてお会いした時の事じゃ、雑賀水軍、安宅水軍と戦って貰う事になる。場合によっては瀬戸内最強の村上水軍と戦う事になると言われた」


「……」


「弱ければ捻ひねり潰される。潰されたくなければ強くなるしかない。それがこの乱世の掟だ。九鬼は朽木を選んだ。朽木と共に大きくなれ、強くなれとな」


「……」


また孫次郎がニヤリと笑った。


「妙な話であろう？　義昭様を将軍職に就けるだけなら村上水軍と戦う必要は無い。村上水軍と戦うという事は京を越えて兵を西に進める、毛利と戦うという事よ」


「……義昭様は」


声が掠かすれた。喉がカラカラに乾いている。茶を一口飲んだ。


「三好を京から追い払うための道具、そんなところではないかと俺は睨んでいる。近江から西へ進もうとすれば如何しても山城国を通らねばならんからな」


声が出ない。義昭様は道具……。


「……朽木は足利の忠臣では……」


〝フフフ〟と孫次郎が含み笑いを漏らした。


「新次郎殿、忠臣に八カ国も国を切り取る事が可能かな？　毒が無ければ国は奪えまい」


「……」


「足利の忠臣を演じつつ国を奪う。天下を狙う。真の下剋上よ」


囁くような口調だ。だが耳に響いた。


「……村上水軍と戦うというのは比喩ひゆでは？　それと戦えるほどに強くなれと……」


問い掛けると孫次郎が首を横に振りながら〝違うな〟と言った。


「南蛮船を見分に来られた事が有る。その時村上水軍の焙烙玉ほうろくだまには気を付けろと仰られた。南蛮船は火薬を積む、危ないとな。大分気にしておられる。敵と見定められているのだと思う」


真に天下を狙うのか……。


「大膳大夫様は船に、水軍に御詳しいのかな？」


問い掛けると孫次郎が頷いた。


「殿からは雑賀の商船を攻撃せよと命を受けている」


「雑賀の商船？」


「三好が怖れているのが朽木の鉄砲隊よ。一度酷い目に遭っているからな。それに対抗するには雑賀の鉄砲隊が要る。雑賀を動けなくするために商船を攻撃する。鉄、鉛、硝石が無ければ雑賀は動けぬ」


「なるほど」


水軍を使っての兵糧攻めか。長島も兵糧攻めで敗れた。水軍の果たした役割は大きい。偶然、偶々ではないな。大名の中には水軍を上手く使えぬ者も居るが朽木大膳大夫はそうではないらしい。


「船が何であるか、水軍が何であるかを良く御存知だ。如何使えば良いかもな。仕え甲斐の有る御方よ」


「……」


「戦だけではないぞ、新次郎殿。銭儲けも上手だ」


「と言うと？」


孫次郎がニヤリと笑った。


「朽木は今度土佐の一条氏に援助する事になった」


「ほう」


土佐か、四国に味方を作ろうとしている。三好への牽制けんせいか……。


「代償は琉球との交易だ」


「琉球？」


思わず声が高くなった。孫次郎が楽しそうに笑う。顔が熱い。


「一条氏は琉球と交易している。そこに朽木も食い込むという事よ」


「……」


「朽木は敦賀の湊を使って蝦夷地とも交易をしている。敦賀には南蛮の商船、明の商船もやってくる。そして琉球と取引する事で琉球の更に南の産物が大湊に入ってくる。敦賀と大湊、分かるだろう？　新次郎殿。その中間に近江が、淡海乃海あふみのうみが有る」


思わず呻き声が出た。近江に、いや朽木に南と北の産物が集まる……。


「全てが近江に集まり全てが近江から散ってゆく。南から北へ、北から南へ、そして東西へとな。あの方の眼はこの日ノ本だけではない、海の外にも向けられている」


また呻き声が出た。関を廃し街道を整備したのもそのためか。大きいと思った。自分とは違う何かを見ている。孫次郎の笑い声が聞こえた。


「後は新次郎殿が自らの眼で判断される事だ」


俺に判断出来るだろうか……。






「それで此処に来たか」


「はい、父上の御考えを伺いたく……」


「埒も無い。御迎えを待つばかりの隠居に縋すがろうとは……」


床に臥せる父が力無く笑った。憐れむように枕元に坐すわる俺を見ている。決断出来ぬ俺を憐あわれんでいるのだろうな。それとも憐れんでいるのは不甲斐無い後継者を持った自分自身か。忸怩じくじたる物が有った。


「朽木には付けぬか」


「そうは申しておりませぬ。利は有ります。味方すれば南蛮船を得られましょう。ですが朽木大膳大夫を如何判断して良いのか……、苦慮しております」


父がまた笑った。


「大膳大夫様が嫌いか？」


「好き嫌いの問題では有りませぬ」


本当にそうだろうか？　そうではないと言えるだろうか？


「理解出来ぬから不安か？　大膳大夫様は大き過ぎるか？」


「そうかもしれませぬ」


「では誰なら安心して仕えられるのだ？　三好か？　畠山か？」


「……」


首を横に振った。三好は今回の戦いで勝てまい。そして畠山は足元が弱い。とても頼りになるとは思えぬ。


「それも嫌か、ならば何処にも付かず自立の道を選ぶか？」


「可能でしょうか？」


問い掛けると父が〝難しかろう〟と言った。


「もう直ぐ義昭様の上洛戦が始まる。畿内の大名、国人達は義助様に付くか、義昭様に付くかを迫られる事になる。自立、中立などは許されまい」


自分もそう思う。旗幟きしを鮮明にしろと厳しく迫って来る筈だ。


「それに大膳大夫様が天下を目指すのであればいずれは義昭様とぶつかる事になる。これも自立、中立などは許されまい」


「はい」


「誰が勝つ？」


父がじっと俺を見ていた。試されている……。


「大膳大夫様でしょう、……勝つところに付けと？」


「当然であろう、負ける奴に付いて如何する」


それはそうだが……。父がニヤニヤしている。ふてぶてしい笑み、元気なころの父が戻っていた。


「その方は少し考え過ぎる、悪い癖じゃ」


「……そうでしょうか？」


不満だった。家の行末を決めるのだ、考えるのは当然であろう。


「今も考えておるではないか、埒も無い事での。乱世を凌ぐのはそれほど難しくは無いのじゃ。勝つ大将に付く、これが基本よ」


「はい」


「次に堀内は頼もしい、出来る、役に立つと評価される事じゃ」


「はい」


「最後に堀内は裏切らぬと信頼される事よ。この三つが有れば凌げよう」


「……そうですな。御教示、有難うございます」


礼を言うと父が満足そうに頷いた。


「それで、如何する？」


「朽木に付きます」


〝ふむ〟と父が鼻を鳴らした。


「雑賀攻めで武勲ぶくんを上げます」


また父が鼻を鳴らした。


「三好、或いは義昭様から誘いが来るかもしれませぬ。なれど裏切りませぬ」


父が満足そうに頷いた。なるほど、俺は難しく考え過ぎか……。






永禄十四年（一五七一年）　五月下旬　　近江国高島郡安井川村　　清水山城　　堀内氏善






「殿、堀内新次郎氏善殿にございまする」


九鬼孫次郎の言葉に〝堀内新次郎氏善にございまする〟と名乗ると上座に座った若い男が満足そうに頷いた。


「良く来てくれた。俺が朽木大膳大夫基綱だ」


噂通り、ごく普通の男だ。声は良く通る。


「此度はお誘い頂きました事、真に有り難く、心から御礼申し上げまする。以後は身命を賭して御仕え致しまする」


頭を下げると〝面を上げられよ〟と声が掛かった。


「長島の門徒達の事では世話になった。感謝している。熊野水軍が味方になってくれたとあれば心強い限りだ。孫次郎、良くやってくれたな」


「はっ」


孫次郎が嬉しそうに答えた。褒められて喜んでいる。心服しているのだと思った。


「新次郎、先ずは孫次郎と共に雑賀の商船を叩いて欲しい」


「はっ、九鬼殿より仔細は聞いておりまする」


大膳大夫様が〝うむ〟と頷いた。


「銭と絵図面を送る。南蛮船を造れ。大筒、鉄砲、火薬はこちらから送る。孫次郎、協力せよ」


「はっ」


孫次郎が畏まった。南蛮船か、心が弾んだ。朽木に味方すると決めてからは南蛮船の事ばかり考えていた。俺は何を悩んでいたのか……。


「俺は強い水軍が欲しい」


「……」


「本願寺の下間豊前守が顕如に殺された」


顕如に殺された？　孫次郎も驚いている。何が有ったのだ？


「どうやら知らなかったようだな。豊前守は長島に居た男でな、負け戦に余程に懲りたらしい。顕如に朽木との和睦を勧めたが怒りを買って手討ちになった」


なんと……。唖然としていると大膳大夫様が低く笑い声を漏らされた。


「つまり顕如は俺とやる気だという事だ。石山を攻略するには長島同様陸と海を封鎖する必要が有る。先ずは雑賀、安宅を排除しなければならんし本願寺を助けようとする援軍も排除しなければならん。山陽道には本願寺に親しい勢力が多いからな」


英賀、毛利か……。つまり村上水軍と戦うという事か……。


「そこの孫次郎は俺と共に大きくなる、強くなると誓ってくれた。新次郎、お主にも期待して良いか？」


「はっ、必ずや御期待に沿いまする。大きく、強くなりまする」


「楽しみだな」


大膳大夫様が嬉しそうに笑みを浮かべられた。孫次郎が〝負けぬぞ〟と言う。そうだ、負けられぬ。堀内は雑賀にも安宅にも村上にも九鬼にも負けぬ。何より大膳大夫様に負けてはならん。堀内は役に立つ、失う事は出来ぬと思わせなければならんのだ。乱世を凌ぐために……。
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